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表記と記載内容について 


マー ク 

内容 

大 

オプションや仕様により異な 
る装備には*マークび付いて 
います。 

A 

警告 

重大事故や命にかかわるけび 
を未然に防ぐために必ず守っ 
ていたださたいことでず。 

瓜 

環境 

環境保護のためのアドバイ 
スや守っていただをたいこ 
とです。 

〇 

ま意 

けびや事故、車の損傷を未然 
に防ぐため、必ず守っていた 
ださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なことや、 
知っておいていただをたいこ 
とでず。 

► 

操作手順などを示してい 
まず。 

(1>ぺージ） 

関連ずる内容び他のページに 
ち起ることを示してし、ます。 



お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をご使用になる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、走行速度が 
1日0 km / h を超えたときの車両機 
能や状態などについての記述があ 
りまずが、公道を走行ずる際は、 
必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 


•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 

• スイッチなどの形状や装備、操作ち 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーシヨンに関 
しては、別冊の 「 COMAND シス 
テム取扱説明書」をご覧< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓〇になる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• ご不日月な点は、お買い上げの販売店 
または;><ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式サイト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 
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アクティブボンネットのリセット . 318 

U セット作業 . 318 

ぐノ マト ゾ 'I j 、リ^^* ••••••••••••••••••••298 


アクティブボンネットのリセット . 318 

U セット作業 . 318 

ぐノフ トゾ,11 \\f ••••••••••••••••••••238 

アダプティブ八イビームアシスト . 109 

アダフティブブレーキ . 58 

アテンシヨンアシスト . 207 

アテンションアシストの警告 . 208 

アテンションアシストの設定と解除- 208 

ま全のために . 13 

オートマチック車の取り扱い . 17 

警告ラベル . 13 

モ供を乗せるとき . 16 

こんなことにもを意 . 18 

診断ソケット . 13 

走イする前に . 14 

保証の適用 . 14 

^ルセデス.ベンツ指定ヴービスエ場.14 

イージーエントリー機能 . 90 

クラッシュセンサー連動機能 . 91 

イグニッション位置 . 79 

キーによるイグニッション位置の選択 • 79 
キーレスゴースイッチによる 
イグニッション位置の選択 

(キーレスコ’一装備車） . 80 

イモビライザー . 58 

インストルメントパネル . 22 

左ノ V ンドル車 . 22 

ちハンドル車 . 23 

インテ U ジェントライトシステム . 107 

アクティブライトシステム . 107 

コーナ U ングライト . 108 

八イウェイモード . 108 

フォグランプ強化機能 . 109 

ウォッシャー液 . 256、360 

ウォッシャー液を補給ずる . 257 

運転席ドアの解錠 . 315 

エアコンディシ ョナー . 209 

AC モード . 211 

AUTO モードの解除 . 211 

エアコンディショナー作動表示 . 209 


エアコンディショナーの取0扱い • •••209 

コントロールパネル . 210 

設定温度の調整 . 212 

送風口の選択 . 213 

送風口の調整 . 217 

送風量の調整 . 213 

通常の使いち . 211 

デフ□スターモード . 214 

独立温度設定機能 . 213 

内気循環モード . 215 

U アデフォッガー . 215 

ェアバッグ . 35 

ウインドウバッグ . 39 

運転席/助手席エアバッグ . 38 

運転席/助手席ペルビスバッグ . 39 

運転席二ーバッグ . 38 

エアバッグの作動条件 . 40 

エアバッグの種類と収納場所 . 37 

サイドバッグ . 38 

エマージェンシーキ. . 315 

エマージェンシーキーを使用する315 

エンジン . 268 

エンジンオイル . 250.358 

エンジンオイル容量 . 358 

エンジンオイル量に関ずるを意 . 250 

エンジンオイル量を点検する . 250 

エンジンオイルを補給する . 251 

使用するエンジンオイル . 358 

添加剤 . 358 

エンジンの始動 . 123 

キーによるエンジンの始動 . 124 

キーレスコ'一操作によるエンジンの始動 

. 124 

シフトポジション . 123 

タッチスタート機能 . 124 

エンジンの停止 . 130 

エンジンルーム . 247 

ウオッシャーミ夜 . 256 

エンジンオイル . 250 

エンジンルーム . 249 

オートマチックトランスミッションオイル 

. 253 

ブレーキ液 . 255 

ボンネット . 247 
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冷却水 . 253 

オイル-液類/バッテ U -. 356 

ウオツシャーミ夜 . 360 

エンジンオイル . 358 

オイル.液類に関するミ主意 . 356 

オートマチックトランス S ッションオイル 

. 358 

燃料 . 357 

バッテリー . 360 

ブレーキ液 . 359 

;令却水 . 359 

才ートマチック車の取り扱い . 17 

才ートマチックトランスミッション••一134 

運転のヒント . 13己 

才ートマチックギアシフト . 139 

オートマチックトランスクッションの 

トラブル . 144 

シフト位置 . 13己 

シフト位置の選択 . 13己 

セレクターレバー . 134 

走行モード . 136 

ティップシフト . 140 

パドルによる操作 . 139 

マニュアルギアシフト . 142 

外装 . 277 

カッブ ホルダー . 233 

可変スピードリミッター . 179 

可変スピード U ミッターを辭除ずる-182 
可変スピード U ミッターを設定ずる-180 

設定速度を変更ずる . 182 

環境保護について . 13 

寒;を時の通り扱い . 266 

キ. . 64 

アンサーバック機能 . 70 

解錠時の設定の切0誓え . 69 

解錠時の設定を初期設定に戻す . 70 

キーのトラブル . 71 

キーレスコ、一 . 66 

U モコン機能 . 65 

キーの電池交換 . 320 


キーの電池を点検する . 321 

電池の交換手順 . 321 

キーの電池を点検ずる . 321 

キーの トラブル . 71 

キーレスコ'. . 66 

救急セット . 289 

緊急時点灯機能 . 113 

クルーズコント□—ル . 176 

クルーズコント□ールを解除する •••• 178 
クルーズコント□ールを設定する… • 177 

設定速度を変更ずる . 178 

警告ラベル . 13 

けん引 . 344 

押しびけ（非常時のエンジン始動操作） 

. 347 

けん引時のま意 . 344 

けん引フックの取り付け . 34己 

後輪を上げてけん引ずる . 346 

車両を運搬ずる . 347 

前後輪を接地させてけん弓 I ずる . 346 

けん引防止機能 . 60 

けん引防止機能を解除する . 60 

システムを待機状態にする . 60 

待機状態を辭除ずる . 60 

故障/警告メッセージ . 292 

安全装備 . 294 

エンジン . 299 

キー . 306 

故障/警告メッセージの表示を消す- 293 
故障/警告メッセージを表示させる- 292 

車両 . 304 

走行装備 . 301 

タイヤ . 303 

ライト . 298 

子供を乗せるとき . 16.43 

ISO-FIX 対応チャイルドセーフティシート 

固定装置 . 47 

純正チャイルドセーフティシート……45 
助手席へのチャイルドセーフティシートの 

装着 . 45 

チャイルドセーフティシート . 43 

チャイルドセーフティシート固定機構46 
テヴーアンカー . 48 
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ル物入れ . 227 

グ□-ブボックス . 227 

フ□ントアームレストのル物入れ••- 228 

コンビニエンスオーフニング機能 . 119 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 120 

キーレスづ一操作での作動 . 121 

U モコン操作での作動 . 121 

コンビネーシヨンスイッチ . 105 

パッシング . 106 

へッドライトの上向き/下向をの 

切り替え . 106 

ち向指示 . 105 



室内センサーを解除する . 61 

待機状態を解除する . 61 

室内装備 . 233 

12 V 電源ソケット . 237 

アシストグ U ップ . 238 

カップホ:ルタ’一 . 233 

サンバイヴー . 235 

欧皿 . 235 

バッグホルダー . 231 

フ□アマット . 239 

ライター . 236 

シフトイ立置 . 135 

車がライト残照機能 . 103 

車載工具 . 290 


サンバイザー . 235 

バニテイミラー . 235 

シート . 81 

シー トヒ ーター . 86 

シー トベンチ レーター . 88 

電動ランバーヴポート . 86 

フ□ントシートの調整 

(4 ウェイパヮーシート） . 82 

フ□ントシートの調整 

(メモリー付パワーシート） . 83 

フ□ントシートのバックレストを 

前ちに倒す . 84 

へッドレストの高さの調整 . 83 

シート位置の記憶 . 95 

シート位置の呼び出し . 96 


車載品の収納場巧 . 288 

救急セット . 289 

事故.故障のとを . 288 

車載工具 . 290 

停止表示板 . 289 

非常信号用具 . 289 

輪止め . 291 


車速感応ドア□ック . 75 

車速感応ドア□ックの設定/解除 • • ■ • 75 

車内か5の解錠/施錠 . 74 

ドアごとの解錠/施錠 . 74 

ドア□ツクスイッチ . 74 


車両に保巧されるデータ . 20 

故障データ . 20 

データび保をされるその他の装備……20 


シートヒーター 


86 車両の施錠 


316 


シー トべ J レト . 96 

シートベルト着用警告 . 99 

シートベルトの着用 . 96 

正しい運転姿勢 . 99 

シートベルトの着用 . 96 

シートベルトを着用する . 98 

シートベルトを外す . 98 

フ□ントシートベルトの 

テンション自動調整機能 . 98 

シー トベンチ レーター . 88 

室巧センサー . 61 

システムを待機状態にずる . 61 


車両の電モ制御部品について . 355 

収納ネット . 228 

助手席足元の収納ネット . 228 

純正部品/純正アクセサ U -. 354 

乗員ま全装備 . 32 

NECK PRO アクテ イプへッ ドレスト •• 42 

PRE-SAFE ⑩ . 42 

SRS (棄員保護補助装置） . 33 

安全上の重要事項 . 32 

エアバッグ . 35 

テ供を乗せるとき . 43 

診断ソケット . 13 
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ステアリング . 89 

イージーエン ト |」_機能 . 90 

ステアリング位置の調整（手動式） •••89 
ステア U ング位置の調整（電動式） •••90 

スノーチェーン . 261 


積載荷物の制限重量 . 

セレクターレバー . 

前席上方の操作部 . 


361 

134 

•29 


走行と停車 . 123 

ECO スタート/ストップ . 126 

エンジンの始動 . 123 

エンジンの停止 . 130 

エンジンのトラブル . 132 

駐車 . 129 

長期間駐車するとき . 131 

パーキングブレーキ . 131 

発進 . 12己 


センターコンソール . 27 

センターコンソール下部 . 28 

センターコンソール上部 . 27 

走巧安を装備 . 50 

ABS . 50 

目 AS . 51 

EBD . 57 

ESP ⑩ . 52 

アダプティブブレーキ . 58 

アダプティブプレーキランプ . 52 

安全上の重要事項 . 50 

走行時のミち意 . 268 

雨降りや濃霧時の運転 . 273 

エンジンを停止しての走行 . 268 

走行ずるとを . 272 

走行中に異常を感じたら . 272 

タイヤのグ U ップについて . 270 

駐停車するとき . 272 

濡れた路面での走行 . 270 

ブレーキ . 268 

雪道や凍結路面の走行 . 271 

走行ずるとき . 272 


走行モード 


136 



ダイナミック八ンドリングパッケージ •• 183 


コンフオートモード . 183 

スポーツモード . 183 

タイヤとホイール . 257.362 

安全に関するミ主意 . 257 

ウィンタータイヤ . 260.364 

応急用スペアタイヤ . 364 

スノーチェー ン . 261 

走行時のミ主意 . 258 

タイヤ空気圧 . 261 

タイヤ空気圧警告システム . 263 

タイヤトレッド . 259 

タイヤの回転方向 . 26 己 

タイヤの交換 . 26 斗 

タイヤの清掃 . 26 己 

タイヤの選択、装着と交換 . 259 

タイヤの点検 . 258 

タイヤの保管 . 26 己 

標準タイヤ . 363 


走す5ずる刖に 


14 正しい 運転姿勢 


99 


走行装備 . 176 

アテンションアシスト . 207 

可変スピードリミッター . 179 

クルー ズ コント□—ル . 176 

ダイナミック八ンド U ングパッケージ 183 
パーキングアシスト U アビューカメラ 197 

パーキングガイダンス機能 . 193 

パークトロニック . 188 

ホールド機能 . 18 斗 

レーススタート （ C 63 AMG ). 186 

走行中に異常を感じた5 . 272 


駐車 . 129 

駐停車ずるとき . 272 

停止表示板 . 289 

テイツプシフト . 140 

電球の交換 . 322 

交換巧能な電球について . 324 

電球に関するま意 . 322 

電池の交換手順 . 321 

電動サンシエード . 223 

電動ランパ’ーサポート . 86 
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ドア . 73 

車外か5のドアの開閉 . 73 

車速感応ドア□ック . 75 

車内わ、5の解錠/施錠 . 74 

車内からのドアの開閉 . 73 

ドアウインドウの開閉 . 117 

挟み込み防止機能 . 118 

ドアウインドウのリセット . 122 

ドアの操作部 . 30 

ドアミラー . 92 

ドア S ラーび無理に外側に巧げ5れたとを 

. 93 

ドアミラーの角度調整 . 92 

ドア S ラーの格納/展開 . 92 

ドアミラーのリセット . 93 

盗難防止警報システム . 58 

警報を停止ずる . 59 

システムを解除ずる . 59 

システムを待機状態にする . 59 

盗難防止システム . 58 

イモビライヴー . 58 

けん引防止機能 . 60 

室内センサー . 61 

盗難防止警報システム . 58 

トランク . 76 

トランクの開閉 . 76 

トランクの開閉 . 76 

車外からの開閉 . 77 

車内からトランクを開く . 77 

トランクの独立施錠 . 77 

トランクフ□アボード下の収納スぺース231 
トランクを開いたときの高さ . 361 

慣5し運転 . 242 

U アディファレンシャル□ック装備車243 

日常の手入れ . 276 

外装 . 277 

車内 . 283 

荷物の固定 . 230 

荷物固定用 U ング . 230 

バッグホルダー . 231 


荷物の積み方/ル物入れ . 226 

ル物入れ . 227 

収納ネット . 228 

トランクフ□アボード下の収納スペース 

. 231 

荷物の固定 . 230 

荷物を積むとをのま意点 . 226 

分割巧倒式リアシート . 229 

ルーフラック . 232 

燃料 . 357 

燃料消費について . 357 

燃料タンク容量 . 357 

燃料の給油 . 243 

燃料と燃料タンクのトラブル . 246 

燃料を給油ずる . 243 


/V 


パーキングアシストリアビューカメラ"197 

COMAND ディスプレイの映像 . 199 

カメラの位置 . 199 

後退駐車モード . 200 

縦列駐車モード . 202 

パーキングアシストリアビューカメラの 
設定 . 205 

パーキングガイダンス機能 . 193 

駐車スぺースの検知 . 195 

駐車する . 195 

パーキングガイダンス機能の中止••-197 

パーキングブレーキ . 131 

パーキングヘルプ機能 . 94 

パーキング□ックの手動解除 . 317 

パーク ト □ニック . 188 

インジケーター/作動表示灯 . 190 

センサーの検知範囲 . 189 

パーク ト □ニックセンサー . 189 

パークト□ニックの機能の解除 . 191 

パークト□ニックの作動 . 191 

パークトロニックのトラブル . 192 

灰皿 . 235 

発進 . 125 

ヒルスタートアシストの作動 . 126 

バッテ U —. 338.360 
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VRLA バッテ U —. 341 

インジケーター付さバッテ U — . 340 

車載バッテ U — の電圧/容量 . 360 

バッテ U —取り扱いの一般的なま意 • • 338 
バッテリーの位置 . 340 

パッテ U —があがつたとき . 341 

バッテ U — の位置 . 340 

C 180 / C 250 . 340 

C 63 AMG . 340 

パドルによる操作 . 139 

パノラミックスライディングルーフ‘ • ••220 

電動サンシエード . 223 

挟み込み防止機能 . 224 

パノラ S ックスライディングルーフ/ 

電動ヴンシエードの U セット . 224 

パノラミックスライディングルーフの 

操作 . 221 

パノラミックスライディングルーフの 

トラブル . 225 

レインク□-ズ機能 . 223 

パヮーウインドウ . 117 

コンビニエンスオープニング機能 •••• 119 
コンビニエンスク□—ジング機能••-120 

ドアウインドウの開閉 . 117 

ドアウインドウのトラブル . 122 

ドアウインドウのリセット . 122 

パンクしたとき . 326 


応急用スペアタイヤび車載されている場合 

. 326 

タイヤ交換およびタイヤ修理の準備- 326 
タイヤフイットび車載されている場合332 


ビークルデータ . 361 

積載荷物の制限重量 . 361 

ビークルプレート . 355 

エンジン番号 . 356 

オプションコードプレート . 356 

車台番号 . 355 

ニューカープレート . 355 

巧常時の解錠/施錠 . 315 

運転席ドアの解錠 . 315 

エマージェンシーキー . 315 

車両の施錠 . 316 

トランクの辭錠 . 316 


パーキング□ックの手動解除 . 317 

非常信号用具 . 289 

非常点滅灯 . 106 

ヒューズ . 347 

ヒューズー賣 . 349 

ヒューズ交撰についてのミ主意 . 347 

ヒューズの位置 . 348 

ヒューズを交撰ずる . 348 

ブレーキ . 268 

AMG 強化ブレーキシステムのミ主意事項 

. 269 

下り坂を走行するとき . 268 

凍結防止剤を散巧した路面での 

ブレーキ性能の制限について . 269 

ブレーキ警告灯 . 270 

ブレーキシステムに強い負荷び 

かかったとさ . 268 

ブレーキパッドについて . 269 

路面び肅れているとき . 269 

ブレーキ液 . 255 

ブレーキ液の交換 . 256 

ブレーキ液の量を点検する . 256 

フ□ァマット . 239 

フ□ントシートの調整 

(4 ウェイパヮーシート） . 82 

シートクッションの角度の調整 . 83 

シートの前後位置の調整 . 82 

シートの高さの調整 . 82 

バックレストの角度の調整 . 82 

フ□ントシートの調整 

(メモリー付パワーシート） . 83 

シートクッションの角度の調整 . 83 

シートの前後位置の調整 . 83 

シートの高さの調整 . 83 

バックレストの角度の調整 . 83 

へッドレストの高さの調整 . 83 

フ□ントシートのバックレストを前方に側ず 
. 84 

分割可倒式 U ァシート . 229 

へッドライトウォッシャー . 105 

へッドライトの照射角度調整 . 104 

へッドレストの高さの調整 . 83 
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ホールド機能 . 184 

ホールド機能を解除する . 184 

ホールド機能を作動させる . 184 

ホールド機能の作動条件 . 184 

保証の適用 . 14 

ボンネット . 247 

アクテイプボンネット . 247 

ボンネットを閉じる . 248 

ボンネットを開く . 247 



マニュアルギアシフト . 142 

マルチフアンクションステアリング……26 
マルチフアンクションディスプレイ••一147 

AMG メニュー . 172 

記録したずべてのラップタイムを 

消去ずる . 175 

全ラップの計測結果を確認する • • • • 174 

ドライプモード表示 . 172 

油温.水温表术 . 172 

ラップごとの計測結果を確認ずる • • 17日 

レースタイマー . 173 

TEL ZL — . 158 

TEL 方ニューを表示させる . 158 

着信した電話を受ける . 158 

通話を終える（電話を切る） . 158 

通話を保留する . 158 

電話帳か5電話を発信する . 158 

発信履歴から電話を発信ずる . 159 

アシスト方ニュー . 159 

ESP 風の設定 . 160 

アテンションアシストの設定 . 161 

才ーディオ方ニュー . 156 

DVD ビデオのチャプターを選択する 
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テレビ局を選局ずる . 157 

トラックを選択ずる . 156 

ラジオ局を選局ずる . 156 

言及た>'ニュー . 102 

コンフオート . 169 

車両 . 167 

設定項目の初期化 . 171 

六一夕一 . 163 


トリップメニュー . 152 

エンジン始動時からの情報表示 • ••-152 

基本画面 . 152 

走行可能距離-瞬間燃費表示 . 154 

走行速度表示 . 154 

U セット時か5の情報表示 . 153 

ナビメニュー . 154 

交差点（分岐点）に接近しているとを 

. 155 

ルート案内中の表示 . 155 

ルート案内を行なっていないとを-154 
ルート案内を行なっているとき • • • • 154 
マルチフアンクシヨンステアリング-148 


マルチフアンクシヨンディスプレイの操作 


. 148 

方インメニューとサブ六ニュー . 151 

方ニューリスト . 150 

方ンテナンス六ニュー . 161 

故障表示 . 161 

ミラー . 91 

ドアミラー . 92 

パーキングヘルプ機能 . 94 

ルーム S ラー . 91 

ルームミラーの防眩機能 . 93 


メーターパネル . 24、145 

エンジン冷却水温度計 . 145 

スピードメーター . 146 

タコメーター . 146 

燃料計 . 145 

燃料残量警告む . 145 

表示灯/警告 灯 . 25 

マルチフアンクシヨンディスプレイと 
方ーターパネルの照度を調整する… • 14 日 
メー ターパネルの表示灯/警告灯……308 

安全装備 . 309 

エンジン . 313 

シートベルト . 308 

メモリー機能 . 95 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 ••• 14 
メンテナンス . 274 

整備手帳 . 274 

日常点検 . 274 

方ンテナンスインジケーター . 274 


ライト 


16斗 メンテナンスインジケ—夕— . 274 
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自動表示機能 . 274 

手動表示 . 275 

表示メッセージ . 27己 


メンテナンスインジケーターのリセット 
. 276 



雪道や凍結路面の走巧 . 271 



ライター . 236 


ライト . 101 

アダプティブ八イビームアシスト • • • • 109 
インテリジェントライトシステム••-107 

緊急時点：)0■機能 . 113 

コンビネーシヨンスイッチ . 105 

車外ライト残照機能 . 103 

非常点滅好 . 106 

へッ ドライトウ ォッシャー . 10己 

ヘッドライトの内側び曇るとき . 111 

へッドライトの照射角度調整 . 104 

ライトスイッチ . 101 

ルームランプ . 111 


ドアレバーライト . 113 

ルームミラー下部のライト . 112 

ルームランプ、フ□ント読書灯 . 112 

お却水 . 253.359 

オーバーヒートしたとき . 254 

不凍液の濃度 . 359 

冷却水の量を点検する . 253 

冷却水を補給する . 254 

レーススタート （C 63 AMG ). 186 

レーススタートの作動条件 . 187 

レーススタートを使用する . 187 

ワイパー . 114 

ワイパーの操作 . 114 

ワイパーのトラブル . 116 

ワイパーの操作 . 114 

フ□ントウインドウウォッシャーの噴射 

. 116 

レインセンサー . 11己 

ワイパーブレードの交換 . 325 

輪止め . 291 


ライトスイッチ . 101 

才ートモード . 102 

車外ライトの消灯 . 101 

車幅好 . 101 

パーキングライト . 103 

フ□ントフォグランプ . 102 

へッドライト/ LED ドライビングライト 

. 102 

U アフォグランプ . 103 

U モコン機能 . 65 

□ケイターライティング . 66 

ルーフラック . 232 

ルームミラー . 91 

ルーム S ラーの角度調整 . 91 

ルームミラーの防に機能 . 93 

ルームランプ . 111 

乗降用ライト . 113 

点灯モードの切0誓え . 111 

ドア赤色口 . 112 


ABS . 50 

巨 AS . 51 

EBD . 57 

ECO スタート/ストップ . 126 

ECO スタート/ストップの解除/作動 

. 128 

エンジンの自動再始動 . 128 

エンジンの自動停止 . 127 

ESP ®. 52 

ESP ® の機能の解除 

(C 63 AMG を除く車種） . 54 

ETS . 53 
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スポーツ 八ンド U ング モード、 ESP ⑩の 
機能の設定/解除 （C 63 AMG ) ••••日日 



NECK PRO アクティブヘッドレスト .‘.42 
NECK PRO アクティブへッドレストの 
リセット . 319 



PRE - SAFE ® 


42 



SRS (乗員保護補助装置） 

SRS 警告：)：了 . 33 

シー トベルトテン シヨ ナ ー/ 

ベルトフオース U ミッター . 34 

シートベルトテンシヨナーと 
エアバッグの作動 . 34 


12 V 電源ソケット 


数字 


237 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 
資源の有効利用をはじめとずる環境保 
護対策に取0組んでいまず。環境保護 
のため、お車をご使用になるとさは 
下の点にご協力 < ださい。 


9環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、リサイクル部品を積極的に導 
入しています。 


• 短距離短時間の走行を控えることで、 
燃料のを分な消費を抑えられまず。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,000回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よ5に運転して<ださい。 

• 不必要な荷物を車に載せたままにし 
ないで < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス ェ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 



車両には警告ラベルが貼付されていま 
ず。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用ず 
るための情報などが記されています。 
警告ラベルは絶対にはがさないで<だ 
さい。 


診断ソケット 
A 警告 

診断ソケットに機器を接続すると、 
車両システムの作動に影響を及ぼす 
おそれがあります。これにより、車 
両安全性が損なわれまず。事故のを 
険性がありまず。 

診断ソケットには、いかなる機器ち 
接続しないでください。 


• エンジン始動時は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 


• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 
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A 警告 

診断機器や機器のケーブルを診断ソ 
ケットに接続ずると、ペダル操作の 
障害にな0まず。突然のブレーキ操 
作やアクセル操作の際に機器やケー 
ブルびペダルの間に挟まることびあ 
0まず。その結果、ペダルの動さび 
妨げられ、事故を起こずおそれびあ 
0ます。 

運転席の足元にはいかなる機器や 
ケーブルち接続しないでください。 

。エンジンび停止している状態で 
該断ソケットに機器を接続ずると、 
バッテ1」一を消耗しまず。 

診断ソケットはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場での診断機器の接続の 
ために装備されていまず。 

診断ソケットに機器を接続ずると、排 
出ガスのモニター情報び1」セットされ 
るおそれびありまず。これにより、次 
回の車両検査時に排出ガス基準に適合 
しな < なることびありまず。 


メルセデス-ベンツ指定ヴービスエ場 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
には、車両に適切な作業を行な5ため 
に必要な専門知識と専用工具、ならび 
に設備び備わっていまず。上記の内容 
は、特にま全に関わる作業について重 
要です。 


し U 下の作業については、必ずメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で作業を 
行なってくだごしん 

• 安全に関わる作業 
• 点検および整備 
• 修理作業 

• 装備などの変更や装着、加工作業 

• 電気装備に関わる作業 

点検整備は、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。 

保証の適用 

車両の操作を行なラとさや車両に損傷 
び発生したとさは、必ず本書に記載さ 
れている指示に従ってください。指示 
に従わないで発生した車両の損傷につ 
いては、保証の対象外になりまず。 


まけず々目りに 


点検と壁備 

曰甫点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施ずることび法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読み < ださい。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンデイシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、メルセ 
デス.ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

• オーバーヒートの予防策として、 
し、つちより頻繁に;ち却水量を点検し 
て < ださい。 
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日ごろのげ態と異なるとを 

エンジンをかけたとさ、いつちと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開< と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびあ0まず。 

運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。ペダルの下に物び入る 
と、ペダルを操作でさなくなるおそ 
れびありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してください。車に合ったを 
のを使用しないと、ペダル操作びで 
をな < なるおそれびありまず。 

シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中養を起こしたり、死 tl ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かない5ちに吸い込んでいるおそれび 
ありまず。 

ウオー吉ングアップ（暖機運転） 

エンジンび;ちえているとさでを、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さい。 

荷物を積むとを 

• 荷物はできるだけトランクに積ん 
で < ださい。 

• 車内に荷物を積むとをは、動かな 
いよ5に確実に固定してください。 
急ブレーキ時などに荷物び投げ出さ 
れて、乗員びけびをずるおそれびあ 
りまず。 

• 後席へッドレストの後方のスペー 
スに荷物を置かないでください。急 
ブレーキ時などに荷物び投げ出され 
て、柔員びけびをずるおそれびあり 
9 〇 

• 鋭いちのあるをのは、角の部分に 
必ずカノ（一をして < ださい。 

• 荷物をシートのバックレストより 
を、高く積み上げないでください。 
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燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 
レー吿などを積まないで < ださい。 
万一のとさに引火や爆発のおそれが 
ありまず。 


子供を乗せるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• 子供であってち、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して < ださい。正し< 
シートベルトが着用でさないルさな 
モ供は、チャイルド セーフ テイシー 
卜を使用してください。 

-乳児やモ供を抱いたり、ひざの上 
に乗せて走行しないで< ださい。急 
ブレーキ時や事故のとさ、大人と車 
の間に挟まれて重大なけがをずるお 
それがあ0まず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフテイ 

シート 

6歳未満のモ供にはチャイルドセー 

フテイシート043ページ）を使用 

することが法律で義務付けられてい 

ます。 

子供は後席に 

-子供はでさるだけ後席に乗せて< 
ださい。助手席では、モ供の動さが 
気になったり、モ供が運転装置に触 
れるなど、運転の妨げになることが 
ありまず。 


• チャイルドセーフティシートは、 
必ず後席の左ちいずれかに装着して 
<ださい。やむを得ず助手席に装着 
するとさは、車の進行方向に向けて 
チャイルドセーフティシートを装着 
し、助手席シートをちっとち後ろの 
位置にして < ださい。 

• モおを助手席に座らせるときは、 
助手席シートをちっとち後ろの位置 
にして<ださい。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
りまず。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開 
閉してくださし、モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

ドアウインドウやパノラミックスライ 
ディングルーフ*の開□部か5身体を 
出さない 

モ供がドアウインドウやパノラミック 
スライディングルーフの開口部から身 
体を出さないようにミ主意して<ださ 
し、。けがをずるおそれがありまず。 

車か5離れるとを 

モイ共だけを車内に残して車から離れな 
いで<ださい。運転装置に触れてけが 
をした0、事故の原因にな0まず。 

また、炎天下では車内が高温になり、 
熱中症を起こずおそれがありまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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才ートマチック車の取り扱し、 _ 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し< 
操作してください。「走行と停車」を 
あわせてお読みください （01 23ペー 
ジ)。 

才ートマチック車の特性 

ク IJ - プ現象：エンジンびかかって 
いるとさ、セレクターレバーび EE 、 
(外に入っていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくてを車びゆっくり動 
さ出しまず。これをク U —プ現象とい 
し、ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早 < 加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操作 
すると、事故を起こずおそれびあり 
ます。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 

エンジンの始動 

セレクターレバーび [ E に入ってい 
ることを確認して、 ブレーキ ペダルを 
確実に踏んでエンジンを始動しまず。 
アクセルペダルを踏む必要はありま 
せん。 


発進 

• エンジンび適正なアイド U ング回 
転数になっていることを確認してく 
ださい。 

• セレクターレバーを HE 、 EE に 
入れるとさは、必ず ブレーキ ペダル 
を十分に踏み込んでください。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで<だ 
さい。車び急発進ずるおそれびあり 
まず。 

• 急な上りあで発進ずるとさは、パー 
キング ブレーキを 効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
わずかに動を出ずのを確認してから 
パーキング ブレーキを 解除して発進 
して < ださい。 

走巧中 

• 走行中はセレクターレバーを m 
に入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキびまった<効かないため事故 
につなびったり、トランス S ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。 

• 滑0やずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス1」ップし 
て車のコント□ールを失い、事故を 
起こずおそれびありまず。 

• 走行中にエンジンを停止しないで< 
ださい。エンジンブレーキび効かな 
<なったり、ブレーキやステア1」ン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
なりまず。また、巧全装備び作動し 
な < なるおそれびありまず。 
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停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでくだごい。万一、セレクター 
レノ（一び走行位置に入ると、車び急 
発進して事故を起こずおそれびあり 
ます。 

• 急な上りあなどでは、アクセルぺ 
夕 V レの踏み加減によって停止状態を 
イ呆たないでください。トランスミッ 
ションに負担びひかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

• 完全に停車ずる前に、セレクター 
レバーを EE に入れないで<ださ 
し、。トランスミッションを損傷ずる 
おそれびありまず。 

駐車 

• 駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレパーを [ E に入れ、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにセレクター 
レバーを EE か田 D に戻ずよラに 
むびけてください。 m に入って 
し、ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込み、車び後退して事故を起こ 
すおそれびありまず。 


こんなことにちま意 


運転ずるときのミ主意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶巧に運転し 
ないで < ださし、。 

• ペダル操作の巧げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないでください。 

曰射に関ずるミち意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、火災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないでください。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形した0、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非常に高温に 
なるため、ライターび発乂したり爆 
発するおそれびありまず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル物 
入れなどに入れたままにしたり、車 
内に落としたままにしないでくだ 
さい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作しにとをにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、乂災び発 
生するおそれびありまず。 







はじめに 19 


給油に関ずる注意事項 

給油び自動的に停止したら、それ ii (上 
は給油しないでください。燃料漏れの 
おそれや、エンジンび不調になったり 
停止するおそれびあ0まず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないでください。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでなく、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• エンジンオイルには添加剤を入れな 
いでください。エンジンを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

• 燃料の添加剤は、純正品または承認 
されている製品のみを使用してくだ 
さい。エンジン内部の摩耗び進んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。故障び発生したとさは、保 
証の対象外になりまず。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転をは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずび、ミ主意力び 
散漫になり事故の原因になりまず。ま 
全な場所に停車してから使用して < だ 
さし、。 


COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、ま全な場所に停車 
してから操作してください。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最ル限（約1秒し U 巧）にとど 
めて < ださい。 

をびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返ず市街 i せ走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりを早 
く行なラことび必要になりまず。 
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車両に保巧されるデータ 


故障データ 


車両には、故障時や異甫時のデータを 
保をする機能びありまず。 

保をされにデータは、ま全装備など 
び作動ずるとさ、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用 
されます。データを使用して、車両の 
過去の移動経路を調べることはでをま 
せん。 


メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


データが保巧されるその化の装備 


COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保存した 
り、編集ずることびでさまず。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
日月書」をご覧<ださい。 
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インストルメントパネル . 22 

メー ターパネル . 24 

マルチファンクシヨンステアリング 

. 26 

センターコンソール . 27 

前席上ちの操作部 . 29 

ドアの操作部 . 30 
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インストルメントパネル 



を 

が 

Da 

化 

功! 



インストルメントパネル 


左八ンドル車 



名祿 

ぺージ 

颇 

ステア U ング調整レ 
バ ー* 

90 

⑩ 

コンビネーシヨンスイツチ 



へッドライト 

106 


方向指お 

105 


ワイパー 

114 

⑩ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

131 

@ 

診断 ソケット 

13 

@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

248 

® 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

131 

@ 

ライトスイツチ 

101 



名称 

ぺージ 

① 

パドル* 

139 

⑤ 

クルーズコント□ール 
レバー/巧変スピード 
IJ 云ッターレバー 

177 

180 

⑤ 

メーターパネル 

145 

④ 

ホーン 

運転席エアバッグ 

38 

⑤ 

パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示灯* 

190 

④ 

前席上方の操作部 

29 

@ 

エアコンディシヨナー 
コン 卜□ールパネル 

210 

④ 

エンジンスイッチ 

79 


キーレス3—スイッチ* 

80 

④ 

ステア U ング調整□ッ 
ク解除八ンドル* 

89 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 












インストルメントパネル 
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名称 

ぺージ 

① 

前席上方の操作部 

29 

⑤ 

パークト□ニックインジ 
ケーター/作動表示灯* 

190 

⑤ 

クルーズコント□ール 

177 


レバー/可変スピード 
1」云ッターレバー 

180 

@ 

メーターパネル 

145 

⑤ 

ホーン 

運転席エアバッグ 

38 

④ 

パドル* 

139 

@ 

ライトスイッチ 

101 

⑥ 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

131 

@ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

248 


名称 

® 診断ソケット 

⑩エンジンスイッチ 

キー レス3—スイッチ* 

@ステア U ング調整□ッ 
ク解除八ンドル* 

® ステア U ング調整レ 
バー* 

@コンビ'ネーションスイッチ 
へッドライト 
方向指お 
ワイ パー 

© パーキングブレーキぺ 
ダル 

® エアコンディショナー 
コント□ールパネル 


を we 荒如 




3 9 〇 9 
、一' 1 7 8 8 

ぺ 


〇 〇 1 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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名称 

ぺージ 

の 

燃料計 

145 

⑤ 

エンジンを却水温度計 

145 

⑤ 

スピードメーター 

146 

④ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

147 

⑤ 

タコメーター 

146 


メーターパネル照度調 
整ノブ 

145 















メーター パネル 
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名称 

ぺージ 

⑥ 

SRS 警告灯 

33 

@ 

巧エンジン警告灯 

313 

⑩ 

日本仕様車には装備されません 


⑩ 

のシートべルト警告灯 

99 

@ 

面 ESP ® 表示灯 
(C 63 AMG ) 

已 7 

⑩ 

m を却水警告灯 

313 

314 

@ 

雨 U アフォグランプ 
表示灯 

103 

© 

回八イビーム表示灯 

106 

® 

1泌へッドライト表示な 

102 

@ 

non フ□ントフォグラ 
ンプ表示灯* 

102 

® 

ran 燃料残量警告灯 

145 



名称 

ぺージ 

① 

面 ESP ® 表示灯 

已2 


函司スポーツ八ンド1」 
ングモード表示灯 
(C 63 AMG ) 

56 

⑤ 

曰本仕様車では機能しません 

⑤ 

固 ESP ® オフ表示灯 

55 



已7 

④ 

rwi ブレーキ警告灯 

309 



310 



312 

⑤ 

1ク11。1で向ぉ术表が7 

10已 


107 

④ 

曰本仕様車では機能しません 

@ 

rwi ABS 警告灯 

309 



310 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


表示な/警告打 





















ンステアリング 



左八ンドル車 



名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

147 

⑤ 

COMAND ディスプレイ 

別冊 

⑤ 

1‘も1 

音青認識スイッチ 

149 

④ 

因國 

通話開始/終了スイッチ 
(電話） 

田日 

音量スイッチ 

団 

消音スイッチ 

149 



名称 

ぺージ 

⑤ 

团因 

スク□ールスイッチ 
(メインメニューの選択） 

囚因 

スク□ールスイッチ 
(サブメニューの選択/ 
U ストのスク□ール） 

画 

確定スイッチ 

148 

④ 

回 

U ターンスイッチ/音 
声認識解除スイッチ 

149 








センターコンソール 27 



センターコンソール 


センターコンソール上部 



を 

が 

姐 

如 



名称 

ぺージ 


m 非常点滅灯スイッチ 

106 

③ 

盗難防止警報システム 
表尉了* 

已9 

④ 

臣雨]スポーツ モー ドス 
イッチ* 

183 


励 ESP ® /スポーツ 

已6 


八ンド U ングモードス 

イッチ 

(C 63 AMG ) 

已7 


曰本仕様車では装備されません 




を称 

ぺージ 

の 

COMAND コント □ー ル 
パネル 

別冊 

③ 

シート ヒータース 
イッチ* 

87 

⑤ 

H ] シー トベンチ レー 
ター スイッチ* 

88 

④ 

rxi パークト□ニック 
オフスイッチ* 

191 

⑤ 

国国 ECO スタート/ 
ストップスイッチ* 

128 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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センターコンソール 



名称 

ぺージ 


灰皿 

235 


ライ ター 

236 

® 

セレクターレバー 

123 

134 

@ 

センターコンソールの 
カップホルダー 

234 



名妳 

ぺージ 


フ□ント アーム レストの 
ル物入れ 

228 

@ 

COMAND コント □— 
ラー 

別冊 

® 

走行モード選択スイツチ 

136 


〇〇 63 AMG には、走行モード選択 
スイッチの代わりに、走行モード選 
おダイヤルび装備されまず。 


センターコンソール 下部 









前席上方の操作部 


29 


オプションや仕様により、異なる装備です。 



名称 

ぺージ 

(D 

ルームミラー 

91 

③ 

IgSsil 室巧センサ ー 解除 
スイッチ* 

61 

⑥ 

フ□ント読書灯（左 
側）スイッチ 

111 


问フ□ントルームラ 
ンプスイッチ 

111 



を称 

ぺージ 

の 

聞 U アルームランプ 
スイッチ 

111 

③ 

[ S 点灯モード切り替 
えスイッチ 

111 

⑤ 

I 苗 I フ□ント読書灯（ち 
側）スイッチ 

111 

④ 

励けん引防止機能解 
除スイッチ* 

60 

⑤ 

I 目 I パノラミックス 
ライディン グルー フス 
イッチ* 

221 


前席上方の操作宮15 


を w © 荒如 
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ドアの操作部 


運転席ドア（左八ンドル車) 



名称 

ぺージ 

① 

ドア レバー 

73 

⑤ 

四の 

ドア□ックスイッチ 

74 

⑤ 

シート調整スイッチ* 

83 

④ 

皿田因回 



ポジションスイッチ* 

96 


;<モリースイッチ* 

96 

⑤ 

1 み11 。 1 1が 1 1 に 1 



ドア S ラー選択スイッチ 

92 


ドア S ラー調整スイッチ 

92 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

92 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 



名称、 

ぺージ 

④ 

圓 

ドアウインドウスイッチ 

117 

@ 

固 

トランクオープナース 
イッチ 

77 



ドアの操作部 


B を WS 荒如 
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乗員を全装備 . 32 

走巧を全装備 . 50 

盗難防止システム . 58 


磐骗がが 
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柔員ま全装備 


柔員を全装備 


をを上の重要事項 

シートベルトや SRS (柔員保護巧助装 
置）は、础果を局めるために補し^合し、 
連携する乗員保護装置です。 

これらは、想定される事故の状況に 
おいて、乗員が負傷ずる可能性を最ル 
限に抑えて安全性を高めまず。 

シートベルトとエアバッグは、物がが 
部から車内に入り込んだとさの衝撃か 
ら乗員を保護ずる効果はありません。 

乗員保護装置を適切に機能させるた 
め、下のことにま意してください。 

•シートやへッドレストは正しい位 
置に調整してください (082- 84 
ぺージ)。 

• シートベルトを正し<着用して<だ 
さい （096 ページ）。 

• エアバッグの作動が妨げられてい 
ないことを確認してください（1>35 
ぺージ)。 

• ステア U ングを正しい位置に調整し 
て < ださい。 

• 乗員保護装置を改造しないで<だ 
さし、。 

〇 エアバッグはシートベルトを正し 
<着用しているとさのみ、乗員保護 
機能を高めることがでさまず。しか 
し、エアバッグは組み合わされるこ 
とで効果を発揮する付加的な保護補 
助装置で、シートベルトの代わりに 
なるちのではありません。エアバッ 
グが装備されていてち、必ず乗員全 
員がシートベルトを正し<着用して 
<ださい。 


また、エアバッグは、あらゆる種類 
の事故で作動するわけではありま 
せん。状況によっては、乗員が正 
し<シートベルトを着用している場 
合は、エアバッグが作動してち乗 
員保護効果が高まらないことがあり 
^ 〇 

UTF の理由から、エアバッグはシート 
ベルトを正し<着用している場合にの 
み、シートベルトの保護機能を高める 
ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、正 
面からの衝突のとさなどに乗員が前 
方に投げ出されるのを防ざまず。こ 
れにより、けがの危険性を減らずこ 
とがでさまず。 

したがって、衝突時にエアバッグが作 
動したとさは、エアバッグは正しく着 
用されたシートベルトの保護機能に加 
えて効果を発揮します。 


磐骗がが 







乗員巧を装備 
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A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両の走 
行安定性が損なわれる可能性があり 
ます。その結果、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
ます。また、安全装備が正常に作動 
しな< なり、乗員保護効果が得られ 
ないおそれがあ0ます。 

点検整備や修理などは、ルセデス- 
べンッ指定サービスエ場で行なラ こ 
とをお勧めしまず。 

A 警告 

乗員保護装置のし U 下の構成部品を改 
造したり、不適切な作業を行なわない 
でください。正常に作動しなくなる 
おそれがあります。 

• シートベルトやベルトアンカー、 
シートベルトテンショナ ー、 ベル 
トフ オース リミッター、エアバッ 
グを含む乗員保護装置 
• 配線 

• 車載ネットワークで接続された電 
テ制御部品 

衝突時の衝撃の強さが乗員保護装置 
が作動するレベルに達していてち、 
エアバッグと シー トベルトテン ショ 
ナーが作動しなかったり、誤作動す 
るおそれがあります。決して乗員保 
護装置を改造しないで < ださい。 

また、絶対に車の電子制御部品やソ 
フトウエアを改造しないでください。 


SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は(下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告口 
• エアバッグ 

• エアバッグコント□ールユニット 
(クラッシュセンヴーを含む） 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 


が SRS 警告。 

イグこッシヨン位置を1にずると点口 
し、数秒後に消口しまず。 

イグこッシヨン位置を2にずると点火了 
し、エンジン始動後に消灯しまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 

A 警告 

し U 下のよラなとさは、 SRS に異常 
が発生しています。衝撃を受けてを 
エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーが作動しないおそれや、不意に 
作動するおそれがありまず。 

• イグニッシヨン位置を1か2にし 
たとさに SRS 警告灯 [ E が点灯 
しないとさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
きは数秒後に、イグニッシヨン位 
置を2にしたとさはエンジン始動 
後に SRS 警告灯因が消灯しない 
とさ 

• エンジンがかかっているとさなど 
に SRS 警告灯因が点口したとき 
ただちに^ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてください。 


摆骗がが 
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シートベルトテンシヨナーとエアパッ 
グの作動 

シート ベル ト テン シヨナーと エアバツ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
ヴーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに車両の縦ち向に一定上の衝撃 
を検知したとさに、運転席/助手席 
エアバッグが作動しまず。 

〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動するねけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なりまず。 

し、 ずれのエアバッグち、衝突の最初 
の段階において検知された衝撃の強 
さや方向、およびじ(下のよラな事故 
の種類に基づいて作動しまず。 

• 前方からの衝突 
• 側面からの衝突 
• 後ちからの衝突 

〇 センサーが検知ずる衝撃の強さや 
ち向は、 Li (下の要素によって決まり 
ます。 

. 衝撃の集中度/分散度 
• 衝撃の角度 


シー トベルト テンシヨ ナ ー/ ベルト 
フオース! JS ツター 


シートベルトテンシヨナー 

シー トベルトには シー トベルトテン 
シヨ ナ ーが 装備されていまず。 

シートベルトテンシヨナーは、車両の 
縦方向に大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 

シートベルトテンシヨナーは、シート 
位置が不適切なとさや、シートベルト 
が正し<着用されていないとさは、効 
果を発揮でさません。 

シートベルトテンシヨナーは、バック 
レストに乗員の身体を密着させるため 
のちのではありません。 

シートベルトテンシヨナーは、 LiTF の 
ときに作動します。 

• イグこッシヨン位置が 2 のとき 
. SRS に異常がないとさ 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正し<バッ 
クルに差し込まれているとき 
リアシートのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトの着用に関わら 
ず作動しまず。 


• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 


磐骗がが 
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シートベルトテンシヨナーは、事故の 
状況や衝撃の強さが1；(下のよ5なとさ 
に作動しまず。 

• 前ちまたは後方からの衝突の際に、 
衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
縦方向に急激に一定上の衝撃を検 
知したとさ 

• 側面衝突の際に、車両の横方向に 
強い衝撃を検知したとさ 

シートベルトテンシヨナーの作動時に 
聞こえる作動音は、ごくまれに聴力に 
影響することがありまず。 

シートベルトテンシヨナーが作動ずる 
と、 SRS 警告口®が点灯しまず。 

A 警告 

シートベルトテンシヨナーが作動す 
ると、：欠に事故が発生した場合は乗 
員保護機能が得られません。そのた 
め、作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず^ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場で新品と交換して<だ 
さい。 

未作動のシートベルトテンシヨナー 
を廃棄するとさは、廃棄専用の処置 
が必要です。^ルセデス•ベンツ指定 
サービスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 

P 助手席に乗車していないときは、 
シー トベルトのプレートをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテン シヨ ナー 
が作動ずることがあ0まず。 


ベルトフオースリミッター 

シー トベルトにはべルトフ オース リ 
S ッ ターが装備されていまず。 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定 LiLL の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減しまず。 

フ□ントシートベルトのベルトフオー 
スリミッターは、運転席/助手席エ 
アバッグと連動しており、乗員にかか 
る力を分散-軽減しまず。 


エアバッグ _ 

車が一定政上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。こ 
れにより、乗員の身体への衝撃を分散- 
軽減します。 

エアバッグは高温のガスによりふくら 
むため、ずり傷や火傷、打撲などをず 
ることがありまず。エアバッグの作動 
時に聞こえる作動音は、ご<まれに聴 
力に影響ずることがありまず。 

エアバッグが作動ずると、 SRS 警告 
灯^が点口しまず。 


醒骗州が 
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A 警告 

エアバッグの乗員保護機能を正しく 

発揮するた故、似下の点にミ主意して 

ください。 

• 乗員全員がシートベルトを正しく 
着用し、バックレストをでさるだ 
け垂直の位置にしてください。 

へッドレストが目の高さにあり、 
後頭部が支えられるよラに調整し 
て < ださい。 

•身長1日 0 cm 未満または12歳未 
満の子供はチヤイルドセーフテイ 
シートを使用して確実に身体を固 
定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはできるだけ後 
部に動かし、エアバッグとの間隔 
を確保してください。間隔が狭す 
ぎると、エアバッグが作動する衝 
撃でけがをするおそれがあ0まず。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけ 
ないで < ださい。サイドバッグや 
ウインドウバッグが作動ずる衝撃 
でけがをずるおそれがありまず。 

• 助手席には後ろ向さに装着ずる夕 
イプのチヤイルドセーフテイシー 
卜を装着しないでください。また、 
タイプにかかわらず、助手席には 
チヤイルドセーフテイシートを後 
ろ向さに装着しないでください。 
やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着するとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートをちっとを後ろの位置に 
してください。 


• 衣服のポケットなどに重い物や鋭 
利な物を入れないで<ださい。 

• 運転中はステアリングのパッド部 
を持ったり、身体をステアリング 
やダッシュボードにのせないで< 
ださい。エアバッグの作動び妨げ 
られるおそれや、エアバッグが作 
動したとさにけがをずるおそれが 
ありまず。 

• ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないで<だ 
さし、。 

• バックレストとドアの間に物を置 
かないで < ださい。 

• アシストグリップやコートフック 
にかたい物や鋭利な物をかけない 
で < ださい。 

• カップホルダーなどのアクセサ 
U —を、ドアに取0付けないでく 
ださい。 

• ルームミラーに市販のワイドミ 
ラーなどを取り付けないで<だ 
さし、。 

• エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで< 
ださい。誤作動でけがをしたり、 
正しく作動しな< なりまず。 


磐骗がが 




乗員巧を装備 


37 


A 警告 

し U 下のエアバッグ収納部には、バッ 
ジ、ステッカー、 U モコンなどを貼 
付したり、市販のカップホルダーや 
アクセサリーなどを取0付けないで 
<ださい。 

• ステア U ングパッド部 
• ステアリングコラム下部のパネル部 
• 助手席側のダッシュボードパネル部 
• フ □ントシートのバックレスト側面 
• U アシートの左ち端部 
• フ □ント ピラーと U ア ピラー 間の 
ルーフ ライニング部 

A 警告 

エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生ずることがありまずが、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそ<などの呼吸疾患の 
ある方は一時的に呼颐障害を起こす 
おそれがあ0まずので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 


A 警告 

関連部品に身体を触れないで<だ 
さい。部品が熱くなっており、火傷 
をするおそれがあります。 

作動したエアバッグは、必ずメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換してください。次に事故が 
発生した場合は、エアバッグによる 
乗員保護機能が得られません。 


A 警告 

未作動のエアバッグを廃棄するとき 
は、廃棄専用の処置が必要でず。； 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場、 
または専門業者に依頼して < ださし、。 


エアバッグの種類と収納場巧 



摆骗がが 
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運転席/助手席エアバッグ 



左八ンドル車 


運転席エアバッグの/助手席エアバッ 
グ©は、縦方向からの強い衝撃を受 
けると作動し、運転席/助手席乗員 
の頭部や胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 

運転席/助手席エアバッグは、他の 
エアバッグの作動に関わらず、 iU 下の 
ときに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、車両の縦ち向 
I こ一定(上の衝撃を検知したとさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる乗員保護 
機能を高めるとシステムが判断し 
たとさ 

• シートベルトを正し<着用している 
とさ 

助手席エアバッグは、助手席に乗員が 
乗車しているとさにのみ作動しまず。 


H 助手席に重い荷物を置かないで< 
ださい。システムが助手席に乗員 
がいると判断し、事故のとさに助手 
席エアバッグが作動ずることがあり 
まず。作動したエアバッグは交換ず 
る必要がありまず。 

〇 縦方向からの衝撃び弱いとさは 
シートベルトテンシ ヨナー だけび作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことびありまず。 


運転席二ーバッグ 



ち八ンドル車 

運転席ニーバッグのは、運転席エア 
バッグに連動してステア U ングの下方 
で作動し、乗員の膝から下への衝撃を 
分散-軽減します。 

サイドバッグ 


A 警告 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用 
しないでください。サイドバッグと 
ペルビス バッ グの作動び巧げ S れる 
おそれびあ0まず。 


磐骗がが 
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横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のフ□ントサイドバッ 
グ①/ U アサイドバッグ③び作動し、 
乗員の胸部への衝撃を分散-軽減し 
ます。 

サイドバッグは、 シー トベルトの着用 
や運転席/助手席エアバッグの作動、 
シー トベルトテン シヨナーの 作動に関 
わらず、衝突の最初の段階で、車両の 
横方向に一定！;■(上の衝撃を検知したと 
さに作動しまず。 

運転席/助手席ペルビスバッグ 

A 警告 

シー トに市販の シー ト カバーを 使用 
しないで<ださい。サイドバッグと 
ペルビスバッグの作動び妨げられる 
おそれびあります。 



左側フ□ントシート 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側の運転席ペルビスバッグ 
まには助手席ペルビスバッグび作動 
し、運転席まには助手席柔員への衝撃 
を分散-軽減しまず。 

運転席/助手席ペルビスバッグ①は、 
シートベルトの着用や運転席/助手 
席エアバッグの作動、シートベルトテ 
ンシヨナーの作動に関わらず、衝突の 
最初の段階で、横方向に一定 LU 上の衝 
撃を検知したとをに作動しまず。 


ウインドウバッグ 



横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウバッグの 
び作動し、頭部への衝撃を分散-軽減 
し 〇 

ウインドウパッグは、助手席乗員の有 
無、シートベルトの着用、運転席/助 
手席エアパッグの作動に関わらず、衝 
突の最初の段階で、車両の横方向に一 
定政上の衝撃を検知したとさに作動し 
まず。 


醒骗がが 
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エアバッグの作動条件 


運転席/助手席エアバッグ、運転席 
こーバッグが作動ずるとさ 

正面衝突など車の前方■をち 
約3日度し U 巧の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 


化 orv か orv_ 



かたいコンク U —卜の壁 




運転席/助手席エアバック、運転席 
二ール 


とさ 


立木や電柱への衝突のとさ 




トラックの下に潜り込んだ 
とさ 



斜め前方への衝突のとさ 


運転席/助手席エアバッグ、運転席 
こーバッグが作動しないとさ 



擊骗がが 
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サイドバック、ペルビスバック、ウイいずれかのエアバックが作動する場合 
ンドウパツグが作動ずるとき があるとき 


客室部分に横方向から強い衝撃を 
受けたと定 




サイドバッグ、ペルビスバッグ、ウイ 
ンドウパツグが作動しない場合がある 
とさ 

斜めち向から衝撃を受けたとを 



客室];^外の側面に衝撃を受けたとさ 



中央分離帯や縁石などに 
衝突したとさ 



深い巧や溝に落ちたとさ 




み-' 


床下に強い衝撃を受けたとさ 

I 


横転したとさ 




磐涨がが 
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PRE - SAFE ®* 

PRE - SAFE ® は、車びを険な状態にあ 
ることを感知しにとさに、乗員保護機 
能を高める装置でず。 

PR 卜 SAFE ® は、じ(下のときに作動し 
ます。 

• BAS び作動ずるよ5な急ブレーキ 
を効かせたとさ 

. 車び物理的な限巧を超えて強いアン 
ダース テア状態や オーバー ステア 
状態など、車の姿勢びを険な状態に 
なったとさ 

PRE - SAFE ⑩はじ(下のように作動し 
ます。 

• 前席シートベルトを引き込み、シー 
トベルトの張力を高めまず。 

• 助手席シートび不適切な位置にある 
場合は、助手席シー h を適正な位置 
に調整しまず。 

.車び横滑りをずると、ドアウインド 
ウとパノラミックスライディング 
ルーフ*びかし開いた状態まで自 
動的に閉じまず。 

車び危険な状態ひら脱ずると、引さ込 
まれた前席シートベルトの張力び緩み 
ます。また、助手席シートの位置、ド 
アウインドウやパノラミックスライ 
デイングルーフ*の開さ具合を再度調 
整することびでさまず。 


前席シートベルトの引を&みび解除さ 
れないとを 

►停車しているとをに、シートべル 
卜の張力び緩むまで、バックレスト 
角度やシートの前後位置を後方の位 
置に動かしまず。 

シートベルトの張力び緩み、□ッ 
ク機構び解除されまず。 

A 警告 

シートを調整するとさは、後席の棄 
員がけがをしないよラにミ主意してく 
ださい。 

。シー ト下部や後方に物がない こと 
を確認して<ださい。シートや物を 
損傷するおそれがありまず。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜が前方および上方に動<ことによ 
り、運転席と助手席乗員の頭部をより 
効果的に支持し、頭部、頸部の保護度 
合し^を局めまず。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 


磐骗がが 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

フ□ントシートには、必ず純正のシー 
トカバーだけを使用して ください。 
市販のシートカバーを使用すると、 
NECK PRO アクテイブへッドレス 
卜の作動が妨げられるおそれがあり 
まず。詳しくは;><ルセデス■ベンツ指 
定ヴービスエ場におたずね < ださし、。 

事故の際に NECK PRO アクティブ 
へッドレストが作動した場合は、へッ 
ドレストが前に動いた状態のままにな 
りまず。このとさは、運転席と助手席 
のへッドレストをリセットしてくだ 
さい（>319ページ）。 

リセットをしないと、次に後方からの 
衝撃を受けたとさに NECK PRO アク 
ティブへッドレストが作動せず、頭部- 
頸部を保護することがでさません。 

このリセット作業は、ルセデス-ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行な5ことを 
お勧めしまず。 


テ供を乗せるとさ 
チヤイルドセーフテイシート 


• 身長1日 0 cm 未満および12歳未満 
のテ供は、適切なシートに装着し 
た チヤイルド セーフテイ シートに 
乗車させ、確実に身体を固定して 
ください。シートベルトは子供向 
けに設計されていないため、チヤ 
イルド セーフテイ シートの使用が 
必要になります。 

• 助手席には後ろ向さに装着する夕 
イプのチヤイルド セーフ テイ シー 
卜を装着しないでください。また、 
タイプにかかわらず、助手席には 
チヤイルド セーフ テイ シー トを後 
ろ向をに装着しないでください。 
エアバッグが作動ずる衝撃で致命 
的なけがをするおそれがあ0まず。 

• やむを得ず助手席に装着するとさ 
は、必ず前向さに装着してくだ 
さし、。 

また、助手席シートをもっとち後 
ろの位置にしてください。 

• 絶対に子供を膝の上に乗せて走行 
しないで<ださい。急な進路変更 
時や急ブレーキ時、衝突時などに 
テ供を保護ずることがでをな < な 
り、子供が車内の部品に激し<ぶ 
つかったり、致命的なけがをずる 
おそれがあります。 


A 警告 

急な進路変更時や急ブレーキ時、衝 
突時などに、子供が重大なけがや致 
命的なけがをするのを防ぐため 、 Lu 
下の点にミ主意してください。 

• 6歳未満の子供を乗車させるとさ 
は、チャイルドセーフティシート 
を使用することが法律で義務付け 
られています。 


擊骗がが 
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A 警告 

• チャイルドセーフティシートは、 
適切なシートに正しく装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定ずることが 
でさず、子供が致命的なけがをず 
るおそれがあ0ます。チャイルド 
セーフティシートを装着ずるとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフティ 
シートの正しい使用ち法に従って 
<ださい。 

• チャイルドセーフティシートはリ 
アシートに装着してください。モ 
供の安全性が高< なりまず。 

• チャイルドセーフティシートの底 
面全体がシートクッションに接し 
てし^る必要がありまず。そのため、 
チャイルドセーフティシートの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートの 
クッションカバーが損傷したとさ 
は、純正品と交換してください。 

• チャイルドセーフティシートが損 
傷しているとさは新品と交換して 
ください。大きな衝撃を受けたり、 
損傷したをのは子供を保護でさま 
せん。 


モイ共を乗車させるとさは、モ供の体格 
や年齢、体重に合ったチャイルドセー 
フティシートを使用して、身体を固定 
して < ださい。 

チャイルド セーフ ティ シー トは後席に 
装着し、走行している間は、チャイル 
ド セーフ ティ シー トによりモ供の身体 
を固定して < ださい。 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チャイルドセーフティ 
シートを用意していまず（[>4日ペー 
ジ)。 

A 警告 

• 子供をチャイルド セーフ ティ シー 
卜に乗車させている場含でわ、子 
供だけを車内に残して車から離れ 
ないで<ださい。テ供が車内の各部 
に触れてけがをするおそれがあり 
まず。また、炎天下では車内が高温 
になるたが熱中症を起こしたり、寒 
冷時には車内が低温になるため命 
にかかわるおそれがあります。 

• チャイルドセーフティシートは直 
射曰光に当てないでください。炎 
天下では車内に置いたチャイルド 
セーフティシートが高温になり、 

テ供が火傷をずるおそれがあり 
まず。 

• 子供が誤ってドアを開くと、テ供 
や周囲の人がけがをするおそれが 
あります。子供が車外に出てけが 
をしたり、車にはねられて重大な 
けがをするおそれがあ0ます。 


• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとさは、車から取り外す 
か、確実に固定してください。 


磐骗がが 
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A 警告 

荷物が固定されていなかったり適切 
な位置に置かれていないと、1；■(下の 
よラな場含に子供がけがをする危険 
性が増加します。 

• 事故のとさ 
• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 

車内に重い物や硬い物を積むと重は、 
確実に固定してください。荷物を積む 
とさの注意点ついて、詳しくは（[>226 
ページ）をご覧ください。 

純正チヤイルドセーフティシート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢に 
応じた純正チヤイルドセーフテイシー 
卜を用意してし''ます。 


選択の目安 


シート名 

体重 

年齢 

ベビーセー 
フプラス 

約 13 kg 政下 

新生児〜 

1己力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力ち〜 

4歳位 

キッド 
フイックス 

1 己〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


ぷチャイルドセーフテイシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあります。 
詳し < は販売店におたずね < ださい。 


助手席へのチャイルドセーフティシー 
卜の装着 



助手席ヴンノ（イヴーに貼付された警告ステッ カー 



チヤイルドセーフティシートを樓ろ向きに装着 
ずることを禁止ずる警告ステッカー 


後ろ向きに装着ずるタイプのチヤイル 
ドセーフテイシートを、助手席に装着 
して使用しないでください。 


擊骗がが 
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A 警告 

• 助手席エアバッグが作動すると、 
助手席に装着したチャイルドセー 
フティシートに柔車している子供 
び致命的なけがをするおそれがあ 
ります。特に子供が助手席エアバッ 
グのすぐそばに着座している場合 
は、エアバッグが作動ずる衝撃で 
致命的なけがをずる危険性が高く 
な0まず。 

• 絶巧に後ろ向さに装着ずるタイプ 
のチャイルドセーフティシートを 
助手席に装着して、子供を乗せない 
でください。後ろ向さで装着する 
タイプのチャイルドセーフティ 
シートは、後席にのみ装着してく 
ださい。 

• やむを得ず前向さのチャイルド 
セーフティシートを助手席に装着 
してモ供を乗せるとさは、必ず助 
手席シートをちっとも後ろおよび 
高い位置にして、ヘッドレストを 
ちっとを高い位置にしてださい。 

• チヤイルドセーフティシートに 
関するミ主意事項を記載したステッ 
カーが、ダッシュボードと助手席 
側サンバイヴーの両面に貼付され 
ています。 

純正チャイルドセーフティシート 
については、メルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 


チャイルド セーフ ティ シート 固定機構 

チャイルドセーフテイシートをシート 
ベルトで固定ずるとさ、シートベルト 
が引さ出されないよラに□ックして 
チャイルドセーフティシートを確実に 
固定ずるシステムでず。 

I 」アシ—トベルトに装備されていまず。 

A 警告 

子供をチャイルドセーフテイシート 
固定機構で遊ばせないでください。 
固定機構が作動ずるとシートベルト 
が引さ出しち向に動かなくなるため、 
誤ってシートベルトが首に巻さ付く 
と、窒息など致命的なけがをするお 
それがあります。 

チャイルドセーフティシートを 装 
着ずる 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従いまず。 

► シートベルトをベルトアンカーから 
ゆっ < りと引さ出しまず。 

► シートベルトのプレートをバックル 
に差し込みまず。 


磐骗がが 
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固定機構を使用ずる 

► シートベルトをいっぱいまで引き出 
した後、チャイルドセーフテイシー 
卜が確実に固定でさる位置までシー 
トベルトを巻さ取らせまず。 

固定機構が作動ずると、シートべル 
卜が巻き取られているとさに、固定 
機構の作動音が聞こえまず。 

► チャイルドセーフテイシートを下ち 
に押し、シートベルトのゆるみを取 
りまず。 

。チャイルドセーフテイシートを固 
定後、シートベルトが引さ出し方 
向に動かないことを確認して<だ 
さし、。 

固定機構を解除ずる 

► 製品に付属の取扱説日月書の指示に 
従いまず。 

► シートベルトのプレートをバックル 
からがし、シートベルトを卷さ取ら 
せます。 

D シートベルトを着用した状態で上 
体を大きく動かしたときに、シート 
ベルトがいっぱいに引さ出されて 
チャイルドセーフテイシート固定機 
構が作動ずることがありまず。この 
とさは、固定機構を解除してから、 
シートベルトを再度着用して<だ 
さい。 


に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート 固定装置 

リアシートに、に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフティシート用の固定装置を装 
備していまず。 

A 警告 

この固定装置は、体重 22 kg L 处下のモ 
供を乗車させるとさに使用してくだ 
さい。体重 22 kg 政上の子供を乗車さ 
せるとさは、チャイルドセーフティ 
シートを後席のシートベルトで装着 
して < ださし、。 


A 警告 

• チャイルドセーフテイシートは、 
適切なシートに正し<装着される 
ことにより保護機能を発揮します。 
正しく装着されていないと、衝突 
時や急ブレーキ時、急な進路変更 
時に子供の身体を固定することが 
でさず、モ供が致命的なけがをず 
るおそれがお0ます。チャイルド 
セーフテイシートを装着ずるとさ 
は、製品に付属の取扱説明書の指 
示およびチャイルドセーフテイ 
シートの正しい使用ち法に従って 
ください。 

• 安全のため、に 0- FIX 対応チャイル 
ドセーフテイシートは必ず後席左 
ちの固定装置に装着してください。 

• 正しく装着されていないと、チャ 
イルドセーフテイシートが外れ、 
テ供と他の乗員が致命的なけが 
をずるおそれがあ0まず。チャイ 
ルドセーフテイシートを装着した 
とさは、必ず左ちの固定装置に確 
実に装着されていることを確認し 
て < ださい。 


摆涨がが 
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A 警告 

チヤイルド セーフ テイ シー トや固定 
装置が事故で損傷したり強い負荷を 
受けた場合は、保護効果が得られな 
<なるおそれがあります。その結果、 
衝突時や急ブレーキ時、急な進路変 
要時に、子供が致命的なけがをする 
おそれがあ0ます。 

そのため、事故で損傷した0強い負荷 
を受けたチヤイルドセーフテイシー 
卜や固定装置は、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 



固定装置を使用ずる 

►カバー®の上方を持ち、カバーを 
前ちに開さまず。 

► 固定装置©にチヤイルドセーフ 
テイシートを装着しまず。 

テザーアン カー 


に 0- FIX 对応チヤイルドセーフテイ 
シートの上部を固定ずることにより、 
事故のとさなどにチヤイルドセーフ 
テイシートの前方への移動を抑えるこ 
とがでさまず。 



テヴー アンカーはリアへ ッ ドレスト 
のの後方にありまず。 


► テヴーアンカー®のカバー®の 
後部を押しまず。 

カバー®の前部がかし開さまず。 

► カバー®を開きまず。 



»|'ゴ。口." 


►ヘッドレスト®の左またはちに、 
テヴーベルト⑤を通しまず。 

► テザーフック④をテヴーアンカー 
⑤にかけまず。 

► テヴーベルト⑤びねじれていない 
ことを確認しまず。 

► 製品に付属の取扱説明書の指示に 
従い、テヴーベルトとに 0- FIX 対応 
チヤイルドセーフテイシートを取り 
付けまず。 

► テヴーベルト⑤び締め付けられ 
ていることを確認しまず。 


磐骗がが 
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装着でをるユニバーサル（ミ凡用）に 0- 
FIX 対応チヤイルドセーフティシート 

に 0- FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シート用の固定装置には、カテ 3’ U — 
I のサイズ等級 A 、 B または B 1 に属 
している、ユこバーサル（ミ凡用）に 0- 
円 X 対応チヤイルドセーフテイシート 
を装着でさます。 

詳し < は、お買い上げの販売店また 
はルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね<ださい。 


カテゴリー サイズ等級 

(適応体重） （装着器具タイプ) 


キヤ U コット 
(携帯式ベッド） 

F ( IS 0/ L 1) 

G ( IS 0/ L 2) 

固定装置で装着ずるこ 
とはでさません。 

0 

(10kg まで） 

E ( IS 0/ R 1) 

固定装置で装着ずるこ 
とはでさません。 

0+ 

(13kg まで） 

E ( IS 0/ R 1) 

D ( IS 0/ R 2) 

C ( IS 0/ R 3) 

固定装置で装着ずるこ 
とはでさません。 

I 

(9 〜 18 kg ) 

D ( IS 0/ R 2) 

C ( IS 0/ R 3) 

B ( IS 0/ F 2) 

固定装置で装着ずるこ 
とはでさません。 

B 1( IS 0/ F 2 X ) 

固定装置で装着ずるこ 
とがでさまず。 

A ( IS 0/ F 3) 

固定装置で装着ずるこ 


とはでさません。 


〇 チャイルドセーフテイシートの 
カテ3’ U —やサイズ等級について 
は、チャイルドセーフテイシート 
本体に貼付されているステッカー 
やチャイルドセーフテイ シー トの 
取扱説日月書をご覧 < ださい。 


醒骗がが 
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走巧を全装備 


走行ま全装備には、(下のをのびあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP ® (エレクト□ニック.スタビ 
1」ティ.プ□グラム） 

• EBD (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワ ー. ディスト U ビューシヨン） 

• アダプティブブレーキ 


を全上の重要事項 _ 

走行ま全装備び適切に作動してを、車 
両操縦性や走行ま定性の確保、制動お 
離の短縮には限界びありまず。常に道 
路や天候の状況にま意し、十分な車間 
距離を保って運転してください。 

まに、タイヤのグ U ップび失われた状 
況では、走行ま全装備は効果を発揮し 
ません。 

〇 走行安全装備は、タイヤが路面に 
十分接地しているとさにのみ、十分 
な効果を発揮しまず。タイヤに関ず 
る情報やタイヤの摩耗については 
「タイヤとホイール」をご覧くださし^ 
([>257 ページ）。 

雪道や凍結路を走行するときは、 
ウィンタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めします。 

このよラな路面状況では、ウィン 
ター タイヤや スノーチェーンを 装 
着することで、走行安全装備の効果 
が発揮されまず。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑り 
やすい路面でのブレーキ時など、車が 
不安定な状況になったとさに、タイヤ 
の□ックを防ぎ、ステアリングでの車 
両操縦性を確保ずる装置でず。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度が約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよラになりまず。 

滑りやずい路面では、軽<ブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでち ABS は作 
動します。 

A 警告 

• ABS はブレーキ操作を補助ずる 
装置で、無謀な運転からの事故を 
防ぐをのではありません。 ABS が 
適切に作動してち、車両操縦性や 
走行安定性の確保には限界があ0 
ます。また、タイヤのグリップが 
失われた状況では効果を発揮しま 
せん。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 

. ABS に異常があるときは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
アリングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長<なるおそれび 
あります。 

• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたときは、目 AS と ESP ⑩の機能 
ち解除されまず。常に道路が天候 
の状況にま意し、十分な車間距離 
を保って運転してください。 


磐骗がが 
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• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたときは、 BAS と ESP ® の機能 
を解除されます。常に道路や天候 
の状況にま意し、十分な車間距離 
を保つて運転してください。 


ブレーキ 操作をずる 

ABS が作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体が振動ずること 
がありまずが、異常ではありません。 

ABS び作動したとを 

►必要なだけ、そのままブレーキぺダ 
ルを踏み続けて < ださい。 

強い制動力び必要なとを 

► ブレーキぺ夕 V レをいっぱいまで踏み 
込んで < ださい。 

A 警告 

ブレーキ操作をするとさは、ブレー 
キペダルをしっかりと踏み込んでく 
ださい。ポンピングブレーキを行な 
ラと制動距離が長くなるおそれがあ 
りまず。 

Qabs は制動距離を短 < ずる装置で 
はありません。 iu 下のよラな路面が 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動距離が長< 
なることがあります。 

• 雪の積ちった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの荒れた路面 


〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
がわずかに振動したりモーターの音 
が聞こえることがありますが、これ 
は、システムが自己診断をしている 
とさの音で異常ではあ0ません。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると ABS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると、機能ち元に戻りまず。 


BAS 

BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
でず。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

► 緊急ブレーキ状態から脱ずるまで、 
ブレーキぺ夕 V レをしっかり踏み続け 
て < ださい。 

A 巨 S により、車輪の□ックが抑え 
られまず。 

BAS は ブレーキ ペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 


• 石だたみのよラに摩擦係数が連 
続して変化する路面 

• スノーチェーン 装着時 


攫骗がが 
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A 警告 

• 目 AS は緊急 ブレーキの 操作を補 
助する装置で、無謀な運転からの 
事故を防ぐちのではありません。 

臣 AS が作動してち制動距離の短縮 
には限界があります。また、タイ 
ヤのグリップが失われた状況では 
効果を発揮しません。 

. 目 AS に異常があるとさをブレーキ 
は通常通り作動しまずが、緊急ブ 
レーキ時には大さな制動力を確保 
でさず、制動距離が長くなるおそ 
れがあります。 

• 臣 AS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 

OBAS に異常があると、 A 巨 S も正し 
く作動しなくなることがありまず。 

〇 バッテ U —電圧が低下ずると BAS 
が一時的に機能を停止しまず。電圧 
が回復ずると機能ち元に戻りまず。 


アダプティブブレーキランプ 

約已 Okm / h じ(上からの急ブレーキ時 
に巨 AS が作動ずると、ブレーキラン 
プが点滅し、後方の車両にミ主意を促し 
ます。停車すると、ブレーキランプは 
点灯に変わりまず。 

また、約 70 km / h _ UU 上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車す ると 非常点滅口が自動的 
I し点滅しまず。 

自動的に点滅した非常点滅灯は、非常 
点滅灯スイッチを押すか、再度走行を 
開始して走行速度が約 lOkm / hLU 上 
になると、自動的に消灯しまず。 


ESP ® 

ESP ® (エレクト□ニック.スタビ U 
テイ- プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車が不安定な状況 
になったとさに、個々のタイヤに独立 
してブレーキを効かせた0、エンジン 
出力を制御ずることによって、車両操 
縦性や走行安定性を確保しよラとずる 
システムでず。 

発進時または走行中に ESP ® 表示灯 
面が点滅したときは、 ESP ® が作 
動していまず。 


則 ESP ® 表示灯 

イグこッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点口しないとさは表示口が故障し 
ています）、エンジン始動後に消口し 
まず。 

A 警告 

ESP ® 表示灯 [5] が点滅したとさは、 

じ(下のよラにしてください。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで < ださい。 

• 発進ずるとさは、アクセルペダル 
を必要政上に踏み込まないで<だ 
さし、。 

• 路面と天候の状況に合わせて運転 
して < ださい。 

車輪が空転したり、車が横滑りする 
おそれがあ0ます。 


磐骗がが 
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A 警告 

ESP ® は車両操縦性や走行安定性を高 
めるシステムで、無謀な運転からの事 
故を防ぐちのではありません。 ESP ® 
び作動してち、車両操縦性や走行安定 
性の確保には限界びあ0ます。また、 
タイヤのグ1」ップび失われた状況で 
は効まを発揮しません。 

ESP ® 作動時のま全確なやを険回避に 
ついては運転者に全責任びあります。 

〇し U 下のとさは、イグニッシヨン位 
置を 0 にしてください。 

• ダイナモメーターを使用して、 
パーキングブレーキの検査を行 
なラとを 

• 前輪または後輪を上げてけん引 
されるとさ 

ESP ® によりブレーキび作動し、ブ 
レーキシステムや駆動系部品を損 
傷するおそれびあ0まず。 

Hesp ® び故障ずると、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示ごれ、エン 
ジンの出力びほ下ずることびあり 
ます。走行び困難なとさは、ずみや 
かにま全な場所に停車し、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
して < ださい。 


〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場な どのターンテーブ )レで回転 
させにり、駐車場のらせん状のア 
プ□ーチを走行しているとさなど 
に、マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに ESP ® に関する故障/警告 
メッセージび表示され、 ESP ® 表示 
灯 [ W ] や ESP ® オフ表示灯 間 ' 
ABS 警告灯 [ M ] び点灯ずることび 
ありまず。 

このよ5なとさは、ま全な場所に 
停車して、イグニッシヨン位置を 0 
に戻し、エンジンを再始動してく 
ださい。しばらく走行ずると、メッ 
セージや表示灯、警告灯は消灯し 
9 〇 

〇 ABS び故障して ABS 警告灯 [ M ] 
び点灯しているとさは、 ESP ® の機 
能を解除されていまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP ® び 
作動ずることびありまず（走行中に 
ESP ® 表示灯 [ S ] び点滅したまま 
になりまず）。 

ETS 


ETS は、 ESP ⑩の機能の一部でず。 

ETS は、滑りやずい路面などで車輪び 
空転したとさに、駆動輪にブレーキを 
効かせて発進時や加速時の駆動力を確 
保しよラとずるシステムでず。 

ESP ® の機能び解除されている場合で 
を、 ETS の機能は解除されません。 


醒骗が批 
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A 警告 

ETS は駆動力を確保し車両操縦性や 
走行安定性を高めるシステムで、無 
謀な運転からの事故を防ぐをのでは 
ありません。 ETS が適切に作動しても、 
駆動力の確保には限界がありまず。 
ETS 作動時の安全確保や危険回避に 
ついては運転者に全責任がありまず。 


ESP ® の機能の解除 （C 63 AMG を 
除 < 車種） 

エンジンを始動したとき、 ESP ® は常 
に待機状態になりまず。 

〇 ECO スタート/ストップ装備車 
は、車両び停止したとさにエンジン 
び自動的に停止しまず。発進ずると 
エンジンは再始動しまず。このとさ、 
ESP ® の機能はエンジン停止前の状 
態び維持されまず。例えば 、 ECO 
スタート/ストップによりエンジ 
ンび停止ずる前に ESP ® の機能を 
解除していたとをは、再始動してを 
ESP ® の機能は解除されたままにな 
りまず。 

し U 下のよラな状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほうび走行しやずい場合び 
ありまず。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 

このとをは ESP ® の機能を解除し 
ます。 


A 警告 

ESP® の機能を瞄除ずる必要びなく 
なったときは、 ESP® を待機状態にし 
てください。車び不ま定な状況になっ 
たとさに、車両操縦性や走行安定性を 
確イ呆しよラとすることびできません。 

ESP ® の機能び解除されると、下の 
状態になりまず。 

• ESP ® は作動せず、車両操縦性や走 
行ま定性を確保しよ5とずることび 
でさな<なりまず。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪び空転ずることびありまず。 

• トラクシヨンコント □ —ルシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP ® 
は自動的に作動しまず。 

ESP ® の機能を解除しているときに 
タイヤの空転や横滑りを検知ずると、 
ESP ® 表示灯び点滅しまずび、 
ESP ® は作動しません。 

A 警告 

ESP® の機能を解除したときは、必ず 
路面の状況に応じた速度で慎重に運 
転ずるととをに、似下の操作は絶対 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 


磐骗がが 
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ESP® の機能を解除ずる 

► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イで ESP ® の機能を解除しまず 
(01 60ページ)。 

メーターパネルの ESP ® オフ表示 
灯 m び点灯しまず。 

ESP® を待機：！犬態にずる 

► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イで ESP ® の機能を設定しまず 
(01 60ページ)。 

メーターパネルの ESP ® オフ表示 
灯巧 □ び消灯しまず。 


41 ESP® オフ表示な 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとをは表示灯び故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

A 警告 

エンジンびかかっているとをに ESP ® 
オフ表示な SZ ] び点なしているとき 
は、 ESP ® の機能び解除されています。 
ESP ® 表示な [ W \ と ESP ® オフ表示 
巧 [3 ZI び点なしているとさは、故障 
のため、 ESP ® の機能び解除されてい 
ます。 

特定の状況では、車び横滑0ずるお 
それびあ0まず。 

路面と天候の状況に合わせて運転し 
て < ださい。 


スポーツ八ンド U ングモード、 ESP® 
の機能の設定/解除 （C 63 AMG) 

スポー ツ八ンド U ン グモー ドの設定/ 
解除 

エンジンを始動したとさ、 ESP ⑩は常 
に待機状態になりまず。 

次のよラな状況では、スポーツ八ン 
ド U ングモードにしたほ5び走行し 
やすい場合びありまず。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行ずるとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 

上記しツ外では、サーキットなどでス 
ポーツ走行を行な5とさに使用ずるこ 
とびでさまず。 

A 警告 

スポーツ 八ンド U ング モー ドにする 
必要がなくなったときは、 ESP ® を待 
機状態にしてください。 スポーツ 八 
ンドリングモードでは ESP ® の作動 
内容が制限されるため、車が不安定 
な状況になったとさは、車両操縦性 
や走行安定性の確保は限られたわの 
になりまず。 

スポーツ 八ンド U ング モー ドにしたと 
さは UTF のよラな状態になりまず。 

• ESP ® の作動内容が制限されるた 
め、車両操縦性と走行安定性の確保 
は限られたちのになりまず。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪が空転ずることがありまず。 

• トラクシヨンコント □ ールシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 


攫骗がが 
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• ブレーキを強<効かせたとさは 
ESP ® は自動的に作動しまず。 
スポーツ 八ンド1」ング モー ドにしてい 
るとさにタイヤの空転や横滑りを検 
知すると、 ESP ® 表示灯び点滅 
しますび、 ESP ⑩は制限された範囲で 
作動し、車両操縦性や走行ま定性のお 
巧は限られたをのになりまず。 



スポーツ 八ンド U ング モー ドにずる 

► ESP ⑩/ スポーツ 八ンド1」ング モー 
ドスイッチ®を押しまず。 

メーター パネルの スポーツ 八ンド I 」 
ング モー ド表示灯函司び点灯し、 
マルチファンクシヨンディスプレイ 
に "SPORT handling mode " と表示 
されます。 

〇 マルチファンクシヨンディスフ 
レイの表示を "SPORT handling 
mode " から他の表示に切り替える 
とさは、ステア1」ングスイッチの 
または应のを押しまず。 

ESP® を待機：I犬態にずる 

► ESP ⑩/ スポーツ 八ンド1」ング モー 
ドスイッチ®を押しまず。 

メーター パネルの スポーツ 八ンド 
1」ング モー ド表示灯应巧び消灯し 
ます。 


ESP ® の設定/解除 

エンジンを始動したとさ、 ESP ® は常 
に待機状態になりまず。 

下のよ5な状況では、 ESP ® の機能 
を解除したほラが走行しやずい場合が 
ありまず。 

• スノーチェーンを装着して走行し 
ているとさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 

このときは ESP ® の機能を解除し 
ます。 

A 警告 

ESP ® の機能を瞄除ずる必要びなく 
なったときは、 ESP ® を待機状態にし 
てください。車び不ま定な状況になっ 
たとをに、車両操縦性や走行ま定性 
を高めることびでさません。 

ESP ® の機能び解除されると、下の 
状態になりまず。 

• ESP ® は作動せず、車両操縦性や走 
行ま定性を確保しよラとずることび 
でさな<なりまず。 

• エンジン出力の制御は行なわれず、 
駆動輪び空転ずることびありまず。 

• トラクシヨンコント □ —ルシステ 
ムによる駆動力の確保は行なわれ 
ます。 

• PRE - SAFE ® の機能び解除され 
まず。 

• ブレーキを強<効かせたとさは 
ESP ® び自動的に作動しまず。 


磐骗がが 
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Oesp ® の機能を解除しているとき 
にタイヤび空転したり横滑りをして 
を、 ESP ® 表示な rsn は点滅サず、 
ESP ® を作動しません。 

A 警告 

ESP® の機能を瞄除したとさは、必ず 
路面の状況に応じたま度で慎重に運 
転するととちに、じ(下の操作は絶巧 
に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加ま 
• 急激なエンジンブレーキ 


Ip ESP ⑥オフ表示な 



ESP® の機能を解除ずる 

► メーターパネルの ESP ® オフ表示 
灯 m び点灯ずるまで、 ESP ® / 
スポーツ八ンド1」ング モー ドスイツ 
チ®を押して保持しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"！？ OFF " と表示されまず。 

〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イの表示を "3 OFF " から化の表示 
に切り替えるときは、ステアリン 
グスイッチのまには应のを 
押します。 


イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯び故障し 
ていまず）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP ® 
オフ表示な届3び点なしているとさ 
は、 ESP ® の機能び解除されていまず。 
ESP ® 表示な [5] と ESP ⑩オフ表示 
打 [3 ZI び点灯しているとをは、故障 
のため、 ESP ® の機能び瞄除されてい 
まず。 

特定の状況では、車び横滑りずるお 
それびあ0ます。 

路面と天候の状況に合わはて運転し 
て < ださい。 

ESP® を待機状態にずる 

► ESP ® / スポーツ 八ンド1」ング モー 
ドスイッチのを押しまず。 
メータ— パネルの ESP ⑩オフ表示 
灯屈□び消灯し、マルチファンク 
シヨンディスプレイに数秒間" 
ON " と表示されまず。 


EBD 


EBD (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー.デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を検知して制御を行 
ない、ブレーキ時の車両操縦性と走行 
ま定性を確保しようとするシステム 
です。 


攫涨が批 
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A 警告 

EBD に異常があるとさも ブレーキは 
通常通0作動しますが、急ブレーキ 
時などには媛輪が□ックするため、 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれがあります。車両操縦性 
の変化に注意して慎重に運転してく 
ださい。 


アダプティブブレーキ 

アダプティブブレーキは、ブレーキ時 
の利便性と安全性を高めるシステム 
です。 

アダプティブブレーキには、ぶール 
ド機能（杉184ぺージ）とヒルスター 
トアシスト（[>126ページ）も含まれ 
ます。 


を難防止システム 


イモビライザー 

イモビライヴーは、正規のキー(がで 
はエンジンを始動させないよ5にずる 
機能でず。 

キーによりイモビライザーを作動さ 
せる 

► エンジンスイッチからキーを抜き 
ます。 


キーレスゴー 
を作動させる 


によりイモビライザー 


► イグこッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

イモビライザーを解除ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

〇イモ ビライヴーは、エンジンを始 
動すると解除されます。 


盗難防止警報システム 


盗難防止警報システムび待機状態のと 
をにし i (下の状況を検知ずると、サイ 
レンび約30秒間鳴り、非苗点滅灯び 
通常の2倍の速さで約5分間点滅し 
ます。 

• ドア、トランクが開けられたとさ 

• ボンネットの□ックが解除された 
とさ 

盗難防止警報システムは、車を施錠し 
た後、エマージェンシーキーを使用 
して運転席ドアやトランクを解錠し、 
開いたとさち作動しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


磐骗がが 
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システムを待機が態にずる 


► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*で車を施錠しまず。 

表示灯®び点滅し、約15秒後に 
待機状態になりまず。 

システムび待機状態のとをは、表示 
灯®び点滅を続けまず。 

システムを解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車を解錠しまず。 

表示灯のび消灯しまず。 

警報を停止ずる 
キーに よる操作 

►エンジンスイッチにキーを差し 
ます。 

または 

► キーの解蟲ボタンまたは施錠ボタン 
を押します。 


キーレスコ’一*による操作 

► キーび左ち側アンテナの検知範囲 
(杉66ぺージ）またはトランク側 
アンテナの検知範囲にあるとさに、 
キーびある側のドア八ンドルの裏側 
に触れるか、トランクの八ンドルを 
引さまず。 

または 

► キーび車室内アンテナの検知範囲 
([>66ページ）にあるときに、エン 
ジンスイッチに取り付けたキーレス 
3' —スイッチを押します。 

〇 ドアやトランクび開けられたり、 
ボンネットの□ックび解除されて警 
報び作動したとさは、それらをずぐ 
に閉じてを、警報は停止しません。 

〇 システムを待機状態にずるとをは 
ボンネットび確実に閉じていること 
を確認して<ださい。ボンネットの 
□ ックび解除された状態でシステム 
を待機状態にしてを、ボンネットび 
開けられたとさに警報は作動しま 
せん。 

〇 システムび待機状態のとさに車内 
からドアを開いたり、ボンネット 
□ック解除レバーでボンネットの 
□ックを解除ずると警報び作動し 
まず。車内に人びいるとさは待機状 
態にしないで < ださい。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


摆骗がが 
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けん引防止機能 _ 

車を施綻して、けん引防止機能を待機 
状態にしたとさは、車両の傾さを検 
知すると、サイレンび約30秒間鳴り、 
非甫点滅灯び通常の2倍の速さで約5 
分間点滅します。 

例えば、けん引やジャッキアップなど 
により車両び持ち上げられたとさなど 
に警報び作動しまず。 

システムを待機:!犬態にずる 

► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車を施読しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

待機げ態を解除ずる 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車を解淀しまず。 

けん引防止機能び自動的に解除され 
ます。 

けん弓I防止機能を解除ずる 


誤作動を防止するために、け下のよ5 
な状況で車を施錠ずる場合は、けん引 
防止機能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
移動するとさ 

• 機械式駐車場などに駐車ずるとさ 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 



► イグニッシヨン位置を0か1にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜をます。 

► けん引防止機能解除スイッチ®を 
押します。 

表示灯⑤び数秒間点灯し、その後 
消灯しまず。 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車を施錠しまず。 

けん引防止機能び解除されまず。 

けん引防止機能は、(下の操作を行な 
うまで解除されたままになりまず。 

• 車を解綻する 
• ドアを開閉ずる 
• 車を施淀ずる 


磐骗がが 
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室内センヴ~ _ 

車を施結して、室内センサーを待機状 
態にしたとさは、車巧で物体の動さを 
検知すると、サイレンび約30秒間鳴 
り、非甫点滅灯び通雷の2倍の速さで 
約5分間点滅しまず。 

例えば、ウインドウび割られたり、車 
内 I こ腕を伸ばしたときなどに警報び作 
動します。 

システムを待機:!犬態にずる 


► システムを待機状態にずる前に、室 
内センサーの誤作動を防止ずるため 
I こ LU 下のことを確認してください。 

• ドアウインドウび完全に閉じ 
ていること 

• パノラミックスライデイングルー 
フ * び完全に閉じていること 

• ルーム S ラー やアシストグ1」 ッ 
プにマスコ ッ トなどをかけてい 
ないこと 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*で車を施錠しまず。 

約30秒後に待機状態になりまず。 

待機状態を解除ずる 


► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車を解錠しまず。 

室内センサーび自動的に解除され 
ます。 


室内センサーを解除ずる 


誤作動を防止ずるために、し i (下のよう 
な状況で車を施淀ずる場合は、室内セ 
ンサーを解除してください。 

• 車内に人や動物び残るとさ 

• ドアウインドウをかし開いた状態で 
車から離れるとさ 

• パノラミックスライデイングルー 
フ* をかし開いた状態で車から離 
れるとさ 



► イグニッシヨン位置を0か1にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
巧さまず。 


► 室内センサー解除スイッチのを押 
しまず。 

表示灯⑤び数秒間点滅し、その後 
消灯しまず。 

► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車を施錠しまず。 

室内センサーび解除されまず。 

室内センサーは、 LU 下の操作を行な5 
まで解除されたままになりまず。 

• 車を解淀する 
• ドアを開閉ずる 
• 車を施錠する 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


醒骗がが 
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キ— 


U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
綻に使用しまず。 

また、 それぞれの キーにはエマージェ 
ン シーキーを リ又納していまず。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
でください。車び施錠されていて 
も、誤って車内か S ドアを開いた 
り運転装置に触れて、事故やけび 
をするおそれびあ D ます。 

また、キーび車室巧またはドア付 
ちなどの車外にあるとさは、キー 
レスゴースイッチ*を押すことに 
よ0エンジンび始動し、事故の原 
因になります。 

• 短時間でち、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してくださし、。 


A 警告 

エンジンスイツチにキーを差し込む 
とさは、重い物やぶ、要！;•(上に大さな 
物、ステア U ングなどの操作部に接 
触ずる物をキーホルダーとして使用 
しないで < ださい。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーびステア U ングなどに接触ず 
ることでキーびまわると、エンジン 
び停止して事故を起こずおそれびあ 
0ます。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐにめ、ただちにメルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

〇キーを強い電磁波にさらずと、1」 
モコンに障害び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

〇キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないで< ださい。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとをは必ず車を施錠してくだ 
ごい。 

〇貴重品は絶対に車内に置いたまま 
にしないでください。盗難のおそれ 
びありまず。 

〇車を操作ずるとさは、運転者は常 
にキーを携帯してください。 

〇キーを携帯電話などの電子機器や 
硬貨などの金属製のをのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作やキーレス 
3’ 一 操作*を行なラと、作動しな 
かったり、誤作動ずるおそれびあり 
まず。 

〇磁気を発生ずる電化製品のお< に 
キーを置かないで<ださい。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下したとを 
は、キーの電池び正甫でをリモコン 
操作はでさません。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 キーの電ミ也び消耗ずると、キー 
のいずれかのボタンを押したとさに 
キーの表示灯び点灯せず、1」モコン 
操作やキーレス3—操作*びでさ 
な<なりまずび、エンジンスイッチ 
にキーを差し込むことによるイグ 
ニッシヨン位置の選択とエンジンの 
始動はでをまず。 


リモコン機能 



①田□施錠ボタン 
③国トランク オープナー ボタン 
⑤ m 解錠ボタン 

イグニッシヨン位置び0でエンジンス 
イッチにキーを差し込んでいないとさ 
I こしツ下の操作びでさまず。 

• ドア、トランク、燃料給油フラップ 
の解綻/施綻 

• トランクを開く （077 ページ） 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□ージング機能の 
操作 （01 19、120ぺージ） 

操作時にキーの表示灯び1回点滅し 
ます。 


解綻ずる 

► 解远ボタンを押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プび解錠され、盗難防止警報シス 
テム* (>58ページ）び解除され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

まに' アンサーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び鳴り 
ます （070 ページ）。 

施錠ずる 

► 施錠ボタン CE を押しまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び施淀ごれ、盗難防止警報システ 
ム* ( C >58 ページ）び待機状態に 
なり、非甫点滅灯び3回点滅しまず。 

また、 アンサーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び鳴り 
ます （070 ぺージ）。 

〇 U モコン操作で施淀したときは、 
非常点滅灯び3回点滅したことを 
確認してください。 

トランクを開< 

► トランクび開さはじめるまで、トラ 
ンク オープナー ボタン E ] を約 2 
秒間押し続けまず。 

〇 トランクび独立施錠（>78ページ) 
されているとをは、トランクオープ 
ナーボタン S ] を押してをトラン 
クは開をません。 


《アンサーバック機能は、曰本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる萬備です。 


I 
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〇 U モコン操作での解淀後約40秒 
し U 内に、 iiTF のいずれかの操作をし 
ないと、再び施湿されまず。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーび車内にあるときは、エン 
ジンスイッチに取り付けにキー 
レス3—スイッチ*を押ず 

□ケイターライティング 

周囲び暗いとさ、 U モコン操作で車を解 
綻すると、下のライトび点灯しまず。 

• 車幅灯 

• フ□ントフォグランプ*または 
LED ドライビングライト* 

• テール ランプ 
• ライセンスライト 
• ドアミラー下部のライト* 

点灯したライトはじ(下のとさに消灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとき 

• 点灯してから約40秒経過したとさ 

この機能の設定と解除については 
0166ページ）をご覧ください。 



①ち側アンテナの検巧範囲 
③左側アンテナの検巧範囲 

③ トランク側アンテナの検巧範囲 

④ 車室内アンテナの検ミ日範囲 

キー レス3—は、 キーを携帯ず ること 
により、 キーとキー レス：： J ー アンテナ 
び電波の送受信を行ない、 U モコン操 
作をしな<てを、車の解淀/施淀や 
エンジンの 始動を 行な5ことびでさ 
まず。 

キーレス3—操作で車を解旋/施錠ず 
るときは、キーとドア八ンドルまたは 
トランクとの距離は約 ImLU 巧にして 
<ださい。 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるとさは、キーレス3’一操 
作はでさません。 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいないとさを、エンジンびか 
かっているとさやイグニツシヨン位 
置び2のとさは、キーレス3’一操 
作で施綻でさません。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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キーの位置により、キーレスニ!一操作 

で行な5ことがでさる操作が U (下のよ 

ラに異な0まず。 

キーが左ち測アンテナの検知節囲にあ 

るとを 

• キーがある側のドア八ンドルに触れ 
ると、車の施錠/解錠がでさまず。 

• トランク八ンドルを引< と、トラン 
クのみを解錠して開<ことがでさ 
ます。 

キーびトランク側アンテナの検知節囲 

に友るとを 

• トランク八ンドルを引くと、トラン 
クのみを解錠して開<ことができ 
ます。 

キーび車室内アンテナの検知節囲にあ 

るとを 

• イグこッシヨン位置の選択がでさ 
ます08日ページ）。 

• エンジンの始動がでさまず（080、 
124ぺージ）。 

〇 ドア付近やルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーがあるとさ 
ち、車室内アンテナにキーが検知さ 
れることがありまず。 


A 警告 

• 埋め込み型む臓ペース一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちや、その他の医療用電 
テ機器を使用されているちは、車 
を使用する前に、あらかじが医師 
や医療用電子機器^一力一などに 
キーレスづ一による電波の影響に 
ついてご相談くださし、。 

• 埋め込み型む臓ペース一力一お 
よび埋め込み型除細動器を装着さ 
れているちは、キーレス3—アン 
テナか 5 約 22cm し U 巧にお付か 
ないよラにしてください。キーレ 
ス3—操作を行なラとさは、キー 
とアンテナの間で電波び送受信さ 
れるため、埋め込み型む臓ペース 
一力一および埋め込み型除細動 
器の作動に影響を与えるおそれが 
あ0まず。 

• テ供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていてち、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがあ0ます。 

また、ドア付近やルーフの上、ボ 
ンネットの上などの車外にキーが 
あるとさち、キーレス3—スイッ 
チを押すことによりエンジンが始 
動ずることがあり、事故の原因に 
な0まず。 

• 短時間でち、車から離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 

〇手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解湿しないことび 
ありまず。 


I 
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〇キーび左ち側またはトランク側ア 
ンテナの検知範囲にあるときに、ド 
ア八ンドルを清掃しにり、ドア八ン 
ドル I こ雨粒や水しぶさびひかったり 
物などび触れると、車び解湿される 
ことびありまずのでま意してくだ 
さい。 

〇 キーを車から遠ざけにときは、 
キーレス3—操作で車を施錠/解 
綻しに0、エンジンを始動ずること 
はでさません。 

〇 車を長期間使用しなひったときは、 
ドア八ンドル表面のセンサーの機能 
び自動的に解除されまず。ドア八ン 
ドルを引いてドアを解湿してからイ 
グニッシヨン位置を2にして、セン 
サーを待機状態にして < ださい。 

〇 キーレス3’ ー アンテナの検知範囲 
内にキーびあるとさは、キーを携帯 
していない人でを、キーレス3—操 
作を行な5ことびでさまず。 

解綻ずる（ネリ期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れまず。 

ドア、トランク、燃料給油フラッ 
プび锅湿され、盗難防止警報シス 
テム* ( C >58 ページ）び解除され、 
非甫点滅灯び1回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び鳴り 
ます瓜70ページ）。 

トランクび独立施湿（>78ページ） 
されているときは、ドア八ンドルの 
裏側に触れてをトランクは解錠され 
ません。 


〇 解湿後約40秒し U 内に、し U 下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錠 
されまず。 

• ドアを開< 

• トランクを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押ず 

• キーび車室内にあるとさは、ェ 
ンジンスイッチに取り付けた 
キーレス3’ースイッチを押ず 


施綻ずる 



ち側ドア 


► ドア八ンドルの施錠操作部①に触れ 
9 〇 

ドア、トランク、燃料給油フラップ 
び施錠され、盗難防止警報システ 
し* 瓜58ページ）び待機状態に 
なり、非甫点滅灯び3回点滅しまず。 

また、アンサーバック機能*を設 
定しているとさは、確認音び鳴り 
まず070ぺージ）。 

U 車を施錠したとさは、非常点滅灯 
が3回点滅したことを確認して< 
ださい。 


《アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を邸6恒冊 
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〇 キーが車室内やトランク内にある 
ときは施錠できません。このときは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" キーが車内にありまず" また 
は" キーを認識でさません" と表 
示されることがありまず。 

ただし、キーが左ち側またはトラン 
ク側アンテナの検知範囲にあり、ち 
ラ1本のキーが車室内にあるとさ 
は、ドア八ンドルの施錠操作部に触 
れることで施錠でさまず。 

〇 いずれかのドアが開いているとさ 
にドア八ンドルの施錠操作部に触れ 
ると、確認音が鳴り、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに" ドアを閉 
めてから□ツクして<だ さい" と 
表示されます。 

トランクを解錠して開く 

► トランクの八ンドルを引さまず。 
トランクのみが解錠されまず。 

► トランクを引さ上げまず。 

P トランクを開くときは、後方や上 
方に十分な空間びあることを確認し 
て < ださい。 


解綻時の設定の切り替え _ 

U モコン操作またはキーレス3’ 一 操作 
での解湿時に、運転席ドアと燃料給油 
フラップのみを解錠するよ5に設定で 
さまず。 

► 解錠ボタン [ s と施錠ボタン m 
を同時に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯び2回点滅し、設定 
び切り替わりまず。 

〇 車両のおくで U モコン機能の切り 
替えを行な5と、キーの解湿ボタン 
または施錠ボタンを押したとさに、 
車両ち解蟲または施綻されまず。 

この状態ではじ(下のよラに作動し 
まず。 

運転席ドアと燃料給油フラップを解 
綻ずる 

► 解蟲ボタン [ Z ] を1回押しまず。 

ずべてのドアとトランク、燃料給油フ 
ラップを解綻ずる 

► 解淀ボタンを2回押しまず。 

車を施綻ずる 

► 施錠ボタン CE を押しまず。 

キーレス3’一ではけ下のよラに作動し 
ます。 

運転席ドアと燃料給油フラップを解 
綻ずる 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 

ずべてのドアとトランク、燃料給油フ 
ラップを解錠ずる 

► 助手席ドア八ンドルの裏側に触れ 
ます。 


I 
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キ— 


車を施綻ずる 

► いずれかのドア八ンドルの施錠操作 
部に触れまず。 


解錠時の設定をネリ期設定に戻ず 

► キーの表示灯び2回点滅ずるまで、 
解錠ボタン [ s と施淀ボタン m 
を同時に約6秒間押し続けまず。 


アンサーバック機能* 

アンサーバック機能を設定していると 
をは、 U モコン操作まにはキーレス 
3—操作*で車両を解錠/施錠した 
とさに、仕様により(下のよ5に確認 
音び鳴0まず。 

• 車両を施旋したとさに、確認音び1 
回鳴りまず。 

または 

• 車両を解錠したとさに確認音び1 
回鳴り、車両を施淀したとさに確認 
音び3回鳴0まず。 

この機能の設定と解除については 
(W 69ぺージ）をご覧ください。 


B を邸6恒冊 


《アンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場合びあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 






キ- 


キーの トラブル 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

1」モコン操作で解錠/ 
施錠でさない。 

キーの電池び消拜している。 

► キーの先端部を運輯席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から再度リ 
モコン操作をしてください。 

1」モコン操作びでさないとさ： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを辭錠/施錠してください（1>31己、 
316ページ）。 

キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを觸錠/施錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

キーレスゴー操作で解 
錠/施錠できない。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► IJ モコン機能で車を施錠/觸錠してください。キーの先端部を運輯席 
ドアのドア八ンドルに向け、ま近距離から操作してください。 

キーレス: U —び故障している。 

► U モコン機能で車を施錠/辭錠してください。キーの先端部を運輯席 
ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から操作してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてください。 

1」モコン操作びでさないとさ： 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください。 

► エマージェンシーキーで運輯席ドアを辭錠/施錠してください（1>31己、 
316ページ）。 

キーを紛失した。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効にしてくだ 
さし、。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ1」ンダーち交換してください。 

エマージェンシー 

キ一を紛失した。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事実を報告してください。 

► 必要であればキーシ1」ンダーち交換してください。 
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キ— 


トラブル 


キーによるエンジン 
始動びでをない。 


キーび車巧にある状 
態で、キーレスコ[一 
スイッチを押して 
わ、エンジンび始動 
しない。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

バッテリーの電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停止して 
から再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンスイッチびまわらないとさ： 

►パ'ッテ1」一を点検し、必要であれば充電して<ださい。 

または 

►他車のバッテ U — を電源として始動してください0341ぺージ)。 
または 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

ステア U ング □ ックび効いている。 

► ステア U ングを軽く左ちにまわしなびら、エンジンスイッチからキー 
を抜き、再度差し込んでください。 

ドアび開いているため、キーび認識されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 

強い電波や超音波などの干渉を受けている。 

► エンジンスイッチからキーレス Z 1’ ースイッチを取り外し、エンジンス 
イッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってください。 


B を邸 S 恒冊 
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開く 


A 警告 

-ドアは確実に閉じてください。ドア 
の閉じかたが不完全（半ドア）な場 
合、走行中にドアが開くおそれがあ 
りまず。 

-ドアを開くとさは、周囲の安全を 
十分確認して < ださい。 

-同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認して< 
ださい。 

-子供だけを残して車から離れない 
でください。施錠されていても、 
誤って車内からドアを開いたり運 
転装置に触れて、事故やけがをす 
るおそれがお0まず。 

• 短時間でを、車から離れるときは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


車がか5のドアの開閉 



► ドア八ンドル®を引さまず。 

閉じる 

► ドア八ンドル©を持って確実に閉 
じます。 

B 車から離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ず施錠して<ださい。 

Q ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないよラにま意して<ださい。 
車の周りに子供がいるとさは、特に 
ミ主意して < ださい。 


車内か5のドアの開閉 



開< 

► ドアレバー®を矢印の方向に引さ 

9 〇 

ドアが施錠されているとさは、□ッ 
クノブのが上がり、解錠されまず。 

閉じる 

► インナーグ U ップ③を持って確実 
に閉じまず。 


B を習恒掛 
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〇 車び施淀されているとさを、車内 
のドアレノ（一を引くとドアを開くこ 
とびでをまず。 

〇 助手席ドアは、開いているとをに 
□ックノブを押し込んでから閉じる 
と施錠されます。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークび表示されまず。 


車内か5の解錠/旋錠 
A 警告 

□ックノブび下びっていてち、車内の 
ドアレバーを引くとドアは開さます。 
子供を柔せているとさは特に注意し 
て < ださい。 

H 施淀後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さし、。 

Q □ックノブび完全に下びってし、 
ないドアびあるとをは、そのドア 
をいったん開さ、再度閉じてから施 
綻してください。 

ドアごとの解綻/施錠 

解錠ずる 

► ドアレバー⑤を矢印の方向に引さ 
ます。 

このとをドアち開をまず。 

施綻ずる 

► □ックノブ®を押しまず。 


ドア□ツクスイッチ 



すべてのドアとトランクを解錠/施 
綻でさます。 


燃料給油フラップの解錠/施錠はで 
きません。 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 
助手席ドアにありまず。 

解錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（解绩）のを 
押しまず。 

□ックノブび上びりまず。 

施錠ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）③を 
押します。 

□ックノブび下びりまず。 

〇 なのよラな場合はドア□ックス 
イッチで解錠/施旋でさません。 

• U モコン操作またはキーレス3— 
操作*で施錠しているとさ 

• 助手席ドアび開いているとさ 

〇 運転席ドアび開いているときは、 
ドア□ックスイッチで助手席ドアと 
トランクの解綻/施綻びでさまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 トランクが独立施錠されていると 
きは、ドア□ックスイッチで解錠し 
ても、トランクは解錠されません。 


車速感応ドア□ック _ 

走行速度が約 15 km / h 政上になる 

と、ドアとトランクを自動的に施錠し 

ます。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を押すとをやタイヤ交換な 
どで車を持ち上げるとさ、ダイナモ 
メーターで パーキングブレーキを テ 
ストずるとさなどは、イグニッシヨ 
ン位置を0にしてください。車輪 
び回転ずると施錠され、車外に閉め 
出されるおそれびありまず。 

〇 車速感応ドア □ ックで施錠され 
ているとさを、車内のドアレバーを 
引いてドアを角军錠して開 < ことびで 
をます。 

〇 車速感応ドア□ックで施錠された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 


車速感応ドア □ ックの設定/解除 



車速感応ドア□ックを設定ずる 

► ドア□ックスイッチ（施錠）⑤を 
約5秒間押して保持しまず。 

車速感応ドア□ックび設定され、お 
認音び鳴りまず。 

車速感応ドア□ックを解除ずる 

► ドア□ックスイッチ（解湿）©を 
約5秒間押してイ呆持しまず。 

車速感応ドア □ ックび解除され、お 
認音び鳴0まず。 

〇 ドア□ックスイッチを押して保持 
してを確認音び鳴らないとさは、そ 
の設定びずでに選択されていまず。 

〇 車速感応ドア□ックはマルチファ 
ンクシヨンディスプレイでを設定/ 
解除できます（>168ページ）。 


I 
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トランク 


トランク 


トランクの開閉 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないでください。排 
気ガスび車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死するおそれがあります。 


A 警告 

トランクを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラに十分注意してくだ 
さい。車の周りに子供がいるときは、 
特にミ主意してください。 

Q トランク内には乗車しないでくだ 
さい。事故などのとさ、けがをずる 
おそれがあ0まず。 

〇モ供などがトランクに閉じ込めら 
れないようにま意して<ださい。 

Q トランクを開<とさは、トランク 
の周りに障害物がな<、身体や物に 
当たるおそれがないことを確認して 
<ださい。 

〇トランクを開くとさは、後方や上 
ちに十分な空間があることを確認し 
て < ださい。 

トランクをいっぱいまで開いたとさ 
の高さについては（>361ページ） 
をご覧 < ださい。 

Q 強風のときにトランクを開くと、 
風にあおられて、トランクが不意に 
下がることがありまず。風の強い曰 
は十分にミ主意してください。 

また、トランクに雪が積もっている 
とさち同様に注意して<ださい。 


H トランクを閉じたとさは、トラン 
クが確実に閉じていることを確認し 
て < ださい。 

Q トランクの中にキーを残したまま 
にしないで<ださい。トランクが施 
錠されるとキーが取り出せな<なり 
まず。 

〇 車び施淀されているとさに U モコ 
ン操作やキーレス3—操作*、 X 
マージ エンシーキーなどでトランク 
を開を、再度トランクを閉じると卜 
ランクは施錠されまず。ただし、キー 
レス3—装備車は、トランク内に 
キーを残したままのとをは、キーレ 
ス3—操作では施錠されません。 

〇 トランクび完全に閉じていない状 
態で走行ずると、警告音び鳴り、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイに 
警告マークび表示されまず。 

〇 車び施錠されているときは、キー 
のトランク オープナー ボタンを 
押ずとトランクだけび解錠されて 
開さまず。 

〇 車び施錠されているとさにトラン 
クのみを解読して開さ、再度トラ 
ンクを閉じるとトランクは施錠さ 
れまず。このとを、非苗点滅灯び3 
回点滅します。 

〇 車が施錠されているときち、キー 
がキーレス3’一*の左ち側または 
トランク側アンテナの検知範囲にあ 
るとさは、トランク八ンドルを引< 
と、トランクだけが解錠されて開き 
ます。その状態でトランクを閉じる 
と、トランクは施錠されまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 








トランク 
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〇 トランクが独立施錠されていると 
きは、トランクの八ンドルを引くか、 
トランク オープナース イッチを引い 
たり、キーの トランク オープナー ボ 
タンを押してちトランクは開さま 
せん。 

車がか5の開閉 


車内か5トランクを開く 




トランクを開< 

► キーの解錠ボタン CS を押しまず。 
► 八ンドル©を引きまず。 

トランクが開さまず。 


左八ンドル車 

停車しているとさは、運転席ドアのス 
イッチでトランクを開<ことがでさ 
ます。 

► トランクが開さはじめるまで、トラ 
ンク オープナー スイッチのを引さ 
続けまず。 

トランクが開さまず。 

〇 U モコン操作またはキーレス3’一 
操作*で車が施錠されているとさ 
は、トランク オープナー スイッチで 
トランクを開くことはでさません。 



トランクを閉じる 

► グリップ©に手をかけてトランク 
を引さ下げまず。 

► が側からトランクを押さえまず。 

► 必要であれば車を施錠しまず。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


車の解錠/施錠に関わらず、トラン 
クを独立して施錠でさまず。 

トランクを独立施錠しているときは、 
トランクを開くことはでさません。 


I 
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トランク 


トランクを独立施綻ずる 

► トランクを閉じまず。 

► キーからエマージてンシーキーを取 
り外しまず。 

► トランクのキーシ1」ンダーにエ マー 
ジェンシー キー (031 5ページ）を 
差し込みます。 

► エマージェンシーキーを独立施錯位 
置回にまわしまず。 

► キーシ1」ンダーからエマージェン 
シーキーを抜さまず。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
します。 

P トランクを開いた状態でち、上記 
の操作を行なってトランクを閉じる 
と独立施綻ごれます。このときは、 
エマージェンシーキーの閉じ込みに 
ま意して < ださい。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、この機能を使用してください。 
その際は、エマージてン シー キーを 
キー本体か日取り外して携帯してく 
ださい。 


独立施綻を解除ずる 

► キーからエマージてンシーキーを取 
り外しまず。 

► トランクのキーシ1」ンダーにエマー 
ジェンシーキー （>3 15ぺージ）を 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを独立施錠解 
除位置のにまわしまず。 

► キーシ1」ンダーからエマージェン 
シーキーを巧さまず。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
し cK 〇 


B を邸6恒冊 
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イグニッシヨン位置 


A 警告 

ごく短時間でも、車か！5離れるとき 
はエンジンスイッチか S キーを巧い 
てください。また、テ供だけを車内 
に残さないでください。いたず！5か 
ら車の発進、乂災などの事故び発生ず 
るおそれびあ0まず。また、炎天下 
では車内び非常に高温にな D 、 熱中 
症を起こすおそれびあります。 

Q 走行中にエンジンを停止しないで 
<ださい。エンジンブレーキび効か 
な<な0まず。また、ブレーキやス 
テア U ングの操作に非常に大さな力 
び必要になりまず。 


キーによるイグニッシヨン位置の選択 



左八ンドル車 


イグニッシヨン位置を選択ずる 

► エンジンスイッチに差し込んだキー 
をまわします。 

m 下のようにイグニッシヨン位置び 
変更されます。 


キーの 
位置 

イグニッシヨン位置 

面 

0 :キーを差し込む/巧 
<位置 

の 

1 :イグニッシヨン位置び 

1 になりまず。 

回 

2 :イグニッシヨン位置び 

2 になりまず。 

回 

3 :エンジンび始動しまず。 


エンジンスイッチからキーを巧かず 
に0の位置で長時間放置してし）る 
と、キーびまわせな<なることびあ0 
まず。また、ステア1」ングび□ックさ 
れまず。このとさは、キーをいったん 
巧さ、再度差してからまねしてくだ 
さい。 

〇バッテ1」一あび0を防止ずる 
ために、駐車時は必ずエンジン 
スイッチからキーを巧いてくだ 
さい。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
ミちれていると、エンジンを始動でさ 
な< な0まず。 

〇 異なる車両のキーを差し込んだと 
をを、エンジンスイッチをまわせる 
ことびありまずび、エンジンスイッ 
チの位置の選択や、エンジンの始動 
はでをません。 


I 
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イグニッシヨン位置 


キーレスゴースイッチによるイグ 
ニッシヨン位置の選択（キーレス 
コー装備車） 



ち八ンドル車 


車室内にキーびあり、エンジンスイッ 
チにキーレス: n ースイッチ®を取り 
付けてあるとさ、キーレス3’ースイッ 
チのを押ずことにより、イグニッシヨ 
ン位置の選択とエンジンの始動びでさ 
ます。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
にキーレス 3— スイッチ®を押ず 
と、し U 下のようにイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 


キーレスゴース 
イツチの操作 

イグニツシヨン 
位置 

1回押ず 

0から1になり 
ます。 

さらに1回押ず 

1から2になり 
ます。 

さらに1回押ず 

2から0になり 
ます。 


エンジンを始動ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいるとさ 
にキーレス3—スイツチのを押し 
ます。 


〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さちエンジンは始動でさることびあ 
りまず。車両の盗難にま意してくだ 
さい。 

〇 車室内にキーびないとさにキー 
レス3—スイッチを押ずと、マ J レ 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
"キーを認識でをません" または 
"スタートボタンを外しキーを入 
れてくだ さい" と表示されまず。 


キーレスコ‘ースイッチの取りがし 



ち八ンドル車 


キーレスコ’ースイッチのを取り外し、 
エンジンスイッチ⑤にキーを差し込ん 
でまわすことによ0、イグニッシヨン 
位置を選択でさまず。 

〇 キーレス3’ースイッチは、通常は 
駐車時でを取り外ず必要はありま 
せん。 

► エンジンスイッチ⑤からキーレス 
コ'ースイッチのを取り外しまず。 

〇 エンジンスイッチにキーレス3’ 一 
スイッチを取り付けてから約2秒 
間は、キーレス3—スイッチでのイ 
グニッシヨン位置の選択やエンジン 
始動びでさません。 


B を邸6恒冊 
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A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていなくてもシート位置を調整で 
さるため、子供だけを車内に残して 
車から離れないでください。シート 
調整スイッチを操作してシートに挟 
まれるおそれがあります。 


A 警告 

運乾席シートの調整は、必ず停車し 
ているとさに行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあります。 


A 警告 

シートの高さを不用意に調整すると、 
けがをするおそれがあります。特に 
子供は、シート調整スイッチを不用 
意に操作してけがをするおそれがあ 
るため、し U 下のことにま意してくだ 
さし、。 

•シートを調整してし'^る間は、シー 
卜の下やシートの巧動部分に手を 
入れないで < ださい。 

• テ供が乗車すると量は、シートの 
下やシートの可動部分に手を入れ 
ないよラに注意して < ださい。 


A 警告 

シートを調整するとさは他の棄員の 
身体が挟まれないよラに注意してく 
ださい。また、エアバッグに関する 
を意ちご覧 <ださい。 

子供を乗せるとさは、（1>43ページ） 
をご覧ください。 


A 警告 

へッドレストの中央が目の高さに調 
整され、後頭部がへッドレストの中 
央部に支えられていることを確認し 
てください。後頭部がへッドレスト 
に正しく支えられていないと、事故 
などのとさに、首に重大なけがをず 
るおそれがあ0ます。ヘッドレスト 
び正しい位置に調整されていないと 
をは、決して走行しないでくださし、。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
びでさるだけ垂直におい状態で、乗 
員が上体を起こして座っている場を 
にのみ発揮することがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急プ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをずるおそ 
れがおりまず。 

〇シートやシートヒーター*の損傷 
を防ぐため、下の点にミ主意して< 
ださい。 

-シートに液体をこぼさないで< 
ださしんシートに液体をこぼし 
たとさは、ずみやかに乾燥させ 
て < ださい。 


を邸 S 直冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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- シー トカバーが蕭れたとさなど 
は、シートを乾燥させるために 
シー トヒーターを使用しないで 
<ださい。 

-シートは定期的に清掃ずること 
をお勧めしまず。「曰常の手入れ」 
をご覧ください （0276 ページ）。 

•シートの上に重し H 巧を載せなし'' 
で < ださい。また、シートクッ 
シヨンの上にナイフや工具など 
の鋭利な物を置かないで< だ 
さし、。 

シートは、できるだけ人を乗せ 
るためだけに使用してください。 

•シート ヒーターの 使用中は、ブ 
ランケットやコート、バッグ、 
シートカバー、チャイルドセー 
フテイシートなどにより、シー 
卜を覆わないで < ださい。 

P シートを調整ずるときは、足元や 
シートの下などに物びないことを確 
認してください。シートや物を損 
傷するおそれびありまず。 

P シー h を後方に移動したり、バッ 
クレストを後方に倒ずときはリア 
シートと接触しないよ5にミ主意して 
ください。シートを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

〇 フ□ントシート のへッ ドレストに 
は 、 NECK PRO アクティブヘッド 
レストを装備しているため、へッ 
ドレストを取り外ずことはでさま 
せん。詳しくは、メルセデス■ベン 
ツ指定 ヴー ビスエ場におたずね < だ 
さし、。 



ち側シート 

①バックレストの角度の調整 
③シートの高さの調整 

③ シートクッションの角度の調整 

④ シートの前後位置の調整 

〇 太をを部分び軽く支えられるよ5 
に、シートクッションの角度を調整 
して < ださい。 

バックレストの角度とシートの高さ 
は、エンジンスイッチにキーび差し込 
まれているとをに調整でさまず。 

バックレストのち度の調壁 


► シート調整スイッチを矢印®の方 
向に操作して調整しまず。 

シートの高さの調壁 


► シート調整スイッチを矢印⑤の方 
向に操作して調整しまず。 

シートの前を位置の調整 

► レバー④を引さ上げなびらシー h 
を前後に動かして調整しまず。 

►レバー④を放して、シートび□ッ 
クされたことを確認しまず。 
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シートクツシヨンの角度の調壁 

► ダイヤル⑤をまわして調整しまず。 


フ□ントシートの調壁 
(メモリー付パワーシート) 



左側シートのスイッチ 


①へッドレストの高さの調整 
③シートクッシヨンの角度の調整 

③ シートの高さの調整 

④ シートの前後位置の調整 
⑥バックレストのち度の調整 

シートの前後位置の調壁 

► スイッチを矢印④の方向に操作し 
ます。 

へッドレストの高さを、連動して自 
動的に調整されまず。 

シートの高さの調壁 

► スイッチを矢印⑤の方向に操作し 
ます。 

シートクッシヨンの角度の調壁 

► スイツチを矢印⑤の方向に操作し 
ます。 



バックレストの角度の調壁 

► スイッチを矢印⑤の方向に操作し 
ます。 

ヘッドレストの高さの調壁 

► スイッチを矢印のの方向に操作し 
まず。 

〇 助手席シートび不適切な位置にあ 
るとをに PRE - SAFE ® び作動したと 
をは、助手席シートび適切な位置に 
自動的に調整されまず。 

〇 メモ U —機能により、シート位置 
を記憶させることびできまず（1>95 
ページ）。 


へッドレストの高さの調整 


4 ウェイ J のーシー ト装備車 



へッドレストを上げる 

► 好みの高さにへッドレストを引さ上 
げまず。 


I 
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へッドレストを下げる 

► □ック解除ボタンのを押して、好 
みの高さにへッドレストを押し下げ 
ます。 

メモリー付パワーシート装備車 

► スイッチを矢印のの方向（[>83ぺ一 
ジ）に操作しまず。 


フ□ントシートのバックレストを前 
ちに倒ず 

重要なを全事項 


A 警告 

フ□ントシ ー トのバックレストが確実 
に□ックされていることを確認してく 
ださい。ドアが閉じているとさにバッ 
クレストが確実に □ ックされていない 
ときは、イグニッション位置を2にす 
ると、警告音が鳴り、マルチファンク 
ションディスプレイに" ち（または左） 
フ□ントバックレスト□ックしてく 
ださい" と表示されまず。走行中のと 
さは、周囲の道路状況や交通状況にミ主 
意しながらすみやかに停車し、バッ 
クレストを□ックしてください。バッ 
クレストの動さを巧げているをのがあ 
るときは、すみやかに取り除いてくだ 
さし、。 


A 警告 

フ□ントシートのバックレストを操 
作した0、フ□ントシートが移動し 
ているときは、身体が挟まれないよ 
ラにミ主意してください。フ□ントシー 
卜が移動しているとさに身体が挟ま 
れそラになったとさは、対応ずる側 
のシート調整スイッチや;><モ|」ース 
イッチ、ポジションスイッチ096 
ページ）を操作ずると、シートはそ 
の位置で停止します。 

。フ□ントシートの足元やシートの 
後方に物が無いことを確認して<だ 
さい。移動するシートと物が接触し 
て、シートや物を損傷ずるおそれが 
ありまず。 

B バックレストは必ずへッドレスト 
が下がりさってから前方に倒して< 
ださい。ルーフ内張りにヘッドレス 
卜が干渉して損傷ずるおそれがあり 
9 〇 

Q シートが高い位置に調整されてい 
るとさは、低い位置に調整してくだ 
さい。ルーフ内張0やサンバイヴー 
に干渉して損傷ずるおそれがあり 
9 〇 

〇 シートが前方の位置にあるとさ 
は、バックレストを前方に倒してち、 
シートは前方に移動しません。 


を邸 S 恒冊 
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フ□ントシートのバックレストを倒ず 



メモリー機能が装備車 

► 必要であれば、へッドレストを押し 
下げまず。 

► シート□ック解除八ンドルのを前 
方に引き、バックレストび□ックさ 
れるまで、シートを前方に倒しまず。 

► シートをいっぱいまで前方に押し 
ます。 

メモリー機能装備車 

► □ック解除レバーのを矢印の方向 
に引さまず。 

へッドレストび下びりまず。 

►ヘッドレストび下びりさったら、 
□ック解除レバーのを弓 I さなびら、 
バックレストを前方に倒しまず。 

フ□ントシートび前方に移動しまず。 

フ□ントシートのバックレストを戻ず 


►バックレストを後方に戻した後に、 
へッドレストび正しい位置にあるこ 
とを確認してください。 

メモリー機能装備車 

► フ□ントシートのバックレストを後 
方に起こしまず。 

フ□ントシートの前後位置とへッ 
ドレストの高さび自動的に元に戻 
りまず。 

► バックレストび確実に□ックされ 
ていることを確認、しまず。 

〇 シートび完全に□ックされてい 
ないとさは、シート調整スイッチで 
バックレストの角度とへッドレスト 
の高さ*を調整ずることはでさま 
せん。 

0 メモ U —機能装備車は、バックレ 
ストを大さく後方に傾けていたとさ 
やシートび後方の位置にあるとを、 
まにはバックレストを前方に倒して 
からシート調整スイッチを操作した 
とさは、シートの前後位置とヘッド 
レストの高さび元の位置に戻らなし) 
ことびありまず。 

0 メモ U —機能装備車は、後方に移 
動しているフ□ントシートび挟み込 
みを検知ずると、シートの移動び停 
止し、シートの位置によっては前方 
に移動しまず。 


メモリー機能が装備車 

► シートび元の位置に戻るまで、バッ 
クレストを後方に押しまず。 

► □ ックされた音び聞こえるまで、 
バックレストを後方にゆっくり戻し 
ます。 

* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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ち側シートのスイッチ 

①⑤ランバーサポートの位置の調整 
⑤ランノ（ーヴポートの強さの調整（弱） 
④ランノ（ーサポートの強さの調整（強） 

ランバー（腰部）のサポートを調整で 
をます。 

フ□ントシートに装備されていまず。 

ヴポートの位置を調壁ずる 

►スイッチのまたは⑤を押して、サ 
ポートの位置を調整します。 

ヴポートの強さを調壁ずる 

►スイッチ⑤（弱）または④（強） 
を押して、サポートの強さを調整し 
ます。 

〇 ち側シートは、スイッチ® (弱） 
と④（強）の位置が逆になりまず。 


シートヒーター* 


A 警告 

シートヒーターを強で連続して使用 
しないでください。また、コートや厚 
手の衣服などを着用している状態や、 
毛布などの保温性の高いちのをシー 
卜にかけた状態でシートヒーターを 
使用しないで < ださい。 

異常過熱による低温火傷（紅斑、水 
ぶくれ）を起こしたり、シートヒー 
ターが故障するおそれがあります。 

A 警告 

1；^下の事項に該当するちは、熱すぎ 
た0、低温火傷をするおそれがあ0 
ますので、十分にミ主意してください。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、身体が 
不自由な方 
• 皮膚の弱いち 
• 疲労の激しい方 
• 眠気を誘ラ薬を服用されたち 
• 飲酒した方 

シー ト ヒーターの 作動を3段階に調整 
でさまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほ下ずると、 
シー ト ヒーターび 停止ずることびあ 
りまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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シートヒーターを使用ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

►シートヒータースイッチのを押し 
ます。 

シー ト ヒーター スイッチを押ず ご 
とに点灯ずる表示灯の数が変わり、 
シー ト ヒーターの 作動が切り替わり 
ます。 

シートヒーターを停止ずる 

► シー ト ヒーター スイッチ©を押し 
て、表示灯を消灯させます。 


点なしている 
表示灯の数 

作動内容 

3 

シートヒーターが 
強で作動します。 


約 8 分後に自動的 
に中に切り替わり 
ます。 

2 

シートヒーターが 
中で作動します。 


約 10 分後に自動的 
に弱に切り替わり 
^ 〇 

1 

シートヒーターが 
弱で作動します。 


約 2 日分後に自動的 
に停止しまず。 

0 

停止しまず。 


Q シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因になり 
9 〇 


シートヒーターのトラブル 


シー ト ヒーターが 短時間で停止した 
り、作動しないとさは、多 < の電気装 
備が使用されているために電圧が低下 
しています。 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して < ださい。 
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シートベンチレーター* 

シートベンチレーターの作動を3段階 
に調整でさまず。 

〇 バッテ U —の電圧が低下ずると、 
シートベンチレーターが停止ずるこ 
とがありまず。 



シートベンチレーターを使用ずる 

► イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► シー トベンチ レーター スイッチの 
を押します。 

シートベンチレ ーター スイッチを 
押すごとに点灯ずる表示口の数が変 
わり、シートベンチ レーターの 作動 
が切り替わりまず。 


点幻している 
表示なの数 

作動内容 

3 

シートベンチレー 
ターが強で作動し 
^ 〇 

2 

シー トベンチ レー 
ターが中で作動し 
ます。 

1 

シ ー トベンチレ ー 
ターが弱で作動し 
まず。 

0 

停止します。 


シートベンチレーターを停止ずる 

► シー トベンチ レーター スイッチ© 
を押して、表示口を消口させまず。 

〇 U モコン操作でドアウインドウや 
パノラミックスライデイングルー 
フ*を開くと、運転席のシートべ 
ン チレーターび 強で作動しまず。 

シートベンチレーターのトラブ J レ 

シートベンチレーターが短時間で停止 

した0、作動しないとさは、多<の電 

気装備が使用されているために電圧が 

低下しています。 

► U アデフォッ ガー や ルーム ランプ 
など、必要のない電気装備を停止 
して <ださい。 


B を邸 e 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ステアリング 


A 警告 

ステア U ングの調整は、必ず停車中 
に行なってください。走行中に行なっ 
て操作を誤ると、車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれがあり 
まず。 


A 警告 

運乾中はステア U ングのパッド部を 
持たなし''でくださし、万一のとさ、 
運乾席エアバッグの作動を妨げるお 
それがお0まず。 

ステア U ングのパッド部にカバーを 
したり、バッジやステッカー、オー 
ディオのリモコンなどを貼り付け 
ないで<ださい。運転席エアバッグ 
の作動を妨げた0、作動時にけがをす 
るおそれがありまず。 

〇ステア1」ングをいっぱいにまわ 
した状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステア U ング装置を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

Q 故障などでエンジンを停止して 
けん引ずるとさは、十分ま意してく 
ださい。エンジンび停止していると、 
通苗のとさに比べてステア U ング操 
作に非苗に大さな力び必要でず。 


ステアリング位置の調壁（手動式) 



①□ック解除八ンドル 
⑤上下位置の調整 
⑤前後位置の調整 


► □ック解除八ンドルのを矢印の方 
向に押し下げまず。 

ステア U ング調整の□ックび解除 
されます。 

► ステア U ングを前後上下に動かし 
て、正しい位置に調整しまず。 

► □ック解除八ンドルのをいっぱい 
まで弓 I さ上げまず。 

ステア1」ングび□ックされまず。 

► ステア U ングび完全に□ックされ 
ていることを確認しまず。 

そのとをは、ステア1」ングに前後上 
下に押して確認してください。 

A 警告 

ステア1」ングび □ ックされていない 
状態で走行しないでください。車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0まず。 


B を習恒掛 
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ステアリング 



①上下位置の調整 
© 前後位置の調整 


A 警告 

エンジンスイッチにキーび差し込ま 
れていなくてをステアリング位置を 
調整でさるため、子供だけを車巧に 
残して車から離れないで < ださい。 
ステアリング調整レバーを操作して 
ステア U ングに挟まれるおそれがあ 
0まず。 


上下位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーをのの方 
向に操作しまず。 

前後位置を調整ずる 

► ステア U ング調整レバーを®の方 
向に操作しまず。 

〇 ><モリー付パワーシート装備車の 
ステアリングの位置は、運転席シー 
卜の位置やドア三ラーの角度と併せ 
て記憶させることができまず (095 
ページ）。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


イージーエントリー機能 


A 警告 

イージーエント U —機能が作動し 
ているとさは、乗員の身体が挟まれ 
ないよラにま意してください。 

身体が挟まれそラになったとさは、 

の操作をしてください。 

• ステア I 」ング調整レバーをいずれ 
かのち向に操作ずる 
• 運転席ドアのいずれかのポジシヨ 
ンスイッチ（1>96ページ）を押ず 

子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。運転席ドアを開い 
たときなどにイージーエント U —機 
能が作動して、ステアリングに身体 
が挟まれるおそれがあります。 

イージーエント U —機能は、運転席へ 
の乗り降りを容易にずる機能でず。 

次のいずれかの操作をずると、ステア 
U ングが上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• イグニッシヨン位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開< 

ステアリングは、次のいずれかの操作 
をすると元の位置に戻りまず。 

• 運転席ドアが閉じた状態で、エンジ 
ンスイッチにキーを差し込む 

• イグこッシヨン位置が0のとさは、 
運転席ドアを閉じてからイグこッ 
シヨン位置を1にずる 

• イグこッシヨン位置が1のとさは、 
運転席ドアを閉じてイグこッシヨン 
位置を2にずる 

この機能の設定と解除については 
(>169ぺージ）をご覧ください。 
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〇 ステア u ングび上方の位置にある 
とさは、イージーエント U —機能は 
作動しないことびありまず。 

クラッシュセンサー連動機能 

事故などのとをに、クラッシュセン 
サーに連動してイージーエント U —機 
能び作動しまず。イグニッシヨン位置 
に関わらず、事故などのとさに運転席 
ドアを開< と、ステア U ングび上方に 
移動して、車外への脱出と柔員の救出 
を容易にしまず。 

クラッシュセンサー連動機能は、マル 
チフアンクシヨンディスプレイでイー 
ジーエント U —機能を設定していると 
をにのみ作動しまず。 


巧一 


A 警告 

S ラー類は必ず走行前に、後方が十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整ずると、事故を起こず 
おそれがあ0まず。 

ルームミラーやドアミラーには死角 
がありまず。車線変更をするとをな 
どは、必ずルーム S ラーおよびドア 
S ラーで後方を確認してください。 
また、肩ごしに直接斜が後方を確認 
して < ださい。 

Q ルーム S ラーやドア S ラーの ミちれ 
を取るときにガラスク U —ナーを使 
用するとさは、必ずルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。ガラスク U —ナーによって 
は、三ラーが変色するおそれがあり 
ます。 


ルームニフー 
ルーム S ラーの角度調整 


► 手でルーム S ラーの角度を調整し 
ます。 


I 
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巧一 


ドア S ラー 


A 警告 

ドアミラーに写った像は実際よりも 
遠<にあるよラに見えまず。車線変 
要をするときなどは、肩ごしに直接 
斜め後方を確認してください。 

Q ドアミラーは車体の側面から突さ 
出ています。すれ違いや車庫入れの 
とさ、また、歩行者などに十分ま意 
して < ださい。 

〇 より広い視界を確保ずるため、ド 
アミラーのが側部分は凸面になっ 
ています。 

〇 ドアミラーにはヒーターが装備さ 
れています。外気温度が低いとさに 
リアデフォッガーを使用したとき 
は、自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 


ドア S ラーの角度調整 



左八ンドル車 


► イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


► 調整する側のドアミラー選択スイッ 
チ①または®を押しまず。 

スイッチの表示灯が点口しまず。 

何ち操作を行なわないと、表示灯は 
約1日秒後に消灯しまず。 

► ドア S ラー選択スイッチの表示灯が 
点灯しているとさに、ドア三ラー 
調整スイッチ®を操作してドア三 
ラーの角度を調整しまず。 

〇 モ U —付パワーシート装備車の 
ドアミラーの角度は、運転席シート 
の位置やステア U ングの位置と併せ 
て記憶させることができまず095 
ページ）。 


ドア S ラーの格納/展開 



左八ンドル車 


►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► 格納/展開スイッチのを押しまず。 
ドアミラーび格納/展開しまず。 
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Q ドアミラーは手で格納/展開し 
ないでください。ドアミラーを損 
傷するおそれがありまず。 

Q 走行ずるときはドアミラーが完全 
に展開されていることを確認して< 
ださい。 

Q ドアミラーを格納/展開している 
とさは、身体や物が挟まれないよラ 
にミ主意して<ださい。車の周りにモ 
供がいるとさは、特にミ主意して<だ 
さし、。 

Q 洗車機を使用ずるとさはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷ずるおそれがあります。 

ドア S ラーのリセット 


ノ（ッテ U —の接続が一時的に断たれた 
とさは、施錠時のドア三ラー格納が作 
動しないことがありまず。このよラな 
とさは、ドア S ラーを U セットして< 
ださい。 

► イグこッシヨン位置を1にしまず。 
► 格納/展開スイッチ①を押しまず。 

施錠時のドア S ラー格納 


U モコン操作またはキーレス一操 
作*で施錠ずると、ドア三ラーち併せ 
て格納されます。 

格納されたドアミラーは、ドアを開く 
と展開します。 

この機能の設定と解除については 
(>171ページ）をご覧<ださい。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納したときは、ドア 
S ラーは展開しません。 


ドアミラーび無理に外側に曲げ5れた 
とを 

ドアミラーが無理にが側に曲げられた 
ときは、じ(下のようにしてください。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ 
(>92 ページ）を、ギアが晒み合ラ 
音が聞こえるまで押しまず。 

ドア S ラーユニットのギアが陋み合 
ラと、通常通りドアミラーを格納/ 
展開でさるよラになります。 


r ルーム S ラーの防眩機能 


自動防眩ルーム S ラー 


A 警告 

車内に高さのある荷物を積んでいる 
とさなど、 ルーム S ラーのセンサー 
に後続車のライトが照射されないと 
きは自動防に機能は作動しないこと 
があるため、腔惑により事故を起こず 
おそれがあります。このとさは、手 
動で ルーム S ラーの 角度を調整して 
ください。 

周囲が暗<、イグこッシヨン位置が1 
か2のとさに、ルーム S ラーのセン 
ヴーが後続車のライトを感知ずると、 
自動的にルームミラーと運転席側のド 
ア S ラーの色の濃度が変わり、隘しさ 
を防止します。 

〇 セレクタ ーレバーが EE に 入つ 
ているとさは、自動防眩機能が解除 
されます。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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巧一 


パーキングヘルプ機能 * _ 

後退時の助手席側ドア S ラー角度を記 
憶させる 



左八ンドル車 

セレクターレパーを EE に入れたと 
さに、助手席側ドアミラーの角度があ 
らかじめ記憶させていた角度になり、 
車両後方の視界を確保して、後退を容 
易にしまず。 

►停車して、イグこッシヨン位置を2 
にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
©を押しまず。 

►セレクターレバーを EE に入れ 
ます。 

助手席側ドア云ラーの角度が、あら 
かじめ記憶させていた角度になり 
ます。 

► ドアミラー調整スイッチ③で、助 
手席側ドア三ラーを後退時に後方が 
確認しやすい角度に調整しまず。 

調整した角度が新たに記憶され 
ます。 

〇 セレクターレバーを EE から他 
の位置に入れると、助手席側ドア三 
ラーは走行時の角度に戻りまず。 


〇><モリー スイッチ④により、後 
退時の助手席側ドア S ラー角度を記 
憶させることちできまず。 

►イグこッシヨン位置を2にし 
ます。 

► 助手席側ドア S ラー選択スイッ 
チの表示灯が点灯しているとさ 
に、ドアミラー調整スイッチ （D 
で、後退時に後方を確認しやずい 
角度に助手席側ドアミラーを調 
整します。 

► 運転席ドアのモリースイッチ 
@を押しまず。 

► 約3秒政内にドアミラー調整ス 
イッチ®をいずれかの方向に押 
します。 

このとさ助手席側ドア三ラーが動か 
なければ、そのとさの角度に記憶さ 
れます。 

助手席側ドア三ラーが動いたとさは 
最初からやり直して<ださい。 

► ドアミラー調整スイッチ感で、 
走行時の角度に助手席側ドア S 
ラーを調整しまず。 

H 走行ずる前に、必ずドア S ラーの 
角度を後方が十分確認でさるよ5に 
調整して < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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記憶させた助手席側ドア S ラー角度の 
呼び出し 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ 
@を押しまず。 

►セレクターレバーを [ E に入れ 
ます。 

助手席側ドア S ラーの角度が、あら 
かじめ記憶させていた角度になり 
ます。 

助手席側ドアミラーは次のいずれかの 
ときに元の角度に戻りまず。 

• 走行速度が約1日 km/h 上になつ 
たとさ 

• セレクターレバーを EE から他の 
位置に入れて約10秒経過したとさ 

• 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
のを押したとさ 

〇 パーキングヘルプ機能が作動し 
ているときは、助手席側ドアミラー 
選択スイッチ®の表示口が点灯し 
ます。 


メモリー機能 


シート位置の記憶 


A 警告 

エンジンスイッチにキーが差し込ま 
れていな<てち^モリー機能は作 
動するため、モ供だけを車内に残し 
て車から離れないでください。シー 
卜やステア U ングが動さ出し、身体 
が挟まれるおそれがあります。 


A 警告 

運転席側の記憶位置の呼び出しは、 
必ず停車中に行なってください。走 
行中に行なって操作を誤ると、車の 
コント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0まず。 

><モリー機能では、例えば3人の異な 
る運転者のために3つの位置を記憶さ 
せることがでさまず。 

iU 下の項目がひとつの設定として記憶 
されます。 

• シートとバックレスト、ヘッドレス 
卜の位置 

• 運転席側は、ステアリングの位置 

• 運転席側は、運転席側および助手席 
側ドアミラーの角度 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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シートベルト 



左側ドアのスイッチ 


►正しいシート位置に調整しまず 
([>83ぺージ）。 

運転席では、さらにステアリングの 
位置（[>9日ページ）、ドアミラーの 
角度 （ D >92 ページ）を調整しまず。 

ドア S ラーの角度を調整ずるとさ 
は、イグこッション位置を1か2 
にしまず。 

► ^モ U —スイッチ " M " を押しまず。 

► 3秒内にポジションスイッチの 
"1"、"2"、 "3" のいずれかを押し 
ます。 

ピッといラ確認音が鳴り、そのポジ 
シヨンスイッチにシート位置などが 
記憶されまず。 


シート位置の呼び出し 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
"1"、"2"、 "3" のいずれかを押し 
続けまず。 

シートなどが動さはじめ、あらかじ 
め記憶させた位置になると停止し 
ます。 

〇 安全のため、ポジションスイッチ 
から手を放ずとシートなどは停止し 
ます。 


シートベルト 


シートベルトの着用 

A 警告 

• シートベルトを正しく着用してい 
なかったり、シートベルトがバッ 
クルに確実に差し込まれていない 
と、シートベルトの機能が十分に 
発揮されず、致命的なけがをずる 
おそれがお 0 ます。 

• 着用前に、シートベルトやバック 
ルに損傷や巧れがないことを確認 
して < ださし、。 

. 乗員全員が、常にシートベルトを 
正しく着用していることを確認し 
て < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させ 
て、ねじれのないよラに着用して 
ください。 

• コートなどの厚手のお類は着用し 
ないで < ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけ、 
絶巧に首や脇の下には通さないで 
ください。また、シートベルトを引 
き■上げて胸に密着させて < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のできるだ 
け低い位置にかけてください。 

• ペンや眼鏡など、衣類のポケッ 
h に入れたとがった物やこわれ 
がすい物にシートベルトをかけ 
ないで < ださい。 

• シートベルトクリップなどを使用 
してシートベルトにたるみをつけ 
ないで < ださい。 

. 1 本のシートベルトを 2 人!;•(上で 
共用したり、シートベルトと身 
体の間にバッグなどを挟み込ま 
ないで <ださい。 
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• テ供を膝の上に座らせて走行し 
ないで<ださい。急ブレーキ時や 
急な進路変更時、事故のとさなど 
に子供を保護ずることがでさず、 
子供と他の乗員が致命的なけが 
をずるおそれがあります。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満のモ供は、シートベルトを 
正しく着用することができません。 
必ずチャイルドセーフテイシート 
を適切なシートに装着して、モ供 
のま全を確保してください。 
詳しくは043ページ）をご覧く 
ださい。 

• テ供が着用すると量は、着用状態 
を運転者が確認してください。ま 
た、正しく着用でさない体格の子 
供は適切なチャイルドセーフテイ 
シートを使用してください。 

• チャイルドセーフテイシートを装 
着ずるときは、製品に添付されてい 
る取扱説明書に従ってください。 

• 妊娠中のちやけがの治療中の方は、 
医師に相談の上、シートベルトを 
着用してください。 

• シートベルトを使って、重い荷物 
などを固定しないで<ださい。 


A 警告 

シートベルトの効果は、バックレスト 
がでさるだけ垂直におい位置で、乗 
員が上体を起こして座っている場合 
にのみ発揮ずることがでさます。絶 
対にバックレストを大さく寝かせた 
状態で走行しないでください。急ブ 
レーキ時や急な進路変更時、事故の 
とさなどに致命的なけがをするおそ 
れがあります。 


A 警告 

• シートベルトがし U 下のよラなとさ 
は、機能が十分に発揮されずに 
致命的なけがをするおそれがあり 
まず。 

〇シートベルトび損傷しているとき 
〇事故などでシートベルトに大き 
な衝撃がかかったとさ 
〇シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシー h ベルトを 
通さないでください。シートべル 
卜を損傷ずるおそれがありまず。 

• シートベルトがドアやシートレー 
ルに挟まれていないことを確認し 
てくださし、シートベルトを損傷ず 
るおそれがあ0ます。 

• シートベルトを改造したり分解し 
ないで < ださい。 

• 衝突後やシートベルトび大さな衝 
撃を受けたとさは、ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品！;外のシー h ベルトは使 
用しないで < ださい。 

• シートベルトの強度が低下し、乗 
員保護機能が損なわれるため、清 
掃ずるとをはじ(下の点に注意して 
<ださい。 

◊強い酸性やアルカリ性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 

〇乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり 、染 
色しない 

• シートベルトに損傷がないか、定 
期的に点検してください。 


I 
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シートベルト 


シートベルトを着用ずる 



►フ□ントシートは、シートを調整 
し、バックレストをできるだけ垂直 
に近い角度にしまず。 


► シー トベルトをベルトアンカーの 
からゆつ < りと引さ出しまず。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆつ < り引さ 
出します。 

► シートベルトにねじれがないことを 
確認して、肩を通るベルトが肩の 
中央に、腰を通るベルトが腰骨ので 
きるだけ低い位置にかかるよラにし 
ます。 

►プレート©の先端をバックル® 
に差し込みまず。 

フ□ントシートは、テンション自動 
調整機能*が作動しまず。 

►必要であれば、肩を通るベルトを上 
ちに引いて、シートベルトを身体 
に密着させます。 


フ□ントシートベルトのテンション自 
動調整機能* 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能が装備されていまず。 

イグこッション位置が2のときに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトが身体に密着ずる 
ように、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>17日ぺージ）をご覧ください。 

シートベルトをがず 

►手でプレート®を持ち、バックル 
③の解除ボタン④を押して、シー 
トベルトをゆつぐり巻さ取らせ 
cK g 〇 

Q シートベルトが完全に巻さ取ら 
れていることを確認してください。 
シートベルトやプレートがドアや 
シートに挟まれて、ドアや内張り、 
シートベルトを損傷するおそれがあ 
りまず。損傷したシートベルトは乗 
員保護効果を十分に発揮でさないた 
め、交換ずる必要がありまず。詳し 
くは、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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シートベルト着用警告 


41シートベルト警告な 

イグこッション位置を2にずると点口 
し、エンジンを始動してから数秒後に 
消灯しまず。 

点灯しないとさは警告口の異常でずの 
で、すみやかにルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 

エンジンがかかっているとさに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないときは、シートベルト 
警告口が点灯しまず。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用せ 
ずにエンジンを始動ずると、警告音が 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
します。 

走行中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / h 政上になった 
とさに、運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないかシー 
トベルトをバックルからがしたとさ 
は、シートベルト警告灯が点滅して、 
断続的な警告音ち鳴りまず。 

そのままの状態で約6日秒間走行ずる 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みます。 
ただし、シートベルトを着用しないま 
ま再び走行を始めて速度が約 25 krn/h 
m 上になると、この警告は繰り返し行 
なわれまず。 


〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンがかかっているとさ 
にシートベルト警告が行なわれるこ 
とがありまず。 


なしい運転姿勢 


A 警告 

• バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けがをずるおそれがあります。 

• バックレストを大きく後方に傾け 
た状態で走行しないでくださし、。 
急ブレーキ時や衝突時などに身体 
がシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力が腹部や首にかかり、致命 
的なけがをずるおそれがあ0まず。 


A 警告 

運乾席の乗員は必ず運転前に自分の 
運転姿勢に合った正しいシート位置 
に調整してくださし、。 

運転中に調整して操作を誤ると、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれがあ0まず。 


I 
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シートベルト 



►政下のことにま意して、シート③ 
とへッドレストを調整しまず。 


• 運転席エアバッグとの間隔を、 
でさるだけ確保ずる 

• 正しい姿勢で着座している 

• シートベルトが正し<着用でさる 

• バックレストをできるだけ垂直に 
調整している 

• 大腿部がシートクッションに軽 
く支えられている 

• ペダルが楽に踏み込める 

► じ(下のことにミ主意してへッドレスト 

を調整します。 

• へッドレストの中央が目の高さに 
調整され、後頭部がへッドレスト 
I こ支えられてし^ることを確認ずる 

► UTF のことにミ主意して、ステアリン 

グ①を調整しまず。 

• ステアリングを握ったときに、 
腕に適度な余裕がある 


• ーターパネルのずべての一 
ター類やマルチファンクシヨン 
ディスプレイ、警告灯や表示丹 
を確認でさる 

►じ(下のことにミ主意して、シートべル 
卜@を着用しまず。 

• シートベルトが身体に密着し 
ている 

• 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かってし^る 

• 腰を通るベルトが腰骨のでさる 
だけ低い位置にかかっている 

► 走行ずる前に、道路や交通状況が十 
分確認できるよラにルームミラーと 
ドア S ラーを調整しまず。 

► ><モリー付パワーシート装備車は、 
メモリー機能で、シートとステアリ 
ングの位置、ドアミラーの角度を記 
憶させまず。 

。シートを調整しているときは、 
シートの下や横に身体を入れたり、 
作動部に触れないで<ださい。挟ま 
れてけがをずるおそれがあ0まず。 

Q シートの一部が他の乗員や物に当 
たったとさは、それ LiLL 操作しない 
で < ださい。 

。誤ってシート調整スイッチに触 
れるとシートが動さ、乗員がけが 
をずるおそれがありまず。モ供を乗 
せているとさは十分注意して<だ 
さい。 
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左八ンドル車 



位置 

作動内容 

の 

因 

左側パーキングライト 
び点灯 

回 

固 

ち側パーキングライト 
び点灯 

因 

1 ミ他1 

車幅灯、テールラン 
プ、ライセンスライト、 
メーターパネルの照日月 
び点灯 

因 

lAUToj 

才ートモード' 

回 

回 

へッドライト、 LED ド 
ライビングライト*び 
点な 


团 

1」アフォグランフス 
イッチ 

③ 

面 

フ□ントフォグランプ 
スイッチ* 


〇バッテ U —あびりを防ぐため、車 
ひら離れるとさは、車幅灯とパーキ 
ングライトを消灯して < ださい。 


〇 ライトスイッチび巨国の位置の 
とを、エンジンスイッチにキーび差 
し込まれていないかキーレスづ一操 
作*でイグニッション位置を0に 
しているとさは、運転席ドアを開 
くと警告音び鳴り、マルチフアン 
クションデイスプレイに" ライトを 
消してください" と表おごれまず。 

〇 車から離れるとさに警告音び鳴つ 
たとをは、ライトび消灯していま 
せん。ライトスイッチを因巧の位 
置にしてください。 

車がライトの消な 


►イグニッシヨン位置び1か2のと 
さや、エンジンびかかっているとさ 
は、ライトスイッチを医司または 
W の位置にしまず。 

〇へッ ドライトと LED ドライビン 
グライト*び点灯しているとさに、 
エンジンを停止ずるか、イグニッ 
シヨン位置を1にずると、ヘッド 
ライトと LED ドライビングライト* 
は消灯しまず。 

さらにイグニッシヨン位置を0に 
して運転席ドアを開くか、エンジン 
スイッチからキーをなくと、車幅灯 
などを消灯しまず。 

車幅な 


車幅打を点打ずる 

► ライトスイツチを I 如; I の位置にし 
まず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







102 


ラ* < 卜 


へッドライト/ LED ドライビングラ 
イト* 


へッドライト/ LED ドライビングラ 
イトを点'打ずる 

► イグこッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I 教 I の位置にし 
ます。 

メーターパネルのへッドライト表示 
灯®が点口しまず。 

才—トモ — K 


周囲が暗いとさ、車がライトが自動的 
に点口しまず。 

A 警告 

霧の中を走行ずるとさにオートモー 
ドにしていると、ライトが自動的に 
点打しなかったり点打してし''たライ 
卜が消打することがあるため、事故 
を起こすおそれがあります。霧の中 
を走行するときはライトスイッチを 
间 の位置にしてください。 

ライトのオートモードは運転者を支 
援する機能でず。ライトの点灯/消 
灯に関する責任は運転者にありまず。 

〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知ずるセンサーがあり 
ます。センサー部にステッカーなど 
を貼付すると、オートモードが作動 
しな<な0まず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


才ートモードにずる 

► ライトスイツチを I •…〇1 の位置にし 
ます。 

イグニツシヨン位置を1にずると、 
周囲の明るさに応じて、車幅灯、テー 
ルランプ、ライセンスライト、メー 
ターノ くネル、スイツチの照巧などび 
自動的に点灯/消灯しまず。 

エンジンを始動ずると、上記に加 
えてへツドライト/ LED ドライビ 
ングライト * を自動的に点灯し、 
メーターパネルのへツドライト表示 
灯0のび点灯しまず。 

フ□ントフオグランプ* 


A 警告 

霧の中で走行ずることび見込まれる 
場合は、走行前にライトスイッチを 
の位置にしてください。十分な 
視界び確イ呆でさず、事故を起こずお 
それびありまず。 

〇フォグランプは、霧などの悪天候 
で 、十分な視界び確保でさないとさ 
し U 外には使用しないでください。巧 
向車や後続車の迷惑になりまず。 

フ□ントフォグランプを点灯ずる 

► イグニッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

►ライトスイッチを I j00 ； ||AUTo|riD~| 
のいずれかの位置にして、車外ライ 
卜を点灯ごせます。 

►フ□ントフォグランプスイッチ 
己のを押しまず。 

メーターパネルのフ□ントフォグラ 
ンプ表示灯 D のび点灯しまず。 
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フ□ントフォグランプを消''灯ずる 

►再度、フ□ントフォグランプスイツ 
チ DS を押しまず。 

メーターパネルのフ□ントフォグラ 
ンプ表示灯己のび消灯しまず。 

U アフオグランプ 


U アフォグランプを点なずる 

► イグニッシヨン位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I *0 または l »» T 0| 
の位置にしまず。 

► U アフォグランプスイッチ ra を 
押します。 

メーターパネルの U アフォグランプ 
表示灯因己び点灯しまず。 

リアフォグランプを消なずる 

►再度、 U アフォグランプスイッチ 
俩 を押しまず。 

メーターノ くネルの U アフォグランプ 
表示灯因己び消灯しまず。 

〇 フ□ントフォグランプ装備車は、 
ライトスイッチび昼固の位置のと 
をは、フ□ントフォグランプを点灯 
しているとさに、 U アフォグランプ 
を点灯することびでさまず。 

〇 オートモードで車外ライトび消灯 
しているとさに U アフォグランプス 
イッチ！:^を押して U アフォグラ 
ンプを点灯させると、車幅灯やへッ 
ドライトなどを点灯しまず。 


パーキングライト 


暗びりでの駐車時に車の存在を知らせ 
るため、片側のフ□ント車幅灯とリア 
パーキングライトび点灯しまず。 

イグニツシヨン位置び0のとき、ま 
たはキーを差し込んでいないとさに点 
灯ずることびでさまず。 

パーキングライトを点灯ずる 

► ライトスイツチを | P ; H の位置にし 
ます。 

ち側のフ□ント車幅灯と U アノ くーキ 
ングライトび点灯しまず。 

まには 

► ライトスイツチを 卜 P ミ I の位置にし 
9 〇 

左側のフ□ント車幅灯と U アノてーキ 
ングライトび点灯しまず。 


車がライト残照機能 

周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、 LU 下のライトび点灯しまず。 

• 車幅灯 

• フ□ントフォグランプ*または 
LED ドライビングライト* 

• テールランプ 
• ライセンスライト 
• ドアミラー下部のライト* 

点灯した車外ライトは、ドアやトラン 
クを開いて閉じた後、約15秒経過ず 
ると消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>166ぺージ）をご覧ください。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ラ* < 卜 


〇 ライトび消灯ずるまでの時間は、 
ドアやトランクを閉じてから消灯ず 
るまでのおよその時間でず。 

エンジンを停止してからドアやトラ 
ンクを閉じたままにずるか、開いて 
そのままにしてから約60秒後に、 
ライトは消灯しまず。 

車がライト残照機能を一時的に解 
除ずる 

► エンジンを停止した後に、イグニッ 
シヨン位置を2にしまず。 


へッドライトの照射角度調壁* 

柔員数び増えたり、荷物を積載して 
へッドライトの照射角度び変わったと 
をは、対向車への眩惑を防ぐため照射 
ち度を調整します。 

〇トランクに積載ずる荷物の制限重 
量にま意してください(>361 ぺ一 
ジ)。 

〇 バイキセノンへッドライト装備車 
のへッドライト照射角度は、自動的 
に調整されまず。 



位置 

作動内容 

面 

運転席と助手席に乗車ずる 
とさ 

の 

運転席と助手席、後席に乗 
車ずるとさ 

回 

運転席と助手席、後席に乗 
車し、トランクに荷物を積 
載しているとき 

回 

運転席と助手席に乗車し、 
トランクに重し^荷物を積載 
しているとさ 


へッドライトの照射角度を調豊ずる 

► エンジンを始動しまず。 

►柔員や荷物の積載量に応じて、へッ 
ドライト照射角度調整ダイヤルで調 
整します。 

〇 対向車に迷惑びひからないよ5に 
ま意しなびら調整して < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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へツドライトウォツシャ ー* 

エンジンびかかっていてへッドライト 
び点灯しているときに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャー 0116ぺージ） 
を約5回噴射ごせると、へッドライト 
ウォッシャーびへッドライトに向けて 
2回噴射されまず。 

その後、ウインドウウォッシャーを約 
5回噴射させるたびに、へッドライト 
ウォッシャーびへッドライトに向けて 
2回噴射されまず。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
さい。レンズを損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

〇 状況によっては、最初にウインド 
ウウォッシャーを噴射させたとさ 
に、ヘッドライトウォッシャーび暖 
射されることびありまず。 

〇 エンジンを停止ずると、ウインド 
ウウォッシャーを噴射させた回数は 
U セットされまず。 

〇 を季にはウォッシャーあの濃度に 
ま意し、ぞ用の純正ウォッシャー液 
を使用して < ださい。 


コンビネーシヨンスイッチ 


方向指示 



①ヘッドライト（上向さ） 

⑤方向指示（ち側） 

⑤パッシング 
④方向指示（を側） 

イグニッション位置び1か2のとさ 
に点滅させることびでさまず。 

方向指示阿を短時間点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
たは④の方向に軽く操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び3回点 
滅しまず。 

方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを⑤ま 
たは④の方向に操作しまず。 

操作した側の方向指示灯び点滅し 
ます。 

ステア U ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないとさは手で戻してくだ 
ごい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指お表示灯を点 
滅します。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ラ* < 卜 


〇 方向指示灯を使用しているとさに 
非苗点滅灯スイッチを押ずと、非甫 
点滅灯び点滅しまず。再度、非甫点 
滅灯スイッチを押すと、方向指示灯 
に切り替わりまず。 

へッドライトの上向を/下向をの切 
り替え 


へッドライトを上向きにずる 

► イグニッション位置を2にずるか、 
エンジンを始動しまず。 

► ライトスイッチを I *0 I または I … T 0| 
の位置にしまず。 

► コンビネーションスイッチを®の 
位置にしまず。 

へッドライトび上向きで点灯し、 
メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示灯 
回 び点灯しまず。 

ライトスイッチび I •…〇1 の位置のと 
さは、周囲び暗 <、エンジンびかかつ 
ているときにのみ、ヘッドライトび 
上向さで点灯しまず。 

〇対向車びあるとさや市街 i せを走 
行するときは、ヘッドライトを上向 
さで点灯しないで < ださい。 

へッドライトを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを元の位 
置にしまず。 

メーター ノ（ネルの八イ ビーム 表示灯 
回 び消灯しまず。 


パッシング 


►イグニッシヨン位置を1か2の位 
置にずるか、エンジンを始動しまず。 

► コンビネーシヨンスイッチを⑤の 
方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドライトび上向 
さで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 [ m ] び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチひら手 
を放すと元の位置に戻りまず。 


が常点滅な 



故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車ずるときなどに使用しまず。 

非甫点滅灯は、イグニッシヨン位置び 
0のとさやエンジンスイッチからキー 
を抜いているとさを点滅ごせることび 
でをまず。 

また、じ(下のとさに自動的に点滅し 
まず。 

• エアバッグび作動したとさ 

•約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したとさ 
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が常点滅 I 灯を使用ずる 

► 非甫点滅灯スイッチのを押しまず。 

すべての方向指示灯び点滅し、ス 
イッチと、メーターパネルの方向指 
示表示灯を同時に点滅しまず。 

〇 非常点滅灯を使用しているとさに 
方向指おの操作をずると、その方 
向の方向指示灯の点滅に切り替わり 
ます。方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 

が常点滅:打を消なずる 

► 非甫点滅灯スイッチのを押しまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、非常点 
滅灯び自動的に点滅しまず。 

自動的に点滅した非甫点滅灯を消 
灯するとさは、非甫点滅灯スイッチ 
を押します。 

〇 約 70 km/h (上の走行中に急ブ 
レーキを効かせて停車したときは、 
非常点滅灯び自動的に点滅しまず。 
自動的に点滅した非苗点滅灯は、非 
常点滅灯スイッチを押すか、走行速 
度び約 10 km/h な_上になると消灯 
します。 


インテリジェントライトシステム* 

インテ1」ジェントライトシステムは、 
走行時や天候の状況に合わせてヘッド 
ライトを自動的に調整ずるシステム 
でず。 

走行速度や天候状況などに応じて路面 
の照射を向上ごせる効果びあ0まず。 

システムには、アクティブライトシス 
テム、 コーナ 1」ングライト、八イウェ 
イモード、フォグランプ強化機能び含 
まれます。インテ1」ジェントライトシ 
ステムは、周囲び暗いとさにのみ作動 
しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>165ぺージ）をご覧ください。 


アクティブライトシステム 



へッドライトび点灯しているとさ、走 
行中にステア U ングを操作ずると、操 
作した方向にへッドライトの向さび変 
わりまず。 

〇 へッドライトの角度は、ステア U 
ングの操作角度や走行速度に応じて 
変化しまず。 

〇 変化ずるへッドライトの角度はル 
ごいにめ、変化びわかりに<いこと 
びありまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ラ* < 卜 


コーナ IJ ングライト 



し U 下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
にはステア U ング操作に連動して、 
コーナ U ングライトび点灯しまず。 


• 周囲び暗いとさ 
• エンジンびかかっているとさ 
• へッドライトを点灯しているとき 

コーナリングライトの点な 

► 走行速度び約 40 km/h け下のとさ 
に方向指示灯を点滅させるか、ステ 
ア U ングを操作しまず。 

方向指示灯を点滅ごせた側、または 
ステア U ングを操作した側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 

►走行速度び約40 km/h から約 
70 km/h の間のとをにステア U ン 
グを操作します。 

ステア U ングを操作した側のコーナ U 
ングライトび点灯しまず。 

コーナ IJ ングライトの消な 

コーナ U ングライトは LU 下のとさに消 
灯しまず。 

• 走行速度び約 40 km/hli (上になっ 
たとさ 

• 方向指お灯の操作を終えたとさ 


• ステア U ンヴを直進位置に戻した 
とさ 

〇 方向指示灯を点滅させたとさ、セ 
レクターレバーび EE に入ってい 
るとをは、コーナ U ングライトは 
点灯しません。 

〇 ステア U ングを操作したとき、セ 
レクターレバーび EE に入ってい 
るときは、ステア U ングを操作し 
に側と逆側のコーナ U ングライトび 
点灯します。 

〇 点滅ごせた方向指お灯の方向と、 
ステア U ングの操作方向び異なると 
さは、方向指示灯と同じ側のコーナ 
U ングライトび点灯しまず。 

〇 コーナ U ングライトはゆっくり消 
灯ずるため、一時的に左ち両側の 
コーナ U ングライトび点灯ずること 
びありまず。 

〇 点灯したコーナ U ングライトは約 
3分後に自動的に消灯しまず。 


パイウェイモード 



け下のときに、へッドライトの照度や 
照射範囲を自動的に調整しまず。 


•約1 10 km/h (上の走行速度で、 
ステア U ングを大さく操作ずること 
なく約1 km 走行したとき 
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• 走行速度が約 130 km / h を超えた 
とさ 

娘上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してくださし、。 

走行速度が約 80 km / hiU 下になると、 
八イウェイモードは停止しまず。 


フオグランプ強化機能 



へッドライトが道路の脇を照射ずる 
ことで視界を確保し、眩しさを軽減し 
ます。 


走行速度が約 70 km / h 政下のときに 
U アフォグランプを点口ずると作動し 
ます。 

走行速度が約1 OOkm / h を超えるか、 
U アフォグランプを消口ずると、フォ 
グランプ強化機能は停止しまず。 

娘上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してくださし、。 


アダプティブ八イビームアシスト* 

フ□ントウインドウ上の力^ラにより 
路面状況や交通状況を検知し、ヘッド 
ライトを自動的に上向きと下向きに切 
り替えまず。他の車を幻惑ずることな 
<、状況に応じて路上を適切に照射し 
まず。 


へッドライトが下向きから上向きに切 
り誓わるときは、ヘッドライトの光量 
がゆつ < り変化しまず。 



アダプティブ八イビームアシストを作 
動させる 

► エンジンを始動しまず。 

► マルチフアンクションディスプレイ 
で、アダプティブ八イビームアシス 
卜を設定します（>165ページ）。 

► ライトスイッチを | a …〇1 の位置にし 
ます。 

► コンビネーションスイッチをのの 
位置にしまず（[>105ページ）。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ラ* < 卜 



周囲び暗く、へッドライトび下向さ 
で点灯しにとさは、マルチファンク 
ションディスプレイにアダプティブ 
八イビームアシストマークのび表 
示されます。 

《車種や仕様により、アダプティブ八イビーム 
アシストマークび表おされる位置は異なり 
ます。 

走行速度び約 45 km / h になると、ア 
ダフティブ八イビームアシストにより 
へッドライトの光軸調整び開始され 
ます。 

走行速度び約 55 km / hli (上で、他の 
車両などを検知しない場合は、自動的 
にへ ッ ドライトび上向きになり、 メー 
ターパネルに八イビーム表示灯 noi 
を表示されます。 

走行速度び約 45 km / hii (下で、他の 
車両を検知しにり、道路び照日月で照ら 
されている場合は、へッドライトび下 
向をになり、八イピーム表示灯 n の 
は消灯しまずび、アダプティブ八イ 
ビームアシストマーク®は表示され 
たままになりまず。 

アダプティブ八イビームアシストを解 
除ずる 

► コンビネーションスイッチを元の位 
置にしまず。 

アダプティブ八イビームアシスト 
マークのび消えまず。 


A 警告 

• アダプティブ八イビームアシスト 
は運転者を支援する機能です。運転 
者は視界や道路状況、交通状況に応 
じて、 へ、ソ ドライトの下向量/上 
向さを手動で切り誓えて < ださい。 

• し U 下のとさは、システムの作動に 
影響を与えた0、システムが作動 
しないことがあ0まず。 

◊降雪時や降雨時、霧のときなど 
視界が悪いとさ 

◊フ□ントウインドウがミちれてい 
たり、曇ってし^るとさ、または 
力;ラ付おにステッカーなどが 
貼付されているとさ 
• し U 下のよラな場含は、歩行者や自 
転車を検知できない場合があり 
ます。 

◊歩行者がライトを持っていなし、 
とさや自転車にライトが装着さ 
れていないとさ 

◊歩行者がライトを持っていた 
り、自転車にライトが装着され 
ていてを、ライトが暗いとさ 
◊荷物を持っていたり、ガード 
レールの後ろにいるなど、歩行 
者が持っているライトや自転車 
に装着されているライトが遮ら 
れて検知でさないとさ 
• 歩行者がライトを持っていたり、 
自転車にライトが装着されていて 
ち、まれに検知が遅れたり、検知 
でさないことがおります 
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. 車両の前を人が横切った場合や車 
両におづいてくる場合は、ヘッド 
ライトが自動的に切り替わらな 
かったり、不意に切り誓わる場を 
があります。事故を起こすおそれ 
があるため、常に交通状況にミ主意 
し、必要であれば、手動でヘッド 
ライトの向をを切り誓えてくだ 
さし、。 


へッドライトの内測び量るとを 

外気の湿度が高いとさは、へッドライ 
卜の内側が曇ることがありまず。 

► へッドライトを点灯して走行して< 
ださい。 

走行距離や天候（湿度と気温）に応 
じて、へッドライト内側の曇りは取 
れます。 

► へッドライト内側の曇りが取れなし'' 
場合は、^ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けて < ださい。 



パノラミックスライディングルーフ裳備車 
の聞リアルームランプスイッチ 
(D : S 点灯モード切0替えスイッチ 
感 EE フ□ント読書丹（ち側）スイッチ 
④フ□ントルームランプスイッチ 
感屈：フ□ント読書丹（左側）スイッチ 

点むモードの切り替え 

自動点灯モードにずる 

► 点ロ モー ド切り替えスイ 、ソチ 面 
を押して、スイッチが押されてい 
ない状態にしまず。 

自動点ロモードになり、(下のとさに 
フ□ントルームランプと U アルームラ 
ンプが点口しまず。 

• リモコン操作またはキーレス3—操 
作*で解錠したとさ 

点口したルームランプは約4日秒後 
に消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜いた 
とさ 

点口したルームランプは約2日秒後 
に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については、 
(>167ページ）をご覧ください。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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• ドアを開いたとさ 

イグニッシヨン位置が2のときは、 
点口したルームランプは消口しま 
せん。ドアを閉じると、ルームラン 
プはただちに消口しまず。 

イグこッシヨン位置が2 Li (がのと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるとさは、点灯したルー 
ムランプは約日分後に消灯しまず。 
ドアを閉じると、ルームランプは約 
1日秒後に消口しまず。 

• 開いていたドアを閉じたとさ 

点灯したルームランプは約1日秒後 
に消灯しまず。 

〇 自動点ロモードになっていてち、 
周囲が明るいとさはルームランプが 
点口しないことがありまず。 

常時消灯モードにずる 

► 点ロモード切り替えスイッチ 
を押して、スイッチが押された状態 
にしまず。 

下のいずれかの操作をしてち、 
ルームランプは点口しません。 

• リモコン操作またはキーレス 
3’一操作*で解錠ずる 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• ドアを開閉ずる 


ルームランプ、フ□ント読書灯 

フ□ントルームランプを点'打/消 

灯ずる 

►スイッチを押して点灯/消灯 
し 9 〇 

リアルームランプを点!打/消口ずる 

►スイッチ^を押して点灯/消灯 
し 9 〇 

フ□ント読書なを点口 /消':口ずる 

►スイッチを押して点灯/消灯 
し 9 〇 

〇 U モコン操作またはキーレス3’一 
操作*で施錠ずると、点灯してい 
にフ□ント読書灯は消灯しまず。車 
種や仕様により、次に解远したとを、 
施綻前に点灯していにフ□ント読書 
灯は再度点灯しまず。 

J レ —ム云ラー下音区のライト 

周囲が暗いとさに車がライトが点灯ず 

ると点灯します。車外ライトが消灯ず 

ると消口しまず。 

ドア赤色灯* 

ドアを開 < と点灯します。 

• イグこッシヨン位置が2のとさは、 
点口したドア赤色灯は消灯しません。 

• イグこッシヨン位置が2 がのと 
さやエンジンスイッチからキーを 
抜いてあるときは、点口したドア赤 
色口は約日分後に消口しまず。 
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乗降用ライト 


ダッシュボード左ち下部に乗降用ライ 

卜がありまず。 

• ドアを開くと、明るい照度で点灯し 
ます。 

◊イグこッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを開いたままにずると 
点灯した乗降用ライトは消口し 
ません。ドアを閉じると、暗い 
照度で点口しまず。 

クィ グこッシヨン位置が2 が 
のとさやエンジンスイッチから 
キーを抜し''てあるとさ、ドアを 
開いたままにずると点灯した乗 
降用ライトは約日分後に消口し 
ます。ドアを閉じると、暗い照 
度で約10秒間点口した後に消口 
します。 

• イグこッシヨン位置を2にずると 
暗い照度で点灯し、イグこッシヨ 
ン位置を2 iU がにずると約1日秒後 
に消口しまず。 

ドア レバー ライト* 

ドア レバー 上方にドア レバー ライトが 

ありまず。 

周囲が暗いとさに車がライトが点口ず 

ると点灯します。 

車がライトが消灯してから約2分後に 

消口しまず。 


緊急時点灯機能 _ 

事故などのとさに大さな衝撃を受ける 
と、ルームランプが自動的に点灯し 
9 〇 

自動的に点'打したルームランプを消 
灯する 

► 非常点滅灯スイッチを押しまず。 
または 

► キーの施錠ボタン EC を押した後 
に解錠ボタン [ Z ] を押しまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ワイパ _ 


ワイパー 


ワイパーの操作 


A 警告 

ワイバーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ 
取ることびでさません。視界を巧げ 
て周囲の交通状況を巧握でさず、事 
故の原因にな D ます。 

ワイ バーブレー ドは年に2回の目ま 
で交換してくださし、。 

Q フ□ントウインドウび乾いてし、る 
とさはワイパーを使用しないでくだ 
ごい。ウインドウの表面に細かい傷 
び付いたり、ワイパーブレードを損 
傷するおそれびありまず。フ□ント 
ウインドウびミちれているとさは、お 
ずウォッシャー液を噴射してからワ 
イパーを使用して < ださい。 

〇自動洗車機で洗車した後に、ワイ 
パーを使用してをフ□ントウイン 
ドウに油膜び残るときは、ウインド 
ウにワックスや洗;争液などび付着し 
ている可能性びありまず。自動洗車 
機で洗車した後は、ウォッシャー液 
を噴射してフ□ントウインドウを清 
掃して < ださい。 

〇フ□ントウインドウを巧くときな 
どは、必ずコンビネーションスイッ 
チを停止の位置にして<ださい。ワ 
イパーび作動して、けびをずるおそ 
れびあ0まず。 

U ワイパーやウォッシャーを使用ず 
るとさは、歩行者に水しぶさや 
ウオッシヤー液がかからないよ5に 
注意して < ださい。 


B エンジンを停止ずるときは、必ず 
コンビネーシヨンスイッチを停止 
の位置にしてください。コンビネー 
シヨンスイッチが低速作動モードや 
高速作動モードの位置のとさにイグ 
こッシヨン位置を1にずると、ワ 
イパーが作動し、フ□ントウインド 
ウが蕭れていないとさは傷が付<お 
それがありまず。 

〇寒を時にはワイパーブレードびフ 
□ントウインドウに張り付くことび 
ありまず。作動させる前に張り付い 
ていないことを確認してください。 
張り付いたままワイパーを作動させ 
ると、ワイパーブレードや モーター 
を損傷ずるおそれびありまず。 

H 雪などび付着しているとさは、雪 
などを取り除いてからワイパーを作 
動させてください。作業の際には、 
イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
<ださい。 
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位置 

作動内容 

のの 

停止 

回田 

オートモード I 
〇 レインセンサーび感 
知した雨滴量や走行速 
度に応じて、ワイパー 
の作動び自動調整され 
ます。 

回日 

才ートモード' 口 

オートモード I よりを 
かなし'' 雨滴量で作動し 
ます。 

〇 レインセンサーび感 
知した雨滴量や走行速 
度に応じて、ワイパー 
の作動び自動調整され 
ます。 

团日 

ほ速作動モード 

停車時やご<ほ速での走 
行時は、間欠作動になり 
ます。 

回呂 

高速作動モード 

停車時やご<ほ速での走 
行時は、低速作動になり 
ます。 

© 

ウインドウウォッシヤー 
の噴射 


ワイパーを作動させる 

►イグこッション位置を1か2にし 
ます。 

► コンビネーションスイッチをまわし 
て、作動内容を選択しまず。 


ワイパーを1回だけ作動させる 

► コンビネーシヨンスイッチを®の 
方向に軽 < 押しまず。 

ウォッシャー液が噴射せずに、ワイ 
パーが1回だけ作動しまず。 

この機能はフ□ントウインドウが蕭れ 
ているときだけ使用してください。 

〇 フ□ントウインドウが蕭れていな 
<てち、オートモード I またはオー 
トモード n にずると、ワイパーが1 
回作動しまず。 

〇 ワイパーが作動しないとさは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
がありまず。 

〇才 ートモード I または才ートモー 
ド n でワイパーが作動していると 
さ、停車時にドアを開< とワイパー 
は停止しまず。つイパーは iiTF のと 
さに作動を再開しまず。 

• セレクターレバーが [ E または 
田 D に入っている場合は、ドア 
を閉じて、セレクターレパーを 
他の位置にしたとさ 

• セレクターレバーが CE または 
EE に入っている場合は、ドア 
を閉じたとさ 

レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 
センサーがありまず。 

Q レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーが正し<機能しな<なり 
まず。 


I 
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ワイ パー 


H フ□ントウインドウび請れてし、 
ないとさは、コンビネーションス 
イッチを停止位置にしてください。 
フ□ントウインドウの巧れや光線の 
反射などでレインセンサーび誤作動 
し、ワイパーび作動ずるおそれびあ 
りまず。 

フ□ントウインドウウォッシャーの 
晴射 

► イグニッション位置を1か2にし 
ます。 

► コンビネーションスイッチを®の 
方向にいっぱいまで押し続けまず。 

その間ウインドウウォッシャー液び 
噴射して、ワイパーを作動しまず。 

Q ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

〇 純正ウインドウウォッシャーには 
油膜やミちれの付着を防ぐ効果びあ0 
ます。 

〇 を季にはウインドウウォッシャー 
ミ巧の濃度にま意し、 を用のウイン 
ドウウォッシャー液を使用してくだ 
さい。 

〇 エンジンびかかっていて、ヘッド 
ライトび点灯しているときに、ウイ 
ンドウウォッシャーを噴射ずると、 
へッ ドライトウ ォッ シャー * び 2 
回噴射されます。 

その後、ウインドウウォッシャーを 
約5回噴射させるたびに、ヘッド 
ライトウオッシヤーび2回噴射し 
ます。 


ワイパーのトラブル 


ワイ > (-の作動び巧げ5れている 

葉や雪など、ウインドウに障害になる 
物び付着しているため、ワイパーの作 
動び妨げられている。ワイパーモー 
ターの作動び停止している。 

►巧全のため、エンジンスイッチから 
キーを 巧をまず。 

または 

► イグニッシヨン位置を0にして、 
運転席ドアを開さまず。 

► 障害物を取り除きまず。 

►再度、ワイパーを作動させまず。 

ワイパーび作動しない 


ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまねし 
て、別のモードを選択しまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でワイパーの点検を受けてくだ 
さい。 

ウインドウウォッシャー液の晴射ノス‘ 
ルのち度び適切でない 

ウインドウウォッシャー液びフ□ント 
ウインドウの中央に噴射されない。ウ 
インドウウォッシャー液の噴射ノズ J レ 
のち度び適切でない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で噴射ノズルの角度を調整して< 
ださい。 


B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 













パワーウイン 


117 


パワーウインドウ 


A 警告 

ドアウインドウを開<とさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないで<ださい。ドアウインド 
ウとドア フレームとの 間に身体が引 
さ込まれて、けがをするおそれがあ 
りまず。 


A 警告 

ドアウインドウを閉じるときは、身 
体や物が挟まれないよラにミ主意して 
ください。挟まれそラになったとき 
は、ただちにドアウインドウスイツ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 


A 警告 

子供が車内からドアウインドウを開 
開すると、けびをするおそれがあり 
ます。子供だけを残して車から離れ 
ないでください。短時間でも、車か 
ら離れるとさは、キーを携帯してく 
ださい。 


A 警告 

子供をチヤイルドセーフテイシート 
に乗車させている場をでち、テ供だ 
けを車内に残して車か5離れないで 
ください。 

• 車内の各部に触れて、重大なけが 
や致命的なけがをずるおそれがあ 
ります。 

• 車内が高温または低温になると、 
命に関わるおそれがあります。 

テ供が誤ってドアを開くと、子供が 
周囲の人がけがをずるおそれがあり 
まず。子供が車外に出てけがをした 
り、車にはねられて重大なけがをず 
るおそれがあります。 

子供を乗せるとさは、後席に乗車さ 
せてください。走行中にドアやドア 
ウインドウが開くと、子供や周囲の 
人がけがをするおそれがあります。 


ドアウインドウの開閉 



運輯席ドアのスイッチ〔左八ンドル車) 
©左ドアウインドウスイッチ 
©ちドアウインドウスイッチ 


I 
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n つーウイン 


パワーウインドウスイッチは各ドアに 
ありまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウのスイッチがありまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
に開閉でさまず。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 

P 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ずべてのドアウインドウが完 
全に閉じていることを確認してくだ 
さい。 

〇 PRE - SAFE 愈042ページ）が作 
動したとさは、ドアウインドウが自 
動で閉じ、わずかに開いた状態で停 
止します。 

〇 リモコン操作でドアウインドウを 
開くことができまず（>119ページ）。 

〇 リモコン操作またはキーレス3’一 
操作*でドアウインドウを閉じる 
ことができまず（[>12日ページ）。 


〇イ グこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約日分間は、ドアウインドウ 
を開閉でさまず。約日分 iU 内にド 
アを開 < と、ドアウインドウの開閉 
はでさな< な0まず。 

〇 ドアウインドウが自動で開閉し 
ているとさにドアウインドウスイツ 
チを操作すると、ドアウインドウは 
その位置で停止します。 

〇 運転席ドアのスイッチで助手席ド 
アウインドウを開閉しているとさ 
は、助手席ドアのスイッチで開閉中 
の助手席ドアウインドウを操作ずる 
ことはでさません。 

挟み込み防止機能 


A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でドアウインドウを閉じるときは十 
分ミ主意して < ださい。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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スイッチを引を続けてドアウインドウ 
を閉じているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止しまず。ス 
イッチから手を放ずと、その位置から 
かし下降します。 

その状態からただちにスイッチを引 
さ続けてドアウインドウを閉じると、 
ドアウインドウはより強い力で閉じ 
ます。 

このとさに挟み込みなどの抵抗がある 
と、ドアウインドウはただちに停止し 
て、スイッチから手を放ずと、その位 
置からかし下降しまず。 

さらに、この状態からただちにスイッ 
チを引さ続けてドアウインドウを閉じ 
ると、挟み込み防止機能が作動しない 
状態で閉じまず。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウはただちに停止して、その位 
置からかし下降しまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してから約2秒政内に再度ド 
アウインドウを閉じたとさは、ドアウ 
インドウは自動で閉じな<なりまず。 
このときにスイッチを引き続けてドア 
ウインドウを閉じると、挟み込み防止 
機能は作動しません。 


コンビニエンスオープニング機能 

車内が暑くなっているときなど、乗 
車ずる前に車内の空気を換気したい 
ときは、リモコン操作により、(下の 
各部を操作ずることがでさまず。 

• 車両を解錠する 
• ドアウインドウを開< 

• パノラミックスライディングルー 
フ * を開< 

• 電動サンシェード*を開< 

• 運転席のシートベンチレーター* 
を作動させる 

〇 コンビニエンスオーフニング機能 
は、 U モコン操作でのみ行な5こと 
びでさまず。操作は運転席ドア八ン 
ドルのおくから行なってください。 

コンビニエンスオープニン グ機能を作 
動させる 

► キーの先端部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

► キーの解淀ボタン [ S を押し続け 
ます。 

すべてのドアウインドウとパノラ 
ミックスライディングルーフ*が 
開さまず。 

パノラミックスライディングルー 
フ * の電動ヴンシてード*が閉じ 
ているとさは、電動サンシェード* 
が開さまず。 

シートベンチレーター装備車は、 
シートベンチレーターが強で作動し 
ます。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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1 巧ーウイン 


電動サンシエードび全開になった 
後、解結ボタンから指を放し、 
再度押し続けると、パノラミックス 
ライディングルーフ*び開さまず。 

解綻ボタンから指を放ずと、 
作動中のドアウインドウとパノラ 
ミックスライディングルーフ*ま 
たは電動サン シてー ド*はその位 
置で停止します。 

〇高圧電線や電波発信塔付おなどの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、 U モコンび作動しなかったり、 
誤イ乍動することびありまず。 

〇 エンジンスイツチにキーを差し 
込んでいるとさは操作でさません。 


コンビニエンスク□—ジング機自 g 

U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*により、車外からけ下の操作をず 
ることびでさまず。 

• ドアウインドウを閉じる 

• パノラミックスライデイングルー 
フ*を閉じる 

• 電動サンシェード*を閉じる 

車から降りた後に、ドアウインドウな 
どを閉じたいときに使用しまず。 


A 警告 

車外からドアウインドウやパノラ 
ミックスライディングルーフ*など 
を閉じているとさに身体などが挟ま 
れそラになったとさは、し U 下の操作 
を行なってくださし、。 

• リモコン操作の場をは、施錠ボタ 
ン HE から指を放してください。 
そして、解錠ボタン US を押し続 
けて、ドアウインドウとパノラミッ 
クスライディングルーフ*を開い 
て < ださい。 

• キーレスづ一操作*の場合は、コ 
ンビニエンスク□ージング操作部 
から指を放してください。そして、 
ただちにドア八ンドルを引さ続け 
て < ださい。 

ドアウインドウとパノラミックス 
ライディングルーフ*が開さます。 

Q コンビニエンスク□—ジング機能 
でドアウインドウとパノラミック 
スライディングルーフ*を閉じる 
とさは、開□部に異物びないこと 
を確認して < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で操作を行な5と、作動 
しなかったり、誤作動ずることび 
ありまず。 

〇車から離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウとパノラミックスライ 
ディングルーフ*び閉じているこ 
とを確認して < ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは操作でさません。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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リモコン操作での作動 

〇 操作は運転席ドア八ンドルのお< 
ひら行なってください。 

► キーの発信部を運転席ドアのドア八 
ンドルに向けまず。 

► キーの施蟲ボタン CE を押し続け 
ます。 

すべてのドアウインドウとパノラ 
ミックスライデイングルーフ*び 
閉じまず。 

パノラミックスライデイングルー 
フ* び閉じて いると さは、 電動サ 
ンシェードび閉じまず。 

パノラミックスライデイングルー 
フ*び全閉した後、施湿ボタン 
m から指を放し、再度押し続け 
ると、電動サンシェードび閉じまず。 

施錯ボタン m から指を放ずと、 
作動中のドアウインドウとパノラ 
ミックスライデイングルーフ*ま 
たは電動サンシェード*はその位 
置で停止します。 

► ずべてのドアウインドウとパノラ 
ミックスライデイングルーフ*び 
閉じていることを確認しまず。 


キーレスゴー操作での作動* 


キーび車外にあり、ずべてのドアび閉 
じているとさに操作できまず。 



ち八ンドル車 


► ドア八ンドルのコンビニエンスク 
□ージング操作部®に触れ続け 

cK 9 〇 

ずべてのドアウインドウとパノラ 
ミックスライデイングルーフ*び 
閉じまず。 

パノラミックスライデイングルー 
フ*び全閉のとさは、電動サン 
シェードび閉じまず。 

パノラミックスライデイングルー 
フ* び全閉 した後、 施錠ボタンか 
ら指を放し、再度押し続けると、電 
動サンシェードび閉じまず。 

コンビニエンスク□—ジング操作部 
から指を放ずと、作動中のドアウイ 
ンドウとパノラミックスライデイン 
グルーフ*まには電動サンシェー 
ド*はその位置で停止しまず。 

► ずべてのドアウインドウとパノラ 
ミックスライデイングルーフ*び 
閉じていることを確認しまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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1 巧ーウイン 


ドアウインドウのリセット _ 

ドアウインドウが完全に閉じなくなっ 
たとさは、ドアウインドウのリセット 
を行なって< ださし、。 

► ずべてのドアを閉じまず。 

► イグこッション位置を1か2にし 
ます。 

► 運転席ドアのドアウインドウスイッ 
チを軽く引いてドアウインドウを全 
開します。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 LU 
上保持します。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 
るとさは、下記の操作を行ないまず。 

► ただちに運転席ドアのドアウインド 
ウスイッチを軽く引いてドアウイン 
ドウを全開しまず。 

► スイッチを軽く引いたまま2秒 LU 
上保持します。 

スイッチから指を放したとさにドアウ 
インドウが閉じていれば、ドアウイン 
ドウは U セットされていまず。 

ドアウインドウがかし開いた状態にな 
るとさは、再度上記の操作を行なって 
<ださい。 


ドアウインドウのトラブル 


ドアウインドウに障害物びあり、ドア 
ウインドウを閉じることびでさない 
とを 

► 障害物を取り除いて < ださい。 

► ドアウインドウを閉じて < ださい。 

ドアウインドウを閉じることびでを 
ず、原因び分か5ないとを 

A 警告 

強い力でドアウインドウを閉じると 
さや、挟み込み防止機能が作動しない 
状態でドアウインドウを閉じるとき 
は十分ミ主意してください。閉じてい 
るドアウインドウに身体が挟まれる 
と、致命的なけがをずるおそれがあ 
0まず。 

閉じているドアウインドウが停止し 
て、かし開くときは、じ(下のようにし 
て < ださい。 

► ドアウインドウが停止したらただち 
に、ドアウインドウが閉じるまでド 
アウインドウスイッチを引さ続けて 
<ださい。 

強い力でドアウインドウが閉じ 
ます。 

閉じているドアウインドウが再度停止 
して、少し開くときは、じ(下のように 
して < ださい。 

► ドアウインドウが停止したらただち 
に、ドアウインドウが閉じるまでド 
アウインドウスイッチを引さ続けて 
<ださい。 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
で、ドアウインドウが閉じまず。 


B を邸6恒冊 
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走行と停車 


エンジンの始動 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないで< 
ださし、。 ブレーキ ペダルやアクセル 
ペダルの下に物が入ると、ペダルを 
操作できなくなるおそれがあります。 

フ□アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
びあることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
<ださい。 

かしでを車を動かすとさはエンジン 
を始動して<ださい。エンジンが停 
止していると、ブレーキやステア U 
ングの操作に非常に大さな力が必要 
になりまず。 

A 警告 

車庫などの換気の悪い場所ではエン 
ジンを停止してください。排気ガス 
に含まれる一酸化炭素を暇い込むと、 
一酸化炭素中毒を起こした0、死こず 
るおそれがあります。 

一酸化炭素は無色無臭のため、気が 
付かないラちに暇い込んでいるおそ 
れがおります。 

"エンジンは、セレクターレバーび 
rm に入っているとさを始動でさ 
ますび、ま全のため、必ずセレクター 
レバーを CE に 入れ、 ブレーキぺ 
夕 ' J レを踏んで始動して < ださい。 

B エンジンを始動ずるとさは、アク 
セルペダルを踏まないでください。 


〇 エンジンび; ちえた状態で始動した 
とさは、触媒び約30秒間予熱され 
まず。このとさは、エンジン音び通 
常と異なることびありまず。 

シフトポジション 



シフトポジション 



パーキング位置 

駐車およびエンジン始動/ 
停止の位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 [ E にしないでく 
ださい。 

シフトポジションが m 
のとさにのみ、キーを抜 
<ことがでさまず。シフ 
トポジションが FFI のと 
さは、セレクターレバー 
が□ックされます。 

リバース位置 

後退ずるとさの位置です。 

完全に停車していないと 
さは、 EE にしないで< 
ださい。 


I 
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走行と停車 


LNJ ニュートラル位置 

動力び伝わらない位置 
です。 

押しにり、けん引してを 
ら5ことで、車を移動で 
をます。 

H 走行中はシフトポジ 
ションを HE にしない 
で<ださい。トランス 
ミッションを損傷ずるお 
それびあ0まず。 

の ドラィブ位置 

走行するとさの位置です。 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

キーによるエンジンの$台動 


►パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認しまず。 

►セレクターレバーび [ E に乂っ 
ていることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイツチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3 
の位置までまわして手を放します。 

エンジンび始動しまず。 

タッチスタート機能 


エンジンスイッチを3の位置 （079 
ページ）までまわずと、手を放してを 
自動的に スターターび 作動し続け、ェ 
ンジンび始動しまず。 


キーレスコ’一に操作よるエンジンの始 

動* 


A 警告 

キーび 車内にあるとさは、 キー レス 
ゴースイッチによりエンジンを始動 
でさます。そのため、子供だけを車内 
に残して車から離れないでください。 
短時間でち、車か!5離れるとさは、 
エンジンを停止して車を施錠し、 キー 
を携帯してください。 

〇 キーレス3—スイッチにより、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込むこ 
となく、エンジンを始動ずることび 
でさまず。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
まず。 

►パーキングブレーキび確実に効い 
てし''ることを確認しまず。 

►セレクターレバーび [ E に入っ 
てし''ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス3—スイッチを押しまず。 

エンジンび始動しまず。 

〇エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人が車から離れてち、エンジン 
は停止しません。車から離れるとさ 
は、短時間でち必ずエンジンを停止 
して、車を施錠して<ださい。盗難 
のおそれがあ0ます。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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P エンジン始動後にキーを車がに持 
ち出して走行を開始すると、約已秒 
間警告音が鳴りまず。また、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイが赤く 
なり "キーを認識でさません" と 
表示されます。 

さらに、ドアやトランクを開閉ずる 
たびに、この警告は繰り返し行なわ 
れます。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動でさません。また、 
車を施錠することをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認して < ださい。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
ををエンジンは始動でさることびあ 
りまず。車両の盗難にミ主意してくだ 
ごし、。 


〇セレクターレバーを m に入れ 
るときは、完全に停車してくださし)。 
トランスミッシヨンを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

Q エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要 LU 上 
にエンジン回転数を上げないで<だ 
さい。 

〇 C 63 AMG では、エンジンオイル 
の油温び約20でしツ下のとさなどエ 
ンジンび暖まっていない場合は、エ 
ンジン保護のためにエンジン回転数 
び制限されることびありまず。 


〇 車速感応ドア□ックび設定ご 
れているとさは、走行速度び約 
1已 km/h じ(上になると自動的に車 
が施錠されまず。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については07日、168ぺージ）を 
ご覧ください。 

〇イ グニッシヨン位置び2で、ブレー 
キぺダ>1レを踏んでいないと、セレク 
ターレバーを [E から動かずこと 
はでさません。 

►ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、セレ 
クターレバーを CE または CE に 
入れまず。 

A 警告 

アクセルペダルを踏んだ巧態でセレ 
クターレバーを操作しないでくだ 
さい。車び急発進したり、オートマ 
チックトランス S ッシヨンを損傷す 
るおそれがあります。 

〇 ギアび完全に切り替わるのを待っ 
て < ださい。 

►パーキングブレーキを解除しまず。 

► ブレーキペダルを徐々に戻して、ア 
クセルペダルをゆっくり踏み込み 
ます。 
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〇 急な坂道で発進ずるとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アクセ 
ルペダルをゆっ < りと踏んで、車が 
動さ出す感触を確認してからパーキ 
ングブレーキを解除して発進して< 
ださい。 

また、坂道で発進するときは、ヒル 
スタートアシストち作動しまず。 

〇 エンジンがをえているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プが行なわれまず。これにより、排 
気ガスを浄化ずる触媒がより早<適 
正温度に達しまず。 

ヒルスタートアシストの作動 


坂道での発進時に車が後退または前 
進するのを防ざ、発進を容易にしまず。 

A 警告 

• ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わるものではあり 
ません。駐車するとさは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
セレクターレバーを [ E に入れて 
ください。 

• ヒルスタートアシストが作動して 
車が停止していてを、絶対に車か 
ら離れないでください。約1秒後 
にはヒルスタートは解除され、車 
び動さ出ずおそれがあ0まず。 


►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みまず。 

ブレーキペダルから足を放してち、 
ヒルスタートアシストが自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車が後退 
または前進ずるのを防ざまず。 

■ UU 下のときは、ヒルスタートアシスト 
は作動しません。 

• 傾斜していない路面や下り坂で発 
進ずるとさ 

• セレクターレバーが CE に入つ 
ているとさ 

• パーキングブレーキが効いている 
とさ 

• ESP ® が故障しているとさ 


ECO スタート/ストップ* 

H 緩い坂などで発進ずるとさは、車 
両が若干後退ずることがありまず。 

〇 エンジンが再始動ずるとさにエン 
ジン音が高<なることがありまず 
が、故障ではありません。 

ECO スタート/ストップは、車両が 
停車したとさに自動的にエンジンを停 
止しまず。 

エンジンは発進時に自動的に再始動し 
まず。これにより、車両の消費燃料と 
排出ガスが抑えられまず。 

エンジンを始動ずるたびに、 ECO ス 
タート/ストップは待機状態になり 
ます。 ECO スタート/ストップのず 
ベての作動条件がそろっているとさ 
は、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ECO インジケーター區^が緑地 
に黒文字で表示されます。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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すべての作動条件がそろっていないと 
さは、マルチファンクシヨンディスプ 
レイに ECO インジケーター區固が黄 
文字で表示されます。 

ECO スタート/ストップが解除され 
ているとさは、 ECO インジケーター 
厕 は表示されません。 

A 警告 

• エンジンが停止して、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに ECO イ 
ンジケーター區 i が緑地に黒文 
字で表示されているとさは、エン 
ジンが自動的に停止している状態 
です。車両のすべてのシステムは 
機能したままです。この状態で運 
転席ドアを開いたとさやシートべ 
J レトを外したとさ、ブレーキぺダ 
ルから足を放したとさは、自動的 
にエンジンが始動しまず。車両が 
動さ出して、事故やけがの原因に 
なります。 

. 車両が不意に動き出すことを防ぐ 
ため、発進するまではブレーキぺ 
ダルから足を放さないで < ださし、。 
ECO インジケーター區国が表示 
されているときは、車から離れない 
で<ださい。 

• 車から離れるときは、セレクター 
レバーを！ IE に入れ、パーキング 
ブレーキを効かせて車が動さ出さ 
ないよラにしてから、イグニッシヨ 
ン位置を0にして、エンジンを停 
止してください。 

P 車から離れるときは、必ずイグ 

ニッシヨン位置を0にして、キー 

を携帯して < ださい。 


エンジンの自動停止 


エンジンび自動的に停止ずるための条 

件は(下の通りでず。 

• 外気温度び作動温度の範囲内にある 
とを 

• エンジン温度び作動温度に達してい 
るとを 

• 車内温度びエアコンディショナーの 
設定温度に達しているとさ 

•バッテ U —の電圧び十分なとさ 

• エアコンディショナーび作動してい 
るとをに、システムびフ□ントウイ 
ンドウの曇りを検知していないとさ 

• ボンネットび確実に閉じているとき 

• エンジン関係の診断を行なってい 
ないとを 

• フ□ントタイヤび直進方向を向い 
ているとさ 

• 運転席の乗員びシートベルトを装着 
していて、運転席ドアび閉じている 
とさ 

〇 エンジンは連続して、最大4回（最 
巧]の停止と、それに続く 3回の停止) 
まで自動的に停止しまず。その後は、 
マルチファンクションディスプレイ 
の ECO インジケーター IMl び黄义 
字になりまず。マルチファンクショ 
ンディスプレイの国国インジケー 
夕一び緑化に黒文字になったとをの 
み、エンジンは自動的に停止しまず。 
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走行と停車 


〇 エンジンが自動的に停止している 
とさは、エアコンディショナーの作 
動能力が低下しまず。最大限の能力 
でエアコンディショナーを作動させ 
たいときは、 ECO スタート/ストッ 
プスイッチを押して、 ECO スター 
卜/ストップを解除してください。 

セレクターレバーが EE か CE に 

入っている状態で、ブレーキペダルを 

踏んで停車したとさ、自動的にエンジ 

ンが停止しまず。 

〇 停車して、エンジンび自動的に停 
止しているとさを、ブレーキぺダ 
ルをごらに踏み込むことによりホー 
ルド機能を作動させることびでさ 
ます。このときは、ブレーキペダル 
から足を放してを、エンジンは停止 
したままになりまず。 

また、このとさにアクセルペダルを 
踏むと、エンジンび始動してホール 
ド機能び解除されまず。先にアクセ 
ルペダルを軽く踏んでエンジンを始 
動させてから、発進して < ださい。 

エンジンの自動再始動 

し U 下のとさ、エンジンは自動的に再始 

動します。 

• ECO スタート/ストップスイッチ 
を押して、 ECO スタート/ストッ 
プを解除したとを 

• 車両び動さ出したとを 

• エンジン始動びブレーキシステムに 
必要になったとさ 

• バッテ U —の電圧びほ下したとさ 

• 運転席の乗員びシートベルトを外ず 
か、運転席ドアを開いたとさ 


• セレクターレバーを EbJ から R I 
に入れたとさ 

• ステア U ングを操作したとき 

m 下のときを、エンジンは自動的に再 

始動します。 

• ホールド機能び作動していない状態 
で、シフトポジシヨンび EE また 
は HE のとさに、ブレーキペダル 
から足を放したとき 

または 

• セレクターレバーを HE に入れた 
とさ 

まには 

• アクセルペダルを踏んだとを 

〇 セレクターレバーを [ PJ に入れ 
てを、エンジンは始動しません。 


ECO スタート/ストップの瞄除/作動 



ECO スタート/ストップを解除ずる 

► ECO スター ト/ストップスイッチ 
①を押しまず。 

表示灯⑤とマルチフアンクシヨン 
ディスプレイの ECO インジケー 
ター国国び消えまず。 
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ECO スタート/ストップを待機状態 
にずる 

► ECO スター ト/ストップスイッチ 
のを押しまず。 

表示口®が点灯し、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに ECO イン 
ジケーター區^が表示されまず。 

ECO スタート/ストップのずベて 
の作動条件がそろっていないとさ 
は、ーターパネルの ECO インジ 
ケーター區^は黄文字で表示され 
ます。このとさは、 ECO スタート/ 
ストップを作動させることはでさま 
せん。 

表示灯®が消灯しているときは、 
ECO スタート/ストップが手動で解 
除されているか、システムに異常が発 
生しています。このとさは、ブレーキ 
ペダルを踏んで停車してち、エンジン 
は自動的に停止しません。 

〇 エンジンを始動ずるたびに 、 ECO 
スタート/ストップは待機状態に 
なりまず。 


A 警告 

マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やずいちのがある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 


A 警告 

• 停車ずる前にエンジンを停止し 
ないで<ださい。ブレーキやステ 
アリングの操作に非常に大さな力 
が必要になります。 

• 駐車時や車を離れるとさは、セレ 
クターレバーを [ E に入れ、パー 
キングブレーキを確実に効かせて、 
エンジンを停止してください。ま 
た、エンジンスイッチからキーを 
抜いてください。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけがをしたり、事故の原因に 
な0まず。 

Q 短時間でち車から離れるとさは、 
ドアウインドウやパノラ三ックスラ 
イディングルーフ * を閉じて、車 
を施錠して < ださい。 

確実に駐車ずるために、 Li (下のことを 

確認して < ださい。 

• パーキングブレーキが確実に効い 
ていること 

• セレクターレバーが [ E に入ってし^ 
て、エンジンスイッチからキーが抜 
かれているか、イグニッシヨン位置 
が0になっていること 

• 坂道で駐車ずるとさは、前輪が歩道 
の縁石ち向に向いていること 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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エンジンの停止 


A 警告 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステア U ングの操作に非常 
に大をな力び必要にな0ます。 

車のコント□ールを失って事故を起 
こし、柔員びけびをするおそれびあ 
0ます。 

そのため、走行中はエンジンを停止 
しないで < ださい。 

〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンをを却し 
てから、エンジンを停止してくだ 
さい。 

エンジンを停止ずる 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、セレクターレバーを [ E に 
入れます。 

H セレクターレバーびじ(外に 
入っているとさをエンジンを停止で 
さまずび、必ずパーキングブレーキ 
を効かせて、セレクターレバーを 
FFI に入れて<ださし、。 

エンジンスイッチにキーび差し込まれ 
ているとを 

►キーをまわし、イグニッシヨン位置 
を0にして、キーを巧さまず。 

イモビライヴーび作動しまず。 


〇 セレクターレバーび [ PJ に入っ 
ているとさにのみ、キーを巧くこと 
びでをまず。 

エンジンスイッチに キー レス ゴース 

イッチ*を取り付けているとを 

►キーレス3’ースイッチを押して、 X 
ンジンを停止しまず。 

〇 キーレス3’ースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
シヨン位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッシヨン位置び0になりまず。 

A 警告 

走巧中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押すとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かな<なった 
0、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大さな力び必要にな0まず 
ので、走行中はエンジンを停止しなし、 
で < ださい。 

〇 走行中にキーレス3’ースイッチを 
押してエンジンを停止したとさは、 
セレクターレバーを EE に入れて 
再度キーレス3'—スイッチを押すと 
エンジンび始動しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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パーキングブレーキ 



左八ンドル車 


パー キングブレーキを効かせる 

►ち足でブレーキペダルを踏み、左 
足でパーキングブレーキペダル⑤ 
をいっぱいまで踏み込みまず。 

メーター パネルの ブレーキ警告 灯 
rwi び点灯しまず。 

パー キングブレーキを解除ずる 

► ブレーキ ペダルをいっぱいまで踏み 
ます。 

► 解除八ンドル®を手前に引さまず。 

メーター パネルのブレーキ警告灯 
rwi び消灯しまず。 


長期間駐車ずるとを _ 

約4週間じ(上駐車したままにずると、 

パッテ U —び完全放電して損傷ずるお 

それびありまず。このよ5なとをは、 

LU 下のよ5にしてください。 

►バッテ U —からケーブルを外ずか、 
バッテ U —充電器を接続してくだ 
さい。 

〇 バッテ1」一充電器については、メ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 

約6週間じ(上駐車したままにずると、 

不具合び発生ずるおそれびありまず。 

このよラなとさは、別途対応び必要 

です。 

► 対応について、メルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場におたずねくだ 
ごし、。 
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I パーキングブレーキは 完全に停車 
してから効かせて < ださい。 












132 


走巧と停車 


エンジンのトラブル 


トラブル 


エンジンび始動し 
なし、。 


エンジンび始動し 
なし）。 

イグニッシヨン位置 
を3にずるとスター 
ターモーターの音び 
ずる。 


エンジンび始動し 
なし）。 

イグニッシヨン位置 
を3にするとスター 
ターモーターの音び 
ずる。 

燃料残量警告なび点 
なしていて、燃料計 
の指針び0を示して 
し）る。 


エンジンび始動し 
なし、。 

イグニッシヨン位置 
を3にしてち)スター 
ターモーターの音び 
しない。 


エンジンの回輯び滑 
らかでなく、=スフア 
イアも起きている。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

ホールド機能び作動している。 

► ホールド機能を辭除してください0184ページ）。 

►再度、始動操作を行なってください。 

• エンジンの電気システムに異萬びある。 

• 燃料供給に異常びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを0の位置にまわずか、 
六ーターパネルの表示口 /警告灯び消口ずるまで、キーレスゴースイッ 
チを押してください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度ち行なラと、バッテリーびあび 
るおそれびあります。 

何度始動を試みてを、エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 

燃料タンクび空になっている。 

► 燃料を給油してください。 


バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ U —の電圧 
び低< なっている。 

►他車のバッテ U — を電源として始動してください0341ぺージ)。 
エンジンび始動しないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷によりスターターモーターび過熱している。 

► スターターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作を行なってください。 

エンジンび始動しないとを： 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みずざないでください。 

触媒を損傷ずるおそれびありまず。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 


B を邸 S 恒冊 






















走行と停車 


トラブル 

冷却水温度び約 
120むを超えている。 
冷却水警告灯び点な 
し、警告音ち鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

リヴーブタンクのを却水量びが常に不足している。 

冷却水の温度び高ずぎて、ェンジンび十分に冷却されていない。 

► すみやかにま全に停車し、ェンジンと冷却水を冷やしてください。 
►ェンジンと;令却水び冷えてから冷却水量を点検し、必要であれば、冷 
却水補給時のミち意事項を読んでから、;令却水を補給してください(>254 
ぺージ)。 

冷却水量び正萬なとさは、ラジェターのを却フアンび故障している可能性 
びおる。 

冷却水の温度び高すぎて、ェンジンび冷却されていない。 

► 冷却水温度び約120む政下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで運輯してください。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大さな負 
荷びかかる走行は避けてください。 
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オートマチックトランス S ッシ 


A 警告 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセル 
ペダルの下に物が入ると、ペダルを 
操作でさなくなるおそれがありまず。 
フ□アマ ッ トやカー ぺッ トは正しく 
固定し、ペダルとの間に十分な空間 
があることを確認してください。 

フ□アマットを重ねて使用しないで 
ください。 


A 警告 

路面び滑0やずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かはないで<だ 
さい。駆動輪びグ U ップを失って車 
両びス U ップし、事故を起こすおそ 
れびあります。 

。停車してエンジンを停止したと 
さは、車び動を出ずのを防ぐため、 
セレクターレバーをこのに入れ、 
ノ くーキングブレーキを効かせて < だ 
さい。 



〇シフト位置を選択ずるとさは、完 
全に停車して、 ブレーキ ペダルを 
踏んで < ださい。 

〇イ グニッシヨ ン位置び2で、ブレー 
キペダルを踏んでいないとさは、セ 
レクターレバーを [ E から動かず 
ことびでをません。 


シフト位置表示 



C 63 AMG を除く車種 


のシフト位置表示 
©走行モード表示 

マルチフアンクシヨンディスプレイ下 
部に、現在のシフト位置®と走行モー 
ド ⑤ び表示されまず。 


B を邸6恒冊 












才ートマチックトランス S ッ 


135 


シフト位置 _ 

シフト作動内容 
位置 

m パーキング位置 

駐車およびエンジン始動/ 
停止の位置です。 

完全に停車していないと 
をは、 HE にしないでく 
ださい。 

シフト位置び [ PJ のとを 
にのみ、キーを巧くこと 
びでさまず。 

シフト位置び [ PJ のとを 
は、セレクター レバーび 
□ックされまず。 

面 リバース位置 

後退ずるとをの位置でず。 

完全に停車していないと 
をは、 CE にしないでく 
ださい。 

EE ニュートラル位置 

動力び伝わらない位置 
です。 

押したり、けん引してを 
ら5ことで、車を移動で 
をまず。 

〇走行中はシフト位置 
を EK にしないで<だ 
さし''。トランス S ッシヨ 
ンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

曲 ドラィブ位置 

走行するとをの位置です。 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速しまず。 


A 警告 

走行中はセレクターレバーを m に 
入れないで<ださい。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こずお 
それびあります。また、駆動系部品 
を損傷するおそれびありまず。 


シフト位置の 選択 _ 

オートマチックトランス S ッシヨン 
は、シフト位置び CE のとさ、じ(下 
の状況に合わせて自動的にギアを変速 
しまず。 

• 選択されているギアレンジ 
• 走行モード （M 36ページ） 

• アクセルペダルの踏み具合 
■ 走行速度 


運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ S ングび変化し 
まず。 

• 軽く踏んだときはシフトアップずる 
タイミングび早くなりまず。 

• 深く踏み込んだとをはシフトアッ 
プずるタイミングび遅くなりまず。 


B を邸〇恒掛 
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ダブルクラッチ機能 （ C 63 AMG ) 

選択している走行モードに関わらず、 
シフトダウン操作時にダブルクラッチ 
機能び作動しまず。 

ダブ J レクラッチ機能び作動ずることに 
より、ギアシフト操作びスムーズに行 
なわれ、スポーティな運転スタイルに 
役立ちます。 

夕つ 、レクラッチ機能作動時のエンジン 
音は、走行モードにより異なりまず。 

キックダウン 


急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みまず。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
ほいギアに変速し、素早く加速し 
ます。 

► 希望ずる速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

。キックダウンずるとさは、周囲の 
状況にま意しなびら操作してくだ 
ごい。事故を起こずおそれびあり 
ます。 

停車ずる 


►一時的に停車ずるとさは、セレク 
ターレバーを CE に入れたままブ 
レーキ ペダルを踏みまず。 

► やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、セレクターレバーを [ E に入 
れます。 


A 警告 

停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。 万一、 セレクターレバーび 
EE か m に入ると、車び急発進し 
て重大な事故を起こすおそれびあり 
ます。 

〇急な上りあなどではアクセルぺダ 
ルの踏み加減によつて停車状態を保 
たないで<ださい。トランス S ッ 
シヨンに負担びかかり、過熱や故障 
の原因になりまず。 

〇停車中はブレーキペダルを確実に 
踏み、ク U —プ現象で車び動かない 
よ5にして< ださい。 


走行モード 

路面状況や運転に合わせて、オートマ 
チックトランスミッションのギアの変 
速特性を選択でさまず。 


走行モードの選択 （ C 180) 



B を邸6恒冊 
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► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに希望ずる走行モード® (>134 
ぺージ）が表示されるまで、走行モー 
ド選択スイッチのを繰り返し押し 
ます。 

《車種や仕様により、走行モード選択スイッチ 
の表記び異なりまず。 


走行モード 

作動内容 

E モード 

快適性と経済性を重 
視したモードです。 

トランス S ツシヨン 
が快適性と経済性を 
重視した設定になり 
まず。 

S モード 

スポーティな走行に 
適したモードでず。 

トランス S ツシヨン 
がスポーテイな設定 
になりまず。 

M モード* 

マこユアルでギアシ 
フトすることがでさ 
まず。 

詳しくは（>142ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


〇 エンジンを停止ずると、選択した 
走行モードに関わらず、なにエンジ 
ンを始動したとさは E モードにな 
りまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


走行モードの選択 （C 250) 


E モードと S モードを切り替える 



► オートマチックギアシフトび選択さ 
れているとさに、センターコンソー 
ルの スポーツ モードスイッチ⑤を 
押しまず。 

スイッチの表示灯のび点灯してい 
るとさは S モードび選択され、ス 
イッチの表示灯のび消灯している 
とさは E モードび選択されまず。 



E モードまたは S モード（才ートマ 
チックギアシフト）と M モード（マ 
ニユアルギアシフト）を切り替える 


► マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに希望ずる走行モード⑤ （^134 
ページ）び表示されるまで、走行モー 
ド選択スイッチ®を繰り返し押し 
ます。 

《車種や仕様により、走行モード還択スイッチ 
の表記び異なります。 


I 













138 


才ートマチックトランス S ッ 


走行モード 

作動内容 

E モード 

快適性と経済性を重 
視したモードでず。 

トランス三ツシ ヨン 
が快適性と経済性を 
重視した設定になり 
ます。 

S モード 

スポーティな走行に 
適したモードでず。 

トランス S ツシ ヨン 
がスポーテイな設定 
になります。 

M モード* 

マこユアルでギアシ 
フトすることがでさ 
ます。 

詳しくは0142ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


〇 エンジンを停止ずると、選択した 
走行モードに関わらず、なにエンジ 
ンを始動したとさは E モードにな 
りまず。 

走行モードの選択 （C 63 AMG) 



► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に希望ずる走行モード表示®び表 
示されるまで、走行モード選択ダイ 
ヤル®をまわしまず。 


選択した走行モードの文字びホ色に 
点の' しまず。 


走行モード 

作動内容 

C モード 

快適性と経済性を重 
視したモードです。 

トランス三ッシヨン 
が快適性と経済性 
を重視した設定に 
なりまず。 

S モード 

スポーティな走行に 
適したモードでず。 

トランス S ッシヨン 
がスポーティな設定 
になりまず。 

S+ モード 

S モードよりち、さ 
らにスポーティな走 
行用のモードです。 

シフトアップ/シフ 
トダウンが素早<行 
なわれます。 

M モード 

マこユアルでギアシ 
フトすることがでさ 
ます。 

詳しくは0142ペー 
ジ）をご覧ください。 

レース 
スタート 

(RS) 

グ U ップカの高い路 
面状況において、停 
車状態から最適な加 
速力で発進すること 
がでさまず 0 

詳しくは0186ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


B を邸 e 恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 エンジンを停止ずると、選択した 
走行モードに関わらず、なにエンジ 
ンを始動したとさは C モードにな 
りまず。 

〇〇 63 AMG は、通雷の走行ではレー 
ススタート ( RS ) を選がずること 
はできません。詳しくは （>186 ぺ一 
ジ）をご覧ください。 


パドルによる操作 



①左側パドル 
⑤ち側パドル 


セレクターレバーび LDJ に入ってい 
て、走行モードび M モード*し分外の 
ときは、パドル*を操作して、才一 
トマチック トランスミッションの変速 
範囲を変えることびできまず（[>140 
ページ)。 

マニュアルギアシフト 01 42ページ） 
を選択しているとさは、パドルを操作 
して、マニュアルでギアを選択ずるこ 
とびでさまず。走行中にエンジン回転 
数び下びったとさは、ギアは自動的に 
シフトダウンしまず。 

〇 パドルによる操作は、セレクター 
レバーび HE に入っているとさの 
み行なえまず。 


オートマチックギアシフト 

走行モードが E モードまたは C モー 

ド （C 63 AMG ) のときは、 UTF のよ 

5になりまず。 

• エンジンとオートマチックトランス 
三ッションが快適性を重視した設定 
になりまず。 

• シフトアップが早めに行なわれるた 
め、燃料の余分な消費が抑えられ 
まず。 

• 前進-後退とちに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進しまず。 

• 滑りやずい路面などでの車両操縦性 
や走行安定性が向上しまず。 

• オートマチックトランスミッション 
が早めにシフトアップずるため、エ 
ンジン回転数が低<抑えられ、車輪 
が空転しに<<なりまず。 

走行モードが S モードまたは S + モー 

ド （C 63 AMG ) のときは、下のよ 

ラになりまず。 

• エンジンとオートマチックトランス 
S ッションがスポーテイな設定にな 
りまず。 

• 1速で発進しまず。 

• オートマチックトランスミッション 
が遅めにシフトアップしまず。 

• シフトアップが遅めに行なわれるた 
め、エンジン回転数が高くなり、燃 
料をより多 < 消費しまず。 


B を邸 s 恒脚 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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テイッブシフト _ 

オートマチックトランス三ッシヨンの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要なシフトアップ 
を抑えまず。 

セレクターレバーが[のに入ってい 
て、走行モードが E モードまたは C モー 
ド、 S モード、 S + モード*のいずれか 
のとさにテイツプシフトにでさまず。 


ギア 

レンジ 

作動内容 

曲 

1速~ 7速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

画 

1速〜6速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

画 

1速〜5速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

励 

1速〜4速の範囲で自動 
的に変速しまず。 

画 

1速〜3速の範囲で自動 
的に変速しまず。緩やか 
な坂道などを走行ずると 
さに使用しまず。 

画 

1速〜2速の範囲で自動 
的に変速します。急な坂 
道やエンジンブレーキび 
必要なときに使用しまず。 

励 

1速に固定されまず。エ 
ンジンブレーキび最大に 
作用しまず。 


A 警告 

滑りやすい路面やカーブを走行し 
ているときは、低いギアレンジを選 
択してエンジンブレーキが効 < と、 
駆動輪がグリップを失い、車両がス 
リップするおそれがあります。また、 
駆動輪が空転ずると、駆動系部品を 
損傷ずるおそれがありまず。 

〇 ギアレンジ表示の数字は選択した 
ギアレンジを示しており、必ずし 
ち実際のギアを示すちのではありま 
せん。 

〇 エンジンび暖まっていないとを 
は、操作を行なってを、選択したギ 
アレンジに変わらないことびあり 
まず。 

〇 ティップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数により異な 
りまず。 


テイッブシフトにずる 



セレクターレバーによる操作 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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► セレクターレバーをの側に操作し 
ます。 


または 

►左側パドルの （>139 ぺージ）を 
引さまず。 

ティツプシフトになり、マルチフアン 

クシヨンディスプレイに選択したギア 

レンジ⑤び強調して表示されまず。 

〇 シフトダウン操作によりエンジン 
の許容回転数を超えるおそれびある 
ときは、エンジン保護のため、シフ 
トダウンされません。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれびあるときは、エンジ 
ン保護のため、自動的にシフトアツ 
プされ、高いギアレンジび選択され 
ます。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを®側に操作し 
ます。 

または 

►左側パドルの0139ページ）を 
引さまず。 


高いギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーを⑤側に操作し 
9 〇 

または 

►も側パドル⑤0139ページ）を 
引さまず。 

テイップシフトを解除ずる 


► ギアレンジ表示⑤に" D " び表示さ 
れるまで、セレクターレバーを⑤ 
側に操作して保持しまず。 

または 

► ギアレンジ表示⑤に" D " び表おさ 
れるまで、も側ノ くドル ⑤ （M 39ぺ一 
ジ）を引いて保持しまず。 

テイップシフトび解除され、ギアレン 

ジび CE になりまず。 

最適なシフトレンジを選択ずる 

►セレクターレノ（一をの側に操作し 
て保持しまず。 

まには 

► 左側パドルの （M 39ぺージ）を弓 I い 
て保持します。 

そのとをの加速や減速に最を適したギ 

アレンジび選択されまず。 

〇 テイップシフトにしていないと 
さにセレクターレバーを⑤側に操 
作ずるか、ち側ノくドル⑤を引くと、 
走行速度やエンジン回転数に応じて 
シフトアップび行なわれまず。 


I 









142 


才ートマチックトランス S ッ 


マニュアルギアシフト* 

セレクターレバーび HE に入ってい 

るとさ、セレクターレパーまたはパド 

ルを操作して、マニュアルでギアを選 

択でさます。 

A 警告 

滑0やすい路面やカーブを走行し 
ているとさは、シフトダウンによっ 
てエンジンブレーキび効くと、駆動 
輪びグ U ップを失い、車両びスリッ 
プずるおそれびありまず。また、駆 
動輪び空転ずると、駆動系部品を損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びかかるよ5な運転をしないで< 
ださい。 

〇〇 63 AMG は、マニュアルギアシ 
フトでは、エンジン回転数び許容限 
度に達してを、自動的にシフトアッ 
プされません。エンジンの許容回転 
数に達したとさは、過回転からエン 
ジンを保護ずるにめ、燃料の供給び 
断たれまず。運転者は甫に、タコメー 
夕一の指針び レッ ドゾーンに達し 
ていないこと、シフトアップインジ 
ケーターび赤色に点灯していないこ 
とを確認してください。エンジンを 
損傷するおそれびありまず。 

〇 マニュアルギアシフトでは、 ESP® 
の機能を解除しないで走行ずること 
をお勧めしまず。 

〇 エンジンび暖まっていないとを 
は、ギアシフト操作を行なってを、 
選択したギアに変速しないことびあ 
りまず。 


〇 マニュアルギアシフトび選択さ 
れた状態でエンジンを停止ずると、 
オートマチックギアシフトに切り替 
わりまず。 

マニュアルギアシフトの選択 



マニュアルギアシフトを選択ずる 
(C 63 AMG を除く車種） 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の走行モード表示⑤に " M " び表示 
されるまで、走行モード選択スイッ 
チ(>136.137ぺージ）を繰り返 
し押します。 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

(C 63 AMG) 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の走行モード表示③に " M " び表示 
されるまで、走行モード選択ダイヤ 
ル0138ぺージ）をまねしまず。 

走行モード選択ダイヤルの " M " び 
ホ色に点灯しまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ギアシフト操作 


ほいギアを選択ずる 

►セレクターレバーをの側（>140 
ぺージ）に操作しまず。 

または 

►左側パドルの （>139 ページ）を 
引さまず。 

高いギアを選択ずる 

►セレクターレバーを⑤側（>140 
ぺージ）に操作しまず。 

まには 

►も側パドル⑤ （>139 ページ）を 
引さまず。 

〇 シフトダウン操作をしなくてを、 
走行速度とエンジン回転数に応じ 
て、自動的にシフトダウンずること 
びありまず。 

〇 セレクターレバーを®側に操作 
して保持するか、左側パドルのを 
引いて保持ずると、そのときの加速 
や減速に最を適しにギアび選択され 
ます。 

〇〇 63 AMG を除く車種は、エンジ 
ンの許容回転数を超えるおそれびあ 
るとをは、自動的にシフトアップさ 
れます。 

〇 シフトアップ/ダウン操作をして 
を、選択したギアび適切でない場合 
は、エンジン保護などのため、シフ 
トアップ/ダウンされません。 

〇 停車ずると、ギアは1速にシフ 
卜されます。 

0 車種や仕様により、停車時に選択 
でさるギアは異なりまず。 


キックダウン 

〇〇 63 AMG では、マニュアルギア 
シフトを選択しているときは、キッ 
クダウンはでさません。 

マニュアルギアシフトを選択している 
とをにを、キックダウンを行なラこと 
びでさまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
ピ^みま3。 

エンジン回転数に応じて自動的に 
ほいギアに変速しまず。 

マニュアルギアシフトの解除 

マニュアルギアシフトを解除ずる 
(C 63 AMG を除く車種） 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の走行モード表示に" E " または" S " 
び表示されるまで、走行モード選 
おスイッチ（>136ぺージ）を押し 
9 〇 

マニュアルギアシフトを解除ずる 
(ダイナミック八ンドリングパッケー 
ジ装備車） 

►走行モード選択スイッチ(>137 
ページ）を押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の走行モード表示に " M " び表示さ 
れな<な0まず。 

マニュアルギアシフトを解除ずる 
(C 63 AMG) 

► マルチフアンクシヨンディスフレ 
イの走行モード表示に " C "、" S " 、 
" S +" のいずれかび表示されるまで、 
走行モード選がダイヤル（>138 
ページ）をまわしまず。 
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オートマチックトランスミッションのトラブル 


トラブル 


トランスミッション 
び正し < 変速しない。 


加速性能び悪化して 
し)る。 

トランスミッション 
び変速しない。 


考え6れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッションオイルび減っている。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスクッションの 
点検を受けて < ださい。 

トランス S ッションに異常びあり、エマージェンシーモードになっている。 
2速ギアか I 」バースギアで走巧できる場合びあります。 

►停車して < ださい。 

► シフトポジションを [ E にして<ださい。 

► エンジンを停止しまず。 

►約10砂上待ってから、エンジンを再始動します。 

► シフトポジションを LE にしまず。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを LE にします。 

リバースギアになりまず。 

►ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランスクッションの 
点検を受けて < ださい。 
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メー ターパ不ル 


メーターパネルの各部の名称について 
は（杉24ページ）をご覧ください。 

A 警告 

^ーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障ずると、 
車両の状態や速度、外気温度、故障/ 
警告^ッセージなどが表示でさなく 
なることがありまず。十分ミ主意して 
走行して<ださい。また、ずみやか 
に;ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
とメーターパネルの照度を調藝ずる 



►周囲が暗く、イグこッシヨン位置が 
1か2のとさ、ーターパネル照 
度調整ノブ©を時計回りまたは反 
時計回りにまわしまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の照度が変化します。 

ーターパネルが点口しているとさ 
は、ーターパネルの照度ち変化し 
ます。 


エンジン冷却水温度計 _ 

^ーターパネルの左側にありまず。エ 
ンジンの冷却水温度を表示しまず。 

指定の冷却水を適切な混合比で使用し 
ているとさは、約120むまではオー 
ノ （ー ヒートは起こしません。 

暑い曰や上り坂が続< とさなどに、冷 
却水温度の表示が120で付近を示ずこ 
とがありまずが、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告 ><ッセー 
ジが表おされない限り、故障ではあり 
ません。 


燃料計 

燃料の残量を表示しまず。 

燃料タンクの容量は約66 U ットル 
です。 

Q 給油のとをはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告打 _ 

燃料の残量びかなくなると点灯しまず。 

警告灯び点灯したとさの残量は約8 
リツトル （C 63 AMG は約14 U ツトル） 
でず。 

〇 走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認して<ださい。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反になりまず。 
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メーター パネル 


乂 tl —メーッー 

車の走行速度を km / h で表おしまず。 
スピード六一夕一の内側には、ク 
ルーズコント□ールインジケーター 
0178ページ）および巧変スピード 
リミッター^*インジケーター(>182 
ページ）がありまず。 


タコメーター 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レッドゾーンに入らないよ5 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のため、燃料イ其 
給が行なわれな< なりまず。 

9環境 

必要し^上にエンジン回転数を上げて 
走行しないでください。燃料を不必 
要に消費し、大気ミち染の原因になり 
まず。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は道路と交通状況が許ずとさにのみ 
操作して<ださい。注意がそれ、運 
転に集中することができず、事故の 
原因になりまず。 


A 警告 

ーターパネルまたはマルチフアン 
クションディスプレイが故障してい 
るとさは、ッセージは表示されま 
せん。 

その結果、速度や外気温度、警告灯 
や表示灯、ッセージなどの走行状 
態を示す情報を得ることがでさなく 
なります。また、走行特性に変化が 
出る可能性わあります。運転スタイ 
ルと走行速度を状況に合わせて<だ 
さし、。 

また、ただちに^ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、特定のシステムの故障および警 
告のみを記録および表示します。そ 
のため、車両が安全に使用できるこ 
とを常にお客様自身で確認してくだ 
さい。安全性が確保されていない車 
両を運転することにより、事故の原 
因になります。 


A 警告 

不適切な作業を行なラと、車両安全性 
に悪影響を与えるおそれがあります。 
その結果、車両操縦性を失い、事故 
の原因になります。さらに、安全装 
備が設計通0に乗員を保護でさな< 
なりまず。 

点検整備や修理などは、必要な専門 
知識と専用工具を備えた;ルセ デス- 
べンツ指定サービスエ場で行なラ こ 
とをお勧めしまず。特に安全に関わ 
る整備については、必ず方ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で行なって 
ください。不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になります。 


A 警告 

走行中にステアリングのスイツチを 
操作するときは、直進時に行なって 
<ださい。ステア I 」ングをまわしな 
がら操作すると、事故を起こすおそ 
れがおります。 
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マルチフアンクシヨンステアリング 左側キーパッド. 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないまず。 

ステア1」ングのスイツチでは、 
COMAND システムの一部の操作を 
行な5ことをでさまず。詳しくは、 
COMAND システムの別冊取扱説日月書 
をご覧 < ださい。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の操作 


イグニッシヨン位置を 1 にずると、マ 
ルチフアンクシヨンデイスプレイは作 
動します。 

マルチフアンクシヨンステアリングの 
スイッチを使用して、マルチファンク 
シヨンディスプレイを操作しまず。 



①マルチフアンクシヨンディスプレイ 
⑤音声認識スイッチ 
⑤ち側キーパッド 

④ 左側キーパッド 

⑤ U ターンスイッチ/音声認識解除ス 
イツチ 


団 

因 

囚 

田 


励 


機能 

スク□—ルスイッチ 

•メインメニューおよびメ 
ニュー1」ストの呼び出し 

スク□—ルスイッチ 

軽く押ず： 

• リストのスク□ール 

• サブメニューまたは機能の 
選お 

•オーディオメニュー：ラジ 
才•テレビの手動選局、卜 
ラックの選択、 DVD ビデ' 
才のチャプター選択 

•電話 メニュー： 電話帳の表 
示および電話帳の名前また 
は電話番号の選択、発信履 
歴の選択 

押して保持する： 

•オーディオメニュー：ラジ 
才■テレビの自動選局、卜 
ラックの早送り/早戻し、 
DVD ビデオの早送り/早 
戻し 

•電話 メニュー： 電話帳のス 
ク□ール 

確定スイッチ 

• 選択した項目の確定やメッ 
セージの 確認 

•電話 メニュー： 電話帳の表 
示および電話の発信 

•才ーディオメニュー：選局 
操作の停止 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ち側キーパッド 
機能 

^通話終了スイッチ 

• 電話の保留/切断 
• 電話帳/発信履歴を閉じる 

[S 通話開始スイッチ 

• 電話の発信 
• 発信履歴の表お 

I + 1 音量スイッチ 

d • 音量の調節 

m 消音スイッチ 

オーディオやナビの音青案 
内などの消音 

音声認識スイッチ 

機能 

cs 音声認識スイッチ 

• 音青認識の開始 
〇 音声認識の詳細について 
は、 COMAND システムの 
別冊取扱説明書をご覧< だ 
ごし、。 


リターンスイッチ 
機能 

胃 U 夕ーンスイッチ/音声認 
識解除スイッチ 

軽く押す： 

•戻る 

• 音青認識の中止 

•故障/警告メッセージの 
消去、ひとつ前の画面への 
移動 

• 電話帳/発信履歴を閉じる 
押して保持する： 

• 基本画面への移動 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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r スプレイ 


メニユ ーリスト 



①表示ェ U ア 


⑤メニュー1」スト 
⑤走行モード表示 

④ 外気温度表示/走巧ま度表示 

⑤ シフトポジション表示/ギアレンジ 
表示/ギア表示 

メニュ ー U スト⑤には、マルチファ 
ンクションデイスプレイのメインメ 
ニューび表示されまず。 

メニューリストを表示させる 
►百!]または HE ] を押しまず。 

〇 メニューリストを表示ごせてか 
ら約3秒間何を操作しないと、メ 
ニュー1」ストの表示は消えまず。 

基本操作 


メインメニューを 選択ず る 

► メニュー U ストび表示されていると 
さに己]またはを押して、メ 
インメニューを選択しまず。 


ひとつ前の画面に戻る 

► を押しまず。 

基本画面（トリップ メニュ ー) に戻る 

► 卜 U ップメニューび表示されるまで 
胃を押しまず。 

まには 

► 胃を押して保持しまず。 

選択を確定ずる 

► 因のを押しまず。 

オーディオや通話などの音量を調整 
ずる 

► m またはスイッチを押し 
ます。 

沿'音ずる 

► [ S を押します。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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機能 

① 卜 U ップメ ニュー(>152ページ） 

③ ナビ メニュー([>154ぺージ） 

⑤ 才ーディ オメ ニュー (01 56ぺージ） 

④ TEL メニュー （01 58ぺージ） 

⑤ アシス トメ ニュー 0159ぺージ） 

メンテナン スメ ニューページ） 

〇 •故障/警告メッセージの表示61ページ） 

W •タイヤ空気圧警告システムの表示* (^263 ぺージ) 

•メンテナンスインジケーターの表示（[>274ページ) 

⑦ 設定 メニュー 0162ページ） 

④ AMG メニュー* (>172ぺージ） 


I 


娘画面表示や操作ち法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 



















トリップメニュ • 


卜 U ップ こユーで 表示 
項目は iu 下の通りでず。 


設定でさる 


• 基本画を] 

• エンジン始動時からの情報表示 
(01 52ぺージ） 

• U セット時からの情報表お0153 
ぺージ） 

• 走行可能距離-瞬間燃費*表示 
(>154ページ） 

• 走行速度表示（>154ページ） 

トリップメニューを表示させる 

► aD または CB を押して、メニュー 
リストで" トリッ T " を選択しまず。 

真本画面 

化が^ 

①トリップ方一夕一 
感オド^ーター 


トリツプ一夕一のは、 U セツト後 
の走行距離を表示します。 

オド; ><— ター®は、これまでに走行 
した距離の総合計を表示しまず。 


基本画面を表示させる 

► 基本画面が表示されるまで [3 を 
押ずか、押して保持しまず。 

または 

► 卜 U ップこユーを表示させまず。 

► E または ra を押して、基本画 
面を表おさせまず。 

トリップメーターをリセットずる 

► 基本画面を表示させまず。 

► 应のを押しまず。 


h*Jyr>=r- 

なを，， hU を寸か? 
ぃぃ jC 
ない 


確認画面び表示されまず。 

► E を押して" はい" を選択し、 
两 を押しまず。 

エンジン始動時か5の情報表示 





①エンジン始動時か S の走行距離 
⑤エンジン始動時か S の経過時間 
⑤エンジン始動時か S の平均ま度 
④エンジン始動時か S の平巧燃費 


エンジンを始動したとさを起点とした 
情報を表示します。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備でず。 















マルチフ: 



〇 イグニッシヨン位置を 0 にしてか 
ら、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてから約4時間経過ず 
ると、自動的に U セットされまず。 

約4時間じ(巧にイグニッシヨン位 
置を1か2にしたとさは、前回の 
情報び継続して表示されまず。この 
とさは、999時間経過後、まには 
9夕 99 km 走行後に自動的に U セッ 
卜されます。 

エンジン始動時か5の情報を表示さ 
せる 

► 卜 U ップメニューを表おさせまず。 

► E または口□を押して、エン 
ジン始動時からの情報を表おさせ 
ます。 

エンジン始動時か5の情報を手動でリ 
セットずる 

エンジン始動時からの情報は手動で U 
セットすることをでさまず。 

► エンジン始動時からの情報を表おさ 
せます。 

► 应のを巧しまず。 


リセット時からの情報表示 



の U セツト時からの走行距離 
② U セツト時からの経過時間 
⑤ U セツト時からの平均ま度 
④ U セツト時からの平巧燃費 

U セツトしたとさを起点とした情幸長を 
ま71^します。 

リセツト時か5の情報を表示させる 

► 卜 U ツプメニューを表おさせまず。 

► E まには E を押して、1」セツ 
卜時からの情報を表おさせまず。 

〇 U セツト後は、9夕99時間経過後、 
または99,999 km 走行後に自動的 
に I 」セツ トされまず。 

リセツトずる 

►リセツト時からの情報を表おさせ 
ます。 

应のを押しまず。 



確認画面が表示されまず。 

E を押して " はい" を選択し、 
应のを押しまず。 


確認画面が表示されまず。 

rri を押して" はい" を選択し、 
应のを押しまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









走行可能距離.瞬間燃費*表示 


ナビメニユ- 




ナビメニューを表示させる 

► 311または [ E を押して、メニュー 
リストで" ナピ" を選択しまず。 

ルート案内を巧なっていないとを 


走行可能距離のは、現在の燃料残量で 
走行可能なおよそのお離を計算し、予 
測値として表示しまず。イグニッシヨ 
ン位置び2のとさに表示されまず。 

瞬間燃費⑤は、走行中の瞬間燃費を 
km / I で表示しまず。エンジンびかかつ 
てし''るとさに表示されまず。 

走行可能距離-瞬間燃費を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表示ごせまず。 

► E または ra を押して、走行可 
能距離.瞬間燃費 （C 63 AMG を 
除く）を表示させます。 

〇 燃料残量びかないとさは、走行可 
能お離の代わりにび表示され 
ます。最寄りのガソ U ンスタンドで 
給油して < ださい。 

走行速度表示 



0進巧方向の方位表示 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
進行方向の方位のび表示されまず。 

ルート案内を行なっているとを 



の目的地までの距離 
©交差点（分岐点）までの距離 
⑤交差点（分岐点）での進行ち向 


走打速度を表 W します。 

走行速度を表示させる 

► 卜 U ップメニューを表おさせまず。 

► I ▼ I または I ▲ I を押して、走行速 
度を表示させます。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる裳備でず。 























交差点（分岐点）に接近しているとを ルート案内中の表で 


車線変更を伴わないちが時の例 



©交差点（分岐点）までの距離と距離を 
表ずグラフ 

©交差点（分岐点）での進行方向 

交差点（分岐点）に接近ずると、音声 
案内が行なわれ、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに交差点（分岐点）ま 
での距離と距離を表すグラフ©、進 
行ち向®が表示されまず。 

車線変更を伴弓左が時の例 



©交差点（分岐点）までの距離 
® 適切な走行車線 
感車線変更表示 

複数の車線がある道路を走行している 
とさに交差点（分岐点）に接近ずると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイに 
交差点（分岐点）までの距離①が表 
おされます。また、適切な走行車線 
©と、車線変更の内容®が表示され 
ます。 


COMAND システムで目的地を設定し 
たとさやルート裏内をしているとさ 
は、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに iU 下のよラな表示が行なわれるこ 
とがありまず。 

"" 

目的地に到着したとさに表示されまず。 

■ I 新ルート 11 

当初の案内ルートからがれたり、渋滞 
が発生した場合などに表おされること 
がありまず。計算後はルート案内表示 
に戻りまず。 

"ルー ト計算中" 

ルートを計算しているとさに表示され 
まず。 

" 案内 ルー トタ ri 

車が地図に表示されない場所にある 
とさ、または駐車場などの道路がの 
場所にあるときに表おされることが 
ありまず。 

"ルー トなし" 

目的地までのルート案内が計算でさ 
ない場合などに表おされることがあ 
りまず。 

〇 ナビの詳細については、 COMAND 
システムの別冊取扱説明書をご覧< 
ださい。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 















スプレイ 


オーディオメニュ- 


トラックを選択ずる 


〇 オーディオの詳細については、 
COMAND システムの別冊取扱説明 
書をご覧ください。 

ラジオ局を選局ずる 




© I ' FMI " または " FM 2" 


" AMI " または " AM 2" または" 交通情報" 
@プリ セツ ト番号/ 

放送局名または受信周波数 

COMAND システムで、ラジオを受信 
しているとさに表示-選局でさまず。 

► W または W をキ甲して、^こユー 
リストで" 才-テ'’イオ" を選択しまず。 

ラジオ局をプリセツト選局ずる 

► E または ra を押しまず。 

プリ セツ トされたラジオ局が選択さ 
れます。 

ラジオ局を自動選局ずる 

► E または E を押して保持し 
ます。 

受信周波数が動さ、次に受信でさる 
周波数で停止します。 


① 音楽 ソース 表示 

("ディスク V " メモリ-力-ド "/ i'HDDV 
" USBV"MEDIA INT . V'BT audio 1711外 
部入力"） 

©トラック番号/トラック名 


COMAND システムで再生している音 
楽ソース（ディスク、モ U —力一 
ド、ミュージックレジスター、 USB ^ 
モリー、デイアインターフェース、 
Bluetooth ⑩オーディオ、外部入力） 
が音楽ソース表示©に表示されまず。 

►百]またはを押して、 にュー 
リストで" 才-テ'’ィオ" を選択しまず。 

トラックを選択ずる 

ディスク、><モリーカード 、 S ュージ ッ 
クレジスター、 USB;><fU —、 が'ィ 
アインターフェース、 Bluetooth ® 才一 
ディ オのし^ずれかを再生してし^ると さ 
はトラックを選択ずることがでさまず。 

► E または E を押しまず。 

次または前のトラックが選択さ 
れます。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 














DVD ビデオのチャプターを選択ずる テレビ局を選局ずる 



©チャプター番号 

COMAND システムで、 DVD ビデオ 
を再生しているとさに表示-選択でさ 
ます。 

► 3 D または CB を押して、ニュー 
リストで" 才-テ'’ ィオ" を選択しまず。 

チャプターを選択ずる 

► E または ra を押しまず。 

次または前のチャプターが再生され 
ます。 


©"テレビ r または "テレビ 2" 

@プ U セット番号/チヤンネ j レ番号/ 
放送局名 

COMAND システムで、テレビを受信 
しているときに表示-選局できまず。 

► 3 D または CB を押して、こユー 
リストで" 才-テ'’ イオ" を選択しまず。 

テレビ局をプリセット選局ずる 

► E または ra を押しまず。 

プリセットされたテレビ局が選択さ 
れます。 

テレビ局を自動選局ずる 

► E または [ Z ] を押して保持し 
ます。 

受信チヤンネルが動さ、次に受信で 
きるチヤンネルで'停止しまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


TEL メニユ ー 

携帯電話を COMAND システムに接続 
することにより、八ンズフリー通話が 
でさまず。 

〇 COMAND システムには Bluetooth® 
接続により携帯電話を接続でさまず。 
詳しくは、 COMAND システムの別 
冊取扱説明書をご覧 < ださい。 

A 警告 

安全のた故、運転者は走行中の携帯 
電話の接続や、携帯電話本体の使用 
は避けてください。 

走行中は電話をかけないでください。 
また、走行中に電話がかかってさた 
とさは、あわてずに安全な場所に停 
車してから受けて < ださし、。 

どラしてを電話を受けなければなら 
ないときは、 A ンズフリー機能で「か 
け直ず」ことを伝え、安全な場所に 
停車してからかけ直してください。 


TEL メニューを表示させる 

► COMAND システムの電源をオンに 
します。 

► 携帯電話を COMAND システムに 
接続します。 

► 团または [ E を押して、ニュー 
リストで "TEL" を選択しまず。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 電話待ち受け" と表示され 
ます。 


着信した電話を受ける 



発信元び電話帳データに登録されている場合 

電話が着信ずると上記のよラな画面が 
表示されまず。 

► 着信呼び出し中に [ S を押しまず。 

通話を終える（電話を切る） 

► [ Ml を押しまず。 

通話を保留ずる 

► 着信呼び出し中に^を押しまず。 

〇 上記の操作は TEL メニューを表示 
していないときを行な5ことびでさ 
まず。 

電話帳か5電話を発信ずる 


COMAND システムに登録されている 

電話帳から電話を発信でさまず。 

©COMAND システムの電話帳には、 
COMAND システムひら直接電話帳 
データを入力したり、携帯電話や 
SD カー ドからデータをダウン □一 
ドできまず。詳しくは、 COMAND 
システムの別冊取扱説日月書をご覧く 
ださい。 

► 3] または CB を押して、メニュー 
1」ストで "TEL" を選択しまず。 

► 丘 HE または店のを押して、電 
話帳を呼び出します。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


















マルチフつ 
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► W または LaJ を押して、発信先 
を選択します。 

電話帳の U ストびスク □ — ) レしまず。 

E または E を約 2 秒(上押 
し続けると、電話帳データびスク 
□ールしまず。 E または E 
を約4秒し U 上押し続けると、あか 
ごたな'..行、および各アルファベッ 
卜の最初の登録項目ごとにスク 
□ールしまず。 

電話帳データに電話番号び1件のみ登 
録されている場合 

► [ S または区のを押しまず。 
まには 

電話帳データに複数の電話番号び登録 
されている場合 

► [ S または区のを押しまず。 

►丘□または E を押して、発信し 
たい電話ま号を選択しまず。 

► [ S または区のを押しまず。 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に、 "発信中..." のメッセージと発信 
した電話番号び表示されまず。電話帳 
に名前び登録されているとさは、名前 
を表示されます。また、発信したま号 
び履歴に登録されまず。 

または 

電話の発信を止める場合 

► またはを押しまず。 

〇 ステア1」ングの [ S スイッチを 
押し、電話を発信しないで電話帳を 
閉じたとさは、待ち受け画面に戻り 
まず。 


発信履歴から電話を発信ずる 

► 3] または CB を押して、メニュー 
U ストで " TEL " を選がしまず。 

► COMAND ディスプレイに" 電話待 
ち受け" と表示されているとさに、 
[ S を押しまず。 

発信履歴び表示されまず。 

► ra または ra を押して、発信先 
を選択します。 

► [ S または店のを押しまず。 

または 

電話の発信を止める場合 

► またはを押しまず。 

〇 走行中は一部の機能び使用でさな 
<なりまず。 



アシストメニューで設定でさる項目は 
下の通りでず。 

• ESP®* 

• アテンションアシスト 

アシストメニューを表示させる 

► 3] まには [ E を押して、メニュー 
U ストで" アシスト,, を選択しまず。 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 









160 
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ESP ⑥の設定 


A 警告 

ESP ® 表示灯 [ W \ が点滅したとさは、 
車輪が空転しているか、車が横滑り 
していまず。事故につながるおそれ 
があるため、似下の点にま意してく 
ださい。 

• 状況を問わず、 ESP ® の機能を解 
除しないで < ださい。 

• アクセルペダルを踏む力を少しゆ 
るめて < ださい。 

• 路面や天候の状況にあわせて慎重 
に運転してください。 

ESP ® は無謀な運転からの事故を防ぐ 
ちのではありません。 ESP ® が作動し 
てを、車両操縦性や走行安定性の確 
保には限界があります。 

C 63 AMG の ESP ® の設定については 
(杉55ページ）をご覧ください。 

エンジンがかかっているとさに、 ESP ® 
の設定がでさまず。 

► アシスト>< こユーで I ▲ I を押して、 
" ESP " を選択しまず。 

► 应のを押しまず。 


設定画面が表示されまず。 



►凹 d を押して、設定を変更します。 


表示 設定内容 

オフ ESP ® の機能が解除され 

ます。 

少ーターパ ネルの ESP ⑥ 
オフ表お灯^が点灯 
し 9 〇 

オン ESP ® が待機状態になり 

ます。 

メーター パネルの ESP ® 
オフ表お灯^が消灯 
します。 

A 警告 

エンジンびかかっているとさに ESP® 
オフ表示な [3ZI び点なしているとさ 
は、 ESP® の機能び解除されているか、 
故障により ESP® の機能び作動して 
いません。路面や天候の状況にあわ 
せて憤重に運転してください。 

詳しくはい52ページ）をご覧くだ 
さし、。 


《画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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マルチフつ 


アテンションアシストの設定がでさ 
ます。 

► アシスト^こ ユーで E を押して 
"アテンションアシスト" を選択し、两をキ甲 
します。 

設定画面が表示されまず。 



曲 iJ を押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

オン 

アテンションアシストび 


設定されます。 

オフ 

アテンションアシストび 


解除されます。 



〇ア テンシヨンアシストを設定ずる 
と、イグニッシヨン位置び2のと 
きに、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに [ S び表示されまず。 

詳しくは0207ページ）をご覧くだ 
さし、。 


メンテナンスメニューで表示/設定 
でさる項目は(下の通りでず。 

• 故障表お 

• タイヤ空気圧警告システム* (^263 
ページ） 

• メンテナンスインジケーター 
0274ぺージ） 

メンテナンスメニューを表示させる 

► 3 D または CB を押して、メニュー 
1」ストで" メンテナンス" を選択しまず。 

故障表示 

故障や異甫び発生したとさ、故障や 
異苗の内容びメッセージで表示され 
ます。 

A 警告 

表示される故障や異常は一部の限ら 
れた装備についてであり、表示され 
る内容ち限！5れていまず。故障/警 
告メッセージは運転者を支援するを 
のです。発生した故障や異常に対処 
して車のま全性を確保ずる責任は運 
転ちにあ0まず。 

故障/警告メッセージび表示された 
とさは、必ずメルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さし、。 


アテンションアシスト①設定 


メンテナンスメニュー 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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自動表示機能 

故障や異常び発生したとさは、故障/ 
警告メッセージび自動的に表示され 
ます。 

複数の故障や異常びあるとさは、故障 
/ 警告 メッセージび約5秒間隔で順ま 
に表おごれまず。 

メンテナンスメニューに戻るときは、 
同 まには店のを押しまず。 

故障/警告メッセージを手動で確認 
ずる 

► 3] または [ E を押して、メニュー 
リストで" メンサンス" を選択しまず。 

"0 メッセージ" と表示されている 
とさは、故障や異常はありません。 
故障や異常びあるとさは、 "2 メッ 
セージ" のように故障や異甫の件数 
び表示されまず。 

► E または E を押して、" 2 メッ 
セージ" などの件数表示を選択し 
ます。 

〇 " メンサンス" を選択して約3秒経過 
すると、 "メッセージ" び自動的に 
選おごれます。 

►故障や異苗びあるとをは、店のを押 
します。 

故障や異苗の内容び表示されまず。 

複数の故障や異苗びあるとさ 
は、 E または E を押して、故 
障/警告メッセージを順まに表示 
させます。 

► メンテナンスメニューに戻るとき 
は、胃を押しまず。 


〇 表おされる故障/警告メッセージ 
については（[>294ページ〜）をご 
覧ください。 

〇 故障/警告メッセージは、イグニッ 
シヨン位置を0にずると消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場 
合は、次にイグニッシヨン位置を1 
か2にずるか、エンジンを始動し 
たとさ、再び故障/警告メッセー 
ジび表示されまず。 



設定メニューで設定でさる項目は(下 
の通0でず。 

• メーターの設定 （01 63ページ） 

• ライトの設定0164ぺージ） 

• 車両の設定 （0167 ページ） 

• コンフォートの設定 （>1 69ぺージ） 
• 設定項目の初期化〇171ページ） 

設定メニューを表示させる 

► 3 D または CB を押して、メニュー 
リストで" 設定" を選択しまず。 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 






マルチフアンクシヨンディスプレイ 
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メーター 


1；( 下の設定がでさまず。 

• 速度-距離の単位 
• ディスプレイ下部の表示 

速度-距離単位の設定 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離の表示単位を設定でさ 
ます。 

► 設定^ニューで S または [ Z ] を 
押して、 一夕 一"を選択しまず。 

► 应のを押しまず。 

設定画面が表示されまず。 



A 警告 

1マイル （ mph ) は約1 .6 km ( km / h ) 
です。マルチフアンクシヨンデイス 
プレイの表示単位がマイルになって 
いると、誤って速度を超過ずるおそ 
れがあ0ます。必ず表示単位をキ〇 
ー トルにして<ださい。 


ディスプレイ下部の表示の設定 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
下部に表おされる項目の設定がでさ 
弓 0 

► 設定ニュー（>162ページ)で因 
または^を押して、 "六 一夕 一" 
を選択します。 

► 应を押しまず。 

► ra を押して、設定画面を表おさせ 
ます。 


表示 

設定内容 

km 

表示単位がキロ;><ー トル 
になりまず。 

" km / h "、" km " などで表 
示されます。 

miles 

表示単位がマイルになり 
ます。 

" mph "、" mi "、" miles " な 
どで表示されます。 



应りを押して、設定を変更します。 


表示 

設定内容 

が気温度 
表示 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ下部に 
外気温度が表示され 
ます。 

速度表 TF 
[ mph ]: 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ下部に走 
行速度 （ mph 単位）が 
表示されます。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 








ライト 


m 下の設定がでさまず。 

• へッドライト点ロモード 
• インテ U ジェントライトシステム* 
• アダプティブ八イビームアシスト* 
•へッドライト照射範囲* 

• □ケイターライティング 
• ルームランプ残照機能 

へッドライト点なモードの設定 

へッドライトの点灯モードの設定がで 
さまず。 

常時点灯モードでは、ライトスイッチ 
が 匹巧の位置にあるとさにイグ ニッ 
シヨン位置を1か2にずると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスライトが常 
に点灯しまず。また、エンジンを始動 
すると、へッドライトと LED ドライ 
ビングライト*が常に点灯しまず。 

手動点ロモードでは、ライトスイッチ 
を操作してへッドライトなどを点灯し 
ます。日本ではこのモードに設定して 
<ださい。 

イグこッシヨン位置が1のとさ、また 
はイグこッシヨン位置が2でエンジン 
が停止しているとさに設定でさまず。 


設定ニュー（>162ページ）で LlJ 
または囚を押して、" ライト" を 
選択しまず。 

应のを押しまず。 

E を押して、設定画面を表おさ 
せまず。 



► 凹 Ll を押して、設定を変更しまず。 

常時点灯モードに設定されている 
とさは、車両イラストのライトと 
问引マークが赤色に表示されまず。 

手動点ロモードに設定されている 
ときは、車両イラストのライトと 
n ロマークが白色に表示されまず。 

〇 安全のため、エンジンがかかって 
いるときは、設定の変更はできま 
せん。 

0 常時点灯モードは、走行中の常時 
点灯が義務付けられている諸国に 
対応していまず。日本では手動点 
灯モードに設定して<ださい。 

〇 常時点灯モードで自動的に点口ず 
るライト1;(外のライトを点口ずる 
ときは、各スイッチを操作してく 
ださい。 


を邸 S 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる裳備でず。 








インテリジェントライトシステムの 
設定* 

インテ U ジェントライトシステムの設 
定を変更でさまず。 

► 設定メニュ ー0162 ページ）で E 
または E を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 区のを押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表おさ 
せます。 


アダプテイフ八イビームアシストの 
設定* 

アダプティブ八イビームアシストの設 
定びでさまず。 

► 設定メニユ ー0162 ぺージ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表示さ 
せます。 



►区のを押して、設定を変更しまず。 

インテ1」ジェントライトシステムび 
設定されているとさは、車両イラス 
卜のライトと マークび 赤色に 
表示されます。 

インテ U ジェントライトシステムの 
設定び解除されているとさは、車両 
イラストのライトと マークび 
白色に表おされまず。 

詳しくは0107ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


►应のを押して、設定を変更しまず。 

アダプテイブ八イビームアシストび 
設定されているとさは、車両イラス 
卜のライトと [ W ] マークび赤色に 
表示されます。 

アダプテイブ八イビームアシストの 
設定び解除されているとさは、車両 
イラストのライトと [ M ] マークび 
白色に表おされまず。 

詳しくは0109ページ）をご覧くだ 
さし、。 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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へッドライト照射節囲の設定* 

へッドライトの照射範囲を、左側通行 
またはち側通行に適した設定に切り替 
えます。 

► 設定メニュー （^1 62ページ）で E 
または ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 


► I ▼ 1をキ甲して、設定画面を表おさ 
せます。 



► L 2! i ] を押して、設定を変更しまず。 


表示 設定内容 

を側通へッドライトの照射設定 
巧用 び左側通行に適した設定 

になりまず。 

ち側通へッドライトの照射設定 
巧用 びち側通行に適した設定 

になりまず。 

〇 曰本では、 "左側通行用" に設定 
して使用してください。 


〇"ち側通行 用" に設定ずると、イン 
テ U ジェントライトシステム設定画 
面に" インテリシ''1外ラ仆システムシステム作動 
でさませんち側通行設定では 無効" 
と表示され、インテ U ジェントライ 
トシステムの設定び変更でさなくな 
りまず。また、八イウェイモードお 
よびフォグランプ強化機能び解除さ 
れまず。 

□ケイターライティングの設定 

□ケイターライティングの設定びでさ 
まず。 

□ケイターライティングには、周囲び 
暗くライトスイッチび因巧の位置に 
あるとさに U モコン操作で解錠ずる 
と車外ライトび点灯ずる機能（解錠時 
点灯機能）と、周囲び暗いとさにエン 
ジンを停止ずると車外ライトび点灯 
する機能（車外ライト残照機能）びあ 
りまず。 

上記の機能で点灯ずる車外ライトは LU 
下の通りでず。 

• 車幅灯 

• フ□ントフォグランプ*または 
LED ドライビングライト* 

• テールランプ 
• ライセンスライト 
• ドアミラー下部のライト* 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる裳備でず。 






マルチフつ 
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► 設定メニュー0162ページ）で已 J 
または E を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 区のを押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表おさ 
せます。 



► L 2! i ] を押して、設定を変更しまず。 

解綻時点灯機能と車がライト残照機 
能び設定されているとさは、車両イ 
ラストの車外ライトびホ色に表おさ 
れます。 

解綻時点灯機能と車がライト残照機 
能の設定び解除されているときは、 
車両イラストの車外ライトび白色に 
表示されます。 

詳しくは（>66、103ページ）をご覧 
<ださい。 

ルームランプ残照機能の設定 

ルームランプび自動点灯モードのとさ 
にエンジンスイツチからキーを巧くと 
ルームランプび点灯ずる機能の設定び 
でさます。 

► 設定メニュー （^162 ページ）で E 
まには ra を押して、" ライト" を 
選択します。 

► 区のを押しまず。 


► I ▼ 1をキ甲して、設定画面を表おさ 
せまず。 



を押して、設定を変更しまず。 

ルームランプ残照機能び設定されて 
し、るとをは、車両イラストのウイン 
ドウ部分びホ色に表示されまず。 

ルームランプ残照機能の設定び解 
除されているときは、車両イラス 
卜のウインドウ部分び白色に表示 
されます。 

詳しくは （^111 ページ）をご覧くだ 
ごい。 

車両 


(下の設定びでさまず。 

• ウインタータイヤスピード1」 S ッ 
ター 

• 車速感応ドア□ック 
• アンサーバック機能* 

ウインタータイヤスピードリ吉ッター 
の設定 

最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能です。 

曰本仕様でを設定はでさまずび、法定 
速度を守って走行してください。 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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► 設定こユー（杉162ページ）で W 
または E を押して、 "車両" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

設定画面が表示されまず。 



► 凹りを押しまず。 

► E または E を押して、設定を 
変更します。 

► 应のを押しまず。 

表示 設定内容 

オフ ウインタータイヤス 

ピー ドリミッターは 
作動しません。 

240km/h 最高速度がそれぞ 

230km/h れの速度に設定さ 

' れます。 

220km/h 

210km/h 
200km/h 
1 90km/h 
180km/h 
170km/h 
160km/h 

《上記は、車両の機能の説日月でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 


〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているとさは、巧変 
スピード U ミッター（1>179ぺ一 
ジ）で設定でさる制限速度の上限は、 
ウインタータイヤスピード1」云ッ 
ターの設定速度になりまず。 

車速感応ドア□ックの設定 

走行速度び約 15 km / hii (上になった 

ときにドアとトランクを自動的に施淀 

ずる機能の設定びでさまず。 

► 設定メニュー （^162 ぺージ）で E 
まには囚を押して、" 車両" を選 
択します。 

► 应。を押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表示さ 
せます。 



► L 2! iJ を押して、設定を変更しまず。 


車速感応ドア□ックび設定されてい 
るとさは、車両イラストのドア部分 
びホ色に表示されまず。 

車速感応ドア□ックの設定び解除さ 
れているとさは、車両イラストのド 
ア部分び白色に表おされまず。 

詳しくは （^75 ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


B を邸 e 恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 






アンサーバック機能の設定* 

1」モコン操作またはキーレス3—操作* 
で車両を解綻/施綻しにとさに確認 
音び鳴る機能の設定びでさまず。 

► 設定メニュ ー0162 ぺージ）で E 
または S を押して、" 車両" を選 
択します。 

► 区のを押しまず。 

► ra を押して、設定画面を表おさせ 
ます。 


コンフオート 



►区のを押して、設定を変更しまず。 

アンサーバック機能び設定されてい 
るとさは、イラストの m マーク 
びホ色に表示されまず。 

アンサーバック機能の設定び解除さ 
れているとをは、イラストの ran 
マークび白色に表示されまず。 

詳しくは （^70 ぺージ）をご覧くだ 
さし)。 


し U 下の設定びでさまず。 

• イージーエント1」一* 

• フ□ントシートベルトのテンシヨ 
ン自動調整機能* 

• 施錠時のドアミラー格納 

イージーエント IJ - の設定* 

イージーエント1」一の設定びでをまず。 

イージーエント U —を設定ずると、し U 
下のときにステアリングび上方に移動 
します。 

• エンジンスイッチからキーを巧いた 
とを 

• イグニッシヨン位置び0ひ1で運転 
席ドアを開いたとき 

► 設定メニュ ー0162 ページ）で E 
または^を押して、 "コン フオー 
卜" を選択しまず。 

► 区を押しまず。 

設定画面び表示されまず。 



I 


ぷアンサーバック機能は、日本仕様には装備されない場含びあります。 
ぷ画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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►应 ij を押して、設定を変更しまず。 

イージーエント U —び設定されて 
し、るときは、車両イラストのステ 
アリング部分びオレンジ色に表示 
ごれます。 

イージーエント U —の設定び解除 
ごれているときは、車両イラスト 
のステア U ング部分び白色に表示 
されます。 

詳しくは（>90ページ）をご覧くだ 
さい。 

A 警告 

• 子供だけを残して車から離れない 
でください。誤ってエンジンスイッ 
チからキーを抜いたり、運転席ド 
アを開くとイージーエント U —び 
作動し、けびをずるおそれびあり 
まず。 

• イージーエント U —の作動中に身 
体や物び挟まれないよラにミ主意し 
て < ださし、。 


フ□ントシートベルトのテンション自 
動調壁機能の設定* 

イグニッション位置び2のとき、フ〇 
ントシートベルトび柔員の上半身に密 
着するよ5に、テンション（締め付け 
具合）を自動的に調整ずる機能の設定 
びでさまず。 

► 設定メニュー （^162 ページ）で E 
または E を押して、 "コン フオー 
卜" を選択しまず。 

► 应のを押しまず。 


► を押して、設定画面を表おごせ 

まず。 



►山 sJ を押して、設定を変更しまず。 


フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能び設定されているとさ 
は、車両イラストのシートベルト部 
分びホ色に表示されまず。 

フ□ントシートベルトのテンション 
自動調整機能の設定び解除されてい 
るときは、車両イラストのシートべ 
ルト部分び白色に表示されまず。 

詳しくは （^98 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を邸6恒冊 







施綻時のドア吉ラー格納の設定 

U モコン操作やキーレス 3— 操作*で 
の施錠時にドア S ラーを格納ずる機能 
の設定びでさまず。 

► 設定メニユ ー0162 ページ）で E 
または^を押して、 "コン フオー 
卜" を選択しまず。 

► 区のを押しまず。 

► I ▼ I をキ甲して、設定画面を表おさ 
せます。 


設定項目の初期化 


設定メニューのずベての項目を工場 
出荷時の設定に初期化ずる（戻ず） 
ことびでさまず。 

設定項目をネリ期化ずる 

► 記をメニュ ー0162 ページ）で rri 
を押して、" 設定初期化" を選択し、 
应のを押しまず。 

確認画面び表示されまず。 



►区のを押して、設定を変更しまず。 

施錠時のドア S ラー格納機能び設 
定されているとをは、車両イラス 
卜のドア S ラー部分びホ色に表示 
されます。 

施錠時のドア S ラー格納機能の設 
定び解除されているとさは、車両 
イラストのドア S ラー部分び白色 
に表示されまず。 

詳しくは （^93 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


► E を押して、 "はい" を選択し、 
网 を押しまず。 

初期化び実行され、" 工場出荷時の 
設定に初期化しました" と表おさ 
れまず。 

II いいえ" を選択ずると、元の画面 
に戻りまず。 

〇 ま全のため、エンジンびかかって 
いるとさは初期化を行なラことびで 
をない項目びありまず。 


I 


娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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AMG メニュー 


油温*水温表 



①走な速度表示 
感ギア表示 
感シフトアップ表示 
® 油温表示 
感水温表 7 J \ 

油温-水温を表示させる 

► aD または CB を押して、^こユー 
リストで " AMG " を選択しまず。 

イグニッシヨン位置が2のとさ、ま 
たはエンジンがかかっているとさは、 
AMG ><こユーの各項目に走行速度表 
示①とギア表示®が表示されまず。 

走行速度表示©は、走行中の速度を 
^7 J \ します。 

ギア表示®は、オートマチックトラ 
ンスミッシヨンの実際のギア位置を表 
/ J 、し S-N 9 〇 

シフトアップ表示③は、マこユアル 
ギアシフトを選択しているとき、シフ 
トアップするタイミングになると表示 
されます。シフトアップ表示③は、 
運転者がシフトアップ操作をずるまで 
の間、他の ><ッセージの代わりに表示 
されます。 


油温表示④は、エンジンオイルの油 
温を表おしまず。 

油温が約80で未満のとさは油温が青 
色で表示されます。このときはエンジ 
ンオイルが温まっていません。必要 LU 
上にエンジン回転数を上げないよ5に 
して運転して < ださい。 

水温表 ® は、エンジン冷却水の水 
温を表汀んまず。 

〇イグ ニッシヨン位置び1のときは、 
油温、水温は表されません。この 
とさは" —— む" が表示されまず。 


ドライブモード表示 



①走行モード表示 

@ ESP ⑩モー ド/ スポーツ ハンドリング 
モー ド表示 


m 下の設定を確認ずることがでさまず。 
• 走行モード表示 （ C 、 S 、 S +、 M ) 

• ESP 愈モード/スポーツハンド U ン 
グモード表示 （ ON 、 SPORT 、 OFF ) 

ドライブモードを表示させる 

► 油温-水温を表おさせまず。 

► ドライブモードが表おされるま 
で E または ra を押しまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションや仕様により、異なる裳備でず。 












マルチフつ 
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レースタイマー 


レースタイマー画面では、周回ごと 
のラップタイムを計測-記録した 
り、その結果を一覧表示でさまず。 

イグこッシヨン位置が2のとさ、また 
はエンジンがかかっているときに使用 
でさます。 

レースタイマーを表示させる 

► 油温-水温を表おさせまず。 

► レースタイマーが表示されるま 
で E または E を押しまず。 

〇 レースタイマーを表示している 
とさは、 3] または [ E でメイン 
メニューを選択ずることはできま 
せん。 



①ラップ表示 
⑤計測タイム 


タイム計測を開始ずる 

► 区のを押して、" Start " を確定しまず。 
タイム計測び開始されまず。 


スプリツトタイムを表示ずる 



►レ U またはを押して、 
" Interm . Time " を選択し、区のを 
押します。 


スプ U ットタイムび約5秒間表示 
されます。 

約5秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0まず。 


ラップタイムを IS 録ずる 

最大16件までの計測タイムをラップ 
タイムとして記録できまず。 



①計測タイム 
⑤最まラップタイム 
⑤ラップ表示 


►レ U または注 d を押して 、 "New 
Lap " を選択し、区のを押しまず。 

スフ I 」ッ トタイムびラップタイムと 
して記録され、スフ U ットタイムび 
表おごれに時点から、次のラップの 
タイム計測び開始されまず。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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r スプレイ 


〇 ラップタイムび記録されていると 
きは、計測タイム®の下に最速ラッ 
プタイム⑤び表示されまず。 

〇 ラップタイムび16件記録される 
と、それ上計測びでさなくなりま 
す。新たにタイム計測を行な5とさ 
は、記録したラップタイムをずベて 
消去してください。 


タイム計測を停止ずる 

► を押しまず。 



► [ ok ] を押して、 " Yes " を確定しまず。 

► " Start " を選択して应を押ずと、 
停止した時点からタイム計測び再 
開されます。 

〇 タイム計測中に、停車してイグ 
ニッシヨン位置を 1 にずると、夕 
イム計測び停止しまず。 

その後、イグニッシヨン位置を2 
にずるかエンジンを始動してから、 
" Start " を選択して应を押ずと、 
停止した時点からタイム計測び再 
開されます。 

現在のラップタイムを消'去ずる 

► タイム計測を停止しているとさに 
"Reset Lap " を選択して区のを押 
します。 


ずべてのラップタイムを消去ずる 


► 現在のラップタイムを消去しまず。 
► " Reset " を選択して画を押しまず。 



マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに "Reset Race - Timer ?" と表示 
されまず。 

► E を押して " Yes " を選択し、应の 
を押しまず。 

をラップの計測結果を確認ずる 

2周(上のラップタイムび記録されて 
いるとさは、タイム計測び停止してい 
るとさに全ラップの計測結果を表示で 
をます。 



①全ラップ計測結果表示 
⑤合計時間 

⑤計測した全ラップの平均速度 

④ 計測した全ラップの走行距離 

⑤ 計測した全ラップでの最高ま度 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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記録したずべてのラップタイムを消ち 
ずる 

► タイム計測を停止しまず。 

► レースタイマー、計測結果（全ラッ 
フ）まには計測結ま（ラップ別）の 
いずれかび表示されているとさに、 
应。を押しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "Reset Race - Timer ?" と表示さ 
れます。 

► E を押して " Yes " を選択し、 而 
を押しまず。 

記録したずべてのラップタイムび消 
去されまず。 

〇 記録したラップタイムは個別には 
①ラップ表示 消去でさません。 

⑤ラップタイム 

⑤表示されているラップの平均ま度 

④ 表示されているラップの走行距離 

⑤ 表示されているラップでの最高ま度 

計測結果（ラップ別）を表示させる 

► タイム計測を停止しまず。 

►計測結果（ラップ別）び表おされる 
まで丘！]まには E を押しまず。 

► 表おさせたいラップの計測結果び表 
示されるまで E まには E を 
押します。 

表示されているラップび最速ラップの 
とさは、ラップ表示®び点滅しまず。 


計測結果（をラップ）を表示させる 

► タイム計測を停止しまず。 

►計測結果（全ラップ）び表おされる 
まで E または \ La 2 を押しまず。 

ラップごとの計測結果を確認ずる 

ラップタイムび記録されているとき 
は、タイム計測び停止しているとき 
にラップごとの計測結果を表示でさ 
ます。 



B を邸〇恒脚 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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クルーズコント□ールを設定ずること 
により、アクセルペダルを踏まなくて 
を、設定速度を自動的に維持して走行 
でさまず。 

クルーズコント□ールは、主に高速道 
路や自動車専用道路で使用することを 
想定したをのです。市街地では使用し 
ないで < ださい。 

設定でさる速度は 30 km / h 1；■(上でず。 

A 警告 

車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保など、クルーズコント□ール 
使用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任があります。 
クルーズコント□ールを使用してい 
るとさは、運転者は常に道路状況に 
ミ主意を払ってください。 


A 警告 

し U 下のよラな場合はクルーズコント 
□ールを使用しないでください。車 
のコント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれがあります。 

• 急な下り坂、急カーブ、巧がりく 
ねった道路を走行しているとさ 
• 加減速を繰り返すよラな交通状況 
や交通量の多い道路を走行してい 
るとさ 

• 雨で;需れた路面や積雪路、凍結路 
などの滑りやすい路面を走行して 
し、るとさ 

. 降雨時や降雪時、濃霧時など視界 
び確保でさないとさ 


Q クルーズコント□ールの設定速度 
と、スピード一夕一およびマルチ 
フアンクシヨンディスプレイの速度 
表示には、若干の誤差が生じること 
がありまず。 

〇指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 

Q 急な上りあでは速度を維持ずるに 
めにシフトダウンずることびありま 
ずび、設定した速度を維持でさない 
とさはアクセルペダルを踏んで加速 
して < ださい。 

〇急な下りあや重い荷物を積んでい 
るとさなどは、設定速度を維持ずる 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
ティップシフトでほいギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効さを 
強くして、減速してください。 

A 警告 

路面び滑りやずいとさは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス1」ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすお 
それびあります。 
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クルーズコント□ールを 設定ずる 



©現在の走行速度に設定する/設定速 
度を上げる 
©表示灯 

感記憶されている前回の設定速度に設定 
する/現在の走行速度に設定する 
® 現在の走行速度に設定する/設定速度 
を下げる 

©クルーズコント□—ルと可変スピード 
リミッターを切り誓える 
® クルーズコント□ールを解除ずる 

クルーズ コント □ー ルは、巧変ス ピー 
ドリミッター (>179 ぺージ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

► 表示口®が消灯していることを確 
認します。 

表示灯が点灯しているとさは、レ 
ノ（一を感の方向に押しまず。 

表示灯が消灯しまず。 

クルーズコント□—ルは、約 30 km/h 
政上の速度で走行しているとさに設定 
でさまず。 

► 設定したい速度で走行しまず。 

►レノ（一を①または®の方向に操作 
しま3。 


または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

記憶されている前回の設定速度に設 
定されます。 

前回の設定速度が記憶されていない 
とさは、そのとさの走行速度に設定 
されます。 

A 警告 

記憶されている前回の設定速度に設 
定ずるとさは、周囲が安全な状況で 
あることを確認してください。走行 
中の速度と設定速度に大をな差があ 
ると、急加速や急減速して事故を起 
こすおそれがお0ます。 

► アクセルペダルから足を放しまず。 

自動的に設定速度を維持しながら走 
行します。 

〇 liTF のとさはクルーズコント□一 
ルは設定でさません。このとさは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" クルーズコン ト□— ル--- km / 
h " が数秒間表おされ、"---"部分が 
点滅します。 

• 約 30 km/hLi (下の速度で走行し 
ているとさ 

• ESP ® の機能を解除しているとき 

〇 エンジンを停止ずると、記憶され 
ている前回の設定速度は消去され 
9 〇 

〇 上り坂では設定速度を維持でさな 
し、ことがありまずが、平坦な路面に 
なると設定速度に戻りまず。 


B を習恒冊 


そのとさの走行速度に設定され 
ます。 
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@クルーズコント□ールインジケーター 


クルーズコント□ールが設定される 
と、マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに" クルーズコント□ー ル" と設定 
速度が約5秒間表おされまず。 

また、設定速度から上の部分にクルー 
ズコント□ールインジケーター®が 
点灯しまず。 

〇 クルーズコント□ールインジケー 
ターの目盛りは 5 km / h 単位でず。 

設定速度を変更ずる 

設定速度を上ばる 

► レバーをのの方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で上が0まず。 

レノ（一をいつぱいまで操作すると、 
1 km / h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


〇 追い越しなどで一時的に速度を上 
げるとさは、アクセルペダルを踏ん 
で速度を上げて<ださい。アクセル 
ペダルから足を放すと、元の設定速 
度に戻りまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 

レバーを輕く操作ずると、1 km/h 
単位で下がりまず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km / h 単位が切り下がり、 10 km/h 
単位で下がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
9 〇 

手を放したとさの速度に設定され 
まず。 

〇 レバーを④の方向に下げている 
ときは、シフトダウンしたり、自動 
的にブレーキを効かせることがあり 
ます。 

クルーズコント□ールを 解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
または 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

または 

► レバーを感の方向に押しまず。 
レバーの表示灯®が点口して、巧 
変スピード U ミッターが操作でさる 
状態になりまず。 
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し iTF のとさを、クルーズコント□ール 
は解除されまず。 

• 走行速度び約 30 km / hLU 下になっ 
たとさ 

• ESP ® び作動したときや、 ESP ⑩の 
機能を解除したとを 

• セレクターレバーを HE に入れた 
とさ 

このとさは確認音び鳴り、マルチファ 
ンクションディスプレイに" クルーズ 
コント□ール解除" び約5秒間表示 
ごれます。 

また、パーキングブレーキを効かせた 
とさをクルーズコント□ールは解除さ 
れます。 

A 警告 

走行中はセレクターレバーを m に 
入れないで<ださい。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こした 
り、トランス吉ッシヨンを損傷ずる 
おそれびありまず。 


可変 スピー ド US ッター 

巧変スピード US ッ ターを設定ずる 
ことにより、アクセルペダルを踏んで 
を、設定速度を超えないよ5に走行で 
さまず。 

設定できる速度は 30 km / h から 
210 km / h または 250 km / h までの間 
です。 

《上記は、車両の機能の説明でず。公道を走行 
ずる際は、必ずを定ま度やお限ま度を遵守し 
て < ださい。 


A 警告 

走行しているときは、軽くブレーキ 
を効かせ続けるなど、ブレーキぺダ 
ルを踏み続けないで<ださい。ブレー 
キシステムび過熱して制動距離び長 
くなった0、ブレーキび効かなくな 
るおそれびありまず。 


A 警告 

路面び滑0やすいときは、急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで<だ 
さい。駆動輪びス U ップして車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こずお 
それびあ0まず。 


A 警告 

走巧時は法定速度を遵守して < ださ 
し、。可をスピード U 吉ッター使用時 
のま全確保やを険回避については、 
運転者に全責任びありまず。 

〇可変スピード U S ッターの設定速 
度と、スピードメーターおよびマル 
チフアンクシヨンディスプレイの速 
度表示には、若干の誤差び生じるこ 
とびありまず。 

〇急な下り坂や重い荷物を積んでい 
るとさなどは、設定速度を維持ずる 
ために自動的にブレーキを効かせる 
ことびありまずび、設定速度を維持 
でさないことびありまず。このよラ 
なときは、ブレーキペダルを踏むか、 
ティップシフトで低いギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキの効をを 
強くして、減速してください。 


B を習恒掛 
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〇 ウィンタータイヤ装着時など、夕 
イヤの許容最高速度に応じた最高速 
度を設定できるウィンタータイヤス 
ピード1 」 S ッ ターび装備されていま 
す。詳しくは （01 67ページ）をご 
覧< ださい。 

ウィンタータイヤスピード1」 云ッ 
ターを設定しているとをは、可変ス 
ピード I」 S ッ ターの設定速度の上限 
は、ウィンタータイヤスピード U 
云ッ ターの設定速度になりまず。 

〇 車の最高速度!;•(上に設定してを、 
最高速度し U 上の速度で走行ずること 
はでさません。 

〇 車種や仕様により、設定でさる速 
度び異なる場合びありまず。 

〇 設定速度を維持できないときは、 
警告音び鳴り、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに" 設定した制限 
速度を超えました" と表おされる 
ことびありまず。 


可変スピードリ吉ッターを設定ずる 



® 現在の走行ま度に設定する/ 30 km/h 
に設定する/設定速度を上げる 
②表示な 

⑤記憶されている前回の設定ま度に設定 
ずる/現在の走行速度に設定ずる/ 
30 km / h に設定ずる 

④現在の走行速度に設定ずる/ 30 km/h 
に設定ずる/設定速度を下げる 
© 可変スピードリミッターとク>1レーズコ 
ント□ールを切り誓える 
® 可変スピード I 」ミッターを解除ずる 

可変スピード U 三ッターは、クルーズ 
コント□—ル （>176 ぺージ）と同じ 
レノ（一で操作しまず。 

► 表示灯®が点灯していることを確 
言忍します。 

表示口が消灯しているとさは、レ 
ノ（一を®の方向に押しまず。 
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表示灯が点灯しまず。 
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A 警告 

運転を交代するとさは、必ず交代す 
る運転者に、可変スピード US ッター 
の機能と設定速度を伝えてください。 
可変スピード US ッターの機能を知 
らずに運転すると、アクセルペダル 
を踏んでを速度が上がらず、事故を 
起こずおそれがあります。 

可変スピード U S ッターは設定速度 
し U 上に加速する必要のないとさに使 
用して < ださい。 

可変スピード US ッターを設定して 
いるとさは、似下の操作を行なった 
とさにのみ、設定速度料上の速度に 
することがでさます。 

• レバーを操作する 
• アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンさせる 

ブレーキ操作により、可変スピード 
US ッターを解除することはでさま 
せん。 

►レノ（一を①または®の方向に操作 
します。 

• 走行速度が 30 km/hiU 上のとき 
は、そのとさの走行速度に設定 
されます。 


または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 

• 記憶されている前回の設定速度 
に設定されまず。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / hU (上の 
とさは、そのとさの走行速度に 
設定されます。 

• 前回の設定速度が消去されてい 
て、走行速度が 30 km / hii (下の 
ときは、 30 km / h に設定されまず。 

A 警告 

可変スピードリ S ッターを設定ずると 
さは、周囲の安全、特に後方の車など 
にを意しながら操作してください。 
記憶されている前回の設定速度が走 
行速度より低いとさは、記憶されて 
いる前回の設定速度に設定すると、 
アクセルペダルを踏んでいてを車は 
減速します。 

〇 エンジンを停止ずると、記憶され 

ている前回の設定速度は消去され 
9 〇 


I 


• 走行速度が 30 km / hii (下のとき 
は、 30 km / h に設定されまず。 
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可変スピード U 三ッターが設定される 
と、マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに" 制限速度" と設定速度が約5秒 
間表示されまず。 

また、設定速度から下の部分に可変ス 
ピードリミッターインジケーター® 
が点口しまず。 

〇 巧変スピード U ミッターインジ 
ケーターの目盛りは 5 km/h 単位 
です。 

設定速度を変更ずる 
設定速度を上げる 

► レバーをのの方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で上が0まず。 

レバーをいっぱいまで操作ずると、 
1 km/h 単位が切り上がり、 10 km / 
h 単位で上がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
ます。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 


設定速度を下ばる 

► レバーを④の方向に操作しまず。 
レバーを軽く操作ずると、1 km/h 
単位で下がりまず。 

レノ（一をいっぱいまで操作ずると、 
1 km / h 単位が切り下がり、 10 km / 
h 単位で下がりまず。 

► 希望ずる速度になったら手を放し 
まず。 

手を放したとさの速度に設定され 
ます。 

可変スピードリ S ッターを解除ずる 

► レバーを®の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを®の方向に押しまず。 

レバーの表示灯®が消灯して、ク 
ルーズコント□ールが操作でさる状 
態にな0まず。 


A 警告 

ブレーキ操作により、可変スピード 
リミッターを解除ずることはできま 
せん。 


Li (下のとさち、可変スピードリミッ 
ターは解除されまず。 

• アクセルペダルを踏んでキックダウ 
ンしたとさ 

このとさは確認音が鳴りまず。 

ただし、設定速度より約 20 km/h 
上低い速度までは、キックダウン 
してち 解除されません。 


エンジンを停止したとを 
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ダイナミック八ンドリングパッケー 
ジ * 

運転状況や走行状況に合わせて、自動 
的にサスペンションの制御を行ない 
ます。 

サスペンションは、主としてじ(下の要 
因に応じて制御されまず。 

• 運転スタイル 

• 路面状況 


• 選択しているサスペンションモード 



► エンジンを始動しまず。 


スポーツモード 


タイヤの路面追従性を向上させ、ス 
ポーテイ性を重視した硬めのサスペン 
シヨン制御になりまず。 

まに、エンジン回転数に応じて、アク 
セルペダルによるエンジンの反応び向 
上します。 

山道での走行など、スポーテイな走行 
をするとをに適していまず。 


スポーツモードを選択ずる 

► スポーツモー ドスイッチ⑤を押し 
て、表示灯®を点灯ごせまず。 

走行モー KOI 36ページ）び S モー 
ドになりまず。 

エンジンを停止ずると、スポーツモー 
ドは解除され、コンフオートモードに 
なりまず。 

コンフオートモード 


快適性を重視したサスペンシヨン制御 
になりまず。 

力ー ブのかない高速道路などを走行ず 
るとさに適していまず。 

コンフォートモードを選択ずる 

► スポーツ モードスイッチ⑤を押し 
て、表示灯のを消灯ごせまず。 

走行モード （M 36ぺージ）び E モー 
ドになりまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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ホールド機能 


坂道での発進や信号待ちをしていると 

をなどに、車び前進まには後退ずるこ 

とを防ぐ機能でず。 

ブレーキ ペダルを踏み続けた0、 パー 

キングブレーキを効かせなくてを、通 

常の路面で、停車しに状態を維持する 

ことびでさまず。 

ホールド機能の作動条件 

ホールド機能は、(下のとをに作動さ 

せることびでさまず。 

. 停車しているとさ 

• エンジンびかかっているとさ、また 
は ECO スター ト/ストップ*によ 
りエンジンび自動的に停止している 
とを 

• 運転席ドアを閉じているとさ（運転 
席の柔員びシートベルトを着用して 
いるとさは、運転席ドアび開いてい 
るときを作動しまず） 

• パーキングブレーキび解除されてい 
るとさ 

• ボンネットの□ックび解除されてい 
ないとさ 

• セレクターレバーび CE 、 HE 、 
fRl のいずれかに入っているとさ 

ホールド機能を作動させる 

► ホールド機能の作動の条件を確認し 
まず。 

► ブレーキペダルを意識的に素早く深 
<踏み込みます。 


A 警告 

ホールド機能が作動しているときは、 
車に ブレーキが かけられています。 
洗車機に入れるとさやけん引などで 
車を動かすときは、ホールド機能を 
解除してください。 



マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にホールド機能表お口のが表おされ 
弓 〇 

※車種や仕様により、ホールド機能表示灯び表 
示される位置は異なりまず。 

表示されないとさは、ブレーキペダル 
をかし戻して、再度意識的に素早 < 深 
<踏み込みまず。 

ホールド機能が作動し、ブレーキぺダ 
ルから足を放してち停車したままにな 
りまず。 

ホールド機能を解除ずる 


■ Ui (下のいずれかの操作をずると、ぶ一 
ルド機能は解除され、ホールド機能表 
お灯©が消口しまず。 

• シフトポジションが EE または 
EE のとさに、アクセルペダルを 
踏んだとさ 

• シフトポジションを [ E にした 
とさ 

• ブレーキ ペダルを再度踏んだとさ 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 警告 

ホールド機能が作動している状態で 
車から降りないでください。 

ホールド機能は、車外か5、または 
運転者し U 外の同乗者が操作した0解 
除しないでください。 

ホールド機能はパーキングブレーキ 
に代わるをのではありません。絶巧 
にパーキングブレーキとして使用し 
ないで < ださい。 

し U 下のとさは、ホールド機能が解除さ 
れ、車び動さだずおそれがありまず。 

• アクセルペダルを踏んだとさや、 
ブレーキペダルを再度踏んだとさ 
• システムまたは電力供給に異常 
(バッテリーあがりなど）がある 
とを 

• バッテ U —の接続が断たれたとき 
エンジンを停止ずるとさや駐車する 
とき、車から離れるときは、必ずホー 
ルド機能を解除し、パーキングブレー 
キを効かせて、セレクターレバーを 
m に入れてください。 

P ぶールド機能を解除したとさは、 
車の動さに十分ミ主意して < ださい。 

Q セレクターレバーを [ E に入れ 
てぶールド機能を解除したときは、 
パーキングブレーキを効かせるかブ 
レーキペダルを踏んで、確実に停車 
して < ださい。 

〇 シフトポジションが CE のとさ 
にアクセルペダルを踏んでち、ホー 
ルド機能は解除されません。 


〇 ぶールド機能が作動して停車して 
いるとさにパーキングブレーキを効 
かせてち、ぶールド機能は解除され 
ません。 

ぶールド機能が作動しているとさに m 

下の操作をずると、マルチファンク 

シヨンディスプレイに " P レンジにシ 

フトしてください" と表示されまず。 

• 運転席の乗員がシートベルトを着用 
していない状態で運転席ドアを開< 
か、運転席ドアを開いて運転席の乗 
員がシートベルトを夕 i したとさ 

• エンジンを停止したとさ （ ECO ス 
タート/ストップ*によりエンジ 
ンが自動的に停止している場合を 
除 <) 

• ボンネットの□ックを解除したとき 

► セレクタ ーレバーを [E に入れ、 
車が動さ出さないよ5にして<だ 
さい。 

ホールド機能が解除されまず。マル 
チフアンクシヨンディスプレイの警 
告^ッセージが 消えまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ホールド機能が作動しているとさに iU 
下の操作をずると、ホーンち鳴りまず。 

• エンジンが停止しているときに、運 
転席の乗員がシートベルトを着用 
していない状態で運転席ドアを開< 
か、運転席ドアを開いて運転席の乗 
員がシートベルトをがしたとさ 

• ボンネットの□ックを解除したとき 

ホーンの音は、ぶールド機能を作動さ 
せたまま車が駐車されたことに対する 
警告でず。 

キーレス 3' —装備車は、ホーンが鳴っ 
ているときにリモコン操作で施錠しよ 
ラとずると、ホーンの音量が上がりま 
す。ホールド機能を解除ずるまでは、 
施錠でさません。 

〇 ホールド機能を作動させたままエ 
ンジンを停止したときは、ホールド 
を解除するまで、エンジンを再始動 
することはでさません。 

ホールド機能を作動させているとさ 
に、システムまたは電力供給に異常 
(バッテ U —あがりなど）が発生した 
ときは、マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに "すぐにブレーキを踏んで< 
ださい" と警告><ッセージが表示され 
ます。このときは、警告><ッセージが 
消えるまで、ブレーキペダルをしっか 
り踏み込んでください。さらにシフト 
ポジシヨンを EP ] にしてホールド機 
能を解除し、パーキングブレーキを効 
かせて確実に停車ずるととちに、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡して <ださし、。 


レーススタート （ C 63 AMG ) 

グリップカの高い路面状況において、 
停車状態から最適な加速力で発進でさ 
る機能でず。 

A 警告 

• レーススタートは、スポーツ八ン 
ドリングモード （> 日日ページ）を 
設定していると さに のみ使用で さ 
ます。ただし、 スポーツ八ン ドリ 
ングモードを設定した とさは、 車 
が横滑りをし始めた0タイヤが空 
転した場合、限られた程度までし 
か、車両操縦性や走行安定性が確 
保されません。 

• レーススター トは、公道し U 外の ヴー 
キットなどでのみ使用して<だ 
さい。また、常に路面や天候の状 
態に合わせて運転して < ださい。 

• レーススタートを使用するとさは、 
可変スピード US ッターを解除し 
てください。巧変スピードリミッ 
ターの設定速度によっては、レー 
ススター h を作動させたとさにエ 
ンジンが停止ずる場をがあります。 
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レーススタートの作動条件 

レーススタートは、 Li (下の状態のとさ 

に使用できまず。 

• 運転席ドアが閉じているとさ 

• エンジンがかかっていて、油温が約 
80でじ(上のとき0172ページ） 

• パーキングブレーキが解除されてい 
るとさ 

• スポーツ 八ンドリングモードを設定 
しているとさ 

• ステア U ングが直進状態のとさ 

• ブレーキペダルを確実に踏んだ状 
態で、車が完全に停止していると 
さ（ブレーキペダルは左足で踏ん 
で < ださい） 

• シフトポジションが CE のとさ 

レーススタートを使用ずる 


► ブレーキ ペダルを左足で踏み、その 
まま保持します。 



► レーススター ト表示口®が点灯ず 
るまで、走行モード選択ダイヤル 
© を時計回りにまわしまず。 

マルチファンクシヨンディスプレイ 
に "RACE START 確認：も側パドル 
中断：左側パドル" と表示されます。 

〇 レーススタートの作動条件に合わ 
ない操作を行なラと、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに "RACE 
START 使用でさません取扱説明書 
を参照" と表示され、レーススター 
卜は解除されまず。 

► ち側のパドルを引さまず。 

マルチファンクシヨンディスフレ 
イに "RACE START 使用できまず 
アクセルを踏んで下さい" と表おさ 
れます。 

〇 左側のパドルを引 < と、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
"RACE START 中断されました" と 
表示され、レーススタートは解除 
されます。 

〇 ち側のパドルを引いてから約2秒 
1；(内にアクセルペダルを踏み込ま 
ないと、ファンクシヨンディスフ 
レイに "RACE START 中断されまし 
た" と表示され、レーススタートが 
解除される場合がありまず。 
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► ち足でアクセルペダルをいっぱいま 
で踏み込みまず。 

エンジン回転数が約4,00日回転ま 
で上が0まず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "RACE START スタートずるには 
ブレーキを離して下さい" と表示さ 
れます。 

〇 アクセルペダルをいっぱいまで踏 
み込んでから、約7秒し U 巧にブレー 
キペダルから足を放さなか ったとき 
は、フアンクシヨンディスプレイに 
"RACE START 中断されました" と 
表示ごれ、レーススタートは解除さ 
れます。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込んだまま、左足をブレーキペダル 
から放しまず。 

最適な加速力で発進しまず。また、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
には "RACE START オン" と表おさ 
れます。 

レーススタートは、走行速度び約 
50km/h になると自動的に解除され 
ます。まに、走行モードは S + モード 
に設定され、スポーツ八ンドリング 
モードは維持されまず。 

〇 レーススタートの作動中にアクセ 
ルペダルをゆるめるか、レースス 
夕ートの作動条件（[>187ページ） 
に合わない操作を行な5と、ファ 
ンクシヨンディスプレイに "RACE 
START 使用できません取扱説明書 
を参照" または "RACE START 中断 
されました" と表示され、レースス 
タートは解除されまず。 


〇 短時間の5ちにレーススタートを 
繰り返して使用したとさは、レー 
ススタートび使用できなくなるこ 
とびありまず。ある程度の距離を 
走行すると、再度使用でさるよラ 
になりまず。 


パークト□ニック* 

A 警告 

バークト□ニックは運転ちを支援す 
るシステムでず。運転者はバークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認して < ださい。 


A 警告 

車の周辺に人や動物びいないことを 
確認してください。 

パークト□ニックは、超音波センサー 
による電子式駐車補助システムでず。 
車両と障害物との距離を視覚的、聴覚 
的に示しまず。 

パークト□ニックは、じ(下のとさに自 
動的に作動しまず。 

• イグニッション位置び2のとを 

• シフトポジションび EE、HE、 
rm のいずれかのとを 

• パーキングブレーキび解除されてい 
るとを 
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パーク ト □ニックは、 走行速度が約 
18 km / hii (下のときに作動しまず。 
走行速度が約1 8 km / h 政上になると 
作動を停止します。 

フ□ントバンパーの6個のセンサーと 
リアノ（ンノ（一の4個のセンサーが障害 
物などを感知しまず。 


パークト□ニックセンヴー 



①センサー（フ□ントバンパー左側の例) 


P センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着した状態のとさは、赤色 
インジケーターだけび点灯して、約 
20秒後にパークト□ニックび停止 
することびありまず。センサーに 
損傷をちえないよラま意して、定期 
的に清掃してください（>282ぺ一 
ジ）。 


センサーの検知節囲 



上方か S 見た検巧範ほ 

フ□ントバン A’一 ①センサー 


センター部 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー部 

約 60 cm 〜1日 cm 

リアバンパー 

•のセンサー 

センター部 

約1 20 cm 〜 20 cm 


コーナー部約 80 cm 〜1 5 cm 
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P バンパーのセンター部で約 20 cm 
し U 内、コーナー部で約1 5 cm な_巧 
にある障害物は検知でさません。 

P センサーの周辺にアクセサ U —な 
どを取0付けないで< ださい。パー 
クト□ニックび正常に作動せず、車 
を損傷したり事故につなびるおそれ 
びありまず。 

P 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるをのに十分ま意してく 
ださい。これらび至近距離内にある 
とさ、状況によっては、センサーび 
これらを検知せず、車や物を損傷ず 
るおそれびありまず。 

P センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を検知しないことびあり 
まず。 

P 不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正しく作動 
しないことびありまず。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正常に作動しないこ 
とびありまず。 

P 温度や湿度び高いとさや超音波や 
低周波を発生させる機器び車の近 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。 

P 路面び平坦でないとさは、パーク 
卜□ニックは正常に作動しないこと 
びありまず。 


インジケーター/作動表示な 



フ□ント 

①左側ィンジケーター 
⑤ち側ィンジケーター 
⑤フ□ント作動表示な 



1」ァ 

® 左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
® u ア作動表示灯 

パーク ト □ニックの インジケーター/ 
作動表示灯は、フ□ントはダッシュ 
ボード上の図の位置、 U アは後席の 
ルーフライニングにありまず。 
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検知範囲に障害物び入ったとき 

黄色インジケーターび1個点灯し 
ます。 

障害物との距離び近<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていをます。 

障害物との距離び近くなったとを 

黄色インジケーターに加えて1個目の 
赤色インジケーターび点灯し、警告音 
び断続的に約2秒間鳴りまず。 

最短検知お離（約20〜1 5 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加えて 
2個目のホ色インジケーターび点灯し、 
警告音び連続的に約2秒間鳴りまず。 

八ークト□ニックの作動 


パークト□ニックは、シフトポジシヨ 
ンに応じて、じ(下のように作動しまず。 

シフトポジ作動内容 

シヨン 

r D~i フ□ントのセンサー 

び作動し、 フ□ント 
の作動表示灯び点灯 
します。 

r RlfNl フ□ントと u アのセ 
ンサーび作動し、フ 
□ントと U アの作動 
表示灯び点灯しまず。 

rP I パークト□ニックは 

作動しません。 

〇イ グニッシヨン位置を2にずると、 
すべてのインジケーターと作動表示 
灯び一瞬点灯しまず。 


パークト□ニックの機能の解除 



①表示な 

@パークト□ニックオフスイッチ 


パークト□ニックの機能を解除でさ 
まず。 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

► イグニッシヨン位置び2のとさに、 
パークト□ニックオフスイッチ® 
を押します。 

スイッチの表示灯のび点灯しまず。 

パークト□ニックを作動させる 

►パークト□ニックオフスイッチ® 
を押しまず。 

スイッチの表示灯のび消灯しまず。 
〇 パークト□ニックオフスイッチで 
パークト□ニックを停止してを、な 
にイグニッシヨン位置を2にして 
パーキングブレーキを解除したと 
を、パークト□ニックは自動的に作 
動します。 
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パーク ト □ニックの トラブル 


トラブル 


パークト□ニックの 
ホ色インジケーター 
だけび点打して約2 
秒間警告音び鳴り、 
約20秒後にパークト 
□ニックの機能び解 
除され、パークト〇 
ニックオフスイッチ 
の表示た了び点なした。 


パークト□ニックの 
ホ色インジケーター 
だけび点なし、約20 
秒後にパークト □ 
ニックの機能び解除 
された。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックの故障のため、機能び觸除されている。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定サービスエ場で 
パークト□ニックの点検を黃けてください。 


パークト□ニックセンサーび巧れているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃して<ださい（1>282ページ）。 
►再度、イグニッション位置を2にしてくださし、。 

外部の電波や超音波の干渉などにより、機能び解除されている。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください（1>191ぺ- 
ジ）。 
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パーキングガイダンス機能* 

パーキングガイダンス機能は、超音波 
センサーによる電モ式駐車補助シス 
テムです。 

超音波は車両両側の道路の計測に使用 
されます。適切な駐車スペースは駐車 
マークで 示されます。 

駐車するときは、ステアリング操作の 
指示ち表示されます。 

パークト□ニックち併せて利用でさま 
す （>188 ページ）。 

A 警告 

• パーキングガイダンス機能は運転 
操作を補助ずるシステムであり、 
駐車禁止の場所や、私道、駐車に 
適さない路面など、駐車に適さな 
い駐車スペースに誘導することが 
お0ます。 

• パーキングガイダンス機能は駐車 
スペースを通過してから測定しま 
ず。例えば、駐車スペースの前後 
に駐車している車両の位置が変 
わったり、駐車スペースに障害物 
が入った場合など、駐車スペース 
が変わった場合は測定でさません。 

• パーキングガイダンス機能は運転 
者の注意に対ずる責任を軽減させ 
るをのではありません。パーキン 
グガイダンス機能だけに頼ると、 
事故の原因になったり、運転者や 
他の人がけがをするおそれがあり 
まず。 

• 安全に対する責任は、常に運転者 
にあります。駐車するとさや車を 
移動するとさは、周囲の状況に注 
意してください。 


A 警告 

駐車スペースを計測しているとさは、 
パーキングガイダンス機能の検知範 
囲外の高さにある障害物は検知され 
ません。例えば、突き出している荷 
物や車両後部、積載用ス□ープなど 
は、システムが駐車手順を計算ずる 
と量に考慮されません。状況によつ 
ては、パーキングガイダンス機能が 
指示ずるステア U ング操船のタイミ 
ングが早ずざることがあるため、衝 
突するおそれがあります。このよラ 
な状況では、パーキングガイダンス 
機能は使用しないでください。 


A 警告 

車の周辺に人や動物がいないことを 
確認して<ださい。人や動物がけが 
をずるおそれがあります。 

パークト□こツクを停止しているとさ 
は、パーキングガイダンス機能ち使用 
でさません。 

駐車スペースが liTF のよ5なとさに、 
パーキングガイダンス機能を使用し 
て < ださい。 

• 走行ずる方向と平行なとさ 
• カーブしていない直線道路のとさ 

• 歩道がの舗装路面など、道路と駐 
車スペースが同じ高さのとさ。パー 
キングガイダンス機能は平坦な縁石 
を検知しないことがありまず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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駐車時のま意 

• 狭い道では、でさるだけ駐車スペー 
スの近<を通過して走行して<だ 
さい。 

• 駐車スペース内にごみが落ちていた 
り、草が生い茂ってたり、トレー 
ラーけん弓I部が突さ出ている場合な 
どは、正しく見分けられなかったり、 
検知でさないことがありまず。 

• 雪や激しい雨によ0、正し<計測さ 
れていない駐車スペースに誘導ずる 
ことがありまず。 

• 駐車操作を行なっている間は、パー 
クト□ニックの警告にま意して<だ 
さい（>190ページ）。 

• 車両からはみ出た荷物を運搬してい 
るとさは、パーキングガイダンス機 
能を使用しないで < ださい。 

• スノー チェーン や応急用スペアタイ 
ヤを装着しているとさは、決して 
ノ（ーキングガイダンス機能を使用し 
ないで < ださい。 

• タイヤの空気圧が常に適正であるこ 
とを確認してください。ステアリン 
グ操作の指示に影響しまず。 


• 駐車スペースに車両を停める方法 
は、例えば、車両の前後に停車して 
いる車両の位置やお、場所の状態な 
ど、色々な要因により影響を受けま 
す。場合により、パーキングガイタ' 
ンス機能は駐車スペースからかなり 
離れていたり、十分に離れていない 
場所に誘導することがありまず。ま 
た、パーキングガイダンス機能の指 
示通りに操作ずると、縁石をまたい 
だり縁石に乗り上げることちありま 
ずので、車両が縁石にかかる前に駐 
車操作を中止して < ださい。 

Q 縁石がある場所で使用ずるとさ 
は、ぶイールやタイヤ、ボディなど 
が縁石と接触しないよラにミ主意して 
<ださい。 

Q 縁石などの障害物が避けられない 
とさは、駐車操作を中止して<ださ 
し、。す、イールやタイヤ、ボディなど 
を損傷するおそれがありまず。やむ 
を得ず障害物を乗り越えるとさは、 
できるだけ垂直に近い角度からゆつ 
くりと乗り越えてください。 
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駐車スぺースの検知 



© 左側に駐車スペースび検巧されたとき 
® バーキングガイダンスマーク 
⑤ち側に駐車スペースび検巧されたとさ 


パーキングガイダンス機能は、走行速 
度び約 35 km / hLU 下で前進している 
ときに自動的に作動しまず。 

作動中は、システムび車両の両側の駐 
車スペースを検知し、測定しまず。走 
行速度び約 30 km / h し i (下のときは、 
メーターパネルにパーキングガイダン 
スマーク②び表示されまず。 

駐車スペースを検知ずると、左側を指 
す S ち®またはち側を指ず S 角⑤び 
表示されます。通常では、パーキング 
ガイダンス機能は助手席側のみの駐車 
スペースを表示しまず。運転席側の方 
向指お灯を作動させるとすぐに、運転 
席側の駐車スペースを表示しまず。運 
転席側に駐車ずるとさは、シフトポジ 
シヨンを CE にずるまで、方向指示 
灯を作動ごせにままにしてください。 

パーキングガイダンス機能は、(下の 
とさにのみ駐車スペースを検知しまず。 

• 走行する方向と平行なとを 

• かなくとを約1 .5 m し：■(上の幅びある 
とさ 


• 車両の全長よりを約 1.3 ml ； ■(上長い 
とさ 

駐車スペースの表示は、駐車スペース 

を通0週ざてから約 15 m 離れるまで 

表示されまず。 

駐車ずる 
A 警告 

• バーク ト □ニックとバーキン グガ 
イダンス機能は運転操作を補助ず 
るシステムであり、ずべての障害 
物を検巧するわけではありません。 
運転をのを意に巧ずる責任を軽ミ咸 
ずるちのではあ0ません。 

• 駐車するとさや車を移動ずるとさ 
は、周囲の状況にミ主意してくださ 
し、運転ちや他の人びけびをする 
おそれびあ D まず。 

► 希望ずる場所の駐車スペースマーク 
びマルチフアンクションディスフレ 
イに表示されたときは、停車しまず。 

► シフトポジションを CE にしまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
に" 車両周辺のま全を確認して< 
ださい 0 K ボタンで確認" と表示さ 
れまず。 

► メッセージを確認したら、ステア U 
ングの应のスイッチを押しまず。 

マルチフアンクションディスプレイ 
にノ（ーキングガイダンス機能画面び 
表示されます。 

駐車スペースからの距離によって 
は、マルチフアンクションディスフ 
レイに "後退してください" と表示 
されます。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "後退してください" と表示され 
たときは、確認音が聞こえるまで後 
退しまず。 

このとさは、後方を示ず矢印が表示 
されます。 

ステア U ングをまわず位置に達ずる 
と、矢印がずベて白色になりまず。 
その後、マルチフアンクシヨンディ 
スプレイに "八ンドルを左にまわ 
してください" または "八ンドルを 
ちにまねしてください" と表示され 
ます。 



駐車スペースまで後退ずる 

►ステアリング角度を保ったまま、注 
意して後退しまず。 

►警告音が聞こえたら、ずみやかに停 
車しまず。 

車両の位置が、ステア U ングを反対 
方向にまわす位置になりまず。 

このとさ、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに "八ン ドルをちに 
まねして< ださい" または "八ン ド 
ルを左にまわして< ださい" と表 
示されます。 

ステアリングを反巧方向にまわず 

►停車した状態で、矢印がずベて白 
色になって警告音が鳴るまで、表 
示された方向にステア U ングをま 
わします。 

適切なステア U ング角度になると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 後退して< ださい" と表示され 
ます。 


停車した状態で、矢印がずベて白 
色になって警告音が鳴るまで、表 
示された方向にステア U ングをま 
わします。 

適切なステアリング角度になると、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" 後退してください" と表示され 
ます。 


駐車スペース内に後退ずる 

► ステア U ング角度を保ったまま、 
意して後退しまず。 




警告音が聞こえ、遅< とちパークト 
□ニック の警告音が連続的に鳴つた 
らずみやかに停車しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に "パーキングガイダンス終了し 
ました" と表示され、確認音が鳴り 
ます。 
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► マルチフアンクションディスプレイ 
に位置修正の指示び表示されたら、 
反対方向にステア U ングをまわし、 
シフトポジションを変更しまず。 

►必要に応じて、車両を移動して<だ 
ごい。 

► 常にパークト□ニックの警告にま意 
してください （>190 ページ）。 

パーキングガイダンス機能の中止 

► センターコンソールのパークト〇 
ニックオフスイッチを押しまず 
(0191 ページ)。 

ノ くーキングガイダンス機能びただち 
に中止され、パークト□ニックび停 
止します。 

駐車スペースへの誘導びでさない場合 
や誤作動び発生した場合は、パーキン 
グガイダンス機能は自動的に停止しま 
す。このとをは、駐車スペースマーク 
の表示び消えて警告音び鳴り、マルチ 
フアンクションディスプレイに "パー 
キングガイダンス中止しました" と 
し、5警告メッセージび表示されまず。 


パーキングアシスト U アビューカ 
メラ _ 

パーキングアシスト U アビユーカメラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムでず。 

A 警告 

パーキングガイダンス機能* 0193 
ページを作動させているときにパー 
キングアシスト U アビューカ^ラを 
使用ずるとさは、パーキングアシスト 
U アビューカメラを後退駐車モード 
にしてください。パーキングアシス 
卜I」アビューカ^ラを縦列駐車モー 
ドにしていると音声案内が行なわれ 
るため、操作を誤り、事故につなが 
るおそれがあります。 

A 警告 

車の周辺に人や動物がいないことを 
確認してください。 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 
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A 警告 

リアビューカメラは運転の補助を行 
なラ装備です。状況によっては、障害 
物が歪んで表示されたり、正しく表 
示されなかったり、まったく表示さ 
れないおそれがあ0ます。 U アビュー 
力^ラは、運転者の不注意を補ラち 
のではありません。下のものは、 
リアビューカ^ラに表示されないこ 
とがおりまず。 

• リアバンパーのすぐ近くにあるちの 
• リアバンパーの下方にあるち)の 
• トランクのおくにあるもの 

リアビューカ^ラ使用時の安全確保 
や危険回避については、運転者に全 
責任があ0ます。 U アビューカ;ラ 
を使用ずる際を、常に車両の周囲に 
ミ主意をもってください。 

絶対に COMAND ディスプレイの映 
像だけを見て後退や車庫入れなどを 
しないでください。必ず自分の目や 
S ラーで後方や周囲の安全を直接確 
認してください。 


じ(下のときは、 U アビューカ^ラが 
正常に作動しなかったり、機能が制 
限されるおそれがありまず。 

• トランクが完全に閉じていないとさ 
• 激しい雨や雪が降っているとさや 
霧のとさ 

• 夜間や暗い場所にいるとさ 
• 力^ラにへッドライトや日光の反 
射などの強い光が直接当たったと 
を（映像に白い縦線が入ることが 
あります） 

• 壺光灯の下で使用するとき（映像 
にちらつさが出ることがあ0ます） 

• 急激な温度変化があったとさ（寒 
冷時に暖房されたガレージに入っ 
たとさや力^ラに冷水や温水がか 
かったとさなど） 

• 力^ラが巧れていたり、付着物が 
おるとさ 

. 車の後部を損傷したとさ 

車の後部を損傷したとさは、^ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で力;>< ラ位置の点検と調整を巧 
なって < ださい。 

上記のよラな場合は、 U アビューカ 
ラを使用して後退操作を行なわな 
いでください。人や他の車、障害物 
に衝突したり、事故につながるおそ 
れがありまず。 
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y 後退駐車まには縦列駐車をしてい 
るときに、 COMAND システムの他 
の機能を作動ごせると、パーキング 
アシスト U アビユーカメラの映像び 
中断されます。 

〇必ず指定されにサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
し U がのホイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずおそれ 
びありまず。 

P カメラの周囲に強い衝撃を与えな 
し、でください。故障の原因になり 
ます。 

〇柔員人数や荷物の積載量びを<車 
両びミ尤み込んだ0傾いた0している 
場合は、画面に表示されているガイ 
ドラインに誤差び生じまず。必ず自 
分の目や S ラーで後方や周囲の安全 
を直接確認してください。 

〇ガイドラインび表示されないなど 
故障のおそれびあるとさは、メルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場にお 
たずね < ださい。 

P し U 下のよラな場合はシステムを使 
用しないで < ださい。 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤびス U ップしやずいとさ 

• あ道やカーブなどの平坦または 
直線でない道路 


カメラの位置 



のカメラ 


カメラのは、トランク八ンドルのち 
側に装備されていまず。 


COMAND ディスプレイの映像 



後退駐車モードの映像 
の予想進路ガイドライン（黄色) 


@4.0171 ガイドライン（黄色） 

⑤1.0 m ガイドライン（黄色） 

④0.25 m ガイドライン（ホ色） 

COMAND ディスプレイに映し出され 
る映像は、 ルーム S ラー やドア S ラー 
で見るのと同じ左ちを反転させた鏡像 
となりまず。 
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A 警告 

ま全のため、ガイドラインの色の識 
別び困難なちは、バーキングアシス 
卜1」アビューカメラを使用しないで 
ください。 

P 後方に駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、デイスフ 
レイの映像では実際よりを遠くにあ 
るように見えまず。ガイドラインだ 
けでお離を判断せず、必ず周囲の状 
況を直接確認してください。 

〇障害物に向ひって後退していると 
きは、障害物び 0.25m ガイドライ 
ン®を越えないよ5にま意してく 
ださい。障害物によっては、 0.25m 
ガイドライン④まで後退ずるし U 前 
に衝突ずるおそれびありまず。 

〇ステア U ングをまわしなびら後退 
するとをは、車のフ□ント部び化の 
車や障害物に接触しないよラにミ主意 
して < ださい。 

〇路面に接していない障害物や上方 
の空間にある障害物はガイドライン 
内になくてを接触ずる可能性びあり 
ます。十分にミ主意して < ださし、。 


〇 トランクが開いていたり、完全に 
閉じていない状態でセレクターレ 
パーを EE に入れたとさや、パー 
キングアシスト U アビューカラ作 
動中にトランクを開いたとさは、ガ 
イドラインは表示されません。この 
ときは COMAND ディスプレイに 
II トランクが開いていまずパーキン 
グアシストを中止しまず。" と数秒 
間表示されまず。 

〇 セレクターレバーを EE から 
EE に入れにとさは、数秒間パー 
キングアシスト1」アビューカメラの 
映像び COMAND ディスプレイに 
表示されまず。 

〇 パーキングアシスト1」アビュー 
カメラを作動させているとさに、 
COMAND システムの他の機能を作 
動させると、パーキングアシスト 
1」アビューカメラの映像び中断さ 
れまず。 

後退駐車モード 


駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車ずるとさに、画面表示で後退操作 
を補助するモードでず。 

後退駐車モードにずる 

► COMAND システムをオンにしまず。 

►セレクターレバーを EE に入れ 
ます。 


B を邸6恒冊 


COMAND ディスプレイに後方の映 
像が表示されまず。 
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■« で W じ —-の 


①後退駐車アイコン 


► I な— I び表示されていないときは、 
後退駐車アイコンご3①を選択 
して、 COMAND コント□—ラーを押 
します。 



R4 ■=*V 


► 後退駐車時のガイドラインび表おさ 
れます。 

〇 " 戻る"を選がして COMAND コ 
ント□ーラーを押ずと、パーキング 
アシスト1」アビューカメラの映像び 
消え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト1」アビューカメ 
ラの映像を再度表示ごせるには、セ 
レクターレバーを CE じ(がの位置 
に入れて、再度 CE に入れまず。 


ステア IJ ングをまねさないで、まつず 
ぐ後退駐車ずる 



の COMAND ディスプレイ表示の例 
⑤©び表示されているときの自車位置 

►周囲にま意しなびら、まっすぐ後退 
します。 

〇ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などびな 
し、ことを確認してください。 


ステア IJ ングをまわしなび5、後退駐 
車ずる 



の COMAND ディスプレイ表示の例 
⑤©び表示されているときの自車位置 
⑤直進ガイドライン（青色） 

©予想進路ガイドライン（黄色） 


I 

























202 


走行装備 


► 予想進路ガイドライン④び駐車ス 
ペースのなかに収まるようにステア 
1」ングをまわしなびら、ま意して後 
退します。 

►直進ガイドライン⑤び、駐車しよ 
ラとしているスペースと平行になっ 
たら、ステア U ングを直進位置に戻 
して、後退してください。 

P ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などびな 
いことを確認してください。 

〇ステア U ングをまわして予想進路 
ガイドライン④の位置を調整して 
を、予想進路ガイドライン巧に障 
害物び入ってしまう場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
には駐車しないでください。 

縦列駐車モード 

路上の駐車スペースなどに縦列駐車ず 

るとさに、画面表示と音声案巧で後退 

操作を捕助するモードでず。 

縦列駐車ずる 


©- 

酔の 

©- 

圓 


①自車 

@駐車スペース前方の駐車車両 
⑤駐車スペース 


► 駐車スペース前方の駐車車両③か 
ら約1 m 間隔を空けて平行に、駐車 
車両⑤の前端から自車び約半分ほ 
ど前に出た位置で、停車しまず。ス 
テア U ングは直進状態にしまず。 

〇 駐車スペース⑤の前方に駐車車 
両びないとさは、後退駐車モードで 
，駐車ずることをお勧めしまず。 

► COMAND システムをオンにしまず。 

►セレクターレバーを CE に入れ 
まず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 



©縦列駐車アイコン 


1 1 、. 


] び表おごれていないと 


きは、縦列駐車アイコン I 


④を選択して、 COMAND コント□— 
ラーを ホ甲しまず。 
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► 縦列駐車モードのガイドラインび表 
示されます。 

〇" 戻る"を選がして、 COMAND コ 
ント□ーラーを押ずと、パーキング 
アシスト1」アビューカメラの映像び 
消え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト1」アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、セ 
レクターレバーを CE じ(がの位置 
に入れて、再度巧1に人れます。 



( D 駐車スペース前方の駐車車両 
⑤垂直ガイドライン 


► 垂直ガイドライン⑤び、駐車スペー 
ス前方の駐車車両 ⑤ の後端に合5 
までステア1」ングをまねさずに後退 
します。 

► 垂直ガイドライン®が駐車車両の 
後端に合ったら、停車しまず。 

〇垂直ガイドライン⑤び駐車車両 
⑤の後端から外れていると、正し 
し、位置に駐車でさません。 



©駐車位置ガイドライン 


► 垂直ガイドライン⑤び表おされて 
からしばらくずると、駐車位置ガイ 
ドライン®び表示されまず。 



©駐車位置ガイドライン（道路側) 
® 駐車位置ガイドライン（縁石側) 


► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）⑦び駐車車両の夕 
イヤの接地面に接ずるまで、ステア 
1」ングをまわしまず。また、このと 
さ駐車位置ガイドライン（縁石側） 
④び、駐車 スペースの 前後の車両 
や道路の縁石、巧や電柱など道路協 
の障害物にかかっていないことを確 
言忍します。 


I 
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P 駐車位置ガイドライン（道路側） 
©び駐車車両のタイヤ部分に交 
わってし''ると、正しし''位置に駐車ず 
ることがでさません。 

P 駐車位置ガイドライン（縁石側） 
④び正しい位置に合っていること 
を確認してください。正しい位置に 
合わせないまま後退ずると、駐車車 
両や障害物に衝突ずるおそれびあり 
まず。 

P ステア U ングをまねして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）④の位置 
を調整してを、駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）内に駐車車両や障害物 
び入ってしまラ場合は、駐車スペー 
スび狭ずざまず。そのスペースには 
駐車しないでください。 

P ステア1」ングをまねしずざたとさ 
は "ステア 1」ングをまねしずざてい 
ますステア U ングを戻してくださ 
し、" と表示されまず。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）④ 
を正しい位置に合わせたら、ステア 
1」ングはそのままで、ゆっくりと後 
退します。 

►後退をはじめると、画面から垂直ガ 
イドライン⑤、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）①、駐車位置ガイド 
ライン（縁石側）④び消えまず。 

P 周囲のま全を確認しなびら、ゆつ 
<り後退して < ださい。 


下のとさはガイドび中止され 
9 〇 

• セレクターレバーを EE じ(外の 
位置に入れたとさ 

•" 戻る"、またはを選がし 
たとさ 

• C 0 MAND コント〇— フー横の 

を押したとを 

• C 0 MAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

• ステア U ングを操作したとき 

〇後退ずるとをは必ず周囲の状況を 
直接確認して < ださい。特に車の 
フ□ント部び人や他の車、障害物 
などに衝突しないよ5にま意して 
<ださい。 

〇後退をはじめた後は、ステア1」ン 
グをまわさないで<ださい。ステ 
ア U ングをまわずとガイドび中止さ 
れ、" ステア U ングの位置び変わり 
ましたパーキングアシストを中止 
しまず。 II と表示されまず。 

〇ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおして < だ 
さい。 



® ステア U ング角度ガイドライン 
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►ゆっくり後退をはじめると、ステア 
U ング角度ガイドライン®び表示 
されます。 

縁石などの駐車スペースの縁に、ス 
テア U ング角度ガイドライン®び 
合ラまでステア U ングをまわさない 
で、そのままゆっくり後退しまず。 

► ステア U ング角度ガイドライン® 
び正しい位置に合ったら、停車し 
ます。 



颇直進ガイドライン（青色） 

® 予想進路ガイドライン（黄色) 


► ステア1」ングを反対方向にいっぱい 
までまわします。 

直進ガイドライン⑩と予想進路ガ 
イドライン®び表示されまず。 

► 予想進路ガイドライン®び縁石な 
どの駐車スペースの縁と接ずるまで 
ゆっくり後退しまず。 

〇後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに衝 
突しないよラにミ主意してください。 

►車び、駐車しよラとしているスペー 
スと平行になったら、 ステアリング 
を直進位置に戻しまず。 


A ’ー キンクアシストリアビユーカメラ 
の設定 

► COMAND コント□ールパネルの 
© ボタンを押しまず。 

または 

► アプ U ケーシヨンェ U アの "システム II 
を選択します。 

設定基本画面になりまず。 



► "設定" 一" U アビュー カメラ" を 
選択しまず。 


圃■化 
■—RUSS 

かピューおけ _ 

/ Lj 〜 nap 
■№ 1 "抽 h か 

データイ:^ポーエロユポ ー h 
リセか 


A ’ー キングアシスト IJ アビューカメラ 
の起動設定 

► " 1」バース連動" を選択しまず。 

COMAND コント□ーラーを押ずた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークび表示/消去されまず。 



I 
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1.1 ■: n - f ：/ ^ 

■ルトス*か 

; 广’- . 

み ぶ:。 巧-パ 女の が 5 

1こ 例 

ィ HR 


チェック 
マーク 

設定内容 

表示 

セレクターレバーを 
質に入れると、ノ（一 
キングアシスト1」ア 
ビューカメラび自動的 
にお動しまず。 

ミ肖去 

パーキングアシスト U 
アビューカ ラは起動 
しません。 


〇イ グニッション位置を0にしたり、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
を、設定内容は記憶されまず。 


A °— キングアシストリアビューカメラ 
の音声案内設定 

► II 音声案内" を選択しまず。 

COMAND コント□ーラーを押ずた 
びに、左側のボックスのチェック 
マークび表示/消去されまず。 



チェック 
マーク 

設定内容 

表示 

音声案内が行なわれ 
ます。 

消-去 

音声案内は行なわれ 
ません。 

〇 音声ガイドの音量は 、ステアリ 

ングの1 + II 

一 1スイッチ、または 

COMAND コント□ールパネルの音 


量調整ダイヤルで調整でさまず。 
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アテンションアシスト 

アテンションアシストは、高速道路や 
幅の広い道路を走行するとさなど、長 
時間にわたり変化のかない運転を行 
なっているとさに運転者を補助ずるシ 
ステムです。 

アテンションアシストは、約 80 km/h 
〜約18日 km / h で走行しているときに 
作動します。運転者の運転スタイルや 
運転時間などから、運転者の疲労やま 
意力の低下の典型的な兆候を検知した 
とさに警告を行ない、化憩を促しまず。 

《上記は、車両の機能の説日月でず。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

A 警告 

アテンションアシストは、お<まで 
運乾者の補助のみを行なラをのであ 
り、疲労やミ主意力低下に対する警告 
が遅れたり、まったく警告が行なわ 
れないことがあります。また、十分 
な休息をして集中力のある運転者の 
代わりになるをのではありません。 
疲労により、危険な状況の認知が非 
常に遅れたり、また、状況の判断を 
誤ったり、反応が遅れることがあり 
まず。運転前が運転中は運転者自身 
で疲労の度合いを認識して<ださい。 
運乾が長時間にわたるとさは、適時 
かつ定期的に休憩を取って<ださい。 
危険を認知することがでさず、事故 
を起こした0、運転者や他の人がけ 
がをするおそれがあ0ます。 


アテンションアシストは、 UTF のよラ 

な状況を考慮して、運転者の疲労やま 

意力低下を判断しまず。 

• ステアリング操作などの運転スタ 
イル 

• 時刻や運転時間などの運転状況 

UTF のよラなときは、アテンションア 

シストの機能が制限され、警告が遅れ 

たり、警告がまった<行なわれないこ 

とがあります。 

• 大さな凹凸や巧があるなど、道路状 
況が悪いとさ 

• 横風が強いとさ 

• スピードを出してカーブを巧がって 
いるとさや急加速で運転していると 
さなど、非常にスポーティな運転を 
行なっているとき 

•約8日 km/h (下や約1 80 km / h 政 
上の速度で走行していることが多い 
とさ 

%上記は、車両の機能の説日月でず。公道を走行 
ずる隙は、必ず法定速度や制限速度を遵守し 
て < ださい。 

• COMAND システムを操作している 
とさや COMAND システムの電話 
機能で通話しているとさ 

• 時刻の設定が正し<ないとさ 

• 車線を変えたり走行速度を変える 
など、絶えず運転状況に変化があ 
るとさ 
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アテンションアシストの設定と解除 

アテンションアシストの設定と解除は 
マルチフアンクションディスプレイで 
行ないまず（[>161ページ）。 

アテンションアシストが設定されてい 
るときは、マルチフアンクションディ 
スプレイにアテンションアシストマー 
ク①が表示されまず。 


アテンションアシストの警告 

アテンションアシストが設定されてい 
てち、運転を開始してから約20分 
内は警告は行なわれません。 

警告が行なわれると断続的な警告音と 
ともに、マルチフアンクションディス 
プレイに "アテンションアシスト休 
憩して<ださい" と表示されまず。 

このとさは 

►必要であれば、イ木憩を取って< だ 
さい。 

► 应のを押しまず。 


長時間の運転では、適切な化息をする 
ために、適時かつ定期的な化憩を設け 
て < ださい。休憩ずることな < 運転 
を続け、運転者の疲労やま意力の低 
下の典型的な兆候を検知したとさは、 
約15分経過 iU 降に再度警告を行ない 
cf'' y 〇 

UTF の操作を行なラと、アテンション 
アシストは U セツトされまず。 

• エンジンを停止したとき 

• 運転を交代したり休憩を取るなど 
で、運転者がシートベルトをがして、 
運転席ドアを開いたとさ 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の乂 ッセージが 消えまず。 






エアコンデイシヨナー 



エアコンディショナーは、設定温度や 
列気温度などに応じて、送風量や送風 
口の組みをわせなどを自動的に調整 
し、車内の温度や湿度などを快適な状 
態に保ちまず。 

9環境 

• エアコンディショナーの冷媒には、 
新;令媒 R 134 a を使用していまず。 

• 地球環境を保護ずるため、フ□ン 
ガスを大気放出することは法律で 
禁止されていまず。また、ずべて 
の自動車オーナーは、フ□ンガス 
が適切に処理されるよラに努めな 
ければな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充や交換、廃棄などは、必ずメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。 


A 警告 

エアコンディショナーの設定は、 

降の説明に従って正しく行なってく 
ださい。ウインドウが曇って事故を 
起こずおそれがあります。 

〇 が気温度が高いとさは、エアコン 
ディショナーを作動させる前に換気 
をしてください。リモコン操作で車 
外からドアウインドウとパノラミツ 
クスライディングルーフ*を開く 
と、短時間で換気でさます(>119 
ページ)。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されます。水分が排出されてち、故 
障ではありません。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


〇 エアコンディショナーの機能や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせがありまず。 

〇 エアコンディショナーのフィル 
ター類は定期的な交換が必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なりまず。フィルター類が目づ 
まりを起こしていると送風量が減 
ることがありまず。 


エアコンディシヨナー作動表示 


3が 




Wnup ， 

肝 




22 'C 

»3 V 

19 C 


COMAND システムがオンのとさ、エ 
アコンディショナーの一部のスイツチ 
やダイヤルを操作ずると 、 COMAND 
ディスプレイ下部に、エアコンディ 
ショナーの主な作動内容が数秒間表お 
されまず。 

エアコンディショナー作動表示を消ず 

► COMAND コント□ーラーを操作し 
まず。 

または 

► COMAND コント□ールパネルの 
臣司ボタン、コント□ーラーち側 
の [ Z ] スイツチ、コントローラー 
左側の S スイツチを押しまず。 

《 COMAND ディスプレイの表ち巧容によって 
は、エアコンディショナー作動表示び表おさ 
れないことびあります。 
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①設定温度調整ダイヤル（左側） 

⑦内気循環スイッチ 

⑤デフ□スタースイッチ 

④送風□選択スイッチ 

⑤独立温度設定スイッチ 

® 送風量調整スイッチ（強） 

④ AC スイッチ 

颇送風量調整スイッチ（弱） 

⑤1」アデフォッ ガース イッチ 

® オフスイッチ 

® 設定温度調整ダイヤル（ち側） 

@ AUTO スイッチ 




















エアコンデイシヨナー 


通常の使いち 


エアコン デ ィシヨナーを 作動させる 

► AUTO スイッチ匹を]を押しまず。 

AUTO スイッチ匹巧の表示灯び 
点灯し、エアコンディショナーび 
AUTO モードで作動しまず。 

送風□の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよラになりまず。 

または 

► オフスイッチを国を押しまず。 

オフスイッチ臣图の表示灯び消灯 
し、エアコンディショナーび停止前 
の設定で作動します。 

ただし、内気循環モードに設定され 
ていたとをは、外気導入モードに設 
定されます。 

〇 U アデフォッガースイッチじ(外の 
エアコンディショナーのスイッチや 
ダイヤルを操作したとさを、エアコ 
ンディショナーは作動しまず。 

エアコンディシ ョナーを 停止ずる 

► オフスイッチを国を押しまず。 

オフスイッチ臣图の表示灯び点灯 
します。 

〇 エアコンディショナーび停止し 
ているとさは、送風や内気循環を停 
止します。ドアウインドウやパノラ 
ミックスライディングルーフ*び 
閉じているとさは、エアコンディ 
ショナーの停止は一時的にとどめて 
ください。ウインドウび曇りやずく 
なりまず。 


AUTO モードの解除 

エアコンデイシヨナーび AUTO モー 
ドで作動しているとさに下の操作を 
行ないまず。 

► 送風量調整スイッチ ni また—は 
因！!を押しまず。 

AUTO スイッチ因を]の表示灯び消 
灯し、送風量の AUTO モードび解 
除されまず。 

ディスプレイに送風量インジケー 
ターび表示されまず。 

または 

► 送風□選がスイッチ I :ジ を押し 
まず。 

AUTO スイッチ应巧の表示灯び消 
灯し、送風□の AUTO モードび解 
除されまず。 

ディスプレイに送風□インジケー 
ターび表示されまず。 


AC モード 

AC モードを設定しているとさは、除 
湿/を房された空気び送風されまず。 

〇 除湿/を房された空気は、エンジ 
ンびかかっているとさに送風され 
まず。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ匹日を押しまず。 

AC スイッチ匹日の表示灯び消灯し 
9 〇 

除湿/を房されていない空気び送 
風されます。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


B を邸〇恒掛 
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AC モードに設定ずる 

► 再度、 AC スイッチ区司を押しまず。 

AC スイッチ区司の表示口が点灯し 
ます。 

除湿/冷房された空気が送風され 
ます。 

A 警告 

AC モードび解除されているとさは、 

車巧の空気び除湿または;令房されま 
せん。ドアウインドウやバノラ5ッ 
クスライディングルーフ*び閉じてい 
るとさに AC モードを解除すると、ウ 
インドウの内側び曇りやずくなり、 
交通状況を巧握でさずに事故の原因 
にな0まず。 

9環境 

AC モードを解除ずると、エンジンへ 
の負担び軽減し、燃費び向上します。 

〇 AUTO モードでエアコンディシヨ 
ナーを作動ごせたとさは、自動的に 
AC モードになりまず。 

〇 AC モードを解除してを、しばら 
<は除湿/を房された空気び送風 
ごれることびありまず。 

〇 AC スイッチ臣日を押したとさに 
表示灯び点滅した0、点灯しないと 
さは、 AC モードに設定ずることび 
でさません。メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 


AC モードのトラブル 

AC スイッチ匹日を押したとさに、表 
お灯び3回点滅ずるか、消灯したまま 
になりまず。このとさは、 AC モード 
に設定ずることびでさません。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスェ 
場に連絡してください。 


設定温度の調醫 _ 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

通常は22でに設定ずることをお勧 
めしまず。 

〇 ドアウインドウやパノラミックス 
ライディングルーフ*び開いてい 
ると、設定温度を維持でをません。 

設定温度を上げる 

► 設定温度調整ダイヤルの®を時計 
回りにまわしまず。 

設定温度を下げる 

► 設定温度調整ダイヤルの®を反時 
計回りにまねしまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 







エアコンデづ 


ナ— 
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送風□の選択 _ 

► 送風口選択スイッチ [ S を押して、 
送風したい送風ロマークをデイスフ 
レイに表示させまず。 

送風 □ 主に送風される送風 □ 

マーク 


すべての送風口 


フ□ントウインドウ送風 
口、ドアウインドウ送風 
口、中央送風口、サイド 
送風口、 U ア中央送風口 


^71 フ□ントウインドウ送風 
口、ドアウインドウ送風 
口、サイド送風口、リア 
中央送風口 


^ 中央送風口、サイド送風 
—'口、リア中央送風口 


■；^ サイド送風口、中央送風 
—口、フ□ント足元送風口、 
リア中央送風口、 U ア足 
元送風 □ 

7；厂 I サイド送風口、フ□ント 

— ' 足元送風口、 U ア中央送 

風口、 U ア足元送風口 


■^7] フ□ントウインドウ送風 
□、ドアゥィンドゥ送風 □ 

、サイド送風口、フロント 
足元送風口、リア中央送風 
口、リア足元 2 IS 口 

〇 選択した送風 OLU 外の送風□ひら 
を、微量の送風び行なわれることび 
ありまず。 

〇 送風□の選択にかかわらず、サイ 
ド送風□からは雷に送風び行なわれ 
ます。サイド送風□からの送風を停 
止するとさは、送風□開閉ダイヤル 
で送風□を閉じてください。 


送風量の調壁 


送風量の調壁 


送風量を上げる 

►送風量調整スイッチ（強）屈 D を 
押しまず。 

ディスプレイに表示される送風量イ 
ンジケーターの点灯数び増えまず。 

送風量を下げる 

►送風量調整スイッチ（弱） m を 
押しまず。 

デイスプレイに表示される送風量イ 
ンジケーターの点灯数び減0まず。 


独立温度設定機能 

助手席側の設定温度を個別に調整した 
り、運転席側の設定温度に連動させる 
ことびでさまず。 

独立温度設定機能を設定ずる 

► 独立温度設定スイツチ巨固を押し 
9 〇 

または 

► 助手席側の設定温度調整ダイヤルを 
操作しまず。 

独立温度設定スイツチ巨互の表示灯 
び点灯し、運転席と助手席を個別に調 
整でをまず。 

独立温度設定機能を解除ずる 

► 独立温度設定スイツチ巨固を押し 
まず。 

独立温度設定スイツチ巨固の表示 
灯び消灯し、助手席側の設定温度び、 
運転席側の設定温度に連動しまず。 


I 
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デフ□スターモード 

フ□ントウインドウの外側び凍結し 
ているとさや、フ□ントウインドウま 
たはドアウインドウの内側び曇ってい 
るときに使用しまず。 

〇 曇りび取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

〇 デフ□スターモードに設定してい 
るとをを、送風量を調整することび 
でをまず。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ画3を押し 
ます。 

デフ□スタースイッチ画3の表示 
灯び点灯し、 liTF の内容でエアコン 
ディシヨナーび作動しまず。 

• 除湿された空気び送風されまず。 

• 外気温度によっては、エアコン 
ディシヨナーの送風量び上びり、 
送風温度び高くなりまず。 

• フ□ントウインドウ送風□とド 
アウインドウ送風□、サイド送 
風□を中むに送風されまず。 

• 内気循環モードび解除されまず。 

デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ画3 
を押します。 

デフ□スタースイッチ画3の表示 
灯び消灯し、送風温度、送風□の選 
お、送風量などび元の設定に戻り 
ます。 


まには 

► AUTO スイッチ因巧を押しまず。 

AUTO スイッチ因巧の表示灯び点 
灯し、デフ□スタースイッチ兩巧 
の表示灯び消灯しまず。 

エアコンディシヨナーび AUTO モー 
ドで作動しまず。 

または 

► 設定温度調整ダイヤルのまたは ® 
を操作しまず。 

〇 デフ□スターモードを解除ずる 
と、 AC モードを解除していたとき 
は AC モードに設定され、内気循環 
モードにしていたときは内気循環 
モードび解除されまず。 

フ□ントウインドウの内測び曇るとを 

► AC スイッチ巴日を押して、 AC モー 
ドに設定しまず。 

► AUTO スイッチ因巧を押しまず。 

►曇りび取れないとさは、デフ□ス 
ターモードに設定しまず。 

フ□ントウインドウの夕1•側び量るとを 

► ワイパーを作動させまず。 

► 送風□選択スイッチを押して、 
ディスプレイに送風□マーク因!! 
または GS 、 因!!を表示させまず。 

〇 上記の設定は、曇りび取れるまで 
の間にとどめて < ださい。 


B を邸6恒冊 








エアコンデイシヨナー 


リアデフォッガー _ 

U アウインドウの曇りを取るとさに使 
用します。 

A 警告 

ウインドウに氷や雪び付着している 
とさは、運転前にそれらを取り除い 
て視界を確巧して<ださい。事故を 
起こすおそれびあります。 

リアデフォッガーを使用ずる 

► イグニッシヨン位置び2になってい 
ることを確認しまず。 

► U アデフォッガースイッチを 
押します。 

IJ アデフォッパースイッチ11阿の 
表示灯び点灯しまず。 

U アデフォッガーを停止ずる 

►再度、 U アデフォッガースイッチ 
閉 を押します。 

U アデフォッパースイッチ11阿の 
表示灯び消灯しまず。 

1」アデフォッガーは、数分後に自動的 
に停止しまず。 

〇消費電力び大さいため、曇りび取 
れたら早めに停止してください。 

〇 U アデフォッガーび自動的に停 
止するまでの時間は、外気温度や走 
行速度により異なりまず。 


リアデフォッガーのトラブル 

U アデフォッガーび短時間で停止した 
り、使用でさないとさは、 LU 下のよ5 
にして < ださい。 

►読書灯やルームランプなど、必要で 
ない電気装備を停止してください。 

バッテ U —の電圧び回復ずると 、 U 
アデフオッガーは自動的に作動し 
まず。 


内気循環モード _ 

トンネル内など、空気がミちれた場所で 
外気を車内に入れた<ないとさに使用 
します。 

内気循環モードに設定ずると、車内の 
空気が循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやパノラミック 
スライディングルーフ*を開閉でき 
9 〇 

A 警告 

外気温度が低いとさは、巧気循環モー 
ドの設定は短時間にとど故てくだ 
さい。ウインドウが曇りやすくなり、 
視界が損なわれ、交通状況を把握す 
ることがでさずに事故の原因になり 
まず。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


B を習眉冊 










216 


ナ— 


A 警告 

ドアウインドウを開閉するとさは、 
身体を挟まれないよラにしてくだ 
さい。また、身体や物がドアウイン 
ドウに触れないようにしてください。 
ドアウインドウが作動しているとき 
にドアウインドウに引き込まれたり、 
ドアウインドウとウインドウ フレー 
ムの間に挟まれるおそれがあります。 
挟まれそラになったとさは、ドアウ 
インドウスイッチを反対の方向に操 
作してください。 

パノラミックスライディングルーフ* 

を開閉ずるときは、パノラ S ックス 
ライディングルーフに身体を挟まれ 
ないよラにしてください。挟まれそ 
ラになったときは、パノラミックス 
ライディングルーフスイッチを反対 
の方向に操作してください。 

内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ^を押しまず。 

内気循環スイッチ^の表示口が 
点の' しまず。 

または 

► ドアウインドウやパノラミックスラ 
イディングルーフ*が閉じはじめ 
るまで、内気循環スイッチ1<〇^1を 
押して保持します。 

内気循環モードに設定され、ドアウ 
インドウやパノラミックスライディ 
ングルーフ * が自動で閉じまず。 


〇 外気温度が非常に高いとさは、自 
動的に内気循環モードに切り替わり 
ますが、このとさは内気循環スイッ 
チ^の表示口は点口しません。 
約3日分経過ずると、一定の割合で 
外気導入をはじめまず。 

内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間が経過ずると下のよ5にが 
気導入をはじめまず。 


が気温度が約 5° CiU 下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 

約5分後 

ているとさ 


外気温度が約5む iU 上 

約30分後 

のとさ 



内気循環モードを解除ずる 

► 再度、内気循環スイッチ1*〇^1を押 
しま弓。 

内気循環スイッチ^の表示灯が 
消口しまず。 

または 

► ドアウインドウやパノラミックスラ 
イディングルーフ*が開きはじめ 
るまで、巧気循環スイッチを 
押して保持しまず。 

内気循環モードが解除され、ドアウ 
インドウやパノラミックスライディ 
ングルーフ*が前回開いていた位 
置まで自動で開きまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 




エアコンデイシ ヨナー 


〇 内気循環スイッチ^で閉じた 
ドアウインドウやパノラミックスラ 
イディングルーフ*を別のスイッ 
チで開いた場合、開いたドアウイン 
ドウやパノラミックスライディング 
ルーフ*を内気循環モードの解除 
操作に連動して開くことはできま 
せん。 

〇 巧気循環モードに設定していると 
さに AC モードを解除ずると、自 
動的に内気循環モードは解除され 
ます。 


送風□の調整 


A 警告 

送風温度を高めに設定してあるとき 
は、送風口が過熱して高温になるこ 
とがあり、火傷をずるおそれがあり 
まず。また、暖気が送風されている 
とさは、送風口に身体を近付けたま 
まにしていると低温火傷のおそれが 
あります。十分にミ主意してくださし、。 
送風温度を低めに設定してあるとき 
に送風口に身体をお付けると、しを 
やけなどを起こすおそれがあります 
ので十分にミ主意してください。 

皮膚の弱い人は、送風口に身体を近付 
けずざないよラにミ主意して<ださい。 


車がの空気を車内へ取り入れるため 
に、じ(下の点に注意して<ださい。 

• フ□ントウインドウ下部の吸気口 
が、氷や雪、葉などで覆われていない 
こと 

• 車内の送風口や吸排気口が覆われ 
ていないこと 

0 送風効率を上げるため、各送風 □ 
の向さび中央になるよ5に調整して 
<ださい。 


中央送風 □ 



①中央送風口（左側） 

©中央を風口（ち側） 

⑤中央送風口（ち側）開閉ダイヤル 
©中央送風口（左側）開閉ダイヤル 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑤④を上側に 
まわします。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上 
びりまず。 


B を邸〇恒掛 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル⑤④を下側に 
まわします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止するま 
で下側にまわしてち、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 


サイド送風 □ 



左側送風口 


送風□を開く 

► 送風口開閉ダイヤル®を内側にま 
わします。 

徐々に送風口が開さ、送風量が上が 
ります。 


送風□を閉じる 

► 送風口開閉ダイヤル®をが側にま 
わします。 

徐々に送風口が閉じ、送風量が下が 
ります。 

送風口開閉ダイヤルを停止するまで 
が側にまわずと、送風口が閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止するま 
で外側にまわしてを、送風□を完全 
に閉じることはでをません。 

〇 サイド送風□②を閉じてを、ド 
アウインドウ送風 □ ® を完全に閉 
じることはでをません。 

風向きを調壁ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

グ□-ブボックス送風 □ 


エアコンディショナーび作動している 
とさは、グ□ーブボックス内には、夕+ 
気またはを気び送風されまず。 

送風量はエアコンディショナーの設定 
に連動しまず。 

〇エアコンディショナーの設定温度 
を上げるとさは、グ□ーブボックス 
内の送風□を閉じてくだごい。 

〇外気温度び高いとさは、グ□ーブ 
ボックス送風□を開き、エアコン 
ディショナーの AC モードを設定し 
てください。収納物を損傷したり、 
ガスライターやボンベなどび入つ 
ている場合は爆発ずるおそれびあり 
ます。 


B を邸6恒冊 






エアコンデイシヨナー 



©開閉ダイヤル 
©送風 □ 


グ□ーブボックス送風□を開閉ずる 

► 開閉ダイヤルのをまわしまず。 


U ア中央送風 □ 



© U ア中央ち風□開閉ダイヤル 
@1」ア中央ち風口（ち側） 

⑤ U ア中央ち風 □ (左側） 


送風□を閉じる 

► U ア中央送風□開閉ダイヤルのを 
下側にまわしまず。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤルを停止するまで 
下側にまわずと、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずるま 
で下側にまわしてを、送風□を完全 
に閉じることはでさません。 

風向きを調壁ずる 

► 送風□のノブを上下左ちに動かし 
まず。 

リア足元送風 □ 

フ□ントシートの下側に U ア足元送風 
□がありまず。 

〇荷物などで U ア足元送風□を面さ 
びないで < ださい。 


送風□を開< 

► U ア中央送風□開閉ダイヤルのを 
上側にまわしまず。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 
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パノラミックスライデイングルーフ 


パノラミックスライデイングルー 
フ * 


A 警告 

パノラ S ツクスライデイングルーフ 
を開閉するときは、身体や物が挟ま 
れないよラに注意してください。挟 
まれそラになったとさは、ただちに 
スライデイングルーフスイツチを操 
作して、スライディングルーフを開い 
て < ださい。 


A 警告 

テ供が車内からパノラミックスライ 
ディングルーフを開閉すると、けび 
をするおそれがあります。子供だけ 
を残して車か5離れないでください。 
短時間でも、車から離れるときは、 
キーを携帯してください。 


A 警告 

パノラ S ックスライデイングルーフ 
のガラスは事故のとさに割れるおそ 
れがありまず。シートベルトを着用し 
ていないと、車が横転したとさにパ 
ノラ S ックスライデイングルーフの 
開口部から車外に投げ出されて、致 
命的なけがをするおそれがあります。 
乗員全員がシートベルトを着用して 
ください。 


H 走行中はパノラミックスライデイ 
ング ルーフから 身体を出さないで< 
ださい。けがをずるおそれがあ0 
まず。 

P パノラミックスライデイングルー 
フの開□部から、物を出し入れし 
ないでください。パノラ S ックスラ 
イデイングルーフのシール部を損 
傷ずるおそれびあ0まず。 

〇降雨後や降雪後にパノラ S ックス 
ライ デイ ング ルーフを 開くときは、 
ルーフ 上の水や雪などを取0除いて 
ください。車内に水や雪などび入る 
おそれびあ0まず。 

P パノラミックスライデイングルー 
フ上に雪や氷び付着した状態で操作 
しないでください。パノラミックス 
ライデイングルーフを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

P パノラミックスライデイングルー 
フの開□部に腰をかけたり、荷物を 
載せたりして大さな力を加えないで 
ください。パノラミックスライデイ 
ングルーフを損傷ずるおそれびあり 
まず。 

Q 車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ドアウインドウとパノラミック 
スライデイングルーフが完全に閉じ 
ていることを確認して < ださい。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 パノラミックスライディングルー 
フと電動サンシェードは、 車がから 
U モコン操作で開くことびでをまず 

0119ページ）。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フと電動サンシェードは、 車外ひ 
ら U モコン操作またはキーレス3’一 
操作*で閉じることびでさまず 
(>120 ページ)。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フを開いて走行しているとさ、 走行 
風の影響などで空気の振動を感じる 
場合は、パノラミックスライディン 
グルーフの開度を変えるかドアウイ 
ンドウをかし開くと、解消ずること 
びありまず。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フび自動で開閉 しないとさは、 パ 
ノラミックスライディングルーフを 
U セットしてください（[>224ペー 
ジ)。 

〇 イグニッシヨン位置を0にずる 
か、エンジンスイッチからキーを 
巧いてから約5分間は、パノラミッ 
クスライディングルーフや電動サン 
シェードを開閉でさまず。その間に 
ドアを開くと、パノラミックスライ 
デイングルーフや電動サンシェード 
は開閉でさな< なりまず。 


パノラミックスライデイングルーフ 
の操作 



①チルトアップ 
⑤開く 
⑤閉じる 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 

パノラミックスライデイングルーフの 
開閉 


開< 

► 電動サン シエー ドび全開していると 
きに、スイッチを⑤の方向に軽く 
操作しまず。 

操作している間だけ開さまず。 

自動で開く 

► 電動サンシエードび全開していると 
きに、スイッチを③の方向にし、つ 
ぱいまで操作しまず。 

自動で全開します。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動で開いているパノラミッ 
クスライデイングルーフは停止し 
ます。 


I 
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パノラミックスライディングルーフ 


閉じる 

► スイッチを感の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけ閉じまず。 

自動で閉じる 

► スイッチを感の方向にいっぱいま 
で操作しまず。 

自動で全閉します。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動で閉じているパノラミッ 
クスライディングルーフは停止し 
ます。 

P パノラミックスライディングルー 
フには挟み込み防止機能びありまず 
び、パノラ S ックスライディング 
ルーフを閉じるとさは、身体などを 
挟まないよ5にま意してください。 
特にモ供にはミ主意してください。 

パノラミックスライディングルーフの 
チルトアップ/チルトダウン 

パノラミックスライディングルーフ 
は、後部をチルトアップずることびで 
をます。 

チルトアップずる 

► スイッチをのの方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 


自動でチルトアップずる 

► スイッチを①の方向にいっぱいま 
で操作します。 

自動でチルトアップしまず。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動でチルトアップしている 
パノラミックスライディングルーフ 
は停止しまず。 

〇 パノラミックスライディングルー 
フが開いている状態のときにスイッ 
チを©の方向に操作して保持ずる 
か、いっぱいまで操作ずると、パノ 
ラ S ックスライディングルーフは閉 
じ、チルトアップした状態になり 
9 〇 

チルトダウンずる 

► スイッチを⑤の方向に軽く操作し 
ます。 

操作している間だけチルトダウンし 
まず。 

自動でチルトダウンずる 

► スイッチを⑤の方向にいっぱいま 
で操作しまず。 

自動でチルトダウンしまず。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動でチルトダウンしている 
パノラミックスライディングルーフ 
は停止しまず。 
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電動ヴンシIード _ 

イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に操作でさまず。 

開< 

► スイッチを©または®の方向に軽 
<操作しまず。 

操作している間だけ開さまず。 

自動で開< 

►スイッチを①または®の方向 
にいっぱいまで操作します。 

自動で全開します。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動で開し''てし''る電動ヴン 
シエードは停止しまず。 

Q 電動サン シエ ードを開くときは、 
電動サン シエー ドと ルーフ 内張りの 
間に身体や物が挟まれないよ5にミ主 
意して < ださい。 

閉じる 

►パノラミックスライディングルーフ 
が全閉しているときに、スイッチを 
( D の方向に軽 < 操作しまず。 

操作している間だけ閉じまず。 

自動で閉じる 

►パノラミックスライディングルーフ 
が全閉しているときに、スイッチ 
を③の方向にいっぱいまで操作し 
ます。 

自動で全開します。 

スイッチをいずれかの方向に操作ず 
ると、自動で閉じている電動サン 
シェードは停止しまず。 


レインク□ーズ機旨 g _ 

パノラ三ックスライディングルーフを 
開いた状態で、イグこッシヨン位置 
を0にずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いたとさは、下のとさにパ 
ノラ三ックスライディングルーフが自 
動で閉じ、チルトアップした状態で停 
止します。 

• 降雨などによりレインセンサーが雨 
滴を感知したとさ 

• が気温度が極端に高い、または低い 
とさ 

• イグニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から、約6時間が経過したとさ 

• バッテ U —電圧が低下したとさ 

〇 Li (下のとさは、レインク□ーズ機 
能は作動しません。 

• パノラミックスライディング 
ルーフをチルトアップしている 
とさ 

• レインク□ーズ機能でパノラ 
ミックスライディングルーフが 
閉じているとさに挟み込みなど 
の抵抗を感知したとさ 

このとさは、挟み込み防止機能 
が作動し、パノラミックスライ 
ディングルーフが停止し、その 
位置からかし開いた状態になり 
まず。また、レインク□ーズ機 
能が解除されまず。 

• レインセンヴーに雨滴がかから 
ないとさ 
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パノラミックスライディングルーフ 


挟み込み防止機能 _ 

パノラミックスライディングルーフと 
電動ヴンシてードには挟み込み防止機 
能がありまず。 

A 警告 

挟み込み防止機能が作動しない状態 
でパノラミックスライディングルー 
フや電動サンシエードを閉じるとさ 
は、身体を挟まないよラにミ主意して 
ください。パノラ S ックスライディ 
ングルーフや電動サンシエードに身 
体が挟まれると、致命的なけがをず 
るおそれがあります。 


スイッチを操作し続けてパノラミック 
スライディングルーフを閉じていると 
さやチルトダウンしているとを 

挟み込みなどの抵抗があると、ただち 
に停止し、その位置からかし開さまず。 

ただし、挟み込み防止機能が作動した 
あとに再度操作して、挟み込みなどの 
抵抗を検知したとさは、より強い力で 
閉じまず。 

さらに、挟み込み防止機能が作動した 
あとに再度操作して挟み込みなどの抵 
抗を検知したとさは、挟み込み防止機 
能が作動しないことがありまず。 

自動でパノラミックスライディング 
ルーフを閉じているかチルトダウンし 
ているとを、または電動サンシェード 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ただち 
に停止して、その位置からかし開さ 
ます。 


P パノラミックスライデイングルー 
フや電動サンシエードには挟み込み 
防止機能がありまずが、パノラ三ッ 
クスライデイングルーフや電動サン 
シエードを閉じるとさやパノラミッ 
クスライデイングルーフをチルトダ 
ウンずるときは、身体などを挟ま 
ないようにミ主意して<ださい。特に 
子供には注意してください。 


パノラミックスライディングルー 
フ/電動ヴン シェー ドのリセット 

パノラミックスライディングルーフや 

電動ヴンシてードがスムーズに作動し 

ないとさや、自動で開閉しないとさは、 

パノラミックスライディングルーフや 

電動サンシェードの U セットを行なつ 

て < ださい。 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
まず。 

►スイッチを③の方向0221ぺ一 
ジ）に操作してパノラミックスライ 
ディングルーフを完全に閉じ、その 
まま約2秒 LiLL 保持しまず。 

►スイッチを③の方向（1>221ぺ一 
ジ）に操作して電動サンシェードを 
完全に閉じ、そのまま数秒間保持し 
9 〇 

►パノラミックスライディングルーフ 
と電動サンシェードが自動で開閉ず 
ることを確認しまず。 

►自動で開閉しないときは、再度リ 
セット操作を行ないまず。 
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[ I パノラミックスライデイングルー 
フや電動サンシェードを U セットし 
てを、自動で開閉しないとさは、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡してください。 


パノラミックスライディングルーフ 
のトラブル 


パノラミックスライデイングルーフを 
閉じることびできず、原因びわか5 
ないとを 


閉じているノてノラミックスライディン 
グルーフび再度停止して、かし開くと 
さは、じ(下のよ5にしてください。 

►パノラミックスライディング>1レーフ 
び停止したらただちに、パノラ S ッ 
クスライディングルーフび閉じるま 
でスイッチを⑤の方向に軽く操作 
し続けて < ださい。 

挟み込み防止機能び作動しない状態 
で、パノラミックスライデインク' 
ルーフび 閉じまず。 


A 警告 

強い力でバノラ云ックスライディン 
グルーフを閉じるとさや、挟み込み 
防止機能び作動しない状態でバノラ 
云ックスライディングルーフを閉じ 
るとさは十分を意してください。閉 
じているパノラ吉ックスライディン 
グルーフに身体び挟まれると、致命 
的なけびをするおそれびあ0ます。 


閉じているノ（ノラミックスライディン 
グルーフび停止して、かし開くときは、 
LU 下のよラにしてください。 

►パノラミックスライディングルーフ 
び停止したらただちに、パノラ S ッ 
クスライディングルーフび閉じるま 
でスイッチを⑤の方向に軽く操作 
し続けて < ださい。 
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強い力でパノラ S ックスライデイン 
グ ルーフが 閉じまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


荷物の積みち/ル物入れ 


荷物を積むとさの注意点 
A 警告 

荷物を積むとさは、料降に記載され 
ているま意点を守り、確実に固定し 
て<ださい。急ブレーキや急な進路 
変更時、事故のとさなどに前ちに投 
ば出されて、乗員がけがをするおそ 
れがおりまず。 

r 荷物の固定ちま」もご覧くださし、。 

また、荷物を積むときのを意点を守つ 
たとしてを、荷物を積むことにより、 
事故などのとさに乗員がけがをする 
可能性は高まります。 


A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないで<ださい。ち f 
気ガスが車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死するおそれがあります。 

荷物の積みちは車の走行安定性に大さ 
く影響します。 iu 下の点に注意して< 
ださい。 

• 荷物はできるだけトランクに積んで 
<ださい。 

• 重量が偏らないよラ均等に積んで< 
ださい。 

• 荷物の重量が、制限重量（[>361ペー 
ジ）を超えないようにして < ださい。 

• 荷物を車内に積むとさは、シートの 
バックレストより高く積み上げない 
で < ださい。 


•重い物は車の中む近< (トランクの 
前ち）の低い位置に積み、確実に 
固定して<ださい。確実に固定でさ 
ていないと、急ブレーキ時などに荷 
物が動さ、トランク内部を損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• トランクに荷物を積むときは、トラ 
ンクの前端に接ずるよラにしてくだ 
さい。 

• 車内に荷物を積むとさは、リアシー 
卜またはフ□ントシートのバックレ 
ストに接ずるよラにしてください。 
また、バックレストが確実に□ッ 
クされていることを確認して<だ 
さし、 

• なるベ<乗員のいない席の後方に荷 
物を積んで < ださい。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
して < ださい。 

• 鋭い角のある荷物は、角の部分に力 
バーをしてください。 

• 燃料を入れた容器やスプレー吿など 
を積まないでください。引火や爆発 
のおそれがあ0まず。 

• ウインドウに荷物が当たらないよう 
にして<ださい。ウインドウガラス 
を損傷したり、リアデフォッガーの 
熱線やアンテナなどを損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

〇 荷物固定用のアクセサリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお勧 
めしまず。詳しくはルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね< 
ださい。 
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小物入れ 


A 警告 

荷物が収納されているとさは、小物 
入れを必ず閉じて < ださい。また、 
収納ネットは重い荷物を固定するた 
めには設計されていません。 

し U 下のとをに荷物が投げ出されて乗 
員がけがをずるおそれがお0まず。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故のとさ 

収納ネットには、鋭利な角のある物や 
こわれやすい物を入れて運搬しない 
で < ださい。 

収納ポケットには、かたい物を入れ 
て運搬しないでください。また収納 
ポケットの上部から、物がはみ出ない 
よラにしてください。 

〇収納物びル物入れからはみ出さ 
ないよラにして < ださい。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よ5な大をな物をル物入れに入れ 
ないで< ださい。ル物入れや収納物 
を損傷するおそれびありまず。 

[ I ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

[ I 貴重品はル物入れにイ呆管しないで 
<ださし、。 


グ□ーブボックス 



ち八ンドル車 

グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドルのを引さまず。 

グ□ー ブボックスを閉じる 

► カバー⑤を押して□ックさせまず。 



ち^^^ンドル車 


キーシ1」ンダーにエマージェンシー 
キーを差し込んでグ□ーブボックスを 
施錠/解錠でさまず。 

グ□—ブボックスを施綻ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
施綻位置间にまわしまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


グ□ーブボックスを gg 錠ずる 

► エマージェンシーキーを差し込んで 
解錠位置のにまわしまず。 

〇貴重品はグ□ーブボックス内に保 
管しないで < ださい。 

〇 グ□ーブボックス巧に送風ずるこ 
とびでさまず （021 8ページ）。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻して < ださい。その際は、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 

フ□ントアームレストのル物入れ 



ち八ンドル車 

► 左ちにあるボタンのまには⑤を押 
します。 

アーム レスト カバーび 左ちに開を 
ます。 

〇 フ□ントアームレスト内の前方に 
あるル物入れのトレーは、取り外ず 
ことびでさまず。 


〇フ □ントアームレストのル物入 
れ内には、 USB ポート、メディア 
インターフェースびありまず。メ 
ディアインターフェースは、 iPod ® 
や MP 3 プレーヤーなどのポータブ 
ル音楽機器のにめの接続端モでず。 
詳しくは別冊 「 COMAND システム 
取扱説明書」をご覧ください。 


収納ネット 
A 警告 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや宙、割れやずい物、鋭利な形状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路を更時、事故のとさ 
などに収納物び投げ出されて、柔員 
びけびをずるおそれびあ D ます。 

〇収納ネットから収納物びはみ出さ 
ないよ5にして < ださい。 


助手席足元の収納ネット 



ちバンドル車 

①助手席足元の収納ネット 
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分割可倒式リアシート _ 

リアシートのバックレストの左ちいず 
れか一方、または両方を倒ずことびで 
さまず。 

A 警告 

トランクに重い巧物やかたい荷物を 
積載ずるとをは、確実に固定してく 
ださい。急ブレーキ時や急な進路変 
更時、事故のとさなどに荷物び巧げ 
出されて、乗員びけびをするおそれ 
びあ0ます。 

A 警告 

エンジンをかけた状態でトランクを 
開いたままにしないでください。扫 f 
気ガスび車内に入 D 、 意識不明になつ 
た0、中毒死ずるおそれびあ D ます。 

〇 1」アシートのバックレストを前方 
に倒した状態でフ□ントシートを後 
方に動かしたり、フ□ントシートの 
パックレストを後方に倒ずときは、 
U アシートに当たらないようにミ主意 
してください。シートを損傷ずるお 
それびあ0まず。 


バックレストを倒ず 



〇 メモ U —機能装備車は、バックレ 
ストの□ックを解除したときに、フ 
□ントシートび後方の位置にあると 
さやバックレストを後方に倒してい 
るとさは、□ックを解除した側のフ 
□ントシートび自動的に前方および 
上方に移動し、バックレストび垂直 
付近の位置に起さ上びりまず。にだ 
し、運転席シートは、イグニッシヨ 
ン位置び2のとさは移動しません。 

► メモ U —機能非装備車は、必要に応 
じて、フ□ントシートを前方に移動 
しま弓。 

また、フ□ントシートのバックレス 
卜が後方に倒れているとさは、前方 
に起こしまず。 

► トランクを開きまず（>77ぺージ）。 

► トランク内にあるリリース八ンドル 
©を手前に引さまず。 

バックレストの□ックが解除され 
まず。 



► バックレスト©を前ちに倒しまず。 


► フ□ントシートを動かしたときは、 
シート位置を調整しまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


バックレストを起こず 



► フ□ントシートび後方の位置にある 
ときはフ□ントシートを前方に移動 
します。 


また、フ□ントシートのバックレス 
卜び後方に倒れているときは、前方 
に起こしまず。 

B バックレストを起こずときは、 
シートベルトが挟まれていないこと 
を確認して < ださい。 

► バックレスト©を起こして□ック 
します。 

A 警告 

バックレストを起こしたときは、バッ 
クレストが確実に□ックされている 
ことを確認してください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物が前ちに投げ出されて、 
乗員がけがをずるおそれがあ0まず。 

バックレストが確実に□ックされ 
ていないときは、イグニッション位 
置が2でドアが閉じているとをに、 
マルチフアンクションディスプレイ 
に" 左（ち）リアバックレスト□ッ 
クされていません" と表示されます。 


〇 シートを倒ず必要のないとさは、 
バックレストを起こして□ックして 
<ださい。 

► フ□ントシートを動かしたとさは、 
シート位置を調整しまず。 


荷物の固定 


荷物固定用リング 


A 警告 

荷物固定用 U ングには均等に力がか 
かるよラにしてください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに荷物が投げ出されて、乗員が 
けがをするおそれがお0ます。 

荷物を固定ずるとさは、下の点にま 

意して < ださい。 

. 荷物固定用リングを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちの 
です。これらを使用して荷物を固定 
しないで < ださい。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして<ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して <ださい。 

• でさるだけずベての荷物固定用リン 
グを使用して < ださい。 

. 荷物固定用 U ングに過大な力がかか 
らないよラにして < ださい。 

• 固定用具の取扱説明書ちご覧<だ 
さし、。 
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の荷物固定用リング 


① バッグホルダー 


トフンクルーム内に4個の荷物固定用 
U ングのびありまず。 

荷物固定用リングを使用ずる 

► トランクフ□アマツトの端をめく 
り、荷物固定用 U ング©を起こし 
ます。 

► 荷物固定用 U ングをトランクフ□ア 
マツトのスリツトに通しまず。 

バッグホルダー 


A 警告 

バッグ ホルダーには 軽い荷物のみを 
掛けてください。重い物やとびった 
物、壊れやずい物を掛けないでくだ 
さい。急ブレーキ時や急な進路変更 
時、事故のとさなどに荷物び投げ出 
されて、乗員びけびをするおそれび 
あ0まず。 

U バッグホルダーには、約 5 kgLU 上 
の荷物を掛けないで < ださい。 

バッグホルダーのはトランクルーム 
にありまず。 


トランクフ□アポード下の収納ス 
ぺ—ス 


トランクフ□アボード下の収納スペー 
スには、車載工具や応急用スペアタイ 
ヤなどび収納されていまず。 

► トランクを開さまず。 



フックのを起こして、トランクフ 
□アボードを引さ上げまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



► トランクフ□アボードを支えなび 
日、フックのを U アウインドウ下 
側のトランクの縁③にかけまず。 


Q トランクフ□アボードのフックを 
1」アウインドウ下側のトランクの縁 
にかけたままトランクを閉じないで 
ください。フックを損傷しまず。 


ルー フラック 


A 警告 

• 誤った取り付けちによってルーフ 
ラックやアタッチ^ントが脱落す 
ると、乗員がけがをしたり、事故 
の原因になりまず。ルーフラック 
皆アタッチ^ントを取り付けると 
さは、製品に添付されている取扱 
説明書に従ってください。 

• ルーフの最大積載量（約 100 kg ) 
を超えないよラま意してください。 
また、ルーフに荷物を積んでいる 
ときは、車の重む位置が変化し、 
走行安定性に影響を与えます。路 
面や交通、天候に合わせた運転を 
行なってください。 


A 警告 

ルーフラックを取り付けているとさ 
は、パノラ S ックスライディングルー 
フ*を閉じてください。乗員がけが 
をするおそれがあります。 

P 推奨品 iu がの^レーフラックを取り 
付けると車を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

ルーフラックを取り付けるとき、ま 
た、ルーフラックに荷物を積んだ'と 
さは下記にま意してくださし、。車を 
損傷ずるおそれがありまず。 

• パノラミックスライディング 
ルーフ*をチルトアップしたと 
さに接触しないこと 

• ルーフ後部のアンテナに接触し 
ないこと 

• トランクを開し^たときに接触し 
ないこと 

〇 ルーフラックは Daimler AG の推 
奨品の使用をお勧めしまず。詳し< 
は;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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パノラ S ックスライディングルーフ非装備車 



パノラ S ックスライディングルーフ装備車 


► ヵバーのを注意しながら矢印の方 
向に開さまず。 

►カバーのを開いた位置で固定し 
ます。 

► ルーフラックを カバーの 内部のマ 
ウント部に固定しまず。 

► 製品に添付の取扱説明書の指示に 
従って < ださい。 

〇カバーを 開くとさは、金属製の 
物やかたい物を使用しないで<だ 
さい。カバー や ルーフを損傷ずる お 
それがありまず。 



A 警告 

走行中はカップホルダーを閉じ、使 
用しないでください。じ I 下のとさに 
物が投げ出されて、乗員がけがをす 
るおそれがあります。 

• 急ブレーキ時 
• 急な進路変更時 
• 事故に巻さ込まれたとさ 
カップホルダーのサイズに含ったフ 
夕付きの容器を使用してください。 
飲み物がこぼれるおそれがあります。 
熱い飲み物のた故にカップホルダー 
を使用しないで<ださい。火傷をず 
るおそれがありまず。 

〇カップ ホルダーに 飲み物を置<と 
さは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないよラに注意してください。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショートして発火するおそれが 
ありまず。 
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センターコンソールのカツプホルタ‘一 



ち八ンドル車 
①カ ップホルダー 
⑤カ バー 


カ ツ プホルダーのカ パー を開く 

► カバー⑤を後方に引さまず。 

カツプホルダーのカバーを閉じる 

► カバー⑤を前方に押しまず。 

カツプホルダーを取り夕1•ず 



ちノ V ンドル車 


► 左ちどちらか一方の切り欠さ®に 
ドライパーなどを差し込み、ガイド 
⑤び見えるまで内側に寄せまず。 

►カツプホルダーをかし引さ上げ 
ます。 


► 同様に反対側の切り欠さのにドラ 
ィバーなどを差し込み、内側に寄せ 
なびらかし引さ上げまず。 

► カップホルダーを内側に引を寄せな 
びら取り外しまず。 


カツプホルダーを取り付ける 



► カップホルダー上部の角びある部分 
び前方を向くよラにして、カップホ 
ルダー下部の切り夕さ⑤をガイド 
⑤に合わせまず。 

►固定されるまで、カップホルダー 
①を押し込みまず。 

リアセンターコンソールのカップホル 
ダ- 
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カツプホルダーの力/ (—を開く 
►カバーのを前方に押しまず。 
カツプホルダーの力/ (—を閉じる 

► カバーのを後方に引さまず。 


サンバイザー 
A 警告 

走行中は バニティ 吉 ラーのカバーを 
閉じてください。眩惑により交通状 
況の視認び損なわれ、事故の原因に 
な0まず。 



①照巧 
⑤フック 

⑤ クリップ 

④バニテイ云ラー 

⑥ バニテイ云ラーカバー 

前ちか5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げまず。 

横ち向か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げまず。 

► サンバイヴーをフック⑤から外し 
ます。 


〇サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニテイミラーカバー⑤を閉 
じてください。バニテイ S ラーカ 
パーやルーフ内張りを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

バニテイミ ラー 

バニテイ ミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げまず。 

►バニテイミラーカバー⑤を上方に 
開さまず。 

照巧のび点灯しまず。 

使用後はノ（ニテイミラーカノ（一を閉 
じまず。 

〇 照日月のはサンバイヴーびフック 
にかかっているとさに点灯しまず。 


灰皿 

〇 灰皿を取り外したスペースをル 
物入れとして使用することびでさ 
ます。 

〇灰皿下部のスペースには耐熱性び 
ありません。乂びついたたばこを 
灰皿に置<前に、灰皿び確実に取り 
付け日れていることを確認してくだ 
さし、灰皿下部のスペースを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇吸いびらやマッチの乂は確実に消 
して、使用後はカバーを閉じてくだ 
ごい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 
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フ□ントのの皿 



巧皿のカパーを開く 

► カバーのを前方に押しまず。 

巧皿のカパーを閉じる 

► カバー®を前方に押してから手を 
放します。 

カバーび自動的にスライドして閉じ 
ます。 

灰皿を取りがず 

►エンジンを停止し、パーキングブ 
レーキを確実に効かせまず。 

► 灰皿⑤の両脇をつまみ、矢印⑤の 
方向に引さ上げまず。 

灰皿を取り付ける 

►灰皿⑤を元の位置に合わせ、押し 
込みます。 


リアの巧皿 



の皿を開</閉じる 

► カバー⑤の上端を持って開さまず。 
閉じるとさはカノ く一を押しまず。 


巧皿を取りがず 

►解除ボタン⑤を押して、灰皿のを 
取り出しまず。 

灰皿を取り付ける 

►灰皿®を元の位置に合わせ、押し 
込みまず。 

ライター 

A 警告 

ライターは必ずノブの部分を持って 
<ださい。金属部を持つと火傷をす 
るおそれがありまず。 

安全のた故、子供を乗車させるとさ 
はライターをあさ取ってください。 
火傷をしたり、火災が発生するおそ 
れがありまず。 
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。ライターを 使用ずるときは、下 
の点に注意してください。ライター 
を損傷したり、火災が発生ずるおそ 
れがあります。 

• ライターを押し込んだ後、押さ 
え続けないで < ださい。 

• 赤熱部に灰や異物が付着したま 
ま使用しないで < ださい。 

• ライターを改造したり、純正品 
U (外のライターを使用しなし^で 
<ださい。 

B ライターび戻らなくなったとき 
は、イグニッション位置を0にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いて、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡してください。 

〇アクセサ1」一電源としてライター 
ソケットを使用ずるとさは、純正 
アクセサリーだけを使用してくだ 
さし、。 



►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 


ライターの力八’一を開< 

► 停止ずるまでカバー®を前方に押 
します。 


► ライター③を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

► ライター③を引き巧きまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 

ライターの力八’一を閉じる 

► カバーのを前方に軽く押しまず。 
カバーび後方にスライドしまず。 


12 V 電源ソヶット _ 」 

イグニッション位置び1か2のとを 

に使用できまず。 

〇おず DC 12 V 、 最大消費電流1 5 A 
け下（最大消費電力 180 Wii (下） 
の規格に合った、ライト類や携帯電 
話充電器などの電気製品を使用して 
<ださい。規格外の電気製品を使 
用すると、ヒューズび切れた0、乂 
災び発生ずるおそれびあ0まず。 

012 V 電源ソケットにライターを差 
し込まないで < ださし、。 

。ソケット内に指などを入れないで 
<ださい。感電ずるおそれびあ0 
ます。 

Q エンジンびかかっていないとをは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ1」一びあびるおそれびありまず。 

Ol 2 V 電源ソケットを使用しないと 
さはカバーを閉じてください。異物 
び入ったり、水びかかると故障や 
ショートの原因になりまず。 
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〇 バッテ U —電圧びほ下したとさ 
は、エンジン始動のための電力をお 
保するにめ、 12 V 電源ソケットは 
自動的に作動を停止しまず。 

リアの 12V 電源ソケット 



リアの 12V 電源ソケットを使用ずる 
►カバー⑤の上端を持って開さまず。 

►12 V 電源ソケットののカバーを開 
さまず。 


アシストグリップ 

各ドアウインドウの上方にアシストグ 
1」ップびあ0まず。コーナ1」ング時の 
姿勢保持などに使用しまず。 

U アサイドウインドウ上方に、コート 
フックび装備されていまず。 


A 警告 

SRS ウインドウバッグの作動を巧げ 
た0、作動時に物び巧んで乗員びけ 
びをするおそれびありますので、じ （ 
下の点に注意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーや 
アクセサ1」一など物を掛けない 
で < ださい。 

• コートフックには軽く柔 S かい巧 
服な外の物を掛けないでください。 

• コートフックを使用ずるときは、 
八ンガーなどを使用せず、巧服を 
直接掛けてください。 

〇アシストグ1」ップにぶらさびった 
り、必要 LU 上の大さな荷重をかけ 
ないで<ださい。アシストグ1」ップ 
を損傷するおそれびありまず。 

〇運転をは運転中にアシストグ U ッ 
プを使用しないで < ださい。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
巧服び運転をの視界の妨げになら 
ないよ5にま意してください。 
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フ□アマット 


A 警告 

• 運転席のフ□アマットを使用ず 
るとさは、ペダルとの間に十分な 
空間びあ0、確実に固定されてい 
ることを確認してください。 

• 運転席のフ□アマットは、フ□ア 
の凸部③とフ□アマットの凹部① 
で確実に固定してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固 
定されていることを確認してくだ 
さい。確実に固定されていないと、 
フ□アマットび滑った0、ペダル 
操作を巧げるおそれびあ0まず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使 
用しないで < ださい。 



運転席のフ□アマットを取り付ける 

► 運転席シートを後方に動かしまず。 
► フ□アマットを敷さまず。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部⑤にはめ込みまず。 

運転席のフ□アマットを取り外ず 

► フ□アの凸部③からフ□アマット 
を取り外しまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


I 







慣 5 し運転 . 

燃料の給油 . 

エンジンルーム… 
タイヤとホイール 
寒を時の取り扱し、 
走巧時のま意…… 
メンテナンス…… 
曰常の手入れ…… 


こ度0芭 e が田 


23776846 

44456677 
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慣百し運転 


慣5し運転 


A 警告 

新品のブレーキパッドは、目安とし 
て走行距離が数百 km を超えるまでは 
制動性能を完全には発揮でをません。 
この期間は、必要に応じてブレーキ 
ペダルをかし強めに踏んで < ださい。 
また、 ブレーキパッドやブレーキディ 
スクの交換を行なったとさち同様 
です。 

新車の場を、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは iiTF のま意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6.000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないように運転 
して <ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて< 
ださし、。 

• キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは 避けて < ださい。 

• ギアレンジ位置因置、担君、面]]お 
よび1〜3速のギアは山道などを 
低速で走行するとさだけに使用して 
<ださい。 


走行距離が 1,500 km を超えたら、エ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
て < ださい。 

• C 63 AMG は、 L ツ下の注意事項を 
守って < ださい。 

ク走行速度が 1 40km/h を超えない 
よラにして < ださい。 

《公道を走行ずる際は、必ず法定速度や 
制限速度を遵守してください。 

クエンジン回転数が 4,500 回転を 
超えた状態で長時間走行しない 
で < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後ち、馴らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的に低いギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数が上がって素早< 
加速します。これをキックダウン 
といいまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した減 
速をエンジンブレーキといいまず。 
低いギアのとさほど効さが強<な0 
ます。 


B こな〇芭6邮田 






燃料の給ミ由 
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リアディファレンシャル□ック * 
装備車 _ 

リアディファレンシャル□ック装備車 
には、セルフ□ッキング式のデイファ 
レンシャルがリアアクスルに装備され 
ています。 

リアアクスルのデイファレンシャルを 
保護するために、 U アアクスルのディ 
ファレンシャルオイルは、新車時から 
約3,000 km 走行後を目安に、降は 
約50,000 km または3年ごとに交換 
して < ださい。 

これにより、より長い期間 U アアクス 
ルのディファレンシャルを正苗な状態 
に保つことがでさまず。オイル交換に 
ついては;><ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 



A 警告 

給油ずるとさは、必ずエンジンを停 
止してください。また、周囲に燃料 
びあるとさや燃料の巧いがするとき 
は、決して火気を近付けないでくだ 
さい。火災が発生するおそれがあり 
ます。 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、下記をお付けた 
り、近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

肌や衣服に燃料が付着しないよラに 
ミ主意してください。燃料び肌に直接 
触れたり、気化した燃料を聴い込む 
と、健康を害ずるおそれがあります。 


B 三養芭 S が田 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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燃料の給油 



①燃料給油フラップ 
©ホルダー 
⑤タイヤ空気圧ラベル 
④使用燃料ラベル 

燃料給油フラップは、 U モコン操作や 
キーレス3—操作*での解読/施読 
に連動して解錠/施錠されまず。 

燃料給油□は車両のち側後方にあり 
ます。また、メーターパネル内には 
給油□の位置をおず [ W ] び表示され 
ています。 

給油□を開いて給油ずる 


► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、キーレス3’一操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にしまず。 

► 燃料給油フラップ①の矢印の位置 
を押します。 

燃料給油フラップのびかし開さ 
ます。 

► 燃料給油フラップ®を開さまず。 

► 燃料給油フラップ①をいっぱいま 
で開さまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


► キャップを反時計回りにかしゆるめ 
て、タンク巧の圧力を抜さまず。 

圧力び巧けたら、さらに反時計回り 
にまねして取り外しまず。 

► 外しにキャップを燃料給油フラップ 
①の裏側にあるホルダー⑤に置さ 
ます。 

► 給油ノズルを給油□にいっぱいまで 
差し込み、給油を開始します。 

給油ノズ J レび最初に自動停止した時 
点で給油を停止してください。 

H 給油び自動的に停止したら、それ 
LU 上は給油しないで<ださい。燃料 
漏れのおそれや、エンジンび不調 
になったり停止ずるおそれびあり 
ます。 

給油□を閉じる 


► キャップを燃料紛由□に合わせ、□ッ 
クされた音び聞こえるまで時計回り 
にいっぱいまでまねしまず。 

► 燃料給油フラップ ® を閉じまず。 

〇 車を施錠ずる前に燃料給油フラッ 
プを閉じてください。施錠後に燃料 
給油フラップを閉じよ5としてを、 
□ックピンにより、燃料給油フラッ 
プび閉じな< な0まず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル⑤び貼付してあり 
まず。タイヤ空気圧ラベルの見かた 
については0262ページ）をご覧 
<ださい。 

〇 U モコン操作またはキーレス3’一 
操作*で燃料給油フラップび解錯 
ごれないとさは、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


B こな〇芭6が田 
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P 燃料を給油ずるとさは、 iU 下の点 

にミ主意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用して < ださい。有鉛ガソ 
リンや粗悪なガソリン、指定政 
外の燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用ずると、エ 
ンジンなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

• 燃料の添加剤は、純正品または 
承認されてし''る製品のみを使用 
して < ださい。故障の原因にな 
りまず。 

• 軽油を燃料に使用したり、無鉛 
プレミアムガソリンに混ぜて使 
用しないで < ださい。か量を混 
ぜただけでちエンジンなどを損 
傷するおそれがありまず。また、 
このよラな場合は保証の適用が 
になりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった 
場合は、決してエンジンを始動 
しないで< ださい。軽油が燃料 
系部品全体にまわるおそれがあ 
りまず。誤って給油した場合は 
ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場に連絡し、燃料タンクや 
燃料系部品の洗浄を行なって< 
ださい。 

• 目的地まで余裕をちって走れるよラ 

に、十分な量を給油して<ださい。 

•燃料給油口には、純正品がの 

キヤップを使用しないで<ださい。 


Q セルフ式のガソリンスタンドなど 
で給油ずるとさは必ず iU 下の点を 
守り、安全に十分ミ主意して作業を行 
なって < ださい。 

•エンジンを停止して、ドアやドアウ 
インドウなどを閉じて<ださい。 

• 燃料給油口を開くことからはじまる 
一連の給油作業は、必ずひとりで行 
なって < ださい。 

• 給油作業をする人がは燃料給油口 
に近付かないで < ださい。 

• 給油作業をする人は、作業の前に金 
属部分に触れるなどして身体の静電 
気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、放電 
による火花で燃料に引火したり、乂 
傷をするおそれがありまず。 

. 作業中は車内に戻らないで<だ 
さい。帯電ずるおそれがあ0まず。 

• キャップの取りがし/取り付けは 
確実に行ない、火気を近付けないよ 
ラにして < ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5に注 
意して<ださい。塗装面を損傷する 
おそれがあ0まず。 

• 給油ノズルは給油口の奥まで確実に 
差し込んで < ださい。 

• 手動で給油しているとさは、状況を 
見ながら、給油の勢いを強< しない 
でゆっくりと給油してくださし、。 
燃料が吹さこぼれるおそれがあり 
まず。 

• ガソ U ンスタンド内に掲示されてし^ 
るま意事項を遵守して < ださい。 
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燃料の給油 


燃料と燃料タンクのトラブル 


トラブル 


車から燃料び漏れて 
し）る。 


臟料給油フラップび 
開かない。 


可能性のある原因/症状および ► 対応 

A 乂災や爆発のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにイグニッション位置を0にして、エンジンスイッチからキー 
を振いて < ださい。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび解錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► エマージェンシーキーを使用して車を解錠してください（[>31日ペー 
ジ)。 

燃料給油フラップは解錠されるび、給油フラップの開閉機構に臭萬びある。 
► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


B こな〇芭6邮田 
















エンジンル ー J 
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こンジン ルーム 


ボンネッ 


A 警告 

走行中はボンネット□ック解除レ 
ノ く一を引かないで < ださい。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こずおそれがあ 
ります。 


A 警告 

エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさや、イグニッション位置 
が0のとさでわ、冷却水の温度が高い 
とさはエンジンファンなどが自動的 
に回転することがあります。エンジ 
ンファンなどの回転部分には身体や 
物を近付けないでください。 


A 警告 

ボンネットから炎や煙が見えたとき 
は、ボンネットを開かないで<だ 
さい。火傷をずるおそれがあります。 

A 警告 

エンジンが停止していてち、エンジン 
ルーム巧には高温になっている部分が 
あります。エンジンルーム内に触れる 
ときは、各部の温度が下がっているこ 
とを確認してください。 


A 警告 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置が2のと量は、エンジンルーム 
内には手を触れないでください。 

高電圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分があり、それらに触れ 
ると非常に危険でず。 


アクティブボンネッ 


歩行者への衝突などの際、ボンネット 
の後端が上方に動さ、相手への衝撃を 
緩和ずる機能でず。 


-ジ）をご覧 < だ 


詳しくは（[>318ぺ- 
さい。 

A 警告 

車両が受ける衝撃の大ささや角度な 
ど衝突時の状況によっては、ボンネッ 
卜の後端が上方に動かず、相手への 
衝撃を緩和できないことがあります。 

ボンネットを開< 

A 警告 

ボンネットを開<とさは、エンジン 
スイッチからキーを抜くか、イグニッ 
ション位置を0にして、ワイパーの 
スイッチが停止の位置になっている 
ことを確認してください oil 日ペー 
ジ）。ボンネッ h を開いているとさに 
ワイパーが作動ずると、けがをした 
り、車やワイパーを損傷するおそれ 
びあ0まず。 
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エンジン ルー ム 


P ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーが当たり、損 
傷するおそれがありまず。 

Q 強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネットが不 
意に下がることがありまず。風の 
強い曰は十分にま意してください。 


また、ボンネットに雪が積ちつてい 
るとさち同様にま意して < ださい。 



ち八ンドル車 


► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、キーレス3’一操作*でイグニッ 
シヨン位置を0にして、ワイパー 
のスイッチび停止の位置になってい 
ることを確認しまず （>11 5ペー 
ジ)。 

► 運転席側のインストルメントパネル 
下にあるボンネット□ック解除レ 
パ'—®を手前に弓 I きまず。 

〇 盗難防止警報システム装備車は、 
つイパーが作動しているとさにボン 
ネットの□ックを解除ずると、ワイ 
パーの作動が停止しまず。 



► ボンネットの裏側にある□ック解除 
ノブ®を矢印の方向に押し上げな 
がらボンネットを開さまず。 


約 40 cm までボンネットを上げる 
と、ボンネットはガスダンパーによ 
り自動的に上がり、開いたままにな 
りまず。 

〇 ボンネットを開いたあとに、さら 
に押し上げると、ボンネットを垂直 
の位置まで開<ことがでさまず。 

ボンネットを閉じる 


A 警告 

走行前に、ボンネットが確実に□ック 
されていることを確認してくださし、。 
走行中にボンネットが開いて視界が 
遮られ、事故を起こずおそれがあり 
まず。 


A 警告 

ボンネットを閉じるとさは、身体や 
物を挟まないよラに十分ミ主意してく 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


B こな〇芭 s 邮 m 






エンジン ルー 


1 


。エンジンルーム巧に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜やエンジンルーム巧の機器類など 
を損傷するおそれびありまず。 

►ボンネットを引さ下げ、グ U ル上部 
から約 20 cm 〜 30 cm の位置から 
手で押し下げて閉じまず。 

► ボンネットが確実に閉じていること 
を確認します。 

完全に閉じなかったとさは、ちラー 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 


エンジン ルーム 
A 警告 

• イグ ニッシ ョンシステムおよびバ 
イキセノンへッドライト*のバル 
ブソケットや配線に手を触れない 
でください。高電圧が発生してい 
るため、感電ずるおそれがあり 
まず。 

• エンジンスイッチからキーを抜い 
ているとさやイグニッション位置 
が0のとをわ、冷却水の温度が高い 
とさはエンジンフアンなどが自動 
的に回転することがあります。ェ 
ンジンフアンなどの回転部には身 
体や物をお付けないでください。 


9 環境 

環境保護のため、オイルなどの各種 
の油脂類やフルード類の交換および 
廃棄は、メルセデス■ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で行なってください。 

C 180/C 250 



の 

エンジンオイルレベルゲージ 

⑤ 

エンジンオイルフイラー 
キャップ 

⑤ 

を却水 U ヴーブタンク 

④ 

ブレーキ液1」ヴーブタンク 

⑤ 

ウォッシャー液 U ヴーブタンク 


こな〇芭 e が田 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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エンジン ルー ム 


C 63 AMG 



ち八ンドル車 


① 

エンジンオイルレベルゲージ 

⑤ 

エンジンオイルフィラー 
キャップ 

⑤ 

を却水 U ヴーブタンク 

④ 

ブレーキ液1」ヴーブタンク 

⑤ 

ウォッシャー液1」ヴーブタンク 

ぷち八ンドル車の® は 左ち対称の位置にあり 


ます。 

エンジンルーム内の手入れ 


手作業で巧いて<ださい。火傷や感電 
にま意して < ださい。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けたり、スチーム洗;争をしないで<だ 
さい。 


エンジンオイル 

〇エンジンオイルは使用している間 
にミちれに0劣化ずるだけでな<、消 
費され減少します。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給まには交換し 
て < ださい。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにエンジンオイル量に関ずる故 
障/警告メッセージび表示された 
ときは（1>300ページ）をご覧くだ 
さい。 

エンジンオイル量に関ずるを意 

車の使用状況により、1,000 km につ 
さ最大で約 0.8 U ットルのエンジンオ 
イルび消費されまず。 

慣らし運転中のエンジンオイルの消費 
量はをか増加ずることびありまず。ま 
た 、頻繁にエンジン回転数を上げて走 
行すると、エンジンオイル消費量は増 
加しまず。 

エンジンオイル量を点検ずる 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 
し U 下の点にま意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分間経 
週している 

• エンジンび温まる前にエンジンを停 
止しにとさは、エンジンを停止して 
から約30分じ(上経過している 
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〇 車種や仕様により、エンジンオ 
イルレべル ゲージの 形状が異なり 
ます。 


► エンジンオイルレベルゲージのを 
抜さ取り、されいに括:いていっぱし、 
までゆっくり差し込みまず。 

► エンジンオイルレベルゲージをなさ 
取り、付着したエンジンオイル量を 
点検します。 

エンジンオイル量はエンジンオイル 
レベル ゲージの 上限⑤と下限⑤の 
間にあれば正常でず。 

► エンジンオイルレベルゲージを元の 
位置に差し込みまず。 

► エンジンオイル量び下限かそれ LU 下 
のとさは、エンジンオイルフイラー 
キャップを開いて、指定のエンジン 
オイルを約 0.5 〜1リツトル補給 
します。 


エンジンオイルを補給ずる 


A 警告 

エンジンオイルをエンジンルーム内 
にこぼさないで<ださい。エンジンが 
熱いとさにオイルが付着ずると、発 
乂して火傷をずるおそれがあります。 

9環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
地面や排水溝などに流さないで<だ 
さし、。 

[ I 必ず車両の点検整備用として承認 
されたエンジンオイルとオイルフィ 
ルターだけを使用してくださし、。 

じ(下の原因により、エンジンや排気 
システムを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 

• 車両の点検整備用として承認ご 
れていないエンジンオイルと才 
イルフィルターを使用すること 

• 指定の交換時期を週ざてからエ 
ンジンオイルとオイルフィル 
ターを交換すること 

• エンジンオイルに添加剤を入れ 
ること 

〇エンジンオイル量びエンジンオイ 
ルレべ J レゲージの上限を超えている 
ときは、エンジンオイルを巧いてく 
ださい。エンジンや触媒を損傷ず 
るおそれびありまず。 


I 
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エンジンオイルフイラーキャップの例 


► エンジンオイルフイラーキャップ 
©を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

エンジンオイル量びエンジンオイル 
レベルゲージの下限かそれ！; TF のと 
さは、エンジンオイルを約 0.5 〜1 
U ットルネ甫給しまず。ま全に十分ま 
意して、作業を行なってください。 

► エンジンオイルフイラーキャップ① 
を捕給□に合わせ、時計回りにいっ 
ぱいまでまわして取り付けまず。 

エンジンオイルフイラーキャップび 
お実に取り付けられていることを確 
言忍します。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージで 
エンジンオイル量を点検しまず。 


エンジンオイ j レの交換時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイル 
フィルターは定期的に交換ずることを 
お勧めしまず。交換時期はメンテナン 
スインジケーターを目まとして<だ 
さい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ 指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

〇必ず指定のエンジンオイルを使用 
して< ださい。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルをミ居 
ぜないでください。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧を取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイル量びをずざると故 
障の原因にな0まず。 

〇エンジンオイルの減りかたび著 
しいとさは、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 
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オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

オートマチックトランス三ッションオ 
イルのオイル量を点検する必要はあ0 
ません。 

オイルの漏れを見つけたり、トランス 
S ッションの作動に異常を感じたとさ 
は、ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場で点検を受けて<ださい。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの交換については別冊「整 
倫手帳」をご覧ください。 

〇オートマチックトランス云ッシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 


冷却水 


A 警告 

:令却システムには圧力びかかってい 
まず。水温び少しでを高いとさは、 
絶巧に1」ヴーブタンクのキャップを 
開かないでください。高温の蒸気や 
熱湯び巧さ出して、火傷をするおそ 
れびあ0ます。 


A 警告 

不凍液をエンジンルームにこぼさ 
ないよラにしてください。熱くなった 
エンジンに不凍液び付着すると、発 
火して义傷をずるおそれびあります。 

〇を却水の減りかたび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごし、。 


を却水の量を点検ずる 


► 水平な場所に停車しまず。 

を却水の量の点検は、水平な場所に 
停車していて、エンジンび十分に 
をえているとさにのみ行なってくだ 
さい。 

► イグニツシヨン位置を2にしまず。 

► メーターパネルのエンジン;令却水温 
度計でを却水の温度び;ちえているこ 
とを確認しまず。 

► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
まず。 



► U ヴーブタンク⑤のキヤップ®を 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまわして、圧力を巧さまず。 


►圧力び巧けたら、キャップのをさ 
らに反時計回りにゆっくりまわして 
取り外しまず。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク⑤ 
巧のマーカー⑤に達していれば適 
量でず。 

を却水び温かいとさは、液面びマー 
カー⑤より約1 .5 cm 上にあれば適 
量です。 

► 必要であれば、冷却水を補給しまず。 
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►キャップ®を合わせ、いっぱいま 
で時計回りにまわしまず。 

を却水を補給ずる 


を却水び不足している場合は、 U ヴー 
ブタンクに補給しまず。 

► 冷却水びをえていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンク⑤のキャップ®を 
反時計回りにゆっくり約1/2回転 
までまねして、圧力を巧さまず。 

►圧力び巧けたら、キャップ®をさ 
日に反時計回りにゆっくりまわして 
取り外しまず。 

► 液面の高さにミ主意してを却水を補給 
します。 

通苗は水道水 I こ純正の不凍液をミ畳ぜ 
て使用します。 

車を使用する地域(最低気温）によっ 
て濃度を変えます （0359 ページ）。 

► キャップのを確実に閉じまず。 

〇;ちち P 水の補給は、を却水び;ちえ 
ているときに行なってください。 

〇を却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定し i (外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

[I 不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずみやか 
に水で洗い流して < ださい。 


〇マルチフアンクションデイスフレ 
イにを却水に関ずる故障/警告メッ 
セージ0299ページ）び表示され 
たとさは、オーバーヒートしてエン 
ジンを損傷ずるおそれびありまず。 
ただちにま全な場所に停車し、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

を却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととをに劣化し 

まずので、整備手帳に従い定期的に交 

換してください。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場におたずね < ださい。 

オーバーヒートしたとを 


才ーパーヒートしたとをの症状 

• 冷却水温度び約 120° CLU 上をおし 
ている。 

• マルチフアンクションディスプレイ 
にを却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示される。 

• エンジンルームから蒸気び出ている。 

A 警告 

エンジン ルームから 蒸気び出ている 
とさや;令却水び日欠さ出しているとさ 
は、ただちにエンジンを停止し、；令 
えるまで車から離れてください。漏 
れた液体び発火して火災び発生ずる 
おそれびあ0まず。 
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A 警告 

水温が下がるまで、絶対にボンネッ 
卜や U ヴーブタンクのキャップを開 
かないで< ださい。高温の蒸気や熱 
湯が吹き出して火傷をずるおそれが 
あ0ます。 

P オーバーヒートした状態で走行し 
たり、冷却水が吹さ出している状態 
でェンジンをかけたままにずると、 
ェンジンを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

P オーバーヒートしたとさは必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 

オーバーヒートしたとさは、じ(下のよ 
ラに処置してください。 

► ただちに安全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイド U ング状態で冷却 
します。 

ラジェターの冷却ファンが停止し 
ているとさや、冷却水が吹さ出し 
ているときは、ェンジンを停止して 
冷却してください。 

►ェンジンが十分に冷えてから、冷却 
水量、水漏れ、ラジェターの冷却ファ 
ンなどを点検しまず。 

► 冷却水が不足しているとさは補給し 
ます（1>2日4ページ）。 


ブレーキ液 


A 警告 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告^ッ 
セージが表示されたり （0296 ペー 
ジ）、ブレーキ警告灯（[>309ページ） 
が点灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないでください。補給 
によって故障が解消することはあり 
ません。 

ま全な場所に停車して、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して < 
ださい。 


A 警告 

必ず指定のブレーキ液を使用して< 
ださい。指定！; I 外のブレーキ液を使用 
した0、他の銘柄を混ぜると、ブレー 
キの効を具合やブレーキシステムに 
悪影響を与え、安全なブレーキ操作 
がでさな < なるおそれがあ0ます。 


A 警告 

ブレーキミ夜の補給は、エンジンが;令 
えてから行なって<ださい。また、 
レベルインジケーターの上限を超え 
ないよラに補給してください。あふ 
れたブレーキ液がエンジンや排気系 
部品などに付着すると、発火して火 
傷をしたり、火災が発生ずるおそれ 
びあ0まず。 


Q マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告六ッセージが表おされたとさは 
瓜296ページ）をご覧ください。 
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ブレーキ液の量を点検ずる 



ち八ンドル車 


►ブレーキ液の液面び、ブレーキ液 
U ヴーブタンク©のレベルイン 
ジケーター上限 （ MAX ) ③と下限 
( MIN ) ⑤の間にあれば正苗でず。 

&左八ンドル車のブレーキ液 I 」ヴーブタン 
ク①は、エンジンルームに向かってち側 
にあ0ます。 

ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてくだごい。詳 
しくはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 

〇ブレーキ液の減りかたび著しいと 
きは、ただちにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

〇ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なつて < ださい。 

H 補給のとさは、3ミや水び U ヴー 
ブタンクの中に入らないよラにして 
ください。たとえルさな3’ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 


〇レべルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給ずると、走行 
中 I こ漏れて塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。ボディに付着したとさ 
は、ずみやかに水で洗い流して<だ 
ごい。 

[I ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ（一□ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック： 長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキぺダ j レを踏 
み続けると、ブレーキ液び沸騰して 
ブレーキパイプ巧に気泡び発生し、 
ブレーキペダルを踏んでを圧力び伝 
わらず、ブレーキび効かなくなる現 
象のことでず。 


ウオツシヤー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性でず。火気を 
近付けたり、近くで喫煙をしないで 
ください。また、エンジンび熱くなつ 
ているときは補給しないでください。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあり、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 
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ウオッシヤー液を補給ずる 



► U ヴーブタンクに補給ずる前に、 
ウオッシヤー液と水を適正なミ居合比 
に混ぜまず。 


► ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャップ®を開さまず。 

► ウォッシャー液をネ甫給しまず。 

► キャップのを取り付けまず。 

ウインドウウォ ッシャー液とへッ ドラ 

イトウ ォッシャー* 液の U ヴー ブタン 

クは共用でず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ畳ぜ 

て使用します。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあ0まず。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るにめ、おず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくだ 
ごし、純正け•外のウォッシャー液を 
使用すると、レンズを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
0305ページ）をご覧ください。 

* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくは ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


を全に関ずる注意 


A 警告 

純正品および承認されている製品し U 
外のタイヤやホイールを装着したり、 
タイヤ皆ホイールを正しく装着し 
ないと、車両の安全性を損なラおそ 
れがおります。 


A 警告 

パンクしたタイヤにより、車両の走 
行、ステア I 」ング、制動特性が著し 
く損なわれまず。事故の危険性があ 
りまず。 

• パンクしたタイヤでは走行し 
ないで <ださい。 

• ただちに応急用スペアタイヤに 
交換するか、ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場に達絡して< 
ださい。 

ブレーキシステムやホイールを改造し 
ないで< ださい。また、スペーヴーや 
ダストシールドを使用しないで<だ 
さい。保証の適用外になりまず。 


I 
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タイヤとホイール 


走行時の注意 _ 

• 走行しているとをは、振動や騒音、 
ステア U ングび片方向にとられるな 
どの不自然なステア1」ングの動をに 
を意してください。ホイールや夕 
イヤび損傷しているおそれびあり 
ます。タイヤやホイールの損傷び疑 
われるとさは、ただちにま全な場所 
に停車して、タイヤとホイールを点 
検してください。目に見えないタイ 
ヤやホイールの損傷ち、不自然な 
ステア1」ングの動さの原因になり 
ます。 

異常び見つからないとさを、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

. 駐車時は、タイヤやホイールび縁石 
や障害物に接触しないようにしてく 
ださい。 

縁石などを乗り越える必要びあると 
きは、走行速度を落とし、縁石に巧 
してタイヤをでさるだけ直角にして 
ください。タイヤを損傷ずるおそれ 
びありまず。 


タイヤの点検 
A 警告 

損傷しているタイヤは空気圧あ下の 
原因になりまず。その結果、車のコ 
ント□ールを失ラことびあります。 
事故の危険性びあ D ます。損傷の兆 
候びないかタイヤを定期的に点検し、 
損傷しているタイヤはただちに交換 
してください。 


タイヤを点検ずる 

► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接化部のたわみ状態(別冊 r 整 
倫手帳」参照）を見て、空気圧び適 
切であることを点検しまず。 

►タイヤに大をな傷びないこと、くぎ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないことを点検しまず。 

►タイヤび偏摩耗を起こしたり、極端 
にずり減っていないことを点検し 
まず。ス U ツプサイン（別冊「整備 
手帳」参照）び出ているとさは、新 
しいタイヤに交換しまず。 

• タイヤの溝の深さや接地面の状態は 
定期的に点検してください。必要 
であれば、タイヤを左側またはち側 
にいっぱいまで切った状態で、タイ 
ヤの内側を点検してください。 

• ほこ0や水分の浸入を防ざパ'ルブを 
保護ずるため、ホイールパルブの 
キヤツプをおず装着してください。 
また、市販のタイヤ空気圧計測装 
置をホイールパルブに装着ずるな 
ど、純正品または承認されたパ'ルブ 
キヤツプし U 外のをのをホイールパ V レ 
ブに装着しないでください。 

• 応急用スペアタイヤを含め、タイヤ 
の空気圧は定期的に点検してくだ 
さい。 

• タイヤに空気を入れてを、ずぐに空 
気圧びほ下ずるとさは、パンクやホ 
イールの損傷、タイヤパルブからの 
空気漏れなどのおそれびありまず。 
ただちにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごし、。 


B こな〇芭6邮田 
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タイヤトレッド 


A 警告 

し^下の点にミ主意して < ださい。 

• タイヤの摩耗には十分に注意し、 
スリップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）が現われたら、ずみやかに 
に交換してください。タイヤの溝 
の深さが約 3 mm L 处下になると著 
しく滑りやす<なり、事故につな 
がるおそれがあります。 

• ウインタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 下になったとさは、必ず新 
品と交換してください。 

• タイヤの摩耗は均一ではありま 
せん。タイヤの溝の深さや接地面 
の状態は定期的に点検して < だ 
さい。必要であれば、タイヤを片 
方向に向けて、タイヤの内側ち点 
検してください。 


タイヤの遺択、装着と交換 

• タイヤとぶイールは、4輪とち同じ 
種類と銘柄のちのだけを装着して< 
ださい。 

• ホイールには指定された正しいヴ 
イズのタイヤだけを装着して<だ 
さい。 

• 新品のタイヤを装着したとさは、走 
行距離が約1 00 km を超えるまでは 
速度を控えて運転ずることをお勧め 
します。 

• トレッドがひど<摩耗したタイヤで 
は、蕭れた路面を走行しないで<だ 
さい。タイヤのグリップが著しく低 
下し、八イド□プレーこング現象を 
起こすおそれがありまず。 


•摩耗具合にかかわらず、6年 iU 上経 
過したタイヤは新品のタイヤと交換 
して < ださい。 

応急用スペアタイヤち同様に交換し 
て<ださい。 

• 純正品または承認されている製品政 
がのタイヤやホイールを装着ずる 
と、車両操縦性や□ー ドノイズ、燃 
料消費な どに 悪影響をおよぼずおそ 
れがありまず。また、乗車人数や荷 
物が増えた場合などには、タイヤや 
ホイールと車体などが接触して、夕 
イヤや車体を損傷ずるおそれがあり 
まず。 

• 再生タイヤを装着した場合、安全性 
の保証はでさません。 

• 大径ぶイールを装着したとさは、路 
面状況が悪いとさに乗り必地が悪 
<なることがありまず。また、障害 
物を乗り越えたとさの快適性ち低下 
し、ぶイールやタイヤを損傷するち 
険性ち高まりまず。 

• 純正品または承認されている製品 iU 
がのタイヤやホイールを装着ずる 
と、道路運送車両法違反になること 
がありまず。 

• 前後同サイズのタイヤ/ぶイー J レ 
が指定されている車種は、2本だけ 
新品のタイヤを装着ずるときは、前 
輪に装着して < ださい。 

タイヤの摩耗具合は、 Li (下の条件によ 

0左ちされまず。 

• 運転ち法 

• タイヤ空気圧 

• 走行距離 
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ウィンタータイヤ _ 

雪道や凍結路を走行するとさやが気温 
度が約 rcLU 下のときは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着することで、 ABS や ESP ® 
などの効果が発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とち同じ銘柄のちの 
にして < ださい。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

A 警告 

ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm 下になったとさは、必ず新品 
と交換してください。十分なグリッ 
プを発揮できず、雪道や凍結路の走 
行に適さな<な0まず。これによ0、 
車両のコント□ールを失い、事故の 
原因になりまず。 

ウィンタータイヤを装着したときは、 
正しいタイヤ空気圧に調整して、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して< 
ださい。 

応急用スペアタイヤを装着したとさ 
は、約 80 km / haU 上の速度で走行し 
ないで < ださい。 


A 警告 

ウィンタータイヤの装着時に、応急 

用スペアタイヤを装着すると、タイ 

ヤのサイズと種類が異なるため、事 

故を起こずおそれがあ0ます。 

政下の事項を守ってください。 

• 状況に合わせて慎重に運転して< 
ださい。 

• 応急用スペアタイヤを2本似上装 
着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤはウィンター 
タイヤとはサイズが異なるため、 
短時間のみ使用してください。 

• ESP ® の機能を解除しないでくだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤを交換すると 
さは、最寄りのルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で行なって< 
ださい。交換ずるタイヤのサイズ 
と種類が正しいことを確認してく 
ださい。 

P ウィンタータイヤを装着していて 
ち、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでくだ 
さい。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
<はルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね<ださい。 


B こ度〇芭 s 邮田 
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スノーチェーン _ 

ウィンタータイヤでを走行び困難なと 

をは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

スノー チェー ンは、 Daimler AG の} 旨 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説明書に従ってください。 

スノーチェーンを装着ずるとさは、じ ( 

下のことにミ主意してください。 

• 車種や仕様により、標準タイヤ、ホ 
イールにスノーチェーンを装着で 
をない場合びありまず。詳しくは 
0363ページ）をご覧ください。 

• 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでくださし、。 

• スノーチェーンは必ず後輪に装着し 
てください。前輪に装着ずると、ボ 
ディやフェンダーの内側またはサス 
ペンションなどに接触して、タイ 
ヤや車体を損傷するおそれびあり 
ます。 

• スノーチェーン 装着時は約 50 km / 
h iiTF の速度で走行してください。 

• 指定品 Li (外のスノーチェーンを装 
着すると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

• スノーチェーンの脱着は、周囲の交 
通を妨げない、を全で平坦な場所で 
行なってください。 

• 路面に雪や凍結びな<なったとさ 
は、スノーチェーンを外してくだ 
ごし、。 


〇 スノーチェーン装着中は、 ESP ® の 
機能を解除したほ5び走行しやずい 
場合びありまず。 

〇 スノー チェーンに ついて、詳しく 
は ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


r タイヤ空気圧 


A 警告 

タイヤ空気圧が低すぎたり高すぎる 
とさは、じ I 下のよラな危険があり 
ます。 

. 車に重い荷物を積んだとさや高速 
走行したとさに破裂するおそれが 
お0ます。 

• タイヤが極度に摩耗したり、偏摩 
耗して、タイヤのグリップが善し 
く低下ずるおそれがあります。 

• 車両の走行、ステアリング、制動 
特性が著し < 損なわれるおそれが 
あ0まず。 

事故を起こすおそれがありまず。 
タイヤ空気圧はし U 下のよラに調整す 
ることをお勧めします。その際は、応 
急用スペアタイヤを含め、すべての 
タイヤの空気圧を点検してくださし、。 

• 少なくとち2週間ごと 
• 荷物の積載量が変わったとさ 
• 長距離走行前 

. す整地の走行など、使用条件が変 
わったとさ 

必要であれば、指定のタイヤ空気圧 
に調整してください。 


I 
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タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベルの例 

タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず(>244 
ぺージ)。 

装着されているタイヤのサイズや乗車 
人数、荷物の量などに応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は rkPa ( lOOkPa 二 Ibar )」 と fpsij 
で表示されています。 

応急用スペアタイヤの空気圧は、応急 
用スペアタイヤのぶイールまたは夕 
イヤに記載されていまず。詳し < は 
(>364ページ）をご覧ください。 

A 警告 

市販のタイヤ空気圧計測装置をホ 
イールバルブに装着ずるなど、純正品 
または承認されたバルブキャップし U 
外のをのをホイールバルブに装着し 
ないで<ださい。それらを装着ずる 
と、バルブが常に開いた状態になる 
ため、空気圧低下の原因になりまず。 


A 警告 

タイヤ空気圧が繰0返し低下すると 
さは、ホイールやホイールバルブ、 
またはタイヤが損傷しているおそれ 
があ0ます。タイヤ空気圧が低すぎ 
ると、タイヤが破裂ずるおそれがあ 
りまず。事故を起こずおそれがあり 
まず。 

• タイヤにくぎなどがささってい 
ないか確認して<ださい 
• ホイールやホイールバルブから空 
気が漏れていないか確認してくだ 
さし、。 

問題を解消でをない場合は、ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡して < ださい。 

Q 必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

タイヤ空気圧は、できるだけタイヤが 
冷えているときに測定してください。 
liTF のときはタイヤは冷えていまず。 

• 直射日光をミ谷びていない場所で、か 
な< とち約3時間 iU 上駐車したま 
まのとさ 

• 約1 .6 km liijz 走行してし''なし^とき 

周囲の気温が約1日む変化ずると、夕 
イヤ空気圧は約 lOkPa (0.1 bar / 
1.日 psi ) 変化しまず。タイヤ空気圧を 
点検ずるとさは周囲の気温にま意して 
<ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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タイヤ空気圧び高ずざたりほずざる状 
態で走行すると、しツ下のよラなことび 
起こりまず。 

• タイヤの寿命び短くなりまず。 

• タイヤの損傷につなびりまず。 

• 車両操縦性や走行安全性に悪影響を 
ちえまず（八イド□プレーニング現 
象び発生しやず< な0まず）。 

〇 かない荷物に対応した空気圧値 
は、良い乗りむ：曲ををたらずための 
最ほ空気圧です。 

荷物びかないときを、をい荷物に巧 
応した空気圧を使用することをでさ 
ます。この空気圧値は許容されてい 
る値であり、走行性能に悪影響を与 
えることはありません。 

9環境 

定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧が低いと、 
燃料を余計に消費します。 


タイヤ空気圧警告システム* 

4輪ずベてのタイヤの回転速度をモニ 
ターし、タイヤ空気圧が低下ずること 
により他のタイヤとの回転速度に差が 
生じると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告ッセージを表示し 
ます。 


空気の入れずざなど、誤ったタイヤ空 
気圧の調整に対しては警告が行なわれ 
ません。燃料給油フラップの裏側にあ 
るタイヤ空気圧ラベルを参照し、必ず 
規定の空気圧に調整して < ださい。 

タイヤ空気圧警告システムは、複数の 
タイヤから同量の空気が漏れた場合な 
どは検知できません。また、タイヤ空 
気圧の点検を行なラシステムではあり 
ません。 

突然の空気圧低下（タイヤに異物が貢 
通した場合など）に対しては警告を行 
なラことがでさません。このとさは、 
急ブレーキや急八ンドルを避け、しっ 
かりステア U ングを支えながら、徐々 
に減速して安全な場所に停車して<だ 
さし、 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

•力ーブを巧がっているとさ 
• 加速または減速しているとき 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやずい路面を走行しているとさ 
• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着しているとき 
• 重い荷物を積載しているとさ 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる 


m 下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて < ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• タイヤやホイールを交換したとさ 

• 新しいタイヤやホイールを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動ずる前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（杉262ページ）を参照し 
て、ずべてのタイヤが適正な空気圧 
に調整されていることを確認して< 
ださい。 

► タイヤ空気圧に関ずる注意事項を 
守って < ださい。 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

►ステア U ングの QD または [E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの;イン^ 
こユーから" メンテナンス" を選択しまず。 

► E を押して、 "タイヤ空気圧" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

II タイヤ空気圧警告システムオン" 
と表示されます。 

〇イ グこッシヨン位置が2 がのと 
さは、 "タイヤ空気圧警告システ 
ムイグこッシヨンオンで作動でさ 
ます" と表示されまず。 

► 应のを押しまず。 


► L ? 立を押して" はい "を選択し、 
应のを押しまず。 

II タイヤ空気圧警告システム再始 
動しました" と表示されまず。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 

または 

再起動を中断ずる場合 

► ステア U ングのスイツチを押 
しまず。 

または 

► "タイヤ空気圧正常ですか？" と表 
示されているとさに、 "キャンセル" 
を選択して、应のを押しまず。 


タイヤの交換 


タイヤ □ーテー シヨン 


A 警告 

タイヤまたはホイールのサイズが前 
後で異なる車両でタイヤ□ーテー 
シヨンを行なラと、車両操縦性や走 
行安定性が確保でさません。ブレー 
キやヴスペンシヨンを損傷するおそ 
れがあります。事故を起こすおそれ 
がお0まず。 

タイヤ □ーテーシ ヨンは、タイヤお 
よびホイールのサイズが前後同一の 
車両にのみ行なってください。 


B こな〇芭6邮田 


II タイヤ空気圧正常でずか？" と表 
示されます。 
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タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
ち法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,00日〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 

タイヤ□ーテーシヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤを入れ替えまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを適切に実 
施すると、タイヤの摩耗を均一化す 
ることがでさまず。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整して<ださい。タイヤ 
空気圧は、燃料給油フラップの裏側 
に貼付してあるタイヤ空気圧ラベル 
で確認して < ださい。 


タイヤの保管 


装着していないタイヤは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそれ 
のない、乾燥した冷暗所に保管して< 
ださい。 


タイヤの清掃 


A 警告 

高圧式スプレーガンを使用してタイ 
ヤを清掃し ないで <ださい。タイヤ 
を損傷ずるおそれがありまず。 


タイヤの回転方向 

回転ち向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転するよラに装着ずる 
ことで、八イド□プレーニング現象な 
どを発生しに<< し、タイヤの性能を 
発揮することができまず。 

タイヤの側面に記載された回転方向の 
矢印などの指示に従って装着して<だ 
さし、。 

応急用スペアタイヤは、どちらの回転 
方法で'ち装着でさます。 

応急用スペアタイヤを使用ずるとさ 
は、速度制限および使用期限に従って 
<ださい。 


B 三養芭 S が中 
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寒を時の取り扱い 


寒を時の通り扱い 


寒;令時には、通常とは異なった取り 
扱いび必要でず。必ず LU 下のま意事項 
を守って < ださい。 

を却水/バッテリー 

メルセデス- ベンツ指定サービスエ場 
で、を却水の不凍液の濃度び適正であ 
ることや、バッテ U —の液量や充電状 
態に不足びないことを点検してくだ 
さい。 

エンジンオイル 

車を使用ずる場所の外気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用してください。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用とを用びあ 
りまず。を用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれに道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま <地域の場合、か 
なくとを1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪び積をったと 
をはずベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 
ありまず。 


ドアやトランクのま結 

ドアやトランクび凍結しているときは 
下のよ5な方法で走行ずる前に解 

凍するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとさは、樹脂製のへら 
などを使用し、ボディやウインド 
ウを損傷しないよラにま意してくだ 
さい。 

• ドアやトランクび凍結して開ひない 
とさは、開□部周囲にめるま湯をか 
け、解凍してから開いてください。 
また、 キー シ1」ンダーにはめるま湯 
びかからないよ5にして < ださい。 

• 再凍結を防止ずるため、余分な水分 
はされいに巧さ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやトランク 
を開こラとずると、周囲の防水シー 
ルやウェヴースト U ップを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

ボディ下側の着か 

• 走行前にボディ下部やフェンダーの 
内側を点検してください。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンシヨンなどに雪や氷塊び 
付着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステア U ング操 
作びでさな<なり、事故を起こずお 
それびあ0まず。 

• 雪や氷塊び付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にま意しなび 
日、雪や氷塊を取り除いてください。 
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• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
をは、大をくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ドアウインド 
ウ、パノラミックスライディングルー 
フ* などび凍結しているときに、無理 
に動かずとモーターを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してひら操作してください。 

柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操 
作するとをに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇り 
やす < なりまず。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けな<なったとさは、先にマ 
フラー用自気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入して<るおそれびあ0 
ます。 

A 警告 

マフラーなどが雪に埋もれた状態で 
エンジンを始動ずると、排気ガスが車 
内に入0、一酸化炭素中毒を起こし 
たり、中毒死ずるおそれがあります。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


駐車ずるとを 

寒冷時や積雪地での駐車時は(下の点 

にミ主意してください。 

• パーキングブレーキが凍結ずるおそ 
れがある場をは、パーキングブレー 
キを使用せず、シフトポジションを 
[ E にして、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンが冷えずざない 
よ5にして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららが落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれがありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ U ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないで<ださい。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、火災や故障の原因になりまず。 
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走行時の注意 


走行時の注意 


エンジンを停止しての走巧 


A 警告 

走行中はエンジンを停止しないでく 
ださい。 

エンジンが停止しているとさは、パ 
ワーステア U ングやブレーキの倍力 
装置が作動しません。 

ブレーキやステア U ングの操作に非 
常に大さな力が必要になるため、車 
のコント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあ0まず。 


ブレーキ 


A 警告 

滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かはないで< ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失し、、 
事故を起こずおそれびあ D ます。 


A 警告 

ブレーキ操作び、後続車などに危険 
をおよぼすことびないよラに注意し 
て < ださい。 


下り坂を走行ずるとき 


長い下り坂や急な下り坂では必ず 
ティップシフトでほいギアレンジを選 
おし、エンジンブレーキを効かせて< 
ださい。 


エンジンブレーキを併用ずることによ 
り、ブレーキシステムへの負荷び減 
0、ブレーキの過熱を防ぐことびでを 
ます。また、ブレーキの摩耗を防ぐこ 
とびでさまず。 

〇 クルーズコント□ールや巧変ス 
ピード I 」ミッターの作動中を、ほい 
ギアレンジを選択ずることによりエ 
ンジンブレーキを効かせることびで 
さまず。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ巧を利用した減 
速をエンジンブレーキといいまず。 
ほいギアのとさほど効さび強<なり 
ます。 

ブレーキシステムに強い負荷びかかつ 
たとを 


A 警告 

ブレーキペダルの上に足を置いたま 
ま運転しないでください。ブレーキ 
バッドび早く摩耗するだけでなく、ブ 
レーキび過熱して効かなくなった0、 
火災び発生するおそれびあります。 

ブレーキに大さな負担びひかったとさ 
は、ずぐに停車ずるのではなく、しば 
らく走行を続けてください。ブレーキ 
システムに風を当てることにより、よ 
り早くを却ずることびでさまず。 

ブレーキを効かせずに長時間走行し 
ているとをなどは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このよ5な 
とさは後続車にミ主意しなびら、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキぺ 
ダルを数回軽 < 踏んで < ださい。 
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路面び濡れているとを 


蕭れた路面を走行しているとさや洗車 
直後は、 ブレーキの 効さが悪<なるこ 
とがありまず。このよラなとさは後続 
車にま意しながら低速で走行し、 ブ 
レーキの 効さが回復ずるまで、 ブレー 
キ ペダルを数回軽<踏んで<ださい。 

凍結防止剤を散布した路面でのブレー 
キ性能の制限について 


A 警告 

ブレーキディスクやブレーキパッド 
に塩分が付着ずると、ブレーキの効 
さが遅れるため、制動距離が大幅に 
長くなり、事故につながるおそれが 
あ0まず。 

危険を回避するたが、似下の指示に 
従ってください。 

• 凍結防止剤を散巧した道路を走 
行するとをは、周囲の交通を妨げ 
ないよラにミ主意しながら、数回に 
分けてブレーキを効かせて<だ 
さい。ブレーキペダルを踏むこと 
により、 ブレーキディスクやブレー 
キパッドに付着した塩分を除去す 
ることがでさます。 

. 前車との車間距離を十分に確保し 
て、慎重に運転してください。 

• 駐車する前や発進直後は注意して 
ブレーキを効かせ、ブレーキデイ 
スクか5塩分を除去してください。 


ブレーキパッドについて 


A 警告 

新車時または交換した新品のブレー 
キパッドは、目まとして走行距離が 
数百 km を超えるまでは制動性能を完 
全には発揮でさません。最初の数百 
km までは、必要に応じてブレーキぺ 
ダルをかし強めに踏んでください。 

Q ブレーキが過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水がかからないよ 
5にして<ださい。ブレーキデイス 
クを損傷するおそれがありまず。 

必ず純正のブレーキパッドを使用して 
<ださい。純正がのブレーキパッド 
を使用ずると、ブレーキ特性が変わっ 
て安全なブレーキ操作がでさな < なる 
おそれがあ0まず。 

AMG 強化ブレーキシステム*のま意 
事項 

AMG 強化ブレーキシステムは、高い 
負荷に耐えられるように設計されてい 
ふ9 〇 

走行速度やブレーキペダルの踏力、気 
温や湿度などのが気環境により、ブ 
レーキノイズを発生することがあり 
ます。 

また、 ブレーキパッドやブレーキデイ 
スクなどブレーキシステムを構成ずる 
部品は、運転スタイルや走行状況に応 
じて摩耗度合いが異なってさまず。走 
行距離は摩耗度合いを測る目安にはな 
りません。負荷の高い運転を行なった 
とさは、摩耗度合いが高 < なりまず。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走 巧 時の 注意 


〇ブレーキシステムに高い負荷を与 
えるような走行をした後は、必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


(( D ) 」ブレーキ警告打 

イグニッシヨン位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは、警告灯び故障 
しています）、エンジン始動後に消灯 
しまず。 

ブレーキ警告灯は、パーキングブレー 
キを効かせているとさはエンジン始動 
後を点灯したままになりまず。 

ノ（ーキングブレーキを解除してを消灯 
しないとさや、エンジンびかかってい 
るとさに点灯ずる場合は、ブレーキ液 
び不足していまず。安全な場所に停車 
し、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液またはブレーキパッ 
ドに関ずる故障/警告メッセージ 
び表示されにときは(>296ぺージ） 
をご覧 < ださい。 


タイヤのグ U ップについて 


A 警告 

安全な走行のため、濡れた路面や凍 
結した路面では、乾燥した路面を走 
巧ずるとさよりち低い速度で走行し 
て < ださい。 

外気温度が低いとさは、路面の状態 
に十分ま意してください。路面が凍 
結しているとをは、ブレーキ時に夕 
イヤと路面の間に薄い水の層が形成 
され、タイヤのグ U ップが大さく低 
下します。 


濡れた路面での走巧 
八イド□プレーニング現象 


一定上の深さがある水たまりを走 
行ずるとさは、 iU 下の状態でち、八イ 
ド□プレーこング現象が発生ずるおそ 
れがありまず。 

• 走行速度を落としている 

• タイヤトレッドの溝の深さが十分に 
友る 
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でさるだけ水たまりや輸を避け、ブ 
レーキを効かせるとさはま意してくだ 
さい。 











走行時の注意 


271 


道路び冠水しているとをや車び水巧し 
たとを 


やむを得ず冠水した道路を走行ずると 

をは、じ(下の点にミ主意してください。 

• 許容されている最大水深は約 25 cm 
です。 

• 波び立たないよ5な速度で走行して 
<ださい。 

〇前方を走行している車両や、ずれ 
違5車両からを波び発生しまず。こ 
れにより、最大水深を超えることび 
ありまず。 

〇豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったとさはみしてエン 
ジンを始動しないで<ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エンジ 
ンに重大な損傷を与えるおそれびあ 
りまず。 

U 車び水没した場合は、水び引いた 
後でをエンジンを始動せずに、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡して < ださい。 


雪道やま結路面の走巧 


A 警告 

車び雪に覆われたとさは、マフラーや 
エンジンをかけた車の周囲から雪を 
取り除いてください。排気ガスび車 
内に入0、一酸化炭素中毒を起こし 
たり、中毒死ずるおそれがあります。 


滑りやずい路面での走;5 


A 警告 

滑0やすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。ス 
U ップして車のコント□ールを失し、、 
事故を起こすおそれびありまず。 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやずくなっていまず。十分な車間距 

離を確保し、いつをより控えめな速度 

で慎重に走行してください。 

安全な走行と車両操縦性を確保ずるた 

め、 し i (下のま意事項を守ってください。 

• ウインタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

• 走行モードを E モー ドまたは C モー 
ドに切り替えてください（>136 
ページ)。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どは避けてください。 

• クルーズコント□ールは使用しない 
で < ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
して、ブレーキの効さび悪くなるこ 
とびありまず。このよ5なとをは、 
後続車にま意しなびらほ速で走行し 
て、ブレーキの効をび回復ずるまで 
ブレーキぺダ j レを数回軽く踏んでく 
ださい。 
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走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発造や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッションや駆動系部品 
を損傷するおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保し、不要な急 
発造や急加速、急ブレーキを避けて 
<ださい。 

横風が強いとを 

横風び強く、車び横方向に流されそ5 
なとをは、ステア1」ングをしっかりと 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとさは、ヘッドラ 
イトを点灯して<ださい。内部照日月び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意してください。 


走行中に異常を感じた5 

警告なび点なしたとをやマルチフアン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い巧処して<だ 
さい。それでを警告灯や故障/警告 
メッセージび消灯しないとさは、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してくだごい。そのまま走行を続け 
ると、事故を起こしたり、車に重大な 
損傷を与えるおそれびありまず。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

にだちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料 
などび漏れていないか確認してくだ 
さい。漏れやボディ下部に損傷を見つ 
けにとさは、運転を中止してメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
てください。損傷を放置したまま走行 
を続けると、事故を起こずおそれびあ 
りまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしっかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとを 


駐車ずるときのを意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やすいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗者びドアを開くとさは、周囲に 
危険びないことを運転をび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないで < ださい。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングや セレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 
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• 炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇を抑えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、柔車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げて < ださい。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取0除いて < ださい。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、車巧 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

急な坂道で駐車ずるとを 

急なあ道で駐車するとをは、シフトポ 
ジシヨンを巧 II にして、パーキング 
ブレーキを確実に効かせてください。 
さらに輪止めをして、前輪を歩道方向 
に向けて < ださい。 

仮旧ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとさは、ま 
全な場所 I こ駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識の5ちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異苗過熱して乂 
災の原因になりまず。 

後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 


雨降りや濃露時の運転 _ 

雨び降っていたり、濃霧び発生してい 

るとをは、じ(下の点にま意して、いつ 

をより慎重に運転してください。 

• 路面び滑りやずいため、タイヤの接 
地力び大きくほ下し、通常より制動 
距離を長< な0まず。 

また、見通しび悪いため、歩行を 
や障害物の発見び遅れびちになり 
まず。いつをより速度を下げ、車間 
距離を十分に確保して<ださい。 

• ま全な視界を確保ずるため、必要に 
応じてデフ□スターや U アデフォッ 
ガーを作動させて< ださい。また、 
AC モードでエアコンディショナー 
を作動させて車巧を除湿してくだ 
さい。 

• 雨降りや濃露時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、へッドラ 
イトやフォグランプを点灯して<だ 
ごし、ただし、へッドライトを上向 
をにずると、雨や濃露に反射して視 
巧を損なったり、巧向車を眩惑ずる 
ため、下向をで点灯して<ださい。 

• 濃露のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるとさは、露び晴 
れるまでま全な場所に停車してくだ 
ごし、。 
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メンテナンスインジケーター 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転ずるにめには、メルセデス- 
ベンツ指定サー ビスエ場で点検整備を 
受ける必要びありまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では (下のよ 
ラな点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検壁備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びありまず。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 

法律で定められ実施ずるをのでず。 

なの点検時期を示すステッカーびフ □ 

ントウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

壁備手帳 

車には整備手帳び備えてありまず。点 
検整備で実施されに作業は整備手帳で 
確認してくださし、。 

曰常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するとをにお客様 
ご自身の判断で実施していただ<点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異苗び発見され 
た場合は、ずみやかにメルセデス•ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださし、。 

&画面表示や操作方まなどは予告なく変要されることびあります。 


化^ 

I t I 

化かお 

走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
U cS 9 〇 

ンテナンスインジケーターが表示さ 
れたとさは、一力一指定点検整備を 
行なって < ださい。 

Q ><ンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

D 一力一指定点検整備を実施時期 
までに行なわなかった場合は、保 
証などの適用外になることがあり 
ます。 

自動表示機能 

なのメーカー指定点検整備の約1力月 
前になると、イグニッション位置を2 
にしたとさやエンジンびひかっている 
とさに、メンテナンスインジケーター 
び自動的に表示されまず。 

メンテナンスインジケーターを消し 
たいとをは、ステア1」ングの胃ま 
たは因のスイッチを押しまず。 

〇 メンテナンスインジケーターび表 
示される時期は一定ではなく、車種 
や仕様、運転スタイルや走行距離な 
どにより変わりまず。 
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〇 新車時の走行距離び 30 km を超え 
てから、メンテナンスインジケー 
ターの点灯時期び適切であることを 
メルセデス-ベンツ指定ヴービスエ 
場で必ず確認して < ださい。 

手動表示 

メンテナンスインジケーターは、手動 
でを表示でさまず。 

►イグニッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

►ステア1」ングの 3 D または CB 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイのメインメ 
ニューから" メンテナンス" を選択しまず。 

► ra を押して、" メンテナンス" を 
選択します。 

► 应のを押しまず。 

メンテナンスインジケーターび表示 
されます。 

表示メッセージ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のように表示され 
ます。 

点検壁備実施前の表示例 

" なのメンテナンス A (または B ) あと 
XX km でず" 

"なのメンテナンス A (または B ) あと 
XX 曰でず" 

点検壁備実施時期になったとをの表 
示例 

II メンテナンス A (または B ) 期限び 
切れます" 


点検壁備実施時期を過ざたとさの表 
示例 

"メンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました一 XX km でず" 

"メンテナンス A (または B ) 期限超過 
しました 一 XX 曰でず" 

〇" メンテナンス A " まには "メンテ 
ナンスが、 およびそれらに続く文 
字や数字は、な回のメーカー指定 
点検整備の範囲び、点検項目のか 
ない点検整備または総合的な点検整 
倫のどちらに該当ずるかを示ずをの 
でず。 

ただし、日本では法定点検びあるた 
め、これらの範囲と法定点検の範囲 
は異なりまず。 

〇 ブレーキパッドは次回の メーカー 
指定点検整備 LU 前に摩耗の限界に 
達することびありまず。ブレーキ 
パッドの交換については、メルセデ' 
ス- ベンツ指定 サービス エ場で相 
談の上、し U 下のよ5に対処してくだ 
さし、。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換する 

• 後日に別途交換ずる 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は、加算されません。 




《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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メンテナンスインジケーターの U 
セット 

メーカー指定点検整備の実施後に、メ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
メンテナンスインジケーターを1」セッ 
卜して < ださい。 

U セット後、次回メーカー指定点検整 
倫までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期をな回のメーカー指定点検 
整備時期として表示しまず。 

Q メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるとさは、ずみや 
かにメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 


曰甫の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG がす旨 
定する用品のみを使用して < ださし、。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 警告 

• 一部の合成ク U —ナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質が含まれ 
ていることがありまず。カーケア 
用品を使用ずるときは、必ず添付 
の取0扱し''上の;主意を読み、指示 
に従ってください。 

• 車内でカーケア用品を使用すると 
さはドアやドアウインドウを開さ、 
十分に換気してください。有機溶 
剤による中毒を起こしたり、静電 
気が可燃性ガスに引火して火災を 
起こすおそれがあります。 

• 車の手入れをするとさに、ガソリ 
ンやシンナーなどを使用しないで 
ください。中毒を起こしたり、気 
化ガスに引火して火災を起こずお 
それがあ0まず。 

• カーケア用品は、子供の手が届く 
ところや火気のおくに置いたり保 
管しないでください。 

B 車の手入れをずるとさは、下の 
をのを使用しないで < ださい。 

• 乾いた巧や目の粗い巧、かにい 
巧など 


• 研磨剤を含むク U —ナー 
. 有機溶剤 

• 有機溶剤を含むク1」ーナー 


B こな〇芭6が田 







曰常の手入れ 


277 


まに、強くこずったり、スクレーパー 
などのかたい物び塗装面や保護フィ 
ルムなどに触れないよ5にしてくだ 
さい。塗装面や保護フィルムなどを 
損傷したり、こずり傷び付くおそれ 
びありまず。 

9環境 

オイル-あ類は、環境に配慮して廃 

妻してください。 

• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さい。 

• かなくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 巧び石などにより塗装面を損傷ずる 
と、鐘の原因になりまず。早めにネ甫 
修を行なってください。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• 凍結防止剤び散布してある道路を走 
行しにとをは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダー巧を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光び強く当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそれ 
びありまず。 


〇車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでホイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでくださし、 
ホイールク U — ナーにより、ブレー 
キディスクやブレーキパッ ドなどび 
腐をずるおそれびありまず。そのた 
め、洗車後は数分間走行してくだ 
ごい。ブレーキ時の摩擦熱によりブ 
レーキディスクやブレーキパッドび 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださい。 


r パ装 


洗車時の注意 


洗車をずるとさは、下の点にま意し 

て < ださい。 

• 水び凍るよ5な寒いとさや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱<なっているよラな 
とさは洗車をしないで<ださい。 

• 虫の死びいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るため、早めに処理してください。 

• 洗車をずるとさはマフラーにま意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしに0、けびをずるおそれ 
びありまず。 

• 走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクび 
熱いとさに急激に冷やずと、ブレー 
キディスクを損傷ずるおそれびあり 
ます。 
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• ぶイールには酸性のぶイールクリー 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 

• ぶイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよラなとさは、しばら<走行=し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 

自動洗車機の使用 


A 警告 

自動洗車機で洗車したあとは、ブレー 
キの効きが悪くなることがありまず。 
ブレーキディスクやブレーキパッド 
が乾くまでは、十分ま意して走行し 
て < ださい。 

A 警告 

ホールド機能が作動しているときは 
車両にブレーキが効いています。自 
動洗車機で洗車するときは、ホール 
ド機能を解除して < ださい。 

P 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使 
用しないで<ださい。車内に水が浸 
入するおそれがあ0まず。 

Q 自走式の自動洗車機を使用ずる 
とさは、セレクターレバーが rm 
に入っていることを確認して<だ 
さい。車を損傷するおそれがあり 
ます。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車ずる前に水洗いをして<だ 
さい。 

〇し U 下の点にま意してください 

• ドアウインドウやパノラミック 
スライディングルーフ*び完全 
に閉じていることを確認してく 
ださい。 

• ワイパーを停止して<ださい 
(…5ページ)。 

• 洗車前にドア S ラーを格納して 
<ださい。 

• 回転ブラシのかたさによっては、 
細ひな傷び付さ、塗装面の光ミ尺 
び失われたり、劣化を早めるお 
それびあ0まず。 

自動洗車機で洗車した後は、フ□ント 
ウインドウやワイパー ブレー ドに付着 
した洗を液を巧さ取ってください。フ 
□ントウインドウに残った残留物によ 
るミちれを防ざ、ワイパーノイズをほ減 
させまず。 

手洗いによる洗車 


• 熱湯を使用しないで < ださい。また、 
直射日光び当たっているとさは洗車 
をしないで < ださい。 

• 柔らかいスポンジで洗車してくだ 
さい。 

• 水に カーシ ヤン プーな どを混ぜた洗 
をあを使用してください。 

• ボディ全体にほ圧で水をかけまず。 

• 外気取り入れ□付近には直接水をか 
けないで < ださい。 

• 十分な量の水を使用して、スポンジ 
で洗い流します。 
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• をれいな水で洗い流し、セーム皮な 
どで水滴を拭を取りまず。 

• 塗装面に洗;争液びある状態で乾ひ 
ないで < ださい。 

を季に車両を使用したとさは、ずみや 
かに凍結防止剤を T 寧に取り除いてく 
ださい。 

高圧式スプレーガンの使用 


A 警告 

高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧び高い 
ため、タイヤを損傷するおそれびあ 
D ます。 

〇車両と高圧式スプレーガンのノズ 
ル間には、常に最ほでを 30 cm の 
間隔を確保してください。 

高圧式スプレーガンのノズルは円を 
描くように動かしてください。 

高圧式スプレーガンのノズルを直 
接、し U 下の物に向けないで < ださい。 

• タイヤ 

• ドア接合面、ルーフ接合面、ジヨ 
イントなど 

• 電気装備 
• バッテリー 
• コネクター 
• ライト 
• シール 部 
• 卜1」ム部品 
• 吸気 □ 

シール部や電気装備や塗装面び損 
傷することにより、車巧への水の浸 
入や故障につなび0まず。 


ホイールの清掃 

Q ホイールには酸性のホイールク 
U ーナーを使用しないで < ださい。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キ構成部品を損傷ずるおそれがあり 
ます。 

B 車を清掃した後、特にホイールク 
U —ナーでホイールを清掃した後 
は、そのまま放置しないでください。 
ホイールクリーナーにより、ブレー 
キディスクやブレーキパッドなどが 
腐食ずるおそれがありまず。そのた 
め、洗車後は数分間走行して<だ 
さい。ブレーキ時の摩擦熱によりブ 
レーキディスクやブレーキパッドが 
乾燥します。その後に車を駐車して 
<ださい。 

塗装面の清掃 


不適切な手入れによる傷や腐食、損傷 

は完全に修復ずることはでさません。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 

で補修することをお勧めしまず。 

►不純物は、強くこずることなく、た 
だちに取り除いてください。 

► 虫の死がいはインセクトリムーバー 
で取0除さ、周囲をよ<洗い流して 
<ださい。 

►鳥のふんは水で落とし、周囲をよく 
洗い流して < ださい。 

►油脂類、樹液、オイル、燃料、グ 
リースなどは、ベンジンまたはライ 
ター用オイルを染み込ませた巧で軽 
<ふいて < ださい。 

► タールはタール U ムーバーで 取り 
除いて < ださい。 
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► ワックスはシリコンリムーバーで取 
り除いて < ださい。 

Q 塗装面に iU 下のちのを貼付しない 
で < ださい。 

• ステッカー 
• フイルム 
• マグネットなど 

塗装面を損傷するおそれがあり 
ます。 

マットペイント塗装車の取り扱い 

マットペイント塗装車は、離消しク U 
アコートで塗装されています。 

非常にデ U ケートな塗装のため、日常 
の手入れなどで独特の質感を損な5お 
それがありまず。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

マットペイント塗装されたホイールに 
ついてち、同様の手入れを行なって< 
ださい。 

〇塗装面を磨かないでください。 

〇け下のことを行なラと、塗装面に 
光沢び出たり、マット塗装の質感を 
損な5おそれびありまず。 

• 不適切な物質での力強い研磨 
. 洗車機の頻繁な使用 
• 直射曰光下での洗車 

〇塗装面の手入れには、ワックスや 
研磨剤、光沢剤のよ5なペイント保 
護剤は使用しないでください。質感 
を損なったり、塗装面を損傷ずるお 
それびありまず。 


〇塗装面にちれび付着したとさ 
は、ずみやかに取り除いてください。 

〇樹脂類や油脂類などを塗装面に付 
着したままにしないでください。質 
感を損なったり、塗装面を損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

〇ワックスなどの巧れび付着したと 
さは、シ U コン除去剤を使用して、 
軽くたたさなびらちれを巧を取って 
<ださい。 

〇タールなどのミちれび付着したとを 
は、タール除去剤を使用して、軽く 
たたさなびらミちれを巧さ取ってくだ 
さい。 

Q 高圧式スプレーガンやスチームク 
U —ナーは使用しないでください。 
塗装面を損傷ずるおそれびあり 
9 〇 

〇塗装の修復などは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で行なって 
<ださい。 

〇 洗車は、柔らかいスポンジとカー 
シヤンプー、十分な水で、手洗いで 
行なラことをおずずめしまず。 

ウインドウの 清掃 


A 警告 

フ□ントウインドウを清掃ずるとき 
は、必ずエンジンスイッチか S キー 
を抜くか、イグニッシヨン位置を0 
にして<ださい。ワイバーび作動し 
てけびをずるおそれびあります。 

ウインドウの外側と内側を水で湿らせ 
た柔らひい巧で清掃してください。 


B こな〇芭6邮田 
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〇ウインドウの内側を清掃ずるとき 
は、乾いたなや研磨剤、有機溶剤 
を含むク U —ナーなどを使用しない 
で< ださい。まに、ひたい物でこず 
らないでください。ウインドウを損 
傷するおそれびあ0まず。 

Q フ□ントウインドウおよび1」アウ 
インドウの排水□にたまった枯葉や 
ほこりなどを定期的に清掃してくだ 
ごい。排水□び目詰まりを起こし、 
腐食の原因になりまず。 

ワイ パー ブ レー ドの清掃 


A 警告 

ワイバーブレードを清掃ずるとをは、 
必ずエンジンスイツチからキーを巧 
くか、イグニツシヨン位置を0にし 
てください。ワイバーび作動してけ 
びをするおそれびあ0まず。 

[I ワイパーブレードを引っ張らない 
でください。ワイパーブレードを損 
傷するおそれびあ0まず。 

[I ワイパーブレードの清掃は、頻繁 
には行なねないでください。また強 
<こずった0しないで<ださい。表 
面のコーティングび損傷して異音な 
どの原因になりまず。 

► ワイ パーアームを 起こしまず。 

► ワイパーブレードを、湿らせに柔ら 
かい巧で軽く巧さまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 

〇ワイパーアームを元の位置に戻ず 
ときは、ワイパーアームを持って 
ゆっくりと戻してください。ウイン 
ドウを損傷ずるおそれびありまず。 


ライト類①清掃 

〇ライト類の清掃には、樹脂製レン 
ズに適しにク U —ナーと巧を使用 
し、有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
を使用したり、乾いた巧などで強く 
こずらないで < ださい。 

► 湿らせたスポンジとカーシヤンプー 
をミ居ぜた洗浄液で、ライト類の樹脂 
製レンズを清掃しまず。または、清 
潔な柔らかい巧でライト類の樹脂製 
レンズを清掃しまず。 

ドア S ラー方向指示なの清掃 

〇ドア S ラー方向指示灯の清掃に 
は、樹脂製レンズに適したクリー 
ナーと巧を使用し、有機溶剤や強ア 
ルカ U 洗剤などを使用したり、乾い 
たななどで強 < こずらないで < だ 
ごい。 

► 湿らせたスポンジとカーシヤンプー 
を混ぜた洗を液で、ドア S ラー方 
向指示灯の樹脂製レンズを清掃し 
まず。まには、清潔な柔らかい巧で 
ドアミラー方向指示灯の樹脂製レン 
ズを清掃します。 
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センサー*の清掃 



パークト□こックセンサーのを清 
掃するとさは、流水または水とカー 
シャンプーを混ぜた洗浄液で洗い流し 
て < ださい。 

〇パークト□ニックセンサーを清 
掃するときは、乾いた巧、目の粗い 
巧、かたい巧などは使用しないで< 
ださい。また、純正(がの手入れ用 
品を使用したり、強い力で乾拭さし 
ないで<ださい。センサーを損傷ず 
るおそれがありまず。 

H パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U ーナーを使用しないでください。 
センヴーや塗装面を損傷ずるおそれ 
がありまず。 


パーキンクアシストリアビユーカメラ 
の清掃 



►されいな水でミちれを落とし、やわら 
かい巧で拭:さ取って < ださい。 

Q 力ラのレンズや力ラ周辺を清 
掃するときは、じ(下のことに注意し 
てください。力ラを損傷ずるおそ 
れがありまず。 

• 高圧式 スプレーガンやスチーム 
クリーナーを使用ずるときは、 
ノズルを力 ラや力 ラの周囲 
に近付けないでください。 

• 強い力で乾拭さしないで<だ 
さし、。 

. 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、力ラにワックスが付着し 
ないよ5にま意して < ださし、。 
付着したとさは、水にカーシ ャ 
ンプーなどを混ぜた洗浄液です 式 
さ取って < ださい。 


B こな〇芭6が田 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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マフラーの 清掃 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあ0 
ます。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

〇ぶイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナ ーで マフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 
マフラーの手入れについては 、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


A 警告 

清掃するとさは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにあるリン 
ケージやヒンジなどの金属部分が露 
出した箇所にミ主意してください。触 
れるとけがをずるおそれがあります。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないようにま意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むクリーナーなどを 
使用しないでくださし、。 


• ウインドウに遮光フィルムなどを貼 
付すると、携帯電話やラジオなど 
の電波に影響をあたえるおそれがあ 
ります。詳しくはルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さし、。 

COMAND ディスプレイの清掃 

► ディスプレイの手入れを行なラ前 
に、必ず COMAND システムを才 
フにして、ディスプレイの表面が熱 
<なっていないことを確認して<だ 
さい。 

► 市販の不織巧とディスプレイクリー 
ナーを使用して、ディスプレイの表 
面を拭さ取0まず。 

► 乾いた不織布でディスプレイをホ式さ 
ます。 

Q ディスプレイが熱<なっていると 
きは、冷えるまで待ってください。 

□ COMAND ディスプレイを清掃ず 
るとさに liTF のちのを使用しないで 
ください。ディスプレイを損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

• アルコール 分を含んだ溶剤や有 
機溶剤、燃料 

• 研磨剤を含んだクリーナー 
• 家庭用クリーナー 

また、強い力で COMAND ディスプ 
レイをこすらないで<ださい。ディ 
スプレイの表面を損傷するおそれが 
ありまず。 


B 三養芭 S が田 
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プラスチックトリムの清掃 


A 警告 

エアバッグの収納部分には、スプレー 
式の車内ク U —ナーや有機溶剤を含 
むクリーナーなどを使用しないでく 
ださい。有機溶剤を含むク U —ナー 
などで清掃すると、収納部分の表面 
が劣化し、エアバッグが作動したと 
さにプラスチック部品が損傷して車 
内に飛散し、重大なけがをするおそ 
れがあります。 

〇プラスチックト U ムに、ステッ 
カーやフィルム、芳香剤のボトルな 
どを貼付しないで<ださい。プラス 
チックトリムを損傷するおそれがあ 
りまず。 

H プラスチックトリムに、化粧品や 
防虫剤、日焼け止めなどが付着し 
ないようにして<ださい。表面の劣 
化の原因にな0まず。 

► 水で湿らせた不織布で拭き取ります。 

► 頑固なミちれには専用のク U —ナーを 
使用します。 

表面の色が一時的に変化しまずが、 
乾 < と元に戻りまず。 

ステアリングおよびセレクターレバー 
の清掃 

►水で湿らせた巧で全体を拭 < か、指 
定のレヴーケア用品を使用してくだ 
さし、。 


ウッドトリムの清掃 


► 水で湿らせた不織巧で拭さ取りまず。 

► 頑固なミちれには専用のクリーナーを 
使用しまず。 

D 有機溶剤を含むク U —ナーや研磨 
斉 IJ 、 ワックスなどは使用しないでく 
ださい。ウッドトリムを損傷ずるお 
それがあ0まず。 

シート表皮の清掃 

H 本革、人工皮革またはアルカン 
ターラ®の表皮の清掃には、不織 
巧を使用しないで<ださい。頻繁 
に使用ずると、表皮を損傷ずるおそ 
れがあ0まず。 

U 清掃ずるとさは、下のことにミ主 
意して < ださし、。 

• 本革の表皮は、湿らせた巧でミ主 
意して清掃し、その後に乾いた 
巧で表皮をおさ取りまず。革 
が蕭れないように注意して<だ 
さい。硬化やひび割れにつなが 
りまず。承認されたレヴーケア 
用品のみを使用してください。 
詳細は、メルセデス-ベンツ指 
定 サービス エ場におたずね<だ 
ごい。 

• 人工巧革の表巧は、1%の洗剤（洗 
濯液など）を含む溶液で湿らせ 
たなで清掃しまず。 


B こな〇芭6邮田 
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• 巧の表皮は、1%の洗剤（洗濯 
液など）を含む溶液で湿らせた 
不織巧で清掃します。おさ残し 
がないよラに、注意深< こずり、 
シート全体をまんべんな<拭さ 
ます。その後、シートを乾燥さ 
せます。清掃の効果は、ミちれの 
種類およびどの程度の期間ミちれ 
ていたかによりまず。 

• アルカンターラ®の表皮は、湿 
らせた巧で清掃しまず。拭さ残 
しがなし^よラに、シート全体を 
まんべんな<おさます。 

〇 定期的な手入れを行な5ことによ 
り、表皮の見栄えと快適さを長期間 
維ホ寺することびでさまず。 

シートベルトの清掃 


► めるま湯か薄めに石厳水を使用して 
垃:さ取りまず。 

[I 化学薬品を含むク U —ナーを使用 
しないで<ださい。また、直射日光 
に当てたり、80で1；■(上の温度で乾 
燥させないで < ださい。 

ルーフ ライニングおよび カー ぺットの 

清掃 

►ルーフライこングは、柔らかいブラ 
シを使用して清掃します。ひどいミち 
れには、指定のク U —ナーを使用し 
ます。 

► カー ぺッ トは、指定のクリーナーを 
使用して清掃します 
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車載品の収納場所 


車載品の収納場巧 


事故-故障のとを 
A 警告 

燃料などび漏れている場合は、ただち 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気をお付けないよラにミ主 
意してください。火災び発生した0、 
爆発ずるおそれびあります。 


事故び起きたとを 

すみやかに、け下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の妨げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止してください。 

• 負傷をびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動かさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 相手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してくだごい。 


路上で故障したとを 

安全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させてください。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

セレクターレバーを EE に入れて、 
パーキングブレーキを解除し、同柔 
をや付近の人に救援をホめて、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このとさは、車速感応ドア□ッ 
クによるキーの閉じ込みにミ主意して 
<ださい。 

セレクターレバーを HE に入れられ 
ないとさは、柔員を安全な場所に避難 
させ、続発事故を防いで< ださい。 

〇踏切巧で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用してください。 

〇 セレクターレバーを [ PJ から動 
かせないとさは、パーキング□ック 
を手動で解除でさまず。詳しくは 
0317ページ）をご覧ください。 



se — り 


• 自動車保険会社に連絡してくださし)。 
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非常信号用具 _ 

懐中電灯をドアポケットに装備してい 
ます。 

〇 新品時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電池の間に紙び挟まれていまず。 
使用するとをは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

懐中電灯び十分な巧るさで点灯ずる 
ことを定期的に点検してください。 



停止表示板はトランク U ッドの裏側に 
1 R 納されています。 

停止表示板を取りがず 

► トランクを開さまず。 

► ホルダー®のノブを下方に押しな 
びら、矢印の方向にホルダーを開き 
ます。 

► 停止表示板を取り外しまず。 


停止表示板の組み立て 



Aww け 

►スタンド⑤を引さ出して、停止表 
お板を化面に立てまず。 

►反射板⑤を開いて、先端のフック 
© をかみ合わせまず。 

※車種や仕様により、停止表示板のあ状び異な 
ります。 


救急セット _ 

車種や仕様により、救急セットはトラ 
ンク巧左側のル物入れ巧、またはトラ 
ンク巧左側の収納ネットにありまず。 


トランク内を側のル物入れ内にある 

• I ■日 

场口 



► ノブのを矢印の方向にまわして、 
カバー⑤を開をまず。 


■化：？ S - り 


► 救急セツトを取り出しまず。 
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車載品の収納場所 


トランク巧左側の収納ネツト巧にある 
■(■日 

场口 


応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 



► 救急セット®を取り出しまず。 

〇 救急セットの中身び揃っていて、 
使用期限び週ざていないことを確認 
して < ださい。 


① カバー 
@トレイ 

⑤ノブ（車載工具収納ケースを取0外ず) 
④ノブ（カバーを開く） 

©応急用スペアタイヤ 


車載工具 

車載工具はトランクフ□アボードの下 

に収納されていまず。 

〇トランク巧には金属び露出してい 
る部分や鋭利な部分びありまず。車 
載工具や応急用スペアタイヤを取り 
出すとさは、必ず保護のため手袋を 
着用し、けびをしないよ5にま意し 
て < ださい。 

〇 ジャッキを使用ずるときは、「パ 
ンクしたとき」 （0326 ページ）に 
記載されているま全に関ずる内容を 
おずお読みください。 


車載工具には LU 下のをのび収納されて 
し、ます。 

• ホイ ー ルレンチ 
• ジャッキ 
• けん引フック 
• 輪止め 

• ヒューズラベル（英文） 

• 手袋 

車載工具を取り出ず 

► トランクフ□アボードを開をまず 
(>231ページ)。 

► ノブ④を押しなびらカバーのを開 
さまず。 

〇 ノブ⑤を押して、車載工具収納 
ケースをトレイ⑤から取り外ずこ 
とびでをまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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応急用スペアタイヤを取り出ず 

► トレイ⑤を、反時計回りにまわし 
て取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤ⑤を取り出し 
ます。 

タイヤフイツトび車載されている車種 


► トランクフ□アボードを開さまず 
(0231 ぺージ）。 



©タイヤフィット 
® 電動エアポンプ 
® けん引フック 

④ 輪止め 

⑤ ホイ ー ルレンチ 
©ジャッキ 

①手袋 


輪止め 



ジャッキを使用ずるとさなどには、輪 
止めを使用し、車び動さ出さないよ5 
にして < ださい。 

輪止めを組み立てる 

► プレートを引き起こしまずの。 

► 裏面のプレートを引さ出しまず⑤。 

►裏面のプレートの突起部分を、ベー 
スプレートの開□部に差し込みまず 
⑤。 

H 輪止めを使用ずるとさは、図④ 
の矢印の方向にタイヤびあたるよ5 
にしまず。方向にま意してくださし、 


■化：？ S - り 









故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高い;メッセージは、ホ色で表示 
されます。 

故障/警告 ッセージが表おされた 
ときは、 Li (降の指示に従ってくださし、。 

A 警告 

• ーターパネルやマルチファンク 
シヨンディスプレイが故障した場 
合は、表示灯/警告灯や故障/警 
告^ ッセージが 表示されません。 
車両操縦性などに悪影響をおよぼ 
すよラな故障や異常が発生した場 
をは内容が確認でさないため、た 
だちに;>< ルセデス • ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

• 表示される故障が異常は、一部の 
限られた装備についてであり、ま 
た表示される内容を限られてし、ま 
す。故障表示の機能は運転者を支 
援する装置です。発生した故障や 
異常に対処して車の安全性を維持 
する責任は運転者にあります。 

• 走行中にステアリングのスイッチ 
を操作ずるときは、直進時に行なっ 
て<ださい。ステアリングをまわ 
しながら操作すると、事故を起こ 
すおそれがありまず。 


• 走行ずる前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、 乂ーター似、 
ルの表示灯/警告灯が点口し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
が表示されることを確認してくだ 
さし、。 

• 点検整備や修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えたメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めしまず。 

特に安全に関わる整備については、 
必ず;><ルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検整備や修理を行 
なって<ださい。不適切な作業を 
行なラと、事故や故障の原因にな 
ります。 


故障/警告メッセージを表示させる 

► ステア U ングの aD または [E 
スイッチを押して、マルチフアン 
クシヨンディスプレイの イン 
こユーから" メンテナンス" を選択しまず。 

故障や異常がある場合は、ディスプ 
レイに "2 ><ッたージ IIのように故 
障や異常の件数が表示されまず。 

故障や異常がない場合は、 "〇><ッ 
セージ" と表示されまず。 

► E または [ Z ] を押して、" 2 ^ッ 
セージ" などの件数表示を選択し 
まず。 

► 区のを押しまず。 

► E または E を押して、故障/ 
警告 ッセージを表おしまず。 


故障や異常がない場合は、 "故障は 
ありません" と表示されまず。 







故障/警告メッセージ 
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故障/警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高いメッセージは消ずことび 
でさません。故障や異常の原因び解み 
するまで、故障/警告メッセージび 
繰り返し表示されまず。 

一部のメッセージは車両に記憶され、 
手動でメッセージを呼び出ずことびで 
さまず。 

メッセージはマルチフアンクシヨンス 
テア1」ングにより消ずことびでさまず。 

► メッセージび表おごれているとさ 
に、ステア1」ングの店のまたは 
スイッチを押しまず。 

&記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
日月書作成時点のわのです。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
ちなく変更-追加されることびあります。 


I 









ま全装備 


ディスプレイ表示 


腐)」 L 受 


現在使用でをません 
取扱説明書を参照 


腐)」 L 受 


現在使用でをません 
取扱説明書を参照 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング.システム)、 ESP ⑥（エレクト□ニック. 
スタビリテイ-プ□グラム ）、 BAS (ブレーキアシスト）、 PRE - SAFE ®、 ホー 
ル ド機能、ヒルスタートアシストび一時的に作動しなし)状態になっている。 

アダプテイブブレーキランプち作動しない。 

六ーターパネルの^と [ S 、[ M ] わ点灯している。 

自己診断機能び終了していなし、可能性びある。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

►約 20 km / h 政上の速度でステア U ングを軽く左ちに操作し、注意して 
走行してください。；><ッセージび消えると、上記の機能は再度作動でさ 
る状態になります。 

六ッセージび表示されたままのとさ： 

► ミち意して走行してください。 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一 
時的に作動しない状態になっている。 

アタ‘プテイブブレーキランプち作動しない。 

六ーターパネルの^と [ S 、 rwi わ点! n している。 

電圧び低下してし、る可能性びある。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックするおそれびある。 

►ミち意して走行してください。；><ッセージび消えると、上記の機能は再度 
作動でさるが態になります。 

六ッセージが表示されたままのとさ： 

► ミち意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 


か：？©—り 
























故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


腐 ）ろ 


作動でをません 
取破説明書を参照 


m 


現在使巧でさません 
取破説明書を参照 


m 


作動でさません 
取破説明書を参照 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®. ホールド機能、ヒルスター 
トアシス 卜び作動しなし、状態になっている。 

アダプティブブレーキランプも作動しない。 

メーターパネルの \M] と [ S ]、 鹿 □ および [ W ] ち点なしている。 
ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

アテンションアシストは解除される。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一時的 
に作動しなし)状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

メーターパネルの^と m ち点なしている。 

自己診断機能び終了していなし巧 I 能性びおる。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

►約 20 km / h 政上の速度でステア U ングを軽く左もに操作し、ミ主意して 
走行してください。メッセージび消えると、上記の機能は再度作動でを 
る状態になりまず。 

；><ッセージび表示されたままのとを： 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A 事故のおそれびありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシ 
ストび作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

メーターパネルの m と m ち点なしている。 

アテンションアシストは解除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► ミ主意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


I SG!^ 




















ディスプレイ表示 


國圆 

面 

作動でさません 
取扱説明書を参照 


瓜 )I 

パーキングブレーキ 
解除して<ださい 


圆 

ずぐにブレーキを 
踏んで<ださい 


瓜 )I 

フレーキ液レベル 
点検して 
<ださい 


四 

ブレーキパッド摩耗 
点検して 
<ださい 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 


A 事故のおそれびありまず 

故障のため 、 EBD (エレクト□ニック•ブレーキパワ ー. ディスト U ビューシヨ 
ン)、 ABS 、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®. ホールド‘機能、ヒルスタートアシス 
卜び作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプち作動しない。 

六ーターパネルの^と [ S 、 IS ] ち点なし、警告音び鳴った。 

アテンシヨンアシストの機能は觸除される。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、 
急ブレーキ時などに車輪び□ックずるおそれびある。 

► ミち意して走行してください。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてください。 

パーキングブレーキを辭除しないで走行している。 

警告音ち鳴った。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

ホールド機能の作動中に故障び発生した。 

ホーンび断続的に鳴る。このとさに1」モコン操作で施錠操作を巧なうと、 
ホーンの音量び上びる。イグニッシヨン位置を0か1にしたときは、エ 
ンジンを始動ずることびでをない。 

► 周囲の交通状況に注意しなびら、ただちにブレーキペダルをいっぱいま 
で踏み、メッセージび消えるまで保持してください。 

►車から離れるとさは、パーキングブレーキを効かせて、車び動かない 
よラにしてください。 

エンジンび始動でさるよラになりまず。 

A 事故のおそれがありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

木ータ ー) くネルの rwi び点むし、警告音ち鳴った。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さい。状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► 絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してを問 
題は解消しません。 

プレーキパッドの摩拜び限界に達している。 

► 方ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 


































故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


プレ セーフ 
作動でさません 
取扱説明書を参照 


か 


SRS システム 
故障 

工場で点検 


か 


フ□ント左 
SRS システム故障 
工場で点検 
または 
フ□ントち 
SRS システム故障 
ェ攝で点検 


か 


U ァ左 

SRS システム故障 
工場で点検 
または 
U ァち 

SRS システム故障 
工場で点検 


か 


左ウインドウバッグ 
故障 

工場で点検 
または 

ちウインドウバッグ 
故障 

工場で点検 


A けがのおそれびありまず 

PRE - SAFE ® の重要な機能に異萬びある。 

エアバッグなど他の棄員保護装置の機能は確保されている。 

► ただちに ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくださし、 

A けがのおそれがおりまず 

乗員保護補助装置び故障している。 

メーターパネルのち点灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A けがのおそれびありまず 

フ□ント左側、またはフ□ントち側の栗員保護補助装置に異常びある。 

ーターパネルの [ S ち点灯している。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A けがのおそれびありまず 

I 」ア左側、または1」アち側の乗員保護補助装置に異常びある。 

ーターパネルの [ S ち点なしている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A けがのおそれびありまず 

左側、またはち側のウインドウバッグに異常がある。 

ーターパネルの [ S ち点なしている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


se 占 



















ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 



左 □ービーム 1) 


左へッドライト （□- ビーム）び切れている。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてくださし)。 



イン于 U ジェントラ 


インテ IJ ジェントライトシステムび故障している。 

インテリジェントライトシステムは作動しないび、ライトは通常通り点な 
ずる。 


► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


システム 
作動でさません 



故障 


車がライトび故障している。 

► 方ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を毒けてくださし)。 


取扱説明書を参照 



ライトセンサーに異常びある。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を壁けてくださし)。 


オートフ イト 


作動でさません 



ライトを消して<だ 


ライトスイッチび區国の位置にあり、イグニッシヨン位置び0でエンジ 
ンスイツチにキーび差し込まれていないとをに運輯席ドアを開いた。警告 
音ち鳴った。 


さい 


► ライトスイツチを I … To| の位置にしてくださし)。 


アダプテイブ アダプティブ八イビームアシストに異常びある。 


八イビームアシスト ► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


作動でをません 


アダプティブ 
八イビームアシスト 
現在使用でをません 
取扱説明書を参照 


政下の理由により、アダプティブ八イビームアシストび解除され、一時的 
に作動でさない。 

• フ□ントウインドウのカメラ付近び巧れている 
.雨や雪、襲などのために、視界び低下している 
► フ□ントウインドウを清掃してください。 

liHF のとさは、マルチフアンクションディスプレイに;><ッセージび表示さ 
れ、アダプティブ八イビームアシストび再度作動できるよラになります。 

• 走巧中にフ□ントウインドウの巧れび落ちたとき 
• 力六ラび再び完全に機能しているとシステムび判敞したとさ 


1) 他のライトび切れたときは、この例 L 以外のメッセージび表示されまず。 

車がライトのいずれかに異萬び諸生すると、その箇所び表おされます。 

© LED ライトについては、ずべての LED び切れたときにメッセージび表示されます。 


































故障/警告メッセージ 


エンジン 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 


口 


;令却水を補充 
して<ださい 
取撮説明書を参照 




冷却水 
停車して 
エンジンを停止 




冷却水量び不足している。 

► 冷却水補給時の注意事項を読んでから、冷却水を補給してください。 

► 通常よりわ頻繁に;令却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてください。 

冷却水の温度び高ずぎる。 

警告音を鳴った。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、ェンジンを 
停止してください。 

► ミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してくだ 
さい。 

► メッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動して<ださい。ェン 
ジンを損傷するおそれびありまず。 

► ェンジン冷却水温度計（>24ページ）でを却水温度を点検してください。 

► 冷却水温度び再び上昇する場合は、ただちにメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場で点検を寶けてください。 

V ベルトび切れている可能性びある。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、ェンジン 
を停止して < ださい。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

Vベルトが切れているとさ： 

n 走行を続けないでください。オーバーヒートずるおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

Vベルトが損傷していないとさ； 

► ;><ッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動して<ださい。ェ 
ンジンを損傷するおそれびありまず。 

► ェンジン冷却水温度計（1>24ページ）で冷却水温度を点検してください。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

ラジェターの冷却ファンが故障している。 

► 冷却水温度が約120む政下の場合は、最寄りのメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場まで運輯ずることびでさます。 

►そのとをは、山道の走行や発進と停止を繰り返ず走行など、ェンジン 
への大さな負担は避けてください。 


I ^^ 6 —^ 












考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

政下の理由により、バッテ1」一が巧電されていない。 

警告音を鳴った。 

• オルタネーターの故障 
• V ベルトの摩耗 
• 電気システムの故障 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、エンジンを 
停止して < ださい。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ： 

D 走行を続けないでください。オーバーヒートずるおそれびあります。 

► y ルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが損傷していないとを： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を毒けてください。 

エンジンオイル量び非萬に不足している。 

警告音ち鳴った。 

► エンジンオイル量を点検してください。 

► 必要であれば、エンジンオイルを補給してください。 

►通常よりも頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場でエンジンからオイルび漏れていないか点検を 
黃けて < ださい。 

燃料の残量びみなくなっている。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください。 

燃料タンクに燃料びほとんどない。 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油してください。 






























故障/警告メッセージ 


走行装備 


ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 

み I アテンションアシストの基本機能として、システムび運転者の注意力に巧 

—I ずる警告を促している。 

アテンションアシスト 警告音ち鳴った。 

休憩して<ださい ►必要であれば、休憩を取ってください。 

長距離運転時には、定期的に休憩を取り、身体を十分に休ませてください。 

迎 I アテンションアシストび作動しない状態になっている。 

— I ► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

アテンションアシスト 
作動でさません 

HOLD ホールド機能び解除されている。 

オフ 車び横ずベりしている。 

警告音ち鳴った。 

► 再度ホールド機能を作動させてください。 

ホールド機能の作動条件を満たしていないとさにブレーキペダルを強く踏 
み込んだ。 

警告音ち鳴った。 

► ホールド機能の作動条件を摧認してください。 

パーキングアシスト パーキングガイダンス機能び故障している。 

作動でさません ► エンジンを再始動して<ださい。 

メッセージび消えないとを： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ノ f ーキングアシスト UTF の理由により、ノくーキングガイダンス機能び辭除された。 

中止 •車両び横すベりしている 

•センサーび巧れている 
•システムび故障している 
警告音ち鳴った。 

► 時間をおいてから、再度パーキングガイダンス機能を作動させてくださし、 
約 30 km / h 政下で走行しても、マルチファンクションディスプレイに駐 
車スペースマークび表示されないとさ： 

► センサーを清掃して<ださい。 

► エンジンを再始動してください。 

約 SOkm / hUTF で走行しても、マルチファンクションディスプレイに駐 
車スペースマークび表示されないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

案内に従わなかったため、パーキングアシストび自動的に辭除された。 
►マルチファンクションディスプレイの表おに従い、再度、駐車操作を行 
なって < ださい。 


I 

















ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パーキングアシスト 

終了 

駐車スペースに駐車された。警告音を鳴った。 

マルチファンクションディスプレイの表示び自動的に消えます。 

クルーズコント□一 
ルと可変スピードリ 
ニッタ_ 

故障 

クルーズコント□ールまたは可変スピード U ミッターび故障している。警 
告音を鳴った。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

クルーズコント□ール 

- km/h 

クルーズコント□ールの作動条件を満たしていない。例えば、約 30 km / 
hUTF の速度でクルーズコント□ールを作動させよラとした。 

►設定可能な状況であれば、約 30 km / h 政上の速度で走行し、クルーズ 
コント□ールを設定してください。 

► クルーズコント□-ルの作動条件を確認してください Ol 77ページ)。 












故障/警告メッセージ 


タイヤ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

タイヤ空気圧 

タイヤを点検 

して<ださい 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気の漏れを検知した。 
警告音ち鳴った。 

►急八ンドルや急ブレーキを避けて停車してください。そのとをは、周囲 
の交通状況にミち意してください。 

► タイヤを点検し、必要であれば該当ずるタイヤを交換してください。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であれば空気圧を適正にしてください。 

► 適正なタイヤ空気圧に調整した後に、タイヤ空気圧警告システムを再起 
動してください0264ぺージ)。 

空気圧点検後 

タイヤ空気圧 

警告 システム 

再始動 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれ、その後に再起動び行なわれ 
ていない。 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してください。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください。 

タイヤ空気圧警告システムに異萬びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

タイヤ空気圧 

警告 システム 

作動でさません 


■化：？ Q >- り 











車両 


ディスプレイ表示 


エンジン始動 
P または N にシフト 


P レンジにシフト 
して<ださい 



アクティブボンネット 
故障 

取扱説明書を参照 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

セレクターレバーび LE または LE に入っているときにキーレス3—操 
作でエンジンを始動しよラとした。 

► セレクターレバーを [ E または LNJ に入れてください。 

シフトポジションび [ E 政がのときに、キーレスコ‘ースイッチでエンジ 
ンを停止ずるか、イグニッション位置を0か1にして、運転席ドアを開き、 
施錠しよラとした。警告音も鳴った。 

または 

シフトポジションび [ EU (がのときに、キーレスゴースイッチでエンジ 
ンを停止するか、イグニッション位置を0か1にして、運輯席ドアを開 
いた。 

► セレクターレバーを [ E に入れて<ださし、。 

ホールド機能び作動しているとさにじ TF のいずれかの操作をした。 

•運転席ドアを開いて、運転席の乗員びシートベルトを外した 
•イグ ニッション 位置を0か1にした 
•ボンネットの□ックを解除した 

警告メッセージの表示に加えて、ホーンび断続的に鳴る場合びある。この 
とさに U モコン操作で施錠操作を行なラと、ホーンの音量び上びる。 

イグ ニッシ ョン位置を0か1にしたときは、エンジンを始動することび 
でさない。 

► セレクターレバーを [ E に入れて<ださし、。 

エンジンび始動できるようになります。 

トランクび完全に閉じていない状態で走巧している。 

► トランクを確実に閉じて<ださい。 

A 事故のおそれがありまず 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 

警告音ち鳴った。 

► 周囲の道路と交通状況に注意しなびら、すみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

►パーキングブレーキを効かせてください。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 

アクティブボンネットび作動したとさ： 

►作動したアクティブボンネットを U セットしてください（[>318ペー 
ジ)。 

► ボンネットを確実に閉じてください。 

故障のため、アクティブボンネットび作動しない状態になっている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 
























デイスブレイ表示 



承 


左フ□ントバック 
レスト 

□ックして<ださい 


または 

ちフ□ントバック 
レスト 

□ックしてください 


承 


左 U アバックレスト 
□ックされてし、ま 
せん 


または 

ちリアバックレスト 
□ックされていま 
せん 


圆 

パワーステアリング 
故障 

取扱説明書を参照 


函 

ウオッシヤ液を 
補充してください 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

警告音ち鳴った。 

► ドアを確実に閉じてください。 

運転席シートまたは助手席シートのバックレストび売全に□ックされてい 
ない。警告音ち鳴った。 

►バックレストを樓方に押して、確実に□ックしてください。 


A けがのおそれがあ0まず 

左ちいずれかの、または両方の U アバックレストび売全に□ックされてい 
ない。警告音ち鳴った。 

►バックレストを德方に押して、確実に□ックしてください。 


A 事故のおそれがありまず 

ステアリングのパワーアシストび低下している。 

ステアリング操作に非常に大さな力び必要になる。警告音も鳴った。 

►大をな力でステア U ングび操作でをるか確認してください。 

ま全にステアリング操作ができるとき： 

► 注意しなびら、六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走行してくだ 
さし'!。 

を全にステアリング操作ができないとき： 

►走行しないでください。最寄りの六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
に連絡して < ださい。 

リヴーブタンクのウォッシャー液量び最低レベルまで減っている。 

► ウォッシャー液を補給してください。 

































ディスプレイ表示 考え5れる原因および症状/ ► 対応 



キーび 違います 


エンジンスイッチに別の車両のキーを差し込んでいる。 
►正しいキーを使巧してください。 



キーを交換 
してくださし、 



キーの 電池を 


交換してください 


キーび機能しなくなっている。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてくださし)。 


キーの電池び消耗している。 
► 電池を交換してください。 



キーを認識でさません 
(赤色の六ッセージ） 


エンジンびかかっているときにこのメッセージび表示されたときは、シス 
テムび車内にキーびないと判邮している。警告音わ鳴った。 

エンジンを停止すると、車の施錠やエンジン始動びでをなくなる。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 


► パーキングブレーキを効かせてください。 


►キーを探してください。 


走行していて、キーび車内にあるときにこの六ッセージび表示されたとさ 
は、電磁波などの影響により、システムびキーを認識でをない。警告音わ 
鳴った。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してくだ 
さし、。 

► パーキングブレーキを効かせて<ださい。 


► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なって 
ください。 



キーを認識 
でをません 
(白色の六ッセージ) 


システムびキーを認識できない。 

► キーの位置を変えてください。 

それでもキーびシステムに認識されないとき： 

►再度、キーの位置を変えてください。 

► 必要であれば、エンジンスイツチにキーを差し込んで操作を行なってく 



キーび 


ださい。 

施錠時にシステムび車内にキーびあると判脚している。 
► キーを車から遠ざけてください。 


車内にあります 




































故障/警告メッセージ 307 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 


スター ト 

卜を 7 

、ボタンをがし 

、れてください 

システムび一時的に故障しているか異常びある。 

警告音ち鳴った。 

► エンジンスイッチにキーを差し込んで操作を行なってください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


ドアを長 

] ックし 

哥めてから 

7て< ださい 

施錠時にいずれかのドアび開いている。 

警告音ち鳴った。 

► すべてのドアを閉じてから、再度施錠操作を行なってください。 


se — り 
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メー ターパネルの表示灯/警告灯 


メー ターパネルの 表示な/警告打 


シートベルト 


トラブル 


因 

ドアを閉じてエンジ 
ンを始動ずると、ホ 
色のシートベルト警 
告灯び点灯ずる。 


因 

赤色のシートベルト 
警告灯び点ミ臧し、警 
告音右鳴る。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着巧してください。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

A けびのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートに置いてある荷物を、別の場所に確実に固定してください。 
シートベルト警告灯び消なします。 

A けがのおそれがありまず 

運転席または助手席の栗員びシートベルトを着用していない状態で走行 
し、速度び約2日 km / h を超えた。 

► シートベルトを着用してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音を鳴り止みまず。 

A けがのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約2日 km / h を超 
えた。 

►安全な場所に停車してから、助手席シートに置いてある荷物を、別の場 
所に確実に固定してください。 

シートベルト警告灯び消なし、警告音を鳴り止みまず。 


■化：？？り 














メーターパネルの表示丹/警告丹 
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安全装備 


トラブル 


圆 

エンジンびかかって 
いるとさに赤色のブ 
レーキ警告灯び点灯 
ずる。 

警告音わ鳴った。 


エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告なび点なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 对応 

A 事故のおそれがありまず 

IJ ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全に停車してく 
ださい。状況を問わず、走行しないでください。 

►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

絶対にブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給してち問題 
は解消しません。 

A 事故のおそれがありまず 

ABS (アンチ□ック-ブレーキング-システム）に異常びあるため機能が解 
除されている。そのため 、 BAS (ブレーキアシスト）、 ESP ⑥〔エレクト □ニッ 
ク•スタビリティ•プ□グラム)、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスター 
トアシスト、 アダプティブブレーキランプも解除されている。 

ブレーキは通常通り作動するび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる可旨目性びある。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 

ABS のコント□ール ユニッ トに異常びあるとをは、ナビゲー シヨ ンシス 
テム作オートマチックトランス云ッシヨンなど、他のシステムにち異常び 
ある可能性びある。 


■化：？ S - り 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


トラブル 


圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点灯ずる。 


圆 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ABS 
警告灯び点なずる。警 
告音わ鳴った。 


r 脚 II 巧 irsni 倒] 
エンジンびかかって 
いるとをにホ色のブ 
レーキ 警告灯と黄 
色の ESP ® 表お打、 
ESP ® オフ表示打、黄 
色の ABS 警告なび点 
なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

ABS の機能び一時的に作動しない。目 AS 、 ESP®、EBD (エレクトロニック- 
ブレーキパワー•ディスト U ビューション）、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、 
ヒルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプち解除されている。 
システムの自己診酣び終了していないか、バッテ U —の電圧び低下してい 
る可能性びある。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び □ッ クずる巧 f 目性びある。 

アテンションアシストは觸除される。 

►方ッセージび消えるまで、約 20 km / h しソ上の速度でステアリングを軽 
く左ちに操作し、短い距離をミち意して走行してください。 
y ッセージび消えれば、上記の機能は作動でをる状態になります。 
メッセージび表示されたままのとき： 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
従って < ださい。 

► 注意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

EBD に異常びある。そのため、 ABS 、 目 AS 、 ESP ®、 PRE - SAFE ®、 ホール 
ド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティブブレーキランプも作動しな 
い状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び □ッ クする可能14びある。 

アテンションアシストは解除される。 

► マルチ ファン クシ ョン ディスプレイに表示される追加の六ッセージに 
従って < ださい。 

► ミち意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寅けてください。 

A 事故のおそれがありまず 

A 臣 S と ESP ⑩に異常びある。そのため、目 AS 、 EBD 、 PRE - SAFE ®、 ホール 
ド機能、ヒルスタートアシスト、アダプティブプレーキランプも故障のた 
め作動しない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる巧 f 剖ホびある。 

アテンションアシストは觸除される。 

► マルチファンクションディスプレイに表おされる追加のメッセージに 
従って < ださい。 

► 注意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？？り 
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トラブル 


固 

走行中に黄色の ESP ® 
表示なび点滅する。 


I sport] 

C 63 AMG : 
エンジンびかかって 
いるとをに黄色のス 
ポーツ八ンド U ング 
でード表示なび点灯 
する。 


間聞 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示灯と ESP ⑥オフ表 
示巧び点なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 

車び横滑りをずるおそれびあるか、少なくとち1つの車輪び空転し始めて 
いるため、 ESP ® やトラクションコント□ールなどび作動している。 
クルーズコント□ールの機能は解除されている。 

► 発進するとさは、アクセルペダルを必要上に踏み込まないでくださし、 
►走行中はアクセル操作をより慎重に行なってください。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

A 事故のおそれがありまず 

スポーツ 八ン ド U ング モードを 設定している。 スポーツ 八ン ド IJ ング モー 
ドを 設定したときは、車び横滑りしたときや車輪び空転したときに ESP ® 
は制限された内容で作動ずるため、車両操縦性や走行安定性の確保は限ら 
れたちのになる。 

► ESP ® を待機状態にしてください〔雪道などでの走行を除く）。 

ESP ® を待機状態にできないとさ： 

► 八レセデス-ベンツ指定サービスエ場で ESP ® の点検を費けてくださし、。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP ®、 BAS 、 PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートア 
シスト、アダプティプブレーキランプの機能び觸除されている。 

車び横滑りし始めたとをや車輪び空転し始めたとさに、車両操縦性や走行 
ま定性を確保しよラとずることびでをない。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

アテンションアシストは解除される。 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従ってください。 

► 注意して走巧してください。 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を受けてください。 


■化：？ 6- り 
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メーターパネルの表示丹/警告丹 


トラブル 


I 則 I 幕 I 

エンジンびかかってい 
るときに黄色の ESP ® 
表示打と ESP ® オフ表 
示灯び点灯する。 


圆 

走巧中に赤色のブ 
レーキ警告なび点な 
する。 

警告音わ鳴った。 


の 

エンジンびかかって 
いるとをにホ色のェ 
アバツグシステム警 
告なび点なする。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがありまず 


ESP ®. 


PRE - SAFE ®、 ホールド機能、ヒルスタートアシストび一時 


的に作動しない状態になっている。 

アダプティブブレーキランプも作動しない。 

ESP ® の機能び一時的に作動しない。車び横滑りし始めたとをや車輪び空 
輯し始めたとさに、車両操縦性や走行安定性を確保しよラとすることびで 
をない。 

システムの自己診断び終了していない。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。そのため、急 
ブレーキ時などには車輪び□ックずる巧 f 目性びある。 

アテンションアシストは觸除される。 

►六ッセージび消えるまで、約 20 km / h しソ上の速度でステア I 」ングを軽 
く左ちに操作し、短い距離を注意して走行してください。 
y ッセージび消えれば、上記の機能は作動でをる状態になります。 
メッセージび表示されたままのとき： 

► マルチファンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従って < ださい。 

► ミ主意して走行してください。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寅けてください。 

ノ くーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを辭除してください。 

警告灯は消灯し、警告音を鳴り止みまず。 


A けびのおそれがありまず 

乗員保護装置び故障している。 

エアバッグやシートベルトテンショナーび不意に作動したり、事故のと 
をに作動しない可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

►ただちにメルセデス•ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


■か：？？り 
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エンジン 


トラブル 


因 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色のェ 
ンジン警告灯び点灯 
ずる。 


面 

エンジンびかかって 
いるとをに黄色の燃 
料残量警告灯び点灯 
する。 


国 

エンジンびかかって 
いるとをに赤色の冷 
却水警告なび点なす 
る。エンジン;令却水 
温度計の指針び下限 
にある。 


考え5れる原因および症げ/ ► 对応 

し八下のちのび故障している可能性びある。 

• エンジン制御システム 
• 燃料噴射システム 
• 排気システム 
• イグニツションシステム 
• 燃料システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェンシー 
モードになっている可能性がある。 

►ずみやかに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 

燃料の鶏量びみなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


冷却水温度計のセンサーび故障している。 

冷却水温度を確認ずることびでをない。：令却水の温度び高すざる場合は、 
エンジンを損傷ずるおそれがある。 

►周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、ただちに停車して、エンジン 
を停止してください。状況を問わず、走行しないでください。 
►パーキングブレーキを効かせて<ださい。 

► ルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してください。 


■化：？ S - り 










314 


メーターパネルの表示丹/警告好 


トラブル 

国 

エンジンびかかってい 
るときに赤色の冷却水 
警を灯び点灯ずる。 


国 

エンジンびかかってい 
るときに赤色の冷却水 
警告灯び点なずる。 
警苦音ち鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

冷却水量び不足している。 

冷却水量び正常なとさは、ラジェターへの送風び遮られているか、ラジェ 

ターの;令却フアンび故障している巧 S 目1ホびある。 

冷却氷量の温度び高ずざて、ェンジンび十分に冷却されない。 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加の;><ッセージに 
従って < ださい。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、ェンジン 
を停止してください。 

► ェンジンと冷却水を冷やしてください。 

► ェンジンと冷却水び冷えた後、点検時のミち意事項を守0なびら冷却水量 
を点検し、冷却水び不足している場合は補給してください。 

►通常よりも頻繁に冷却水を補給している場合は、ルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

► ミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してくだ 
さし)。 

► 冷却水温度び120で LU 下のときは、最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行を続けることびできます。 

► 山道の走行や発進と停止を繰り返す走行など、ェンジンへの大をな負 
荷びかかる走行は避けてください。 

冷却水湿度び約120むを超えている。 

ラジェターへの送風び遮られているか、 U ヴーブタンクの;令却水量び非萬 

に不足している巧宫目1まびある。 

ェンジンび十分に冷却されないため、ェンジンを損傷ずるおそれびある。 

► マルチフアンクションディスプレイに表示される追加のメッセージに 
従って < ださい。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちに停車して、ェンジン 
を停止して < ださい。 

► ェンジンと冷却水を冷やしてください。 

► ェンジンと冷却水び冷えた後、点検時の注意事頂を守0なびら;令却水量 
を点検し、冷却水び不足している場合は補給してください。 

►通常よりち頻繁に冷却水を補給している場合は、メルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 

► ミ尼などにより、ラジェターへの送風び遮られていないか確認してくだ 
さし、。 

► 冷却水温度び120で LU 下のときは、最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行を続けることびできます。 

►そのとさは、山道の走行や発進と停止を繰り返ず走行など、ェンジン 
への大さな負担は避けてください。 


■か：？？り 
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が常時の解館/施綻 


エマージエンシーキー 


U モコン操作やキーレス3—操作* 
で車両を解錠でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアやトラン 
クを解綻でさまず。 

車を施綻しに後にエマージェンシー 
キーで運転席ドアやトランクを解話し 
て開 < と、盗難防止警報*び作動し 
ます。 


し U 下のいずれかの操作をずると、警報 
び停止しまず。 

• キーの解結ボタン m または肺猛 
ボタン m を押ず 
• エンジンスイッチにキーを差し込む 

キーレス3—装備車は、け下のいずれ 
かの操作を行なってを、警報び停止し 
ます。 


• キーび左ち側まにはトランク側の 
キーレス3’ーアンテナの検知範囲 
066ぺージ）にあるときに、キー 
びある側のドア八ンドルに触れる 
か、トランクの八ンドルを引く 


エマージェンシーキーを使用ずる 



►ストッパー①を矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー⑤ 
をキーから引さ巧さまず。 


運転席ドアの解綻 



化 

4J 

S 

I 

り 


U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で車両を解湿できないときは、 
し U 下の操作を行なってくだごい。 


► キーからェマージ; L ンシーキーを 
取り外しまず。 


►エマージェンシーキーを、運転席 
ドアのドア八ンドルのキーシ1」ン 
ダーに差し込みまず。 


. キーび車室内のキーレス3’ーアン 
テナの検知範囲（1>66ページ）に 
あるとをに、エンジンスイッチに 
取り付けたキーレス3—スイッチ 
を押す 


エマージェンシーキーで運転席ドアを 
解綻してを、他のドア、トランク、燃 
料給油フラップは解錠されません。 


燃料給油フラップを解綻ずる ち A ン ドル車 



► エンジンスイッチにキーを差し込 
みます。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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非常時の解錠/施錠 


► エマージェンシーキーを 解錠の位置 
のにまわしまず。 

運転席ドアの □ ックノブが上がり、 
運転席ドアが解錠されまず。 

〇 左八ンドル車は反時計回りに、 
ち八ンドル車は時計回りにまわし 
ます。 

► エ マージて ンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシリンダーから抜き 
ます。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
しま3。 


車両の施錠 

リモコン操作またはキーレス 3— 操作 
* で車両を施錠でさないとさは、(下 
の操作を行なって < ださい。 

► 運転席ドアを開きまず。 

► 助手席ドアとトランクを閉じまず。 

► ドア□ックスイッチ（施錠）を押し 
ます（1>74ぺージ）。 

► 助手席ドアの□ックノブが下がって 
いることを確認しまず。 

下がっていないとさは、□ックノブ 
を押し込みまず。 

►運転席ドアを閉じまず。 

► キーからエマージてンシーキーを取 
りがしまず （031 5ページ）。 

►エマージェンシーキーを、運転席ド 
アのドア八ンドルのキーシ U ンダー 
に差し込みまず。 



左八ンドル車 


► エマージェンシーキーを施錠の位置 
のにまわしまず。 

運転席ドアの□ックノブが下がり、 
運転席ドアが施錠されます。 

〇 左八ンドル車は時計回0に、ち 
八ンドル車は反時計回りにまわし 
ます。 

► エマージェンシーキーを元の位置に 
まわして、キーシ U ンダーから抜き 
ます。 

► トランクが施錠されていることを確 
言忍しまず。 

施錠されていないとさは、トランク 
を独立施錠しまず（1>78ページ）。 

► エマージェンシーキーをキーに収納 
しま"§。 

〇 上記の操作で車両を施錠したとさ 
は、燃料給油フラップは施錠されま 
せん。また、盗難防止警報システム 
* は待機状態になりません。 


トランクの解錠 _ 

リモコン操作またはキーレス3’ 一 操作 
* でトランクを解錠できないときは、 
下の操作を行なつて < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


■化：？ 0>|り 
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〇トランクを開くときは、後方や上 
方に十分な空間があることを確認 
して<ださい。また、トランクの 
周りに障害物がな<、人や物に当 
たるおそれがないことを確認して 
<ださい。 

Q エマージェンシーキーで解錠した 
後に、エマージェンシーキーをキー 
シ U ンダーから抜いてトランクを閉 
じると再び施錠されまず。キーの閉 
じ込みにミ主意して < ださい。 

► キーからエマージてン シー キーを取 
りがしまず瓜31日ページ）。 

►エマージェンシーキーを、トランク 
のキーシ U ンダーにいっぱいまで差 
し込みます。 



► エマージて ン シー キーを のの位置 
から反時計回りにまわして、回の 
位置にしまず。 


トランクびち军湿して開をまず。 

► エマージて ン シーキーを のの位置 
に戻して、 キーシ U ン ダーから 巧き 
ます。 

► エマージェンシーキーをキーに 収納 
します。 


) キング□ックの手動解除 

バッテ U —びあびったとさや電気装備 
に故障び発生したとさは、セレクター 
レバーを [ E から動かずことびでさ 
な < なることびありまず。 


このよ5なとさは、手動でパーキング 
□ックを解除してセレクターレバーを 
m から動かしまず。 



〇カバーを持ち上げるとさは、鋭利 
な物を使用しないでください。力 
ノ（一を損傷ずるおそれびありまず。 


►パーキングブレーキを確実に効かせ 
まず。 

►カバーののち端部に、ヘラなど先 
のとびっていない平らなをのを差し 
込み、カバーを持ち上げまず。 

► ノブ⑤を押しなびら、セレクター 
レバーを EpH から動かしまず。 

〇この方法でセレクターレバーを動 
かせないとさは、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場に連絡して < だ 
ごい。 

〇セレクターレバーを動かずことび 
でさたとさでを、メルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


■化：？ Q >- り 








アクティブボンネットのリセッ 



アクティブボンネットび作動ずると、 
作動装置③の上にあるカバー⑤び外 
れ、ボンネット®の後端び約 50 mm 
上方に動きまず。 

〇上方に動いたボンネットを手で押 
し下げないで<ださい。ボンネット 
を損傷するおそれびありまず。 

アクティブボンネットの作動後を走行 
を続けることびでさまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で U セッ 卜作 
業を行なってください。 

ただし、ボンネット□ック解除レバー 
を引いたとさは、走行を続ける前にボ 
ンネットの U セツト作業び必要になり 
ます。 


リセット作業 


A 警告 

ボンネット□ック解除 レバーを 引い 
たとさは、ボンネットの U セット作 
業を行なわないと、ボンネットの前 
端が□ックされていないままの状態 
になりまず。走行中にボンネットが 
開いて視界が遮られ、事故を起こす 
おそれがあります。ボンネッ h □ッ 
ク解除 レバーを 引いたとさは、必ず 
走行前にボンネットの U セット作業 
を行なってくださし、。 


A 警告 

エンジンや周辺機器は非常に高温に 
なっている可能性があるため、エン 
ジンが停止している状態でを、ボン 
ネットが開いていると火傷をずるお 
それがありまず。 

火傷を防ぐため、ボンネットのリセッ 
卜作業を巧なラとさは、取扱説明書 
に記載されている箇所のみに触れる 
よラにし、また関連ずる注意事項を 
守って< ださい。 



se — り 


アクティブボンネットをリセットずる 

► ボンネット®を開さまず。 






NECK PRO アクテづ 
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► 左ちのカバー③び押し下げられて 
固定されるまで、ボンネット中央部 
⑤を両手で持ち上げて開さまず。 

左ちのカバー③び押し下げられる 
ときは、強い手応えび感じ日れまず。 

► ボンネットのから手を放しまず。 

►カバー⑤び収納部⑤（矢印の位置） 
に完全にかぶさっていることを確認 
します。 

► カバーび収納部に完全にかぶさって 
いるときは、ボンネットのを閉じ 
ます。 

または 

► カバーび収納部に完全にかぶさって 
し、ないとさは、最初にボンネットの 
左側④を持ち上げ、巧にボンネッ 
卜のち側®を持ち上げまず。いず 
れの側を、カバー③び固定される 
まで持ち上げまず。 

カバー⑤び収納部⑤（矢印の位置） 
に完全にかぶさりまず。 

► ボンネットのを閉じまず。 

ボンネット©び閉じないとさやマル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
び表示されるとをは、再度 U セット作 
業を行なってください。 

A 警告 

ボンネットび確実に閉じないとさや、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に!^び表おされるとさは、走行を 
続けないでください。走行中にボン 
ネットび開いて視界び遮られ、事故 
を起こずおそれびあります。 U セッ 
卜操作びでをないときは、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。 



NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストが作動した場合、 
リセットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストが作動せず、頭部-頸部を保護 
でさません。 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
の作動は、へッドレストが前方に動き、 
へッドレストの高さの調整がでさな< 
なることで確認できまず。 

〇 この U セット作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で行な5ことをお勧 
めしまず。 



►へッドレストの上部を矢印のの方 
向に前方に押しまず。 


►へッドレストを矢印⑤の方向に停 
止ずるまで押し下げまず。 

►へッドレストを矢印⑤の方向に押 
して、確実に□ックさせまず。 

► をう一方の前席へッドレストでを同 
様の作業を行ないまず。 


I 
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キーの電池交換 


P 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたときは、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で NECK 
PRO アクティブへッドレストの点 
検を受けて < ださい。 


キーの 電池交換 


キーの作動巧能範囲が短<なったり 
作動しない場合は、キーの電池の消耗 
が考えられまず。ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださし、。 

電池の交換はルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で行な5ことをお勧めし 
ます。 

A 警告 

電池には毒性および腐食性を持つ物 
質が含まれています。子供の手の届 
かないところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 


9環境 

電池を家庭用づ S として廃棄しない 
でください。電池には非常に強い有 
毒物質が會まれてし''ます。 

使用済みの電池は、新しい電油をお 
買い求めになった販売店に処分を依 
頼ずるか、ボタン電池専用の回収箱 
に廃棄してください。 


■ホ：？ 0 >1 り 
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キーの電池を点検ずる 



fWL J6-9UMP 


► キーの解淀ボタン CS または施錠 
ボタン CSD を押しまず。 

キーの表示灯のび1回点滅ずれば 
電池は正甫でず。 

〇 車両のお<でキーの電池の点検を 
行な5と、キーのキーの解錠ボタン 
W または施錠ボタン m を押し 
たとさに、車両ち解湿まには施錠さ 
れます。 


電池の交換手順 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



►ストッパー®を矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシー キー ⑤ 
を抜さ取りまず。 



► エマージてンシーキー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮さ上 
びるまで、エマージェンシーキーを 
矢印の方向に押しまず。 

〇 指でカバー⑤を押さえないよ5 
にして<ださし、。カバーび浮を上び 
りません。 



► カバー⑤を取り外しまず。 


► 電池側び下になるよ5にキーを手の 
上に乗せて、電池④び外れるまで 
キーを軽 < にたさまず。 

►電池のプラス （+ ) 面び見えるよ5 
にして、新しい電池を取り付けま 
す。このとを、脂分を含まないされ 
し、な巧で電池を持つよ5にしてくだ 
ごし、。 


I 
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電球の交換 


► 電ミ也の表面にミちれや脂分び付着して 
し、ないことをお認しまず。 

► カバー⑤の凸部⑤をキーに差し込 
んでから、カバーを押して□ックし 
ます。 

► エマージェン シー キー⑤をキーに 
収納します。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認します。 


電球の交換 


電球に関ずる注意 
バイキセノンへツドライト 


バイキセノンへッドライトはお客様ご 
自身で交換ずることはでさません。電 
球の交換については、必ずルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場に作業を依頼 
して < ださい。 

A 警告 

バイキセノンへッドライトには高電 
圧が発生しています。バイキセノン 
へッドライトのバルブソケットや配 
線に手を触れると感電して、重大な 
けがや致命的なけがをするおそれび 
あります。バイキセノンヘッドライ 
卜のカバーは決して取り外さないで 
<ださい。 

バイキセノンへッドライトの交換は 
巧なわないでください。交換は必ず 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で行なってください。 

ライト類は車両の重要な安全装備のひ 
とつでず。ずべてのライト類が正し< 
点灯することを確認して<ださい。 

電球が切れてライトが点灯しないとさ 
は、同規格-同容量の電球と交換して 
<ださい。交換したライトが点灯しな 
い場をや、ずぐに切れた場合は、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 


■ホ：？ 0 >1 り 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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その他のライト 


A 警告 

• 電球は非常に熱くなります。電球 
の交換は電球が冷えた状態で行 
なってくださし 、。火傷をずるおそ 
れがお0ます。 

• 電球はテ供の手の届かなし^ところ 
に保管してください。電球を損傷 
したり、子供がけがをずるおそれ 
があります。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球 
を使用しないでください。破裂す 
るおそれが态〇ます。 

• 八□ゲンライトには圧力のかかっ 
たガスが封入されているため、電 
球が熱くなっているとさに電球に 
触れた0、電球を取り外さないで 
ください。破裂ずるおそれがあり 
まず。 

• 八□ゲンライトを交換するときは、 
防護眼鏡皆手袋などを着用し、直 
接手で電球に触れないよラにして 
<ださい。 

D 電球の交換はルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行な5ことをお 
勧めします。やむを得ずお客様自 
身で交換するとさは、(下の注意を 
守って該当箇所の電球を交換して< 
ださい。 


D 電球には素手で触れないよラにし 
て<ださい。電球の表面にかしでち 
ミちれや脂分が付着ずると、ガラス 
表面で溶けて、電球の寿命が短< な 
りまず。電球に触れるときは、き 
れいな巧や手袋などを使用ずるか、 
バルブの金属部を持つようにして 
<ださい。 

D 指定 iu がの電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
り、故障の原因になりまず。 

B 電球は高温になるため、電球の表 
面に油などが付着ずると切れやず< 
なりまず。触れたとさは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよ <おいて < ださい。 

D マルチファンクシヨンデイスフ 
レイにライトに関する故障/警 
告六ッセージが表示されたとさは 
([>298ページ）をご覧ください。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 

バイキセノンへッドライト政がにちお 
客様自身で交換でさない電球がありま 
す。お客様ご自身で交換でさない場合 
や、その他の電球の交換については、 
必ずレセデス-ベンツ指定サービス 
工場に作業を依頼して<ださい。 


■化：？ S - り 
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電球の交換 


バイキセノンへッドライト装備車 



ライト 

ワット数 
け見格） 

© コーナリング 

55 W ( H 7) 

ラ斗卜 


テールランプ 


お客様自身で交換でさる電球は 1；( 下の 
通りです。交換ずる場をは、必ず指定 
された電球を使用して< ださい。 

へツ ドライト 


バイキセノンへッドライト非装備車 



ライト ワット数 

(規格） 

© 車幅口 5 W 


@ へッドライト 55 W ( H 7) 
上巧き 

@ へッドライト 55 W ( H 7) 
下向さ 


交換可能な電球について 



ラ - r 卜 

ワット数 
(規格） 

の 

バックランプ 

21 W 

③ 

ブレーキラ 

21 W 


ンプ 


⑤ 

パーキング 

21 W 


/ブレーキラ 
ンプ 


■化：？ S — り 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあ0ます。 
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ワイ パー ブ レー ドの交換 


A 警告 

ワイバーブレードを交換するとをは、 
必ずエンジンスイッチからキーを巧 
くか、キーレスゴー操作*でイグニッ 
シヨン位置を 0 にしてください。ワ 
イバーび作動してけびをずるおそれ 
びあ0ます。 

[ I ワイパーブレードの損傷を避ける 
ため、 ワイパーブレードの3ム部分 
に触れないよ5にしてください。 

[ I ワイパーアームを起こしにままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび当たり、損傷 
するおそれびありまず。 

〇ワイパーアームび取り付けられて 
いない状態で、ワイパーアームを元 
の位置に戻さないでください。 

[ I ワイパーブレードを交換ずるとき 
は、ワイ パー アームを確実に持つ 
て<ださい。ワイパーブレードび取 
り付けられていない状態でワイパー 
アームから手を放ずと、ワイパー 
アームびフ□ントウインドウに当た 
り、フ□ントウインドウを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

[ I ワイ パーブレー ドの交換はメルセ 
デス.ベンツ指定サービスエ場で行 
なラことをお勧めしまず。 


ワイパーブレードを取りがず 



► エンジンスイツチからキーを巧く 
か、キーレス3—操作*でイグニツ 
シヨン位置を0にしまず。 

► ワイパーアームをいっぱいまで起こ 
しま弓。 

► ワイパーブレードを図の位置にまわ 
しま弓。 

► ワイパーブレードを矢印の方向に動 
かし、ワイパーアームの固定部から 
取りがしまず。 

ワイパーブレードを取り付ける 

►新しいワイパーブレードを、取り付 
けたとさとは反巧の方向にワイパー 
アームの固定部に差し込みまず。 

ワイパーブレードが確実に差し込ま 
れていることを確認して<ださい。 

► ワイパーブレードをワイパーアーム 
と平行の位置にしまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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八ンクしたとき 


パンクしたとを 


A 警告 

• バンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないでくださ 
し、。ステア U ングをしっかり握っ 
て徐々にま度を落とし、安全な場 
巧に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しないで 
ください。車のコント□-ルを失 
し、事故を起こすおそれびあ0ま 
す。また、タイヤび異常に過熱して、 
火災び発生ずるおそれびあ0ます。 


タイヤ交換およびタイヤ修理の準備 

►巧全を確保でさる、かたくてずべり 
にくい、水平な場所に停車しまず。 

► 非苗点滅灯を点滅させまず。 

►パーキングブレーキを 確実に効かせ 
ます。 

► ステア1」ングを直進の位置にしまず。 

►セレクターレバーを HE に入れ 
ます。 

► エンジンを停止しまず。 

► エンジンスイッチからキーを巧きま 
す。キーレス3—スイッチ*でエ 
ンジンを停止しにとさは、運転席ド 
アを開さまず。 

►キーレス3’一装備車は、エンジンス 
イッチからキーレス zl ' —スイッチを 
取り外しまず080ぺージ）。 

► 周囲の状況にミ主意しなびら柔員を車 
から降ろして、ただちにま全な場所 
に避難させまず。 


► 周囲の状況にミ主意しなびら車から降 
りまず。 

► 運転席ドアを閉じまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後ちに停止表示板を置<ことが 
法律で義務付けられています。 


庶急用スペアタイヤび車載されてい 

る場合 _ 

応急用スペアタイヤに交換したとさ 
は、標準タイヤとサイズが異なるた 
め、必ず 80 km / hiU 下で走行してく 
ださい。 

A 警告 

応急用スペアタイヤと標準タイヤで 

はタイヤのサイズと種類が異なるた 

め、走行特性が大さ<変化します。 

ミ主意して走行してください。事故を 

起こすおそれがありまず。 

危険な状況を回避して < ださい。 

• 状況に含わせて慎重に運転してく 
ださし、。 

• 応急用スペアタイヤを2本 L 处上装 
着して走行しないでください。 

• 応急用スペアタイヤの使用は短い 
時間にとどめて < ださい。 

• ESP ® の機能を解除しないでくだ 
さい。 

• 応急用スペアタイヤを交換すると 
さは、最寄りのルセデス-ベン 
ツ指定ヴービスエ場で行なつて< 
ださい。交換するタイヤのサイズ 
と種類が正しいことを確認してく 
ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


■化：？ 0 >1 り 
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〇応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のをのは使用しないでく 
ださい。 

〇応急用スペアタイヤを取り出ずと 
きや、タイヤ交換をするときは、お 
ず手袋を着用して<ださい。素手で 
作業を行なラとけびをずるおそれび 
ありまず。 

〇車速感応ドア□ック(>75ぺージ） 
を設定した状態で車を押しにり、車 
を持ち上げるとをは、イグニッシヨ 
ン位置を0にしてください。車輪 
び回転ずると車び自動的に施錠さ 
れ、車夕 i に閉め出されるおそれびあ 
りまず。 

。タイヤ交換をずるときは、エンジ 
ンを始動しないでください。 

タイヤ交換の準備 


► タイヤ交換に必要な準備を行ないま 
す0326ぺージ）。 

►輪止め、ジャッキ、応急用スペアタ 
イヤ、ホイールレンチを準備しまず 
029日ぺージ）。 



水平な場所で輪止めをする場合 


► 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
しま3。 



傾斜地で輪止めをする場合 


► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るとさは、交換しない側の前輪と後 
輪の下り側に輪止めをしまず。 

〇 輪止めは1個車載されていまず。 
ちラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
して < ださい。 

ジヤツキアップずる 


A 警告 

ジャッキが交換するタイヤに適した 
位置のジャッキヴポートに正し<取 
り付けられていないと、ジャッキアッ 
プした車が落下して、けがをするお 
それがあ0ます。 

ジャッキは、交換するタイヤに適し 
た位置のジャッキサポートにのみ取 
り付けてください。ジャッキは側面 
から見て垂直になるように取り付け、 
ジャッキの底面がジャッキサポート 
の真下にくるよう にして ください。 


■化：？ Q >- り 
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パンクしたとき 


ジャッキアップずるとさは、下の点 

にミ主意して < ださい。 

• ジャッキアップずるときは、必ず 
ルセデス-ベンツによりテストされ 
承認された、車載のジャッキのみを 
使用して<ださい。不適切なジャッ 
キを使用すると、ジャッキアップし 
たとさに車が落下ずるおそれがあり 
ます。 

• 車載のジャッキは、この車のタイヤ 
交換で一時的にジャッキアップずる 
ためだけに設計されていまず。車の 
下に入って作業ずるには適していま 
せん。 

• 上り坂や下り坂でのタイヤ交換は避 
けて < ださい。 

• ジャッキアップずる前に、パーキン 
グブレーキを効かせるととちに輪止 
めをして、車が動き出さないよラに 
して<ださい。ジャッキアップして 
いるとさは、決してパーキンブレー 
キを解除しないで < ださい。 

• ジャッキは、かた < て滑りに < し、 
水平な場所で使用して < ださい。 
不整地などでは、荷重を支えるち 
のをジャッキの下に敷<必要があ 
りまず。滑りやずい場所では、ラ 
バーマットなどの滑り止めを使用 
して < ださい。 

• ジャッキの下に、ブ□ックや木材な 
どを置いてジャッキアップしないで 
<ださい。ジャッキアップした際の 
高さが制限されるため、本来の耐荷 
重を支えることがでさません。 

• タイヤと地面との間隔が 3 cm LU 上 
離れないよラにして < ださい。 


• ジャッキアップした車の下には決し 
て手や足を入れないで < ださい。 

• ジャッキアップした車の下には決し 
て横たわらないで < ださい。 

• ジャッキアップしているときは、 
決してエンジンを始動しないで< 
ださい。 

• ジャッキアップしているとさは、決 
してドアやトランクまたはテール 
ゲートを開閉しないで < ださい。 

• ジャッキアップしているときは、車 
の下に人がいないことを確認して< 
ださい。 

• ジャッキに不具合や損傷があるとさ 
は使用しないでください。 

• ジャッキを使用ずる前にジャッキヴ 
ポートを点検し、ミちれが付着してい 
る場をは取り除いて < ださい。 

• ジャッキサポートに亀裂や損傷があ 
る場をは、作業を行なわないで< だ 
さい。 



►ぶイールレンチので、交換ずる夕 
イヤのホイールボルト （5 本）を約 
1回転ほどゆるめまず。 


この時点では、ホイールボルトを取 
りがしません。 


■化：？ 0 >1 り 
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Q ホイールレンチを使用ずるとき 
に、ホイールレンチがホイールボ 
ルトからがれるとけがをしたり、 
ホイールボルトを損傷するおそれ 
がありまず。下の点にミ主意して 
<ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで < ださい。 


•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよ5にしながらまわして 
<ださい。 



ジャッキヴポート®は、前輪の後方、 
後輪の前ちのボディ下部4力所（矢印 
の位置）に設けられていまず。 


の 



@ 


※ジャッキの色やお巧び異なる場合びあります。 


► ジャッキ八ンドル⑤を矢印の方向 
に起こしてから、時計回りにまねし 
9 〇 

ジヤツキアーム④び上び0まず。 



►ジャッキアーム④の先端を、車体 
のジャッキサポート⑤の位置に合 
わせます。 



(左）正しい取り付けかた 
(ち）間違った取り付けかた 


►ジャッキ⑤の底面び、交換ずる夕 
イヤにおいジャッキサポートの真下 
にあることを確認しまず。 

► ジャッキ八ンドル⑤を時計回りに 
まわし、ジャッキアーム④の先端 
をジャッキサポート⑤に合わせま 
ず。このとさ、ジャッキの底面を確 
実に地面に接地させまず。 

► タイヤび化面から最大約 3 cm 離れ 
るまで、ジャッキ八ンドル⑤をま 
わします。 


I 
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パンクしたとき 


A 警告 

ジャッキアームの先端がジャッキサ 
ポートに合っていることを確認して 
ください。ジャッキが外れると、け 
がをした0、車を損傷するおそれが 
あります。 


タイヤの取りがし 


► ホイールボルトを外しまず。 

► タイヤを取りがしまず。 

P ホイールボルトを砂の上やミちれた 
場所に置かないで<ださい。ホイー 
ルボルトを締めたとさに、ホイール 
ボルトのネジ山やホイール八ブを損 
傷するおそれがありまず。 

B タイヤを地面に置くときは、ぶ 
イールの外側を下にしないで<ださ 
し、。ホイールに傷が付<おそれがあ 
りまず。 

H ホイールをがしたときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや巧がりは 
空気圧減かの原因になり、タイヤを 
損傷するおそれがありまず。 

応急用スペアタイヤの取り付け 
A 警告 

ホイールボルトに損傷や謂があると 
さは交換してください。また、ネジ 
山には決してオイルやグリスを塗巧 
しないでください。ホイールボルト 
がゆるむおそれがあります。 


A 警告 

ホイール八ブのネジ山が損傷してい 
るときは、走行しないで、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


A 警告 

ホイールボルトは、ホイールに適合 
した純正品だけを使用してください。 
純正品し U 外のホイールボルトを使用 
ずると、ホイールが脱落して事故を 
起こずおそれがあります。 

ジャッキアップした状態でホイール 
ボルトを強<締め付けないで<ださ 
い。締め付ける勢いでジャッキが外 
れるおそれがありまず。 


► 応急用スペアタイヤのホイールおよ 
ひ7 \ブの接合面を清掃します。 



► ホイール八ブのネジ巧とぶイールの 
巧の位置が合5よ5に応急用スペア 
タイヤを持ち上げまず。 


► 5本のぶイールボルトを取り付け 
て、軽<締め付けまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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ジャッキダウンずる 


A 警告 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
で<ださい。タイヤが過熱して破 
裂した0、火災を起こずおそれが 
あ0まず。必ず規定の空気圧を守つ 
て < ださい。 

• タイヤに空気を入れすぎないでく 
ださい。空気を入れずざたタイヤ 
は、路上の破片や凹みなどにより 
損傷を受けたりパンクしやすくな 
ります。必ず規定の空気圧を守つ 
て<ださし、。 

► ジャッキ八ンドルを反時計回0にま 
わし、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接地させます。 


► ジャッキをがしまず。 



A 警告 

ホイールボルトの締め付けトルクが 
規定値で締め付けられていないと、 
ホイールが緩み、事故を起こずおそ 
れがおりまず。 

ホイールを交換した後は、ただちに 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でホイールボルトの締が付けトル 
クを確認してください。 


► 図の順番でぶイールボルトを均一に 
締め付けまず。 

ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は 13 kg-m (130 Nm ) でず。 

P ぶイールレンチを使用するとき、 
ホイールレンチがホイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ぶイー 
ルボルトを損傷ずるおそれがありま 
ず。(下の点にま意して<ださい。 

• ぶイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないで<ださい 

•両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしながらまわして 
<ださし、 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわずなど、必要政上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ホイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがありまず。 

►ジャッキを元の状態に戻し、ぶイー 
ルレンチや輪止めなどととちに元の 
位置に戻しまず。 

► がしたタイヤをトランクルーム内に 
収納します。 

〇 車種や仕様により、がしたタイヤ 
を応急用スペアタイヤの収納スペー 
スに収納ずることができまず。 

〇 応急用スペアタイヤを装着して走 
行したとさは、タイヤ空気圧警告シ 
ステムは正常に作動しません。 


I 
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パンクしたとき 


タイヤフィットび車載されている 
•(■日 

お口 

タイヤの傷が約 4 mm 下のときは、 
タイヤフィットでパンクしたタイヤを 
修理して、一時的に走行ずることがで 
さます。 

タイヤフィットはが気温度が一20で 
• UU 上のとさに使用でさまず。 

A 警告 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なわのです。修理後は、 
空気圧が適正であってを、必ず標 
準タイヤに交換してください。 

• し U 下の状況のとさはタイヤフィッ 
卜でタイヤを修理することがでさ 
ません。他のちまで車両を移動さ 
せて < ださい。 

◊タイヤの傷が約 4 mm し U 上の場 
をや、凹み、亀裂、ひびなどが 
ある場合 

◊タイヤの接地面似外に傷がある 

+口- 

切口 

〇ホイールに損傷がある場合 
◊タイヤの空気圧が非常におかっ 
たり、空気が完全に巧けた状態 
のタイヤで走行した場合 
このよラなとさは、絶対に走行し 
ないで、^ルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 

B タイヤを修理ずるときは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをずるおそれがあり 
ます。 

B タイヤを修理ずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 


H 異常のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しない 
で<ださい。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットが漏れ出ずおそれがあり 
9 〇 

〇タイヤフィットび塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧で巧 
さ取ってください。 

〇タイヤフィットで修理したタイヤ 
はおず交換してください。そのまま 
使用することはでさません。 

〇タイヤフィットには使用期限びあ 
りまず。期限び過ざたとさは新品に 
交換してください。また、タイヤ 
フィットの使用期限び過ざている場 
合は使用しないでください。 

タイヤフイットの準備 


►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► トランクフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
しま3。 



►タイヤフィットに付属してし^る最 
高速度表示のステッカー©をはが 
し、運転者の見やずい場所に貼付 
しま弓。 


■化：？ 0 >1 り 
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► 修理するタイヤのパルプ付近にタイ 
ヤフィット使用表示のステッカー 
( D を貼付しまず。 

A 警告 

タイヤフィットが身体や眼、巧服に付 
着したり、誤って飲み込まれないよ 
ラにミ主意してください。タイヤフィッ 
卜の臭気を暇い込まないで<ださい。 
タイヤフィットは子供の手び届かな 
い場所に保管してください。けがを 
するおそれびあ0まず。 

万一、タイヤフィットが付着した場 
をは、のよラにしてください。 

• 皮膚に付着した場合は、ただちに 
清潔な水で十分に洗い流して < だ 
さし、。 

• 眼に入った場合は、ただちに清潔 
な水で十分に洗い流してください。 

• テ供がタイヤフィットを飲み込ん 
だ場昔は、ただちに水で口を十分 
ずすぎ、水を大量に飲ませてくだ 
さい。タイヤフィットを吐かせな 
いでください。ただちに医師の診 
断を受けてください。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに 
付着したお服を着替えて < ださい。 

• アレルギー症状が出た場合は、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

〇 タイヤフィットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させて<ださい。 
乾燥すればフィルム状になり、剥が 
すことがでさまず。 

ちし、衣類にタイヤフィットが付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 


タイヤフイットと電動エアポンプに 
は、 2 つの種類がありまず。 

•タイプ 1:電動エアポンプとタイヤ 
フイッ トをエアホースで接続しまず。 

•タイプ 2 :タイヤフイットを電動エ 
アポンプに取り付けまず。電動エア 
ポンプに内蔵されたエアホースが接 
続されまず。 


タイプ1 



► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑤を取り出 
しまず。 


► エアホース⑤を タイヤフ イッ トの 
のバルブ®に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けてください。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびありまず。 

► タイヤフィット①のバルブ®を下 
にして持ち、電動エアポンプの凹部 
⑤に差し込みまず。 


I SG!^ 
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パンクしたとを 



►パンクしたタイヤのバルブ⑦から 
ノ U レブキヤップを取り外しまず。 


►タイヤフィットの ホース ④を、パ 
ンクしにタイヤのバルブ⑦に確実 
に取り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 電源プラグ④をライターソケッ h 
(>236ページ）または1 2 V 電源ソ 
ケット0237ぺージ）に差し込み 
ます。 

► イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑤ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にパンクしたタイヤにタイヤ 
フィットび送り込まれまず。この 
とき、空気圧び一時的に約500 kPa 
(5 bar / 73 psi ) まで高まることび 
ありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ⑤を〇 (停止の位置）にし 
ないで < ださし、。 


► 電動エアポンプを約5分間作動させ 
ます。空気圧びかなくとを ISOkPa 
( I.Sbar / 26 psi ) に達しているこ 
とを確認してください。 

〇電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
に0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されていまず。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認して < ださい。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar 
/ 26 psi ) に達しているときは、0336 
ページ）をご覧ください。 

約5分後に空気圧び 180 kPa ( I.Sbar 
/ 26 psi ) に達していないときは、 
(>336 ページ）をご覧ください。 


タイプ2 



► 電動エアポンプの背面からエア 
ホース®と電源プラグ③を取り出 
しま ■§ 。 


■か：？ 0 >1 り 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告な<変更されることびあ0ます。 
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► エアホース®の黄色のコネクター 
をタイヤフィット©の黄色の 
キャップ⑤の接続部に差し込み、 
プラグを固定します。 

► シーリング U ングび前方を向くよう 
にして、タイヤフィットのの黄色 
のキャップ⑤を電動エアポンプ⑤ 
の接続部に差し込み、確実に固定し 
ます。 



►パンクしたタイヤのバルブ®から 
ノ（ルブキヤツプを取り外しまず。 


►タイヤフィットの ホース ④を、パ 
ンクしにタイヤのバルブ®に確実 
に取り付けまず。 

► 電動エアポンフの電源スイッチ④ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

► 電源プラグ⑤をライターソケット 
(>236 ページ）まには 12 V 電源ソ 
ケット瓜237ページ）に差し込み 
ます。 

► イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 


〇 最初にパンクしたタイヤにタイヤ 
フィットび送り込まれまず。この 
とき、空気圧び一時的に約 500 kPa 
(5 bar / 73 psi ) まで高まることび 
ありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ®を0 (停止の位置）にし 
ないで < ださい。 

► 電動エアポンプを約日分間作動させ 
ます。空気圧がかなくとも 180 kPa 
( I.Sbar / 26 psi ) に達しているこ 
とを確認して < ださい。 

〇電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されていまず。 

電動エアポンプを再び作動させると 
さは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認してください。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar 
/ 26 psi ) に達しているときは、（[>336 
ページ）をご覧< ださし、。 

約5分後に空気圧び1 80 kPa (1.8 bar 
/ 26 psi ) に達していないときは、 
0336ぺージ）をご覧ください。 


I 
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空気圧び ISOkPa (1.8bar / 26psi) 

に達しない場合 

► 電動エアポンプの電源スイッチを0 
(停止の位置）にしまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋かななどを被せてください。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► タイヤフィットびタイヤ内に行きミ度 
るよラに、ほ速で車を約 10 m 前進 
または後退させまず。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

約5分後には、空気圧はかなくとを 

ISOkPa ( I.Sbar / 26 psi ) に達して 

し、なければな0ません。 

A 警告 

電動エアポンプを約5分間作動さ 
せても空気圧び180 kPa (1.8 bar / 
26 psi ) に達しない場合は、タイヤ 
びかなり損傷していまず。それ！;•(上 
走巧せず、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場に連絡してください。 


空気圧び ISOkPa (I.Sbar / 26psi) 
に達している場合 


► 電動エアポンプの電源スイッチを0 
(停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

► ライターソケットまたは 12 V 電源ソ 
ケットから電源プラグを巧をまず。 

► タイヤのバルブからタイヤフィット 
の ホースを 取り外しまず。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体や巧服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットのホースからタイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていた袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納しまず。 

► ただちに走行しまず。 


■化：？ 0 >1 り 


タイヤフィットびタイヤ内に行き 
渡り、損傷箇所び固まりやず<な 
りまず。 
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A 警告 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
後は、車両操縦性に変化び現れるこ 
とびおります。高までの走巧には適 
していません。事故を起こすおそれ 
びあ0ます。慎重な運転をむびけて 
<ださい。 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
場合の最高ま度を超えないよラにし 
て < ださい。 

タイヤフイットでタイヤを修理した場 
合の最高速度は 80 km / h でず。必ず 
タイヤフイットに付属の最高速度のス 
テッカーを運転をの見やすい場所に貼 
付して < ださい。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホースをイ度理したタイヤ 
のバルブに取り付けて、電動エアポ 
ンプの空気圧ゲージでタイヤ空気圧 
を点検します。 

この時点で、空気圧はかな< とを 
130 kPa (1.3 bar / 20 psi ) に達し 
ていなければなりません。 

A 警告 

空気圧び1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
な下になつている場合は、タイヤびか 
なり損傷しています。それな上走行は 
ず、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に連絡してください。 

► 空気圧び1 30 kPa (1.3 bar / 20 psi ) 
LU 上の場合は、規定の空気圧に調整 
します。規定の空気圧は燃料給油フ 
ラップ裏側に貼付されているタイヤ 
空気圧ラベルを参照してください。 


空気圧を上げる 

► 電動エアポンプを作動させまず。 


空気圧を下げる 

► 空気圧ゲージ③の横にある空気圧調 
整ボタン①を押して調整しまず。 



タイプ2の例 


►タイプ1は、電動エアポンプの取 
り付け部からタイヤフイットを引さ 
出し、電動エアポンプのエアホース 
を緩めてタイヤフイットから取り外 
します。 



► タイプ2は、黄色いキャップの□ッ 
クノブをつまみなびら、電動エア 
ポンプからタイヤフィットを引さ 
出しまず。タイヤフィットにはエ 
アポンプび接続されたままになつ 
ていまず。 


■化：？ S - り 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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パッ 

ラ 

-U — 


►タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 

► 最寄りのルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンクし 
たタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフイットについては、 
ルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場でお買い求め < ださい。 

I 平環境 

ホ J タイヤフィットやそのボトルの廃棄 

AJ は、メルセデス.ベンツ指定ヴービ 

© スエ場で行なってください。 

I 

に ►タイヤフィットは、4年ごとにメル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
交換して < ださい。 


こリ— 


バッテ U- 取り扱いの一般的な注意 j 

バッテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び苗に十分充電されていることび 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
ち頻繁にパッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テ U —は必ず指定品を使用して<だ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 



爆発の危険があ0ます。 


0 バッテ U —を取り扱ってし、 
るとさは、火気や裸火、火 
花などを近付けたり、近< 
で喫煙しないで < ださい。 

A バッテリー液は腐食性があ 
りまず。皮膚や眼、衣服に 
付着しないよラに注意して 
<ださい。 

手袋やエプ□ン、マスクを 
着用して < ださい。 

バッテ U -液が付着したと 
さは、ただちに清潔な水で 
十分に洗い流し、医師の診 
断を受けて < ださい。 




バッテリーを取り扱ラとさ 
は保護眼鏡を着用して < だ 
さい。 








パツ 


339 



モ供を近付けないで<ださ 
し、 

0 

取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 


A 警告 

安全のため、バッテリーは必ず指定 
品を使用して < ださい。指定された 
バッテ U —は衝撃保護性能に優れて 
おり、事故などでバッテリーが損傷 
した隙に乗員がバッテリー液により 
火傷をする危険性を低減しまず。 

爆発や火傷を防ぐため、バッテリー 
を取り扱ラとさはし U 下の事項を守つ 
て < ださい。 

• バッテリーをのぞさ込まないでく 
ださい。 

• 金属製の工具などをバッテ U —の 
上に置かないでください。バッテ 
U —がショートして可燃性のガス 
に発火し、バッテリーが爆発する 
おそれがありまず。 

• 静電気を防ぐため、合成繊維の衣 
服を着用しないで<ださい。また、 
カーぺッ トの上な どでバッテリー 
を弓 I さずらないでください。 

• バッテ U —に触れるとさは、先に 
車体などに触れて、身体の静電気 
を放電させて < ださい。 

• 布などでバッテリーを拭かないで 
<ださい。静電気や火花が発生し 
て、バッテ U —が爆発するおそれ 
があります。 


平環境 

バッテリーは家庭用ごみとして廃棄 
しないでください。バッテ U —は環 
境に配慮した適切なち法で処理して 
ください。 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーを廃棄ずるときは、新しいバッ 
テリーをお買い求めになった販売店 
に廃棄処分を依頼して < ださい。 

〇ま全のため、バッテ U —端子をゆ 
るめたり外ずときは、エンジンス 
イッチからキーを巧くか、イグニッ 
ション位置を0にしてくださし、 
電気系部品やオルタネーターを損傷 
ずるおそれびありまず。 

〇 必要でなければ、駐車時はエンジ 
ンスイッチからキーを取り外してく 
ださい。エンジンスイッチにキーび 
差し込まれているとさはわずかに電 
力び消費され、パッテ1」一を消耗し 
9 〇 

〇 バッテ U —端テの取り外し、バッ 
テ U —の取り外し、充電、交換につ 
し、ては、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場で作業ずることをお勧めし 
9 〇 

©パ' ッテ U —の接続び一時的に断た 
れたとさは、下のよ5な作業び必 
要になることびありまず。 

• COMAND システムの再設定 

• 施淀時のドア S ラー格納機能の 
I 」セツト 


I 
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パツテリー 


バッテ U —の位置 


C 180 / C 250 


バッテ U —はエンジンルーム内助手 
席側のエアダクト下部に装備されて 
し、ます。 



左八ンドル車 


► マイナスドライバーなどの適切なエ 
具を使用して、エアダクトの3力 
所のク U ップ⑤を外しまず。 

► エアダクトのを取り外しまず。 

。ク U ップを外ずとさは、手にけび 
をしないよ5にま意して < ださい。 



ち八ンドル車のバッテリー 

のバッテ1」一 
⑤ [+] 端 テの カバー 
⑤ [-] 端 テ 
④ブ U —ヴーホース 


C 63 AMG 

バッテリーはトランク内にありまず。 


► トランクを開きまず077ぺージ）。 

► トランクフ□アボードを開さまず 
(>231ページ）。 



C 63 AMG のバッテリー 
のバッテ U — 


⑤ [+] 端子の カバー 

⑤卜]端子 

④ブ U —ヴーホース 


インジケーター付き■バッテ U — 



ケースび黒色で、上面にインジケー 
夕一のびあるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 


■化：？ 0 >1 り 
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インジケーターのは、バッテリーの 
液量や充電状態び適正なとさは黒色 
に、バッテ U —の交換び必要なとさは 
白色になりまず。 

インジケーターび白色になったとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してください。 

まに、を険ですので分解は絶巧に行な 
ねないで < ださい。 


バッテ U — のケースび黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルびある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
きません。 

また、を険ですので分解は絶対に行な 
ねないで < ださい。 

点検についてはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 


バッテリーびあびつたとを 


A 警告 

• 作業を始故る前に必ずし U 降に記載 
ずる説明を読んで<ださい。説明 
を守らないと、電気装備を損傷し 
たり、バッテリーが爆発してけが 
をずるおそれがありまず。 

. 他車のバッテリーを電源として始 
動しているとさは、バッテリーを 
のぞさ込まなし''で<ださし、万一 
爆発したとさに、けがをするおそ 
れがおりまず。 


A 警告 

他車のバッテ U —を電源としてエン 
ジンを始動しているとさは、ガスが 
発生し、爆発の原因になりまず。火 
気や裸火、火花をお付けた0、おく 
で喫煙しないでください。バッテリー 
を取り扱ラときは、安全にミ主意し、 
保護対策を取つてください。 


A 警告 

未燃焼の燃料が排気システムに入る 
と、発火して火災が発生ずるおそれが 
ありまず。エンジン始動操作を長時間 
繰り返して行なわないでください。 


A 警告 

たばこなどの火気をお付けたり、乂 
花を発生させたりしないで<ださい。 
バッテリーが爆発してけがをするお 
それがあ0まず。 


I 
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パッテリーがあがったとを 


P エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないでください。 

エンジン始動を2〜3回試みてを 
始動でさないとさはメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

エンジンを始動でさにとさを、ずみ 
やかにメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって< ださし、 

〇救援車により接続方法び異なるこ 
とびありまず。接続前に救援車の取 
扱説日月書をお読み < ださい。 

急速充電器によりエンジン始動を行な 
わないでください。バッテ U —の電圧 
びほ下してエンジンの始動び困難なと 
きは、 ブースターケーブルを 使用して、 
他車のバッテ U — または補助バッテ 
U —の電源により始動ずることびでさ 
ます。(下の指示に従ってください。 

• すべての車でバッテ U —に ブース 
ターケーブルを接続でさるとは限り 
ません。バッテ1」 一に ブースター 
ケーブルを接続でさないとさは、補 
助バッテ1」一やエンジン始動用装置 
の電源を使用して、エンジンを始動 
して < ださい。 

• エンジン始動は、エンジンと触媒 
び;ちえているとさに行なってくだ 
さい。 

• バッテ U —び凍結しているときは、 
エンジン始動を行なわないで< ださ 
しんバッテ U —液を解凍してから行 
なって < ださい。 

. 救援車のバッテ U — び、1 2 V バッ 
テ1」一であることを確認して < だ 
さし、。 


• 十分な容量と太さびあり、絶縁され 
たクランプを持つ ブースターケープ 
ルを使用して < ださい。 

• バッテ U —び完全に放電していると 
さは、ケーブルを接続してずぐに始 
動操作を行な5のではな<、数分間 
経過してから行なってください。完 
全に放電したノ くッテ U —に充電び行 
なわれまず。 

• 自車と救援車び接触していないこと 
を確認してください。 

LU 下を確認して < ださい。 

• ブースターケーブルび損傷していな 
いこと 

• ブースター ケーブルをパッテ1」 一に 
接続しているときは、卜]端子や卜] 
端テび他の金属部分に触れていなし、 
こと 

• ブースターケーブルび ラジェ ターを 
却フアンや回転べルトに巻き込まれ 
ていないこと。 

ェンジンを始動してェンジンびかか 
ると、それらび動 < ことびありまず。 

►パーキングブレーキを 効かせまず。 

►セレクターレバーを HE に入れ 
まず。 

► 両車の電気装備をずべて停止しまず。 

► ボンネットを開さまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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ち八ンドル車 

イラストのバッテ U —®は、充電さ 
れに救援車のノ くッテ1」一まにはエンジ 
ン始動用装置を示していまず。 

► 自車の [+] 端テのカバーのを開き 
ます。 

► 赤色 ブースター ケーブルで、自車の 


► 黒色 ブースター ケーブルを両車の 
卜]端子から外しまず。先に自車の 
卜]端モ⑤から外しまず。 

► 赤色 ブースターケーブルを 両車の 
[+] 端テから外しまず。先に自車の 
[+] 端モ⑤から外しまず。 


[+] 端子⑤と救援車のバッテリー ► ブースターケーブルを外してから、 


©の [+] 端子⑤を接続しまず。 

先に自車の [+] 端モ③から接続し 
ます。 

救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 


自車の [+] 端テのカバー①を閉じ 
9 〇 

メルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さし、。 


► 黒色ブ-スタ-ケ-ブルで救援車の 〇 他車のルツテ I 」-を電源としたェ 


[-] 端モ④と、自車の卜]端モ⑤ 
を接続します。 

先に救援車のバッテ U — ®の卜] 
端モ④から接続しまず。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 

► ブースターケーブルの接続を外ずま 
で、数分間エンジンをかけたままに 
します。 


ンジン始動は票急の対応でず。 

〇 他車のバッテ1」一を電源としたェ 
ンジン始動について、不明な点びあ 
るときは、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


I 
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けん引 



A 警告 

• エンジンがかかっていないとさは 
ブレーキがステアリングの操作に 
非常に大さな力が必要になります。 
必要であれば、ブレーキペダルを 
力いっぱい踏んでください。 

• けん引されるとさは、ステアリング 
をまわすことがでさ、□ックされて 
いないことを確認してください。 


A 警告 

ホールド機能が作動しているときは、 
車にブレーキがかけられています。 
けん引で車を動かすとさは、ホール 
ド機能を解除してください。 

けん引はでさるだけ避けて<ださい。 
自走でさないとさは、専門業者に依頼 
して車両運搬車で移送して < ださい。 

Q -般道では 30 krn/h iU 下の速度 
で、距離は 50 km (内に限り、け 
ん引走行ずることがでさまず。距離 
が 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用して<ださい。トラ 
ンスミッシヨンを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

Q けん引□ープをけん引フックが 
の場所にかけないでください。 

Q めかるみからの脱出などの目的 
に、けん引フックを使用しないでく 
ださい。車を損傷ずるおそれがあり 
ます。 


H けん引されるとさは、ゆつ<り発 
進し、車両に過大な力をかけないで 
<ださい。車を損傷ずるおそれがあ 
ります。 

B キーレス3’一装備車は、キーレス 
ZI —スイッチ*を取りがしてエン 
ジンスイッチにキーを差し込んで 
ください。イグこッシヨン位置を 
2にしてからセレクターレバーを 
rm に入れて < ださい。 

そして、イグこッシヨン位置を0 
にして、キーは抜かないでくださし、。 

けん引されるときは、必ずセレクター 
レバーを CE に入れて < ださい。 

(下の理由により、けん引される前に 
バッテ U —が接続されていて、電圧が 
低下していないことを確認してくだ 
さい。 

• イグこッシヨン位置を2にずるこ 
とがでさません 

• セレクターレバーを rm に入れる 
ことがでさません 

セレクターレバーを [ E から動かず 
ことがでさないとさは、手動でパー 
キング□ックを解除してくださし^ 
([>317ページ）。 

。エンジンを始動でさないとさは、 
他車のノ（ッテ U —を電源とした始動 
を試みて < ださい。やむを得ず、他 
車にけん引してちらうときはじ(降に 
記載する説明に従い、最寄りのル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
移送して < ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


■化：？ 0 >1 り 
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〇けん引□ープを使用してけん引さ 
れるとをは、じ(下の点にミ主意してく 
ださい。 

• □ープは両車とをでさるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• □ープの長さは 5 m 巧とし、 
□ープの中巧に白巧 (30 cm X 
30 cm (上）を付けて2台の車 
び□ープでつなびれていること 
を周囲に巧おして < ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃びかか 
らないよ5にして < ださい。 

• けん引フックじ(外には□ープを 
かけないで < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
よラに前車のブレーキランプに 
ま意しなびら車間距離を調整し 
て < ださし、。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないで<ださい。車を損傷 
するおそれびありまず。 

〇 けん引されるとさは、車速感応 
ドア□ックを解除してください 
(075、168ぺージ）。車輪び回転ず 
ると車び自動的に施湿され、車外に 
閉め出されるおそれびありまず。ま 
た、けん引防止警報*を解除して 
ください （060 ページ）。 


r けん引フックの取り付け 


けん引フックを取り付ける 


► 車載工具（[>290ぺージ）ひらけん 
引フックを取り出しまず。 


A 警告 

U アのカバーを取り外すとさは、マ 
フラーに ミ主意してください。 マフラー 
は高温になるため、 マフラーに 触れ 
ると火傷をするおそれびあ0まず。 

けん引フックの取り付け部はフ□ント 
と1」アのバンパーにありまず。けん引 
フックを取り付けるとさはカバーを外 
しまず。 



► カバーのの マーク 部を矢印の方向 
に押しまず。 


► カバーのを外しまず。 

《車種や仕様により、カバー①のおがは異な 
ります。 

► 内部のネジ巧に、けん引フックを時 
計回りにまわしてねじ込み、止まる 
まで手で締め込みまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


■化：？ S - り 
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けん引 


けん引フックを取り外ず 


► けん引フックを取り外しまず。 

► カバー®をバンパーに押し込んで 
取り付けまず。 

► けん引フックを車載工具に収納し 
ます。 


後輪を上げてけん引ずる _ 

後輪を上げてけん引ずるときは、 

0344ページ）のミ主意事項を守って 

<ださい。 

〇後輪を上げてけん引ずるときは、 
必ずイグニッシヨン位置を0にし 
てください。 ESP ® び作動して接化 
している車輪にブレーキびかかりま 
す。また、ブレーキシステムを損傷 
するおそれびありまず。 

►非常点滅灯を点滅させまず（>106 
ページ)。 

►イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを巧さ 
ます。 

►車ひら離れるとさは、キーを携帯し 
ます。 


前後輪を接地させてけん弓 I ずる 

前後輪を接化させてけん引ずるとを 
は、0344ぺージ）のま意事項を守っ 
て < ださい。 

A 警告 

エンジンびかかっていないとをはブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大をな力び必要にな0ます。ミ主意 
して操作を巧なってください。 

►非甫点滅灯を点滅させまず （>106 
ページ)。 

〇 非常点滅灯を点滅ごせてけん引さ 
れているとさでを、コンビネーシヨ 
ンスイツチを操作して方向指示灯を 
点滅させることびでをまず。このと 
さは、方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 

► イグニツシヨン位置を2にしまず。 

►停止しているときは、ブレーキぺダ 
) レを踏んだままにしまず。 

►セレクターレバーを HE に入れ 
ます。 

► ブレーキペダルから足を放しまず。 
►パーキングブレーキを解除しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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車両を運搬ずる 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 

載するとをにを使用できまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► ブレーキペダルを踏みなびらセレク 
ターレパ' 一を CE に入れまず。 

車を積載したらずみやかに(下のこと 

を行ないまず。 

► パーキングブレーキを効かせて、車 
び動かないよ5にしまず。 

► セレクターレバーを [ E に入れ 
ます。 

►イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

► 車を固定しまず。 

〇車両運搬車に積載して車両を固定 
するとをは、固定□ープをサスペン 
シヨンなどのメンバー部分にかけな 
いでください。車体を損傷ずるおそ 
れびありまず。 


巧しびけ（が常時のエンジン始動 
操作) _ 

〇押しびけによるエンジンの始動操 
作は行なねないでください。トラン 
スミッシヨンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 


-ズ 


ヒューズ 交換に ついての ミち意 


A 警告 

規格や容量の異なるヒューズ、改造 
や修理をしたヒューズを使用しない 
でください。電気回路に負巧びかか 
り、火災の原因になりまず。 

ヒューズ切れの原因の点検や修理は 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場に作業を依頼してください。 

電気装備に異甫び発生ずるとヒューズ 
び切れて電気装備への接続び切断され 
まず。これにより電気装備は作動しな 
<なりまず。 

ヒューズを交換するときは、必ず同じ 
電流値（色）のヒューズと交換してく 
ださい。ヒューズの電流値は「ヒュー 
ズー覧」瓜349ページ）に記載され 
ていまず。詳しくはメルセデス■ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

ヒューズを交換してをすぐに切れると 
さや、ヒューズには異常びなく電気装 
倫び作動しないとさは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で原因を調 
ベ、修理してください。 

〇おず車両に適合した、正しい電流 
値のヒューズだけを使用してくださ 
し、。構成部品やシステムを損傷する 
おそれがあ0まず。 


■化：？ 6- り 
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-ズ 


ヒューズを 交換ずる _ 

►停車して、パーキングブレーキを効 
かせまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

►イグニッシヨン位置を0にして、 
エンジンスイッチからキーを巧を 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しない 
電気装備に該当ずるヒューズを確認 
します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、ヒューズび切れ 
ている（を断）とさは、同じ電流値 
(色）のヒューズと交換しまず。 


ヒューズの 位置 

ヒューズボックスは(下の場所にあり 
ます。 

• エンジンルーム巧運転席側 
• トランクルーム巧ち側 

エンジンルーム内のヒューズボックス 

ヒューズボックスの力/ (—を夕1•ず 

► ワイパーび停止位置になっているこ 
とを確認します。 

A 警告 

エンジンルーム内のヒューズボック 
スを点検するときは、必ずワイパー 
を停止し、イグニッシヨン位置を0 
にして、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。ワイバーび作動 
するとけびをずるおそれびあ0ます。 



ち八ンドル車 


► カバーに水分やちれび付着している 
ときは、巧などで巧さ取りまず。 

► 左八ンドル車は、 ホース ②を カバー 
のフックから取り外しまず。 

► 2 力所のク U ップ①を外しまず。 

► 前方に向けてカバーを取り外しまず。 

※ちハンドル車のヒューズボックスは、エ 
ンジンルームに向かって左側にあります。 

P ヒューズボックスのカバーを取り 
外したときに、ヒューズボックスの 
内部に水などが入らないよ5にして 
<ださい。 

ヒューズ ボックスの カバーを 取り付 

ける 

► ヒューズ ボックス カバーのシール 
部が正しい位置にあることを確認 
します。 

►後部から先に、 カバーをヒューズ 
ボックスに取り付けまず。 

► ク U ップ ® でカバーを固定しまず。 

►左八ンドル車は、 ホー ス②を カバー 
のフックに取り付けまず。 


■化：？ 0 >1 り 


► ボンネットを開をまず。 










ヒューズボックスの巧部に水など 
び入らないよラに、カバーをお実に 
取り付けて < ださい。 

► ボンネットを閉じまず。 

トランクルーム内のヒューズボックス 


ヒューズボックスの力/ (-を開く 

► トランクを開さまず。 

►カバーのの上部を持ち、下方に取 
り外しまず。 


エンジンルーム内のヒューズボックス 



ヒユースー覧 



ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

1 

25 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ® 

2 

30 A 

セントラル□ック、乗降用ラ 
イト、ドア赤色む、ドア S 
ラー、パワーウインドウ、前 
席シート調整、スイッチ照日月、 
ち向指おな 

3 

30 A 

セントラルロック、柔降用ラ 
イト、ドアホ色な、スイッチ 
照日月 

4 

20 A 

フィルターヒーティング、フ 
n ントライト 

己 

7.5 A 

ライトスイツチ 

6 

10 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ®、 

エンジンエレクトロニクス、 
燃料ポンプ、スターター 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

7 

20 A 

スターター 

8 

7.日 A 

エァバッグ 

9 

15 A 

ライター 

10 

30 A 

ヮィパー 

11 7.己 A 

COMAND ディスプレイ 

12 

7.日 A 

エアコンディショナー、ダイ 
ナ S ック八ンド U ングパッ 
ケージ、シートヒーター、ス 
イッチ照明、パークト□ニッ 
ク、パーキングガイダンス 
機能 

13 

7.己 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ®、 

ホーン、へッドライト、マルチ 
ファンクシヨンステア U ング、 
方向指示な、ウインドウウォッ 
シャー、ワイパー、ステア U 
ング調整、スイッチ照明 

14 

7.日 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ⑥ 

15 

7.5 A 

エァバッグ 

16 

己 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ®、 

才ートマチックトランス S ッ 
ション、電話、スイッチ照日月、 
ECO スタート/ストップ 

17 

30 A 

自動防眩機能、ルームラン 
プ、バニティ S ラー照明、レ 
インセンサー、ライトセン 
ヴー、読書灯、スイッチ照 
明、パノラミックスライディ 
ングルーフ 

18 

7.日 A 

非常点滅な、スイッチ照明 

19 

20 A 

エンジンエレクトロニクス、 
燃料ポンプ、イグニッション 
□ック、スターター、ステア 
IJ ング n ック 

20 

40 A 

ABS / ASR / 目 AS / ESP ⑥ 

21 

7.己 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ®、 

エアバッグ、ブレーキランプ、 
グ□ーブボックスランプ 

22 

15 A 

エンジンエレクト n ニクス 

23 

20 A 

エンジンエレクト n ニクス、 
燃料ポンプ 

24 

1己 A 

エンジンエレクト□ニクス 

25 

15 A 

エンジンエレクト n ニクス 


349 


se — り 
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-ズ 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

26 

20 A 

COMAND システム、ラジオ、 
スイッチ照日月 

27 

7.日 A 

エンジンエレクト□ニクス、 
燃料ポンプ、イグニッション 
□ック、スターター、ステア 
1」ングロック 

28 

7.日 A 

ーターパ ネル 

29 

10 A 

へッドライト照射角度調整 

30 

10 A 

へッドライト照射角度調整 

31 

15 A 

ホーン 

32 

40 A 

エンジンエレクト□ニクス 

33 

10 A 

才ートマチックトランス S ッ 
ション 

34 

7.日 A 

燃料ポンプ 

35 

5 A 

ABS / ASR / BAS / ESP ® 

36 

7.日 A 

オプション 


トランクルーム内のヒューズボックス 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

37 

5 A 

エアバッグ 、 NECK PRO アク 
ティブへッドレスト 

38 - 

未使巧 

39 

30 A 

セントラル□ック、乗降用ラ 
イト、ドア赤色灯、スイッチ 
照日月 

40 - 

未使用 

41 

30 A 

ドア S ラー、セントラル ロッ 
ク、乗降用ライト、ドア赤色 

1 灯、パワーウインドウ、スイッ 
チ照明、前席シート調整、方 
向指示な 

42 

25 A 

燃料ポンプ 

43 

5 A 

エアコンディショナー 

44 

30 A 

前席シート調整 

45 

30 A 

前席シート調整 

46 

7.日 A 

アンテナモジュール、盗難防 
止システム、室内センサー、 
けん引防止機能 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

47 

- 

未使巧 

48 

- 

未使用 

49 

斗 0 A 

U アデフォッガー 

50 

50 A 

PR 卜 SAFE ® 

己1 

50 A 

PR 卜 SAFE ® 

巳2 

- 

未使巧 

53 

- 

未使用 

巳斗 

- 

未使巧 

巳5 

- 

未使用 

56 

- 

未使巧 

57 

- 

未使用 

58 

- 

未使巧 

59 

- 

未使用 

60 

- 

未使用 

61 

- 

未使用 

62 

30 A 

ランバーサポート、前席シー 
卜調整、ステア U ング調整 

63 

- 

未使用 

6斗 

- 

未使用 

65 

1日 A 

ダイナ S ック A ンドリング 
パッケージ 

66 

- 

未使巧 

67 

30 A 

サウンドシステム 

68 

- 

未使巧 

69 

- 

未使用 

70 

- 

未使巧 

71 

1日 A 

ライター 

72 

- 

未使巧 

73 

7.5 A 

診斬ソケット 

7斗 

15 A 

キーレス Zl — 

75 

- 

未使用 

76 

15 A 

12 V 電源ソケット（後席） 

77 

- 

未使用 

78 

7.5 A 

シートベンチレーター 

79 

曰 A 

パークトロニック、パーキン 
グガイダンス機能 


■化：？？り 







(201 1-04-20 - A 204 584 69 82) 

〇 ヒューズ配置表（英文）は、車載 
工具にを収納されていまず。ヒュー 
ズ配置表にはヒューズ容量を記載さ 
れています。 

〇 記載の内容は取扱説日月書作成時点 
のをので、予告なく変更されること 
びありまず。 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

80 

- 

ま使用 

81 

已 A 

ラジオ、電話 

82 

- 

未使用 

83 

7.5 A 

電話、パーキングアシスト U 
アビューカメラ 

84 

7.5 A 

パーキングアシスト1」ア 
ビューカ;ラ、ラジオ 

85 

7.5 A 

テレビ 

86 

- 

未使用 

87 

- 

:ま使用 

88 

- 

未使用 

89 

- 

未使用 

90 

- 

未使用 

91 

20 A 

フイルターヒーテイング、 
EC 日スタート/ストップ 


35 
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純正部品/純正アクセサリー•354 


車両の電子制御部品について……355 

ビー クルプ レー ト . 355 

オイル•液類/バッテ U - ……356 

ビークルデータ . 361 

トランクを開いたときの高さ……361 
タイヤとホイール . 362 
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純正部品/純正ァクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理の 
とさは、必ず純正部品を使用して<だ 
さし、。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 警告 

承認されていない部品、タイヤがホ 
イール、または安全に関ずるアクセ 
サリーを使用ずると、走行安全性が 
損なわれるおそれがあ0ます。 

これらはブレーキシステムなどの安 
全性に関連したシステ厶の故障につ 
ながる可能性があります。さらに車 
両操縦性を失ラ原因にな0、事故の 
原因になります。 

どのよラな場をでち、純正部品のみ 
を使用してください。また、タイヤ 
やホイール、アクセヴ U —はお客様 
の車両のために承認されたちののみ 
を使用してください 


9環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するたが、 U サイクル部品を積 
極的に導入していまず。 


下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取り付けられ 
ていまず。 

. ドア 

-ドア ピラー 付近 
• サイドシル付近 
•シート 

• ダッシュボード 
-インストルントパネル 
• センターコンソール 

これらの部位にオーディオなどを追 
加装備したり、修理や銀金作業など 
を行なラと、乗員保護装置の作動に 
悪影響を与えるおそれがありまず。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇 純正部品(外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇所 
に不具合び生じてを、保証を適用で 
さないことびありまず。 








車両の電子制御部品について、ビークルプレート 
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車両の電子制御部品について 


A 警告 

電子制御部品やその構成部品にかか 
わる作業は、ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で行なって < ださい。 

特に、安全装備や安全に関わるシス 
テムについての作業は、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定 サービス エ場で行 
なって<ださい。車両の安全性に影 
響を与えるおそれがあります。 

Q 電モ制御部品およびそれに関わる 
コント□ール ユニッ トやセンサー、 
配線類などの ><ンテナンス作業は、 
必ずメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なって<ださい。車両の 
構成部品が通常より早<摩耗した 
り、保証を適用でさないことがあり 
ます。 

[ I 車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで < ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
る他の装備にを悪影響をちえるおそ 
れびありまず。 

〇車載無線機など電装アクセサリー 
を装着するとをは、メルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談してく 
ださい。装着方法などび適切でない 
と、車の電モ制御部品に悪影響を与 
えるおそれびありまず。また、電気 
配線を間違えると、乂災や故障の原 
因になりまず。 


ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号や 
エンジンま号などび必要になることび 
ありまず。車台ま号やエンジンま号な 
どは図の箇所に記されていまず。 



運転席側まには助手席側のドア開□部 
車体側に、車台ま号および カラーコー 
ドなどを記載したニューカープレート 
①び貼付されていまず。 



ち側前席下部のフレームに車台ま号 
⑤び巧刻されていまず。 


■もふ51.4 
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車台ま号を確認ずる 

► ち側前席をちっとを後方の位置にし 
ます。 

► 力ーペット®を上方に開きまず。 
車台番号⑤び確認でさまず。 

オプションコードプレート 



ボンネット裏側にオプションコードを 
記載したオプションコードプレート 
0び貼付されていまず。 


エンジンを号 

エンジンブ□ックのクランクケースに 
エンジンま号び巧刻されていまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


オイル•液類/パ’ツ; 


オイル-液類に関ずる注意 


A 警告 

オイル-液類を保管するときは、関連 
ずる法律に従ってください。また、乂 
気の近くには保管しないでください。 
オイル-液類は子供の手の届かない 
場所に保管してください。 

オイル■液類が目や粘膜、傷に触れな 
いようにしてください。万一目に入っ 
たり皮膚に付着したとさは、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてください。 

9環境 

オイル-液類は、環境に配慮して廃 
棄してください。 

オイル-液類には(下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイル、 
ノ くワーステア U ングオイルなど） 

• 冷却水 
• ブレーキ液 
• ウォッシャー液 
• エアコンディショナーの冷媒 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 


■み—も 51.4 


詳しくは、ルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 









オイル•液類/バッ s 
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〇 指定品政がのオイル-液類を使用 
したときは、該当箇所だけでな<関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 


燃料 


A 警告 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料 
を取り扱ラとさは、火気を近付けた 
り、近くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停 
止してください。 


A 警告 

燃料が皮膚やを類に触れないよラに 
を意して < ださい。 

燃料が皮膚に直接触れたり、気化し 
た燃料を聴い込むと、健康に悪影響 
を与えまず。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約66 G 

警告な点む時の 

C 63 AMG を P ： 

残量 

<車種：約8尼 


C 63 AMG : 


約14 G 


〇軽油を給油しないでください。か 
量でをガソ U ンと軽油び混じると燃 
料系部品やエンジンを損傷ずるおそ 
れびありまず。 


〇指定 LU 外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などにより 
エンジンを損傷しにり、乂災び発生 
するおそれびありまず。指定(外の 
燃料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の適用外になりまず。 

〇燃料の添加剤は、純正品まには承 
認されている製品のみを使用してく 
ださい。エンジン内部の摩耗び進ん 
だり、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。故障び発生したとさは、 
保証の適用外になりまず。 

燃料消費について 


9環境 

C02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となりまず。 

緩やかな運転をむびけ、定期的に点 
検■整備を行なラことによ D 、 C 02 
排出量を最ル限に抑えることびでき 
まず。 

し U 下のような状況では、燃料をより消 
費します。 

• 気温び非常にほいとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行するとさ 
• 山道や坂道を走行ずるとさ 
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エンジンオイル 

H エンジンオイルは、使用している 
間にミちれた0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給ちし<は 
交換して < ださい。 


エンジンオイル容量 


車種 

容量 

C 180 

約 5.5 G 

C 250 


C 63 AMG 

約 8.5 G 


(外部オイルクーラー 
分を含む） 

〇 容量は、 

オイルフィルター分を含 


む交換時の数値です。 

添加剤 

。エンジンオイルには添加剤を入れ 
ないでください。エンジンを損傷ず 
るおそれがありまず。 


使用ずるエンジンオイル 


指定のエンジンオイルを使用して<だ 
さい。詳しくはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

グレードと粘嵐ま、下図を参考にして、 
使用ずる場所の列気温度に合わせて選 
択して < ださい。 



オートマチックトランスミッション 
オイル _ 

才ートマチックトランス三ッションオ 

イルの交換については、別冊 r 整備手 

帳」を参照して<ださい。 

P オートマチックトランス三ッショ 
ンオイルは専用品のみを使用して< 
ださい。 

口才ートマチックトランス S ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないで< 
ださい。トランス S ッション内部の 
摩韩が進んだり、トランスミッショ 
ンを損傷ずるおそれがありまず。添 
加剤を使用して故障が発生したとさ 
は、保証の適用がになりまず。 


■み—も51.4 


























O オートマチックトランス S ッシヨ 
ンオイルの漏れを見つけたり、卜 
ランス S ッシヨンの作動に異常を 
感じたときは、ルセデス•ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


定期的にルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くは;><ルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


t 曰ぶ□□目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 警告 

ブレーキ液を補給するとさは、づ S 
や水分が U ヴーブタンクの中に入ら 
ないよラにしてください。たとえル 
さなでち)、ブレーキが効かな< 
なるおそれがあ0まず。 

ブレーキ液は使用している間に大気 
中の湿気を吸収して劣化します。劣 
化した状態で使用すると、過酷な条 
件下ではベーパー□ックが発生ずる 
おそれがあります。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や 
急な下り坂などでブレーキペダルを 
踏み続けると、ブレーキミ夜が沸騰し 
て気泡が発生し、ブレーキペダルを 
踏んでち圧力が伝わらず、ブレーキ 
が効かな<なる現象のことでず。 



冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給が必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して<だ 
さい。 

A 警告 

冷却水は可燃性の高い液体でず。冷却 
水を取0扱ラとさは、乂気を近付けた 
り、近くで喫煙しないでください。 
冷却水をエンジンルームにこぼさな 


いで < ださい。 
ります。 

発火ずるおそれがあ 

不ま液の濃度 


通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用しまず。 

車を使用する地域の最低気温によって 
濃度を変えまず。 

不ま液混合率 

凍結温度 

約已日％ 

- 37で 

約5日％ 

- 4日 。 C 


Q 不凍液の濃度は約50%から約 
日日％の間にしてください。濃度を 
約日日％ iu 上にずると、冷却性能が 
低下します。 


冷却水 


ブレーキ 液 
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オイル•液類/パッ. 
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ウオッシヤー液 


A 警告 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体 
です。ウォッシャー液を取り扱ラと 
さは、火気を近付けたり、近<で喫 
煙しないで < ださい。 

H へッドライトには樹脂製レンズを 
使用してし''るため、必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。純正じ(夕']'のウォッシャー液を使 
用すると、レンズを損傷ずるおそれ 
がありまず。 

〇ウォッシャー液は、 U ヴーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ屋ぜてください。 

〇ウォッシャー液に、蒸留水や脱イ 
オン水を混ぜないでくだごい。液量 
のセンサーを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効ま 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液とヘッド 
ライトウオッシャー液の U ヴーブタ 
ンクは兼用でず。 


バッテリー _ 

車載バッテリーの 電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

62 Ah / 74 Ah / 80 Ah 
84 Ah / 95 Ah 


《バッテリーの容量は、予告なく蜜更されるこ 
とびおります。 


■み—も 51.4 










ビークルデータ、トランクを開いたときの高さ 
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積載荷物の制限重量 


ルーフ 

100 kg 

トランク 

100 kg 


〇 ルーフの制限重量には、ルーフ 
ラックやアタッチ^ントの重量ち含 
まれます。 


トランクを開いたときの高さ 



，れ 


①トランクを開いたとさの高さ 

トランクをし^っぱし^まで'開し''たとさの 
高さは、 iiTF のよ5になりまず。 

の 1654〜1 669 mm 

〇 タイヤ、積載荷物、オプション装 
備品やヴスペンションの状態などに 
より、数値び異なりまず。 


■もふ5—ゎ 
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タイヤとホイール 


タイヤとホイール 


〇タイヤとホイールは必ず純正品お 
よび承認されに製品を使用してく 
ださい。詳しくはメルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 

ABS や ESP ⑩などの装倫は、純正 
品および承認された製品を使用ずる 
ことで効果び発揮されまず。 

純正品および承認された製品し i (外の 
タイヤやホイールを装着した場合 
は、ま全性の保証はできません。 

〇純正品および承認された製品(外 
のタイヤやホイールを装着した場 
合は、車両操縦性や騒音、燃料消費 
などに影響をちえるおそれびありま 
ず。また、指定されたサイズ(外 
のタイヤやホイールを装着すると、 
フェンダーの内側やサスペンション 
などに接触し、車やタイヤを損傷ず 
るおそれびありまず。 

〇再生したタイヤを装着した場合、 
安全性の保証はでさません。 

〇大径ホイールを装着したときは、 
路面状況び悪いとさに乗りむ i せび悪 
くなることびありまず。また、障害 
物を乗り越えたとさの快適性をほ下 
し、ホイールやタイヤを損傷ずるを 
険性を高まりまず。 

〇タイヤまたはホイールのサイズび 
前後で異なる車種は、タイヤ□—テー 
シヨンを巧ち);わないで < ださし、。 


〇 燃料給油フラップの裏側に、規定 
のタイヤ空気圧を記載したラベルび 
貼付してありまず0262ページ）。 

〇 左ちにはおず同サイズのタイヤ/ 
ホイールを装着してください。 

〇 標準タイヤとウィンタータイヤな 
ど、異なる種類のタイヤを同時に装 
着しないでください。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずね < ださい。 










タイヤとホイール 
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標準タイヤ 


車種 


タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

C 180 

前後輪 

195/60R16 

6.0J X 16 

39mm 

C 180 

前輪 

225/40R18 

8.0J X 18 

50mm 

AMG スポーツパッケージ 

C250 

後輪 

2 已 5/3 已 R18 

8 .引 X 18 

54mm 

C 63 AMG 

前輪 

235/40R18 

8.0J X 18 

45mm 


後輪 

255/35R18 

9.0J X 18 

54mm 

C 63 AMG 

前輪 

235/35R19 

8.0J X 19 

45mm 

ノてフオーマンスノてッケージ 

後輪 

255/30R19 

9.0J X 19 

54mm 


オプションまたは仕様により、け下のタイヤ/ホイールび装着される場合びあ 
りまず。 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

前後輪 

195/60R16 

6.0J X 16 

39mm 

前後輪 

205/50R16 

7.0 J X 16 

43mm 

前後輪 

225/50R16 

7 .引 X 16 

53mm 

前後輪 

225/45R1 7 

7 .引 X 17 

47mm 

前輪 

後輪 

225/45R1 7 
245/40R1 7 

7. 引 X 17 

8. 引 X 17 

47mm 

已 8mm 

前後輪 

225/40R18 

7 .引 X 18 

47mm 

前輪 

後輪 

225/40R18 

245/35R18 

7. 引 X 18 

8. 引 X 18 

47mm 

已 8mm 

前輪 

後輪 

225/40R18 

255/35R18 

7. 引 X 18 

8. 引 X 18 

斗 7mm 

已斗 mm 

前輪 

後輪 

225/40R18 

255/35R18 

8.0 J X 18 

8 .引 X 18 

已日 mm 

已斗 mm 

前輪 

後輪 

235/40R18 

255/35R18 

8.0 J X 18 

9.0J X 18 

4 已 mm 

已 4mm 

前輪 

後輪 

235/35R19 

255/30R19 

8.0 J X 19 

9.0J X 19 

4 已 mm 

已斗 mm 


■もふ5—ゎ 
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タイヤとホイール 


g タイヤサイズ24已/4日 R 17、245/35 R 18. 2已 5/35 R 18、255/30 R 19 の 
標準タイヤには、スノーチェーンを装着でさません。 


ウィンタータイヤ 


車種 


タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

C 180 

前後輪 

195/60 R 18 

6.0 J X 16 

39 mm 

C 180 

C 180 

AMG スポーツパッケージ 

C 250 

前後輪 

225/50 R 16 

7.引 X 16 

53 mm 

前後輪 

225/4已 R 1 7 

7.引 X 17 

47 mm 

前後輪 

225/40 R 18 

7.引 X 18 

47 mm 

前後輪 

225/40 R 18 

8.0 J X 18 

50 mm 

C 63 AMG 

前後輪 

225/40 R 18 

8.0 J X 18 

45 mm 

前後輪 

235/40 R 18 

8.0 j X 18 

4 已 mm 

前輪 

後輪 

235/40 R 18 

2已5/3已 R 18 

8.0 J X 18 
9.0 J X 18 

45 mm 

54 mm 


B タイヤサイズ23日/ 40 R 18、255/35 R 18 のウインタータイヤには、スノー 
チ ェ—ンを装着で'さません。 

〇 ウインタータイヤのサイズは Daimler AG び指定ずるをので、日本国内で 
発売ごれているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 

〇 スノーチェーンはウインタータイヤの後輪に装着ずることびできまず。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 

応急用スペアタイヤ 

Q 応急用スペアタイヤにスノーチェーンを装着しないでください。 

車種 タイヤサイズ ホイールサイズオフセット空気圧 

C 180 T 125/90 R 16 3.50 Bx 16 20 mm 4.2 bar / 

C 250 61 psi / 

T 125/80 R 17 3.50 BX 17 420 kPa 


C63AMG T 125/70R18 3.50 Bx 18 






























巧象モデル 


C 180 BlueEFFICIENCY Coupe 
C 250 B 山 eEFFIC 圧 NCY Coupe 
C 63 AMG Coupe 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

※この取扱説明書の内容は、2011年11月現在のわのです。 
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